
 

北海道釧路市 こどもエコクラブくしろ 

壁新聞のタイトル：釧路湿原風だより 2014       01-01 

 

こどもエコクラブくしろさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━

─━━─━─━─━─━ 

こどもエコクラブくしろのみなさん、こんにちは！ 

みんなの作ったエコクラブ新聞「釧路湿原 風だより 2014」を見てびっくりしまし

た。誌面を３つに分けて、「身近な自然と 2014 活動報告」「釧路湿原に住む絶滅

危惧の心配がある動植物の紹介」「自然災害から身を守る注意」をテーマに取り

上げています。 

紙面の構成、印刷かと思えるほどきれいに書かれた文字やイラスト、文章が理路

整然と組み立てられていること等々、すばらしい出来栄えです。さすがに、19 年

続けてきたクラブの先輩から受けついだ実力を感じます。世界に誇れる釧路湿

原やそこに暮らす動植物が守られるように、みんなの活動が活かされていること

と思います。 

冬のきびしい気候だけれど自然に恵まれた釧路で、一年間いろいろな活動―自

然観察・外来生物調査と防除・勉強会参加や交流活動―をバランスよく実施して

いますね。 

活動報告の内容は、時計回りに並べられた小さい写真と活動項目の箇条書きな

ので、少しわかりにくいですね。みんなが一番印象に残ったことや、がんばったこ

とをもうちょっと説明してくるとよかったかな。外来生物の防除は、どのようにする

のかかべ新聞を読んだ人は知りたいと思うでしょう。ウチダザリガニ以外の外来

生物にはどんなものがあるのですか？外来生物の見分け方も、知りたいな。 

 

 

こどもエコクラブくしろ 

壁新聞のタイトル：釧路湿原風だより 2014        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

釧路湿原自然再生の植樹では、苗木はどんぐりから作りましたか？どんな苦労があったかな？そんなことも書いてくれると、植

樹活動に関心がある人たちにも参考になるでしょう。 

釧 路湿原の希少動植物について、「どう守り私たちと共生していったらよいかを考えるきっかけになれば」、と新聞には書かれ

ています。みんなはどうすればよい か考えましたか？そのことを書いてくれるともっと良かった、と思いました。パズル遊びは

12 枚の生き物の絵をどのように使うのですか？食べる⇔食べられる の関係（食物連鎖といいます）で結びつけるとか…？以

前、網走の流氷の上にいるオジロワシを見ましたが、釧路湿原では食べるものがちがうだろうなと思いま した。 

最近の自然災害といえば、東日本大震災ですが、釧路でも津波の被害がありましたね。 

一方、台風や豪雨による災害も頻発しています。釧路湿原風だよりのテーマに選ばれたのはなぜか、考えてみました。 

何となく、むかしより自然災害の回数が増えている感じがします。その原因について、みんなで話し合ってみましたか？ 

台 風が北海道へ近づくことは、少なかったように思いますが、最近は強い勢力のまま接近することがめずらしくなくなりました。

地球上の大気の状態が変わってき たのでしょうか？生物の絶滅の原因の一つは、気候の変化です。わたしたちは、どのよう

に関わればよいでしょうか？すこしむずかしい問題ですが、考えてみて ください。災害時に必要な「非常持出袋」（ミニチュア）

は、傑作ですね。中身も見ましたよ。ところで、みんなの家には、非常持出袋は用意していますか？地 元自治会などが行う防

災訓練などに参加してみると、実体験ができてよいと思います。 

みんなは、自分たちの活動について情報発信をこころがけていますね。これからも、みんなの活動をかべ新聞にして、発表して

くれることを期待しています。 



 

こどもエコクラブくしろ 

壁新聞のタイトル：釧路湿原風だより 2014        

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

初めて拝読しましたが、内容、外観ともによくまとまった読みやすく、すばらしい新聞です。長年、こどもたちが釧路湿原という豊

かな自然に直接ふれ、資源を大切にするこころを育てることを狙いとした活動を行ってきた成果が、現在につながっていると思

います。 

壁新聞の作成には、１１～１２月を費やされています。文字、イラスト、写真には相当注意して作成された様子がよくわかりま

す。これに使われる時間を、これ からは現在みられる問題を解決するために、どのように取り組んでいけばよいかについて、

難しいことですが、こどもたちに考えさせることをお勧めします。そ の視点を持って環境問題に自ら取り組む人を増やしていき

たいものです。「壁新聞 応募用紙」には、小学校５年１０人とありましたが、壁新聞では「小中学生８名」がメンバーとなっていま

す。一年間で、メンバーに変更がありましたか？新聞 を読むときに、子どもたちの学年を意識しています。 

「自然災害」をテーマの一つに取り上げられましたが、貴クラブが長年取り組まれてきた テーマと少しずれがあるように感じま

したが、いかがでしょうか。ご承知のように、環境問題は互いに関係しあっていますから、境界線を引く必要はありませんが、生

物種の絶滅の要因の面から、環境問題（自然災害の発生原因など）に気付かせる方法もあると思います。絶滅を防ぐために、

外来生物の防除のほかにもい ろいろな要因があり（たとえば、森林の維持、水質汚染の防止、気候変動）、それらについて何

か取り組みを考えることもあるのではないかと思います。 

いずれにせよ、豊富な年間活動の実践、壁新聞作成のご指導などに、拍手を送りたいと思います。まさに、継続は力なり！で

す。貴クラブのご活躍に期待しています。 

 

北海道北見市 オホーツクエコクラブ 

壁新聞のタイトル：未来に残そう オホーツク海の流氷       読売新聞社賞 01-02 

 

オホーツクエコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

オホーツクエコクラブのみなさん、こんにちは！ 

みんなの作ったエコクラブ新聞「未来に残そうオホーツク海の流氷」から、みんな

が北見やオホーツク海沿岸の地に対する愛着や自然を残そうという思いが伝わ

ってきました。全体のテーマの割り付けや、書いている記事の内容や写真の使い

方も優れていて、とても分かりやすいです。使われているイラストも上手に描けて

いて感心しました。「未来に残したいもの」「ＥＳＤ全国こどもフォトコミュニケーショ

ン」「流氷調査」「思い出の流氷のまち」と展開されていますが、今住んでいる北

見からは流氷が見えないのでしょうか。みんなで懐かしんでいるようすがよくわか

りました。 

流氷のプラスとマイナスを比較している点もよかったです。観光客を集める観光

資源としての効果が大きいこともわかりました。自然の状態でなかなか見ること

ができない「あざらし」や「おじろわし・おおわし」、観光船が氷を砕いて進むようす

等、観光客には魅力的ですね。また、流氷が運んでくる「アイスアルジー」（氷中

藻）が、海を豊かにしてくれて漁業を支えていることもわかりましたね。アイスアル

ジーが海洋生物のエサになり、食物連鎖につながっていくこともわかりました。た

ぶん、食物連鎖の頂点には、オジロワシやオオワシがいるのでしょう。流氷の海

で食物連鎖が完結していることを見ることができて、すばらしいと思います。 

 



 

オホーツクエコクラブ 

壁新聞のタイトル：未来に残そう オホーツク海の流氷        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動のテーマを考えたとき、地球環境の急激な変化に伴う自然現象に着目しましたね。急激な変化といっても、一年一年の自

然の変化はわずかずつですし、不規則に変動します。わずかな年々の変化が続いて数十年たつと、変化がはっきりわかったり

します。「流氷調査」をして、データで流氷勢力と気温の関係をつかみ ましたね。何に基づいて判断するか、それは大事なこと

です。流氷期間の統計という別の角度からのデータも示してくれました。みんなは、まだ 10 年前後の人生ですので流氷の変化

の実感がないかもしれません。まわりのお年寄りに聞いてみましたか？グラフやデータにある 50 年前の流氷と生活の関係を

聞いてみると よいかもしれません。調査の最後に、結果についての自分の感想をまとめていることも、たいへんよいことです。

このことは、次に何か調べるときに参考になると思います。調べた資料にも触れていて、好感が持てます。 

流氷は、船を出すことができない漁師の人たちにとっては不便なことですし、海上輸送ができないマイナスがありますが、それ

を上回るよい点があるので、残し ていきたいですね。ものごとには、良いところ悪いところ両方がありますから、流氷のマイナ

ス面もちゃんと考えるのはよいことです。  

では、流氷を残すにはどうすればよいでしょう？最後の感想の中に、「身近なところからエコな活動を続けて行く」と書いてあり

ますが、実際にどんなエコな活動を続けてくれますか？そこを書いてくれると、もっと良かったと思います。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

平成 20 年から活動を続けているとのことですから 6 年間になりますね。 

その間、クラブのこどもたちも成長したことと思います。その成果が、この新聞に現れていると思いました。流氷について、幅広

くいろいろな視点から調査しています。それらの調べた結果を自分なりに理解して、新聞に表現しています。意見交換もなさっ

たことと思います。 

流氷が少なくなる傾向を示しているのは、たぶん気候変動（地球温暖化）の影響と考えて間違いないと思います。今回の新聞

では、読む人に流氷を残したいという気持ちにさせる力は十分にあると思いました。 

地球温暖化を防ぐことは、個人としては難しい点はありますが、エコな活動についての記述があると良いと思いました。「壁新

聞応募用紙」には、５項目が書いてありますが、新聞を読む人には伝わりません。 

流氷について、理解は深まりました。流氷が未来に残せるように、みんなで努力しましょう。 

 

青森県青森市 おおぼし保育園エコフレンド 

壁新聞のタイトル：ECO しんぶん       02-04 

 

おおぼし保育園 エコフレンドさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

みなさんは、保育園と保育園児童クラブの子どもたちで活動しているクラ

ブです。3 才から小学校 4 年生の子どもたち、そして保護者や地域の方

とも協力して活動をされているそうです。今回のかべ新聞では、ペットボト

ルのキャップ回収の活動についてまとめています。キャップを集めて、分

別したりする様子が写真や絵を使ってわかりやすく書かれていますね。

「小さな力を大きな力に変えましょう」というのはすてきなフレーズです

ね。 

みなさんのようなちいさなこどもたちでも、おとなでも、できることはいろい

ろあります。ひとりひとりの ちから はちいさくても、たくさんのひとがとり

くめばおおきなちからになりますね。これからもみんなでなかよくかつどう

してほしいとおもいます。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

キャップを集める時に、大変だったことや、楽しかったことはありますか？

みんながこの活動でどんなことを思ったのか、ぜひ知りたいなと思いま

す。一言でもいいので、それをみんなの言葉で伝えてもらえるといいと思

います。 



 

青森県弘前市 HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち～ドキュメント・2014～       文部科学大臣賞 02-01 

 

ＨＥＰ21 エコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

HEP21 エコクラブのみなさんが作った「ぼくたちとだんぶり池の仲間たち」かべ新

聞は、メンバー一人一人が感じたこと、気がついたこと、発見したことを絵もいれ

て書いてある、とてもすばらしいかべ新聞です。文部科学大臣賞にふさわしい新

聞になっています。 

何が、どこがすばらしいか、を書きます。 

一つ目は、メンバーぜんいんが参加して、一人一人が自分の手で新聞記事を書

いています。だれかがまとめて書いたのではありません。エコクラブかつどうとし

て、みんながせっきょくてきに参加し、かつどうしているようすがとてもよく分かり

ます。小学校 1 年生、2 年生、3 年生でもこんなにすばらしいかつどうができるの

ですね。そして記事を書けるのですね。 

ビックリしました。 

二つ目は、水をテーマにしてまとめて書いてあることです。４つのかつどうを楽し

みましたが、つねに水のことをわすれずに、ｐＨとでんどう度をはかって水のじょう

たいがどうなっているのかを考え、かんさつして発見したこと、気がついたことを

書いてくれました。水は私たちのみぢかにあり、たいへんなじみのあるものです

が、今回のかつどうをしてみて、いろいろと変化があることが分かったと思いま

す。 

三つ目は、新聞のまわりに何月何日にはかったデータをみると、とてもたくさんは

かったことと、1 年間をとおして気長に、そして毎週のようにはかったみんなのど

りょくとかつどうをつづけたことがとてもすばらしいです。 

 

 

HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち～ドキュメント・2014～        

 

四つ目は、水のことだけではなく、しょくぶつの葉っぱのこともよくかんさつしました。生き物についても、冬毛のことや虫のしゅ

るいやオスとメスのちがいや、鳥のこともよくかんさつしました。だんぶり池たんけんたいが春、秋、冬の生き物をよくかんさつし

て、考えたことがまとめてありました。みんなの生き物の見方がとてもおもしろいですね。 

メダカのじゅうたん、スイミングのせんしゅのようなアマガエル、さるがどうろをはしったあとには、まめのたべかすがいっぱいあ

ったよ、クルミの木がひつじのわらっている顔やかなしそうな顔に見えたよ、などなど。おとなの人には気がつかないことをみん

なは、よくかんさつしましたね。オオウバユリのたねの落ち方にきょうみをもったともだちもいました。しょくぶつのたねがどうやっ

て落ちるか、かんさつしてみると、いろいろとおもしろい落ち方に気がつくと思います。たんぽぽのたねは、風でとんでいく、オナ

モミのたねはどうぶつの毛にくっついていく、モミジやカエデのたねのとびかたは？鳥が食べてふんとともにたねが出るなど、お

もしろいやり方で種をとおくへ運んでいることも調べるとよいと思います。 

水のｐＨをはかって、いろいろなことを考えましたね。ｐＨが７のときが水は酸性（さんせい）でもなく、アルカリ性でもなく、中性

（ちゅうせい）といいます。みんなは酸性、中性、アルカリ性とはどういうのかをすでに勉強し、教えてもらったと思います。ｐＨを

はかって、数字が７より小さい時は、酸性といいます。７より大きい時はアルカリ性といいます。みんなが酸性雨というのにきょう

みをもって、ｐＨが 5.6 より小さい時が酸性雨と考えました。 

ｐＨが 5.7 や 5.9 あるいは 6.1 は７より小さいので酸性ですが、5.6 より大きいので、は酸性雨とはいいませんね。どうしてでしょ

うか？空気の中にあるにさんかたんそ（今、ちきゅうおんだんかでちゅうもくされているガスです）は、水によくとけますので、雨

ににさんかたんそがとけてｐＨが 5.6 になり酸性になります。でもこの雨は酸性雨とはいいません。じどうしゃやこうじょうのえん

とつからでるはいガスにふくまれている、ちっそさんかぶつやいおうさんかぶつが雨にとけると、ｐＨが 5.6 以下になります。そう

です、ｐＨが 5.6 より小さい雨にはよごれたガスがとけています。みんながはかった雨はｐＨが 5.6 以下の酸性雨が多かったよう

ですが、なぜ、青森県で酸性雨が多かったのだろうか？ 

みんなはどう考えていますか？ 

川の水のもとは雨の水ですが、どうしてｐＨが７前後で中性だったのでしょうか？川として流れていく間にいろいろな鉱物（こうぶ

つ）がとけます。これら鉱物はアルカリ性のものなので、雨で酸性になった水を中和（酸性とアルカリ性がはんのうすること）し

て、ｐＨが７前後になります。 

 



 

HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち～ドキュメント・2014～        

 

水のｐＨをはかる時に、なぜ、ともあらいをするのでしょうか？ごみがついているかも知れませんね。前にはかった水がのこって

いるかも知れません。あるいは、前にはかったみずにとけていたものが、いれものにのこっていることも心配です。そこでみんな

がちゃんとやっている、ともあらいをするのです。はかりかたのきそがみんなはできていることに感心しました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

さいごに、水のｐＨのすうじは、なんかいはかったすうじのへい きんですか？できれば、同じ水を 3 つに分けてｐＨをはかって、

へいきんを出すようにすると良いです。１回だけだともしかしたら、まちがったすうじになるこ とがあります。３つの水のｐＨをは

かって、全部のすうじをたしざんして、３でわりざんをするようにすると、へいきんが出ます。すうじのたしかさがましま す。すで

に、そうやっているのであれば、とってもすばらしいことです。 

でんどうどのちがいは、どうしてでしょうか？ さきほども書きましたが、川の水には鉱物がたくさんとけているので、でんきのと

おりやすさが大きくなります。海の水や人工海水はしょっぱいですよね。塩が たくさんとけているから、でんどうどがとてもおお

きくなりますね。りんごジュースもおいしいです。すっぱい味があることは、酸性のものがとけていることで す。でんどうどが大き

くなります。 

温泉水のすうじがおかしくないですか？温泉水には鉱物（こうぶつ）がたくさんとけているので、でんどうどが 27 というのは、ち

ょっと小さいかなと思います。でんどうどはもっと大きくなかったですか？ 

HEP21 エコクラブのかつどうとまとめたかべ新聞は、とてもすばらしいです。ていがくねんのこどもは、でんどうどやｐＨのすうじ

がどうして、そうなったかはむずかしいですので、ていねいにそくていすることをがんばることがりっぱです。高学年のこどもたち

は、なぜ？このようなｐＨのすうじになったのか？どうしてでん どうどのすうじがこのようになったのか？というぎもんをもってか

つどうをするとよいと思います。 

来年は、どんなかべ新聞がとどくのか、とても楽しみです。 

 

青森県八戸市 下長中エコクラブ 

壁新聞のタイトル：①紙エコ ②Let’ｓ水質調査       02-02、02-03 （全 2 枚） ①が推薦 

 

下長中エコクラブ ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

３人で紙のリサイクル問題に取り組み，「新聞回収が地球ちきゅうを救う」というテーマを

みちびきだしたのは成功しています。世界の木材の使われ方を円グラフで示した工夫も

理解りかいしやすさにつながっています。さらに牛乳パックを使って紙はがきを作る体

験学習をしています。これもハンガーとストッキングという材料を利活用する姿勢がみら

れて好ましく思いました。 

ひとつのテーマでもいろいろな活動ができるということに気が付いたのはとても素晴らし

いことです。これからも紙のリサイクルを広めて下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

2 年前にアメリカのメリーランド州の小学校を訪ねる機会がありました。ちょうどお誕生

会のパーティをしていました。紙のお皿にカップケーキ，紙コップに入ったジュースとプラ

スチックのフォークが紙ナプキンの上に広げてありました。食べ終わると，ポパイのマン

ガに出てくるのと同じ大きなバケツの中にカップケーキのアルミホイルも紙コップもプラ

スチックのフォークも紙ナプキンも投げ込んでしまい，分別をしないということに気が付

きました。 

日本では，燃えるごみと燃えないごみ程度は分別するのに，アメリカでは分別しないこ

とに大変おどろきました。日本の２．５倍の人口があるアメリカにこそ，分別という習慣を

身に付けてもらいたいと思いました。この意味でも紙のリサイクルは，いろいろな資源し

げんの節約につながるので，広めていきたいものですね。 

 



 

下長中エコクラブ 

壁新聞のタイトル：①紙エコ ②Let’ｓ水質調査        

 

下長中エコクラブ ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

公害がほとんどない青森県から水質汚濁おだくの問題を取り上げてくれま

した。 

1950 年から 60 年代にかけて水質汚濁おだくが進んだことを解説し，現在

では徐々に改善がみられたという指摘は素晴らしいと思います。さらに実

際に池と田んぼの水質を調査してみた報告が載っています。その結果，池

の汚れた水が田んぼに流れ出ているという推察すいさつはよく気が付きま

したね。もう一つ素晴らしいことは，参加した人が感想文を書いているとこ

ろです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

冒頭ぼうとうの日本の水質汚濁おだくは，調べたことをまとめた原稿げん

こうになっていますが，今では水質汚濁おだくの数値は徐々じょじょに改善

かいぜんされているという指摘してきは，とても大切なことで，どうしてその

ように改善が進んだのか，考えてみることが大切です。 

これにはわが国における長い間の家庭や企業による環境保全の取り組み

が効果的に働いているからです。見えないところで資源しげん、ごみの分

別，紙のリサイクル，下水処理場の設置など，いろいろな側面を取り上げ

て勉強されることを勧すすめます。自分で調べたことや人の話を聞いたと

きには自分で日記のようなメモを作っておくとより深く記憶きおくすることが

でき，ほかの人に伝えるのも容易よういになります。 

 

青森県十和田市 緑と太陽の保育園グリーン・キッズ 

壁新聞のタイトル：①緑と太陽グリーンキッズ ②緑と太陽グリーンキッズ ミニ       02-06、02-07 （全 2 枚） 幼児 

 

緑と太陽の保育園 グリーンキッズ①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

とてもかわいらしいかべ新聞ですね。縁取りの黄色がかわいいなあと思って

いたら、これはお菓子の箱を使ったものだそうです。ごみも減って、いいアイ

ディアですね。 

お散歩を通してのごみひろいでは、2.2kg ものごみがあったということで、残

念です。タバコのすいがらが多いので、ごみを捨てているのは大人が多い

のでしょうね。道端では、ごみが落ちていると、他の人も捨てていいと思うの

か、またどんどんごみが捨てられていくように思います。みなさんがごみ拾

いをして、街がきれいになれば、これからごみを捨てる人はきっと少なくなっ

ていくと思いますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

保育園でのごみを減らすために、ハンカチを持ってきて、なるべくペーパータ

オルは使わない、というのもいい取り組みです ね。このように、ごみ（使い

捨て）になるものを初めから使わないことを「リデュース」といいます。ごみを

減らすには、このリデュースが一番いいと言われて います。他にもこのよう

な取り組みができるか、考えてみるといいと思います。 

また、私はこの中で「なるべく」という考え方がとてもいいと思います。たまに

は、ハンカチを忘れてしまうこともありますね。エコの活動は無理をすると続

きません。「なるべく」とい う気軽な気持ちで、まずは続けていくことが大切

だと思うので、これからもみんなでがんばってほしいと思います。 

 



 

緑と太陽の保育園グリーン・キッズ 

壁新聞のタイトル：①緑と太陽グリーンキッズ ②緑と太陽グリーンキッズ ミニ        

 

緑と太陽の保育園 グリーンキッズ②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

こちらのかべ新聞は「ミニ」で、未満児クラスの活動をまとめています。こ

ちらでも、お菓子やティッシュの箱を再利用してかべ新聞を作っていま

す。製作活動で作った作品も、廃材を利用しています。鯉のぼりの作品

は特にかわいいなあと思いました。ここに載ってない作品も、どれもみん

なの思い出に残るステキな作品なんだと思います。ごみの分別につい

て、興味を持って聞くようになったというのは、みんなの意識が高まった

証拠ですね。 

グリーンカーテンは、いろいろな植物で作ってみましたね。「しかくマメ」と

いうのは初めて聞きました。これは食べられるのかな？それぞれの植物

の成長を観察することもできて、とてもいい経験でしたね。また、次の年

のことも考えながら種を収穫したそうで、みんながグリーンカーテンを作

るのを楽しみにしている様子がわかります。今年ももう種まきをしている

かもしれませんね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

グリーンカーテンを作ってみて、おもしろかったことや大変だったことはあ

りますか？ 

一言でもいいので、感想をサポーターさんに伝えて、書いてもらってもい

いと思いますよ。体験から得た言葉には力があるので、ぜひ多くの人に

伝えてほしいと思います。 

 

青森県十和田市 さつきエコクラブ 

壁新聞のタイトル：もったいないアースレンジャー       エコまる賞 02-05 幼児 

 

（学）さつき学園認定こども園 さつき幼稚園さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

幼稚園のみんなでも、できることにがんばって取り組んでいることがよく

わかります。年長さんなので、字も自分たちでがんばって書いてくれまし

たね。すばらしいです。 

ダンボールコンポストの堆肥づくりの紹介は、一つひとつ丁寧に書かれ

ていて、とてもわかりやすいと思いました。地域の方に教えてもらって、み

んなで手入れして堆肥を作ることができましたね。堆肥は作るのにどれく

らい時間がかかるのかな？１週間後、２週間後と写真を撮ってのせても

いいですね。 

左下の、製作活動では、廃材を使ったいろいろなアイディアがありました

ね。 

いらなくなったものでも、「なにかつかえないかな」とかんがえて、つかうこ

とでごみをへらすことにもつながります。ようちえんでとりくんだことを、ぜ

ひおうちでもやってみるといいですね。これからもせんせい、おうちのひ

と、ちいきのひととちからをあわせて、たのしくかつどうしてほしいとおも

います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

３つの活動について、カラフルな枠でくくってあり、わかりやすくて目を引く

と思います。なので、それぞれにタイトルがあるともっとわかりやすくなる

と思いますよ。 



 

岩手県奥州市 古道下・要害こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：小岩井農場ホタル生息地研修       03-01 

 

古道下・要害こどもエコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─ 

この新聞からは、小岩井農場内の池や小川をていねいに観察し、ホタルを中

心とした生態系について、参加した子どもたちが学んでいる姿が目に浮かん

できますね。子どもたちの感想からも、カワシンジュ貝の様子を「川の底に刺

さったようにいてびっくり」と書いているように、初めて出会うものへのおどろ

き、よろこびなどが伝わってきますね。 

実際に自然の中に出かけ、その場で感じる不思議さ、新しい発見、楽しさはず

っと心に残るものです。これからも観察や体験を通じて学ぶ機会を作ることか

らも、このようにぜひ研修に出かけて欲しいものです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この新聞からは、古道下要害子どもエコクラブの具体的な活動について余り

よく分かりません。なぜ小岩井農場の見学に決めたのだろう？ この研修い

つ行ったんだろう？ みんなの住む近くに小岩井農場があるんだろうか？ 古

道下要害子どもエコクラブも何か生き物を守る活動をしているのでしょうか？

疑問がいっぱいわいてきます。 

次に新聞にするときは、このような疑問が少しでもわかるように書いておいて

くれると、岩手県に住んでいない子どもエコクラブの仲間にも、岩手県での活

動についても詳しくなってもらえること間違いなし。これからもホタルなどいろ

いろな生き物を観察する研修をするとともに、自分たちの活動についてもぜひ

PR して下さいね。 

 

宮城県石巻市 イオン石巻 イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：自然と太陽       04-01 

 

イオン石巻チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

“自然と太陽”という大きなテーマに取り組んでくれましたね。太陽についていろいろなこと

を調べてくれて勉強になったと思います。イラストを使って、重力が地球の約 28 倍である

ことや、質量が太陽系惑星合計のおよそ 745 個分であることを分かりやすくかいてありま

す。 

イオン鎮守の森の植樹活動では、たくさんの木を植えたようですね！大きく育ってほしい

という気持ちを持ちつづけて、きかいがあれば植樹した場所を見に行くといいと思います。

あるていど大きく育つまでは、とくにまわりの雑草に負けていないか、動物に食べられて

いないかなど、人がお世話をすることも必要です。 

イオンの森の活動では１日は雨が降ってしまったようですが、森の木はよろこんでいるか

もしれません。木が成長するのに水が必要です。みんなの家で草花をそだてるときに水を

あげるのと同じです。木が根っこからすいあげなかった水は、木が生えている土にしみこ

み、その後はどこに行くのでしょう？調べてみるとおもしろいと思います。 

森ではどんなおもちゃを作ったのですか？「自然について学びました！」というふきだしが

ありますが、森の中で楽しむこと自体が大切な学びですね！自然とふれあいながら、五

感（においをかいだり、見たり、さわったり、食べたり、聞いたり）をつかって自然を感じて、

自然と友達になってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

太陽の大きさはあまりにも大きくて、温度はあまりにも高くて実感がわかなかったということはありませんか？ 

太陽の基本データは、エコ活動をしているたくさんのこどもたちに読んでもらうことを考えると、ちょっとむずかしすぎる気がしま

す。密度や温度の単位ケルビン、自転周期といったむずかしいことばはすべて書く必要はありませんよ。 

太陽について調べて、自然体験もしてすばらしい活動だったと思います。太陽と自然のつながりはどうなっていると感じました

か？みんなが植えてくれた木に太陽は必要ですか？必要だとしたらなぜでしょう？そのようなつながりについても調べたり、考

えたりすると、もっといい新聞になると思います。 



 

秋田県秋田市 あきた緑の少年団 

壁新聞のタイトル：郷土秋田の力になろう！       05-01 

 

マックスバリュ東北秋田イオンチアーズクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━ 

高尾山でカタクリの花に出会えたのですね。私も大好きで、里山に会い

に行ったりするんですよ。 

花はとても敏感で気温によって咲いたり閉じたり。植物ってすごいです

よね。そんな花の観察ができたり、みそ造りに挑戦したり、たくさんの活

動ができましたね。ありがとう。 

夏のゴミ拾いボランティアではずいぶん悲しい思いもしたようですね。

「ゴミを捨てるのも人間、拾うのも人間」ほんとに悲しいことです。でも、

みなさんのような「郷土の力になる！」エコクラブメンバーがたくさんい

て心強いです。みなさんの活動は、きっと地域の方々の心にも届くと思

います。これからもがんばって活動を続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★ 

あがりこ大王の絵、力強くてなかなかいいですね。こんな形になった理

由もよく調べられていていいですね。そういった郷土の歴史にも触れな

がら、郷土の力になっていってください。 

今年の活動から来年の課題が見えてきたようですね。長く活動を続け

ているからこそだと思います。クラブの先輩たちも応援してくれているよ

うです。そんな先輩方に続くよう頑張っていってください。 

 

山形県東根市 イオン東根チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：太陽とわたしたち       06-01 

 

【一言コメント】 

新聞のデザインが目をひきます。真ん中にある地球では写真を使って、りくを表してい

てアイデアもおもしろいです。そして、太陽と地球のイラストに大きな文字で書かれた

言葉が、太陽と地球のつながりをとてもよく表しています。太陽とエネルギーという大

きなテーマで、そのつながりをかんたんな言葉で表すのはむずかしいと思いますが、

太陽から出ている「ひかり」と「ねつ」にくわえて、「エネルギー（ちからパワー）」と「そだ

てる」という太陽の恵みがあることが分かりやすく伝わっています。 

太陽と地球のきょりが遠すぎて分からないという感想はその通りですね。太陽からとど

く熱や光で、地球上の植物や動物が生きているということの気付きがとても大切です。 

約 2.6ha の土地に並んだ太陽光パネルは、びっくりする光景だったのではないでしょう

か。さいきん、再生可能エネルギーの利用をふやそうと、全国各地で太陽光パネルを

用いて発電をする取り組みがふえています。家庭の屋根に取り付けられたパネルは

見たことがあるかもしれませんね。パネルに雪がつもってしまうと、太陽の光を受ける

ことができなくなってしまうので雪国では工夫が必要です。 

植樹活動を通して、いろいろな発見があったようですね。新聞など紙はパルプといわれる植物のせんいを利用しているので、土

にもどります。また、山に木があることがあたりまえかもしれないけど、木があることで山の動物が生きていけるという気付きが

ばらしいです。あたりまえの木のある風景をこれからも残していきましょう。 

【ゴシドウ】 

新聞なので記事がたくさん書いてあることは、すばらしいと思います。一方で、実験の話などは、おもしろくてやってみたい人も

いると思うので、ことばで伝わりづらいことは絵で作り方をのせたりするのもアイデアの一つです。 

黒いビニール袋で風船を作ってとばす実験をしたのはおもしろいと思います。くもりで残念でしたが、ぜひまた晴れた日にチャレ

ンジしてください。そのときは黒いビニールと白いビニールで風船を作って比べてみたらどうなるでしょう？ 

葉っぱカルタの記事を読んでみて、やってみたくなりました。写真をみると葉っぱがたくさん並んでいますが、どのようにカルタ

ゲームを進めていくのか今度教えてくださいね。葉っぱの形はさまざまで、種類を見分けるとくちょうにもなっています。また、葉

っぱの枝へのつきかたも見分けるポイントです。枝についた葉っぱをみるときは、枝に葉っぱがこうごについているか、それとも

同じ場所に 2 枚ついているかを見てみてください。 



 

福島県郡山市 湖南エコクラブ 

壁新聞のタイトル：湖南エコクラブ新聞       07-01 

 

湖南エコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

たくさんの活動について、1 枚のかべ新聞にうまくまとめることができましたね。 

皆さんの地域にある「猪苗代湖(いなわしろこ)」を通じて、水について学んでいること、また

年間を通じて、｢知る･学ぶ｣だけでなく、自ら調べ、伝える作業をしていることがよく分かりま

す。「調べる」作業については、パックテストによる COD 調査、ｐH 調査をすることで、その

結果から、水のきれいさについて考えるよい機会になったようですね。 

｢伝える｣作業について、ポスターを書いてみたり、劇を作ってみたり、｢替え歌｣にしてみたり

と、いろいろな工夫をしていますね。私も実際みなさんの劇を見たり、｢エコクラブの歌｣を聞

いたりしてみたいなと思いました。引きつぎを受けた 4 年生は、歌を聞いてどう感じたので

しょうか。たぶん先ぱいに続いて、次の 1 年がんばろう、と勇気づけられたことでしょう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

学校の授業での活動なので、毎年の水質調査結果が残っているのがいいですね。ただ、

初めて読む人、パックテストのことをよく分からない人には、「COD 2」とか「COD４」とか書い

てあっても、それがきれいな水なのか汚い水なのか、よく分からないので、もう少し詳しく結

果について書いてあればもっとよかったなあ。 

それはともかく、この新聞で 4 年間の調査でえた結果は、身近な水環境の変化を知ること

できる貴重なデータです。これからもぜひ続けて下さい。そして、水質が悪くなった年などあ

れば、なぜそうなったか、考察をぜひ入れて下さいね。また、「猪苗代湖」と一言でいって

も、大きな湖なので、それぞれの地域での生態系の違いなどもあると思います。さらに詳し

い｢猪苗代湖｣分析をし、水がきれいなところとそうでないところの関係も調べて下さいね。 

また、湖南小学校の 5 年生は、猪苗代湖の推進を守るための活動はしているのかな？ もししているのであ

れば、どんな活動をしているのか、その実せんの様子も知りたかったですね。 

 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑪       08-01 横、08-02,08-03 横、08-04、08-05、08-06、08-07、08-08,08-09、08-10、08-11

推薦、08-12、08-13、08-14、08-15 横、08-16、08-17 （全 17 枚） 

 

逆川こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─ 

千波湖の，こんちゅうたちを，しらべました。たくさんのこんちゅうがいて，た

のしくしらべられたことが，よくわかりました。 

ウチワヤンマやキイトトンボ，チョウトンボなど，家のまわりでは少ないトン

ボを，たくさん見ることができましたね。オオシオカラトンボは，つかまえる

ことができました。オオシオカラトンボとシオカラトンボは，形がにてるので

見分けるほうほうを勉強してみてください。ショウジョウトンボは，赤いきれ

いなトンボですね。千波湖には，赤トンボのなかまも，たくさん見ることがで

きます。次のかんさつのときは，見ることができると思います。 

ゲンジボタルもかんさつできましたね。ゲンジボタルは，数が少なくなったこ

んちゅうです。ゲンジボタルがみられたので，千波湖のまわりは，ゆたかな

しぜんが，のこっているといえます。ゲンジボタルや，ほかのたくさんの生きものが，いつまで見られるように，しぜんをたいせつ

にしてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

観察できた千波湖の生きもの種を紹介してくれました。観察できた種ごとに，写真や折り紙を用いて紹介したので，生きものを

知らない人にとっても，分かりやすかったと思います。オオシオカラトンボを採集して，喜んでいる様子も伝わりました。 

千波湖の周辺では，いろいろな生きものが記録されています。今回，観察した以外にも，たくさんの生きものが生息しています

ので，これからも観察を続けてみてください。 

今度，かべ新聞をまとめるときは，いくつか工夫をしてみましょう。かべ新聞を見る人を引きつけるためには，目立つことが大切

です。写真を大きくしたり，タイトル名をキャッチーにしたりすることもいいでしょう。さらに，いつ，どこで，だれがといった情報を

盛り込むことも大切です。 

動植物と直に触れ合うことで，生きものを慈しむ心が育まれると思います。これからも，いろいろな事を体験してください。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ②        

 

逆川こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─ 

千波湖の昆虫について調べました。今回の調査では，16 種のトンボやチョウが記録されまし

た。茨城県南西部の雑木林では，なかなか見ることができないスミナガシも観察できました

ね。それぞれの昆虫を写真で紹介してくれたので，どんな昆虫か一目で分かりました。ただ，

こどもエコクラブの「壁新聞道場」では，重ね張りはすすめていません。次回は，重ね張りしな

いで示すような工夫をお願いします。 

それから，「今まで見ることができなかった昆虫」についても調べました。南の方に分布してい

た昆虫が，水戸でも見られるようになってきたことが，よくわかりました。最近茨城県では，アカ

ボシゴマダラが急速に分布を広げています。千波湖周辺でも，注意して観察してください。 

掲示物を見ると，項目ごとに色分けされており，とても見やすくなっています。 

昆虫は，小さな環境変化でも敏感に反映します。昆虫の観察を通して，環境の変化を見つけ

てください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

観察したり，調べたりした昆虫たちのくらしは多様で，それぞれ違った性質を持っています。生きものの生態について少し述べ

てみましょう。 

昆虫をはじめとして生きものは，生まれながらにして生息範囲を広げようと性質があります。また，今までにはあまりなかった花

や木が，花壇や果樹園に植えられたことによって分布を広げる昆虫もいます。地球温暖化の影響は至る所に現れていますが，

それが直接の原因なのか，2 次的な原因なのかを区別することは，とても難しいことですね。 

「調べた昆虫」の中では，ウスバキトンボについて触れてみたいと思います。ウスバキトンボは，5 月から 6 月にかけて南方か

ら遠路はるばる日本にやってきて，暖かくなるにつれ北上するトンボです。繁殖力が強いので，夏の間はどんどん北に進むの

ですが，水戸市で冬を越すことはできません。温暖化が進むと，水戸市でも冬を越すウスバキトンボが見られるようになってし

まうかもしれませんね。 

最後に，観察したことから，どんなことが言えるのか，どんなことを伝えないかについて記すといいと思います。そのためにタイ

トル名を工夫するのもよいでしょう。さらにバージョンアップすることを期待します。 

 
 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ③        

 

逆川こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━ 

千波湖で見られた鳥について，44 種を記しました。一目で姿が分かるよう

に，すべての種を写真やスケッチで紹介したのに加え，水辺と野山の違い

や，留鳥，夏・冬鳥，漂鳥など区別を色分けしたので，とても分かりやすい

かべ新聞となりました。工夫の跡がうかがえました。 

アオバズクについては“特出し”して，人のせいで子育てをやめてしまった

と報告しました。黄色の台紙で紹介したのでとても目立ち，残念であったこ

とが見る人に伝わったと思います。 

今回の観察で“分かったこと”が，きちんと書かれていた点も評価できま

す。鳥がたくさん観察できるということは自然が豊かであること，自然を守

っていきたいことなど，自分の考えをしっかり訴えることができました。 

とっても分かりやすいかべ新聞となりました。これからも，観察会に積極的に参加してほしいなと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

かべ新聞として，とても分かりやすくまとめることができました。今回の新聞は，千波湖の生息する鳥をまとめたものなので，次

回は目先を変えて，かべ新聞をつくることをおすすめします。たとえば，鳥の数の変化を冬と夏で比べるのも面白いですね。種

類によって，好きな場所が違うと思います。それを，まとめるのも面白いですよ。いろいろな観点から，テーマを探してみましょ

う。 

テーマが決まったら，読み手がどうしたら興味を持って新聞を読んでもらえるかを考えてみましょう。そうしたら，いろいろな工夫

が思いつくことでしょう。見出し（タイトル）を変えるのもよいでしょう。今回の新聞だったら「千波湖に 44 種の鳥」などのタイトル

もいいかもしれません。文字の大きさに工夫するのもよいですね。 

アオバズクがみられなくなった点，強調して紹介しましたね。感想は書かれていませんが，どんな気持ちだったのかが伝わって

きました。この気持ちを大切にして，次の新聞づくりにチャレンジしてください。期待しています。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ④        

 

逆川こどもエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━ 

タイトルを見て，このかべ新聞で何を訴えたいかがすぐ分かりました。在来生物は難しい言葉です

が，言いたいことは新聞を見れば分かりますね。 

千波湖は，水戸の中心にある池ですから，人の影響を受けやすい場所です。どのくらい外来生物が

いるのか心配していましたが，今回の調査ではブラックバスやミシシッピアカミミガメなど，4 種類も

の外来生物が確認されました。これらは，食物ピラミッドの中で上位に位置しています。上位にいる

と言うことは，下位の動物を食べてしまうことになりますね。千波湖の将来が不安になってきました。 

千波湖の護岸工事の前後の様子が分かるように，重ね張りして比べることができるようにしました。

外来生物が侵入することで，生きもののつながりが崩れ，何種類もの魚が少なくなってしったことが分かりました。さらに，ナマ

ズ（ニホンナマズ）は，いなくなってしまったのですね。千波湖に生きものは，いなくなってしまうのでしょうか？ 

最後に，外来生物の侵入を防ぐ方法を考えました。いくつもの方法が提案されたので，それを実行すれば，千波湖にたくさんの

生きものがもどってくると期待できますね！心配しましたが，解決策が示されていたのでホッとしました。 

小さな取り組みでも，それを繰り返したり，みんなで行ったりすることによって，大きな取り組みに変化しますね。千波湖での取

り組みを大いに宣伝し，大きな取り組みに発展させていってください！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

かべ新聞として，いいたいことを簡潔に記すことができました。いくつか工夫したり直したりすると，よりバージョンアップが期待

できると思います。 

ひとつの方法は，「きっかけ」とか「テーマ」という項目を目立つように書くとよいでしょう。字を太くするだけでも，ここに何が書か

れているのかが一目で分かるので効果的ですね。 

千波湖の昔と今を重ね張りして，比べることができるようにしました。好い工夫なので，先ほど「師範からの一言！」では，“分か

りやすい”とコメントをしました。しかし，こどもエコクラブの「壁新聞道場」では，重ね張りはすすめていません。次回は，重ね張

りしないで示すような工夫をお願いします。 

それから，あとひとつ。新聞の書き方ではありませんが，生きものを観察するとき，その生きものをスケッチすることをおすすめ

します。スケッチすると，よーく生きものを見ます。そのことが自然を見る目を育てます。チャレンジしてみてください。 

 
 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑤        

 

逆川こどもエコクラブ⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─ 

「ヒカリモってなーに？」や「光るしくみは？」など，ヒカリモについて知りたいなと思う内

容を説明してくれました。タイトルのつけ方も，興味がわくようになっていますね。「光る

じょうけん」のところは，“光る”という文字が，光っているように書いてあります。これも

工夫ですね。 

千波湖の周辺でのヒカリモの生息地を地図上に示しました。近代美術館の方にも印が

ついていますね。私は，水戸市の天然記念物になっている備前町のヒカリモしか知りま

せんでした。新しい生息地でしょうか？最新のデータですね，おどろきました。 

「まとめ」のところでは，“東日本大震災のあとは見られなくなってしまった”と書かれて

いました。とても残念に思います。でも，みんなが協力して，ヒカリモの生態を調べたり，

保全の活動をしたりすれば，きっと復活しますね。写真のように，きれいに光を反射す

るヒカリモの再生を期待しています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

水戸でのヒカリモの状況が，簡潔にまとめられていました。いろいろなことを調べると，とかく書きたくなって，多くの内容を盛り

込んでしまいます。しかし，このかべ新聞では，読者が知りたい内容をコンパクトにまとめて書かれていたので，とても分かりや

すいものとなりました。 

ヒカリモの生息地で，ヒカリモが完全になくなってしまったのかどうかについては，書かれていませんでした。その点について，

知りたいと思ってしまいました。 

ちょっと細かい内容になりますが，新聞を見やすくするために直すと効果的なことを，簡単に示します。ヒカリモについて，項目

別に色分けしました。色分けした紙の幅が，それぞれ違ったり，写真の位置がずれていたりしました。それを直すだけで，見違

えるような新聞になると思います。それから，写真の説明書きがあってもいいですね。 

ヒカリモがその後どうなったか，知りたくなりました。これからも，ヒカリモについて調べ，また新聞にまとめてください。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑥        

 

逆川こどもエコクラブ⑥の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─ 

水戸市のヒカリモは，天然記念物にもなっている備前町の洞くつの中で見られるもの

しか知りませんでした。近代美術館や少年の森でもヒカリモが観察できるのですね。し

かも，水たまりで見られるのは驚きです。ヒカリモがどのように発生するのか，まだ分

かっていないことがたくさんあるようです。これからも，続けて観察してほしいと思いま

した。 

少年の森のヒカリモがなくなってしまったことが，“まとめ”のところに書かれていまし

た。残念ですね。ホタルなどの光る虫は，街灯をつけると生息できなくなってしまいま

す。それと，同じようなことがヒカリモでもいえるのですね。生息地が工場や団地などに

開発されると，生きものはへってしまいますが，少しの環境の変化でも，影響をうける

生きものがいるのですね。 

それから，ヒカリモが見られる場所を，地図や写真で紹介してくれました。とても分かり

やすいですね。文章だけではなく図などが加わると，見る人の関心も高まりますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

ヒカリモを調べている様子が，要領よくまとめられています。内容ごとに“きっかけ”“方

法”“わかったこと”“まとめ”の 4 項目に色分けもされているので，読みやすくてよかったと思います。次にまとめるときは，かべ

新聞ということを意識して，目立つ題名や項目名をつけるのもよいでしょう。例えば，“天然記念物ヒカリモがあぶない”とか“消

えたヒカリモ”などのタイトルがついていると，より効果的になりますね。 

それから，“いつ”“どこで”“だれが”というような記述が大切です。新聞などの記事を書く場合は，これらのデータを書くことが基

本です。どこかに，工夫して記しておきたいですね。 

調査のまとめのところを見ると，環境の大切さが分かってきましたね。ヒカリモを生かすことを考えることは，それを通して他の

生きものを大切にすることにもつながります。どうしたらヒカリモを守れるかをみんなで相談して，できることから始めてください。

また，観察を続けてほしいとも思いました。その後のヒカリモについてかべ新聞に書くことを期待しています。 

 

 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑦       

 
逆川こどもエコクラブ⑦の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━ 

チョウとガをきれいに並べただけの新聞かと思いました。しかし，いろいろな工夫があるので，読めば読

むほど内容があるかべ新聞になっています。 

まず，水戸と石垣島の虫をくらべたのが，よかったと思います。特に，水戸とは大きく環境が違う石垣島

にいるチョウをくわしく紹介してくれました。茨城と沖縄のちがいが分かりますね。それから，きれいな標

本写真です。この標本は，自分で採集したものでしょうか？ 採集地も整理されており，貴重な資料とな

りますね。沖縄県の天然記念物のコノハチョウなどは，きれいなスケッチでの紹介ですね。それも工夫

のひとつですね。 

石垣島ではバンナ公園で昆虫を観察したのかな？ 私も数年前に訪れたことがあります。写真がでて

いたので，なつかしく思いました。感想では，昆虫が豊かにいるような環境ならば，ほかの動物たちも元

気に暮らすことができることに触れています。そのような自然を，いつまでも残したいものです。 

茨城の虫については，蛾を紹介してくれました。それぞれのくわしい説明と感想が書かれていたので，

読んでも楽しくなりました。クロメンガタスズメは，近年，県内で見られるようになった種です。他の標本

も同じですが，採集した記録は重要ですから，“いつ，どこで，だれが”というデータを，標本につけてお

いてください。 

感想では，生きものの飼育の難しさを記しています。昆虫をはじめとして自然の中にいる多くの生きも

のは，人間が世話しなくても立派に成長します。自然のしくみの奥行きを感じ取れたらすばらしいと感じました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・★ 

ちょっとした工夫で，より内容のある新聞になるので，それをいくつか紹介しましょう。 

今回の新聞の一番のテーマは，「茨城と沖縄の比較」ですね。それぞれの場所で見ることができる昆虫を紹介してくれました。これらの昆虫の中に

は，両方の場所に生息するものと，どちらか一方にのみ生息するものがいますね。両方の地域で見られる昆虫に，小さなシールをはるだけでも，そ

の区別がつきます。次回は参考にしてください。 

沖縄と茨城を比べることで，いろいろな発見がありますね。今回は，チョウとガを比べましたが，比べるグループを同じにすると，よりいっそう効果的

に比較することができます。 

それから，ウスキシロチョウは，モンシロチョウとの区別がつきにくいですよね。そのような昆虫に関しては，見分け方があると親切ですね。 

いろいろ書きましたが，さらにバージョンアップした新聞を期待します。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑧        

 

逆川こどもエコクラブ⑧の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━ 

千波湖にたくさんの生きものが生息しているようすが，一目で分かりました。魚の他にも，カメ

やカニが記録されましたね。千波湖学習会に参加しただけで，こんなに多くの生きものが観

察できたのですから，水戸の中心街に近い千波湖ですが，思ったより自然が豊かなのだと思

いました。 

千波湖学習会のようすを写真でのせてくれました。ボートに乗って楽しく学習したことがよくわ

かりました。 

かべ新聞を見て驚いたのは，ニオイガメが見つかったことですね。ニオイガメは，もともと日本

にいたカメではありません。きっとペットとして飼育していたものが逃げ出したが，飼いきれなく

なって捨てられたのですね。他の地域から人が持ち込んだ生きもののことを外来種といいま

す。千波湖ではニオイガメの他に，ミシシッピアカミミガメ，ブラックバス，タイリクバラタナゴなども外来種ですね。古くから生息

する魚たちに影響がないか心配ですね。 

一方で，ニホンウナギが観察できました。環境省のレッドリストで絶滅危惧 IB 類という種に指定されて，絶滅のおそれが高い魚

の一種です。そんな，生きものが生息する千波湖を，これからも大切にしていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・ 

ちょっとした情報を加えるだけで，かべ新聞でうったえる力が倍増します。たとえば，千波湖に昔からいる生きものと，外来種を

区別するだけで，今，問題になっている生態系の保全の話題にも触れることができます。絶滅の恐れがある種に，シールをは

ってもよいですね。 

それから，感想を書くのも大切です。この新聞では，ニオイガメのところに「びっくり」とあり，一言でしたがその気持ちが強く伝わ

りました。ビックリした気持ちを大切にして，次は何を感じたのか，何をしたいのかを書くと，きっと新しい目標が決まると思いま

す。ぜひ感想を加えてください。 

千波湖学習会で，いろいろな生きものが生息していることが分かりましたね。いい面も見られましたが，悪い面も浮かび上がっ

てきました。これからの千波湖をどのようにしたいか，みんなで考えるきっかけにして，自然を大切にしていってください。 

 

 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑨        

 

逆川こどもエコクラブ⑨の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─ 

とてもよくまとまったかべ新聞で，読んで「なるほど！」と思うことがたくさんありました。北関東

を代表する河川の那珂川に注目して，その上流と下流の違いを比べてみました。同じ川です

が，自然の姿に違いがあることが分かり，有意義な結果をまとめることができましたね。 

虫グループは，クワガタムシの種類の違いに注目しました。栃木にはミヤマクワガタが多く，茨

城にはノコギリクワガタが多いことが分かりました。“すみ分け”は，いろいろな動物でも知られ

ています。いい結果が得られました。 

魚グループは，那珂川の清流にはアユがたくさんいることをつきとめました。アユは時期によっ

て河川を上ったり下ったりするので，下流の茨城の方でも見られることがありますね。 

水グループは，下流になるにつれ COD の値が高くなることを調べました。川は，はじめは小さな流れであった雨水が集まり大

きくなっていきます。そして，生きものを育て，人に利用された水はやがて海に流れます。下流のなるにつれ COD の値が高くな

るのは，生きものや人間の活動の跡ですね。 

食グループは，バーベキューをしました。茨城も栃木の食材も，おいしいという結果がでました。ともにいい結果が出たので，思

わずほほえんでしまいました。わたしも，食べてみたかったと思ってしまいました。 

4 つのグループで，それぞれがテーマごとに学習したことが，分かりやすく，そしてほほえましくまとめられました。2 つの地域の

同じことと違うことが，実践で理解できたと思いました。この体験を通して，茨城の自然，つまり身の回りの自然を再認識するこ

とにもつながりましたね。楽しく，かべ新聞を読むことができました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・ 

かべ新聞中央に，那珂川で見られる生きものが図で表されている点，とても印象的です。ひとつだけ，リクエストしておきましょ

う。 

4 つのグループの，それぞれ結果を楽しく読むことができました。総合的な「まとめ」がなかったので，他のグループの結果を見

てどう思ったかなど，「感想」などを聞きたいなと思いました。自分の研究は小さくても，4 つの研究がまとまると，すっごく大きな

研究になるはずです。次回にも期待しています。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑩        

 

逆川こどもエコクラブ⑩の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━ 

千波湖の外来種の現状がとてもよくわかりました。自分たちで千波湖に入り自分たちで

調べた結果の紹介なので，うったえる力がありますね。 

今回の調査で，千波湖にはアメリカナマズ，オオクチバス，ブルーギル，ミシシッピアカミ

ミガメの外来種が記録されました。それぞれについて，茨城県にどのように侵入してきた

かなどについて解説をしました。私も知らないことがたくさんあり，“よく調べたな”と感心

してしまいました。それぞれの種については，写真でも紹介しました。そのおかげで，生

きものをよく知らない人にとっても，分かりやすい新聞になりました。それから，活動の様

子の写真も入れたので，みんなでの調査風景が分かりました。 

外来種のことで，ひとつお願いがあります。外来種とは，他の地域から人が持ち込んだ

生きもののことですね。生態系や経済に大きな影響を与えることがあるので，環境問題

として扱われることが多くなりました。でも，外来種が好きこのんで日本にやってきたわけ

ではありませんね。人が持ち込んでしまったのが，そもそもの原因なのです。外来種も大

切な命がある生きものであることを思って，環境のことを考えていってほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・ 

千波湖にどんな外来種いるかが分かりました。それぞれのエピソードも面白かったです。 

さて，新聞記者が記事を書くとき，出来事をわかりやすく要点を簡潔に手短に伝えるために，常に守っている原則があります。

それを知ると，かべ新聞をつくるときに大いに役に立つと思います。学校の国語か社会科の授業で習ったかもしれませんが，

それは５Ｗ１Ｈです。 

５Ｗは，いつ「When」，どこで「Where」，だれが「Who」，何を「What」，なぜ「Why」の５つの要素の頭文字を表しています。１Ｈは，

どのように「How」の頭文字です。この５Ｗ１Ｈが入っていないと，読者に伝えなくてはいけない大切な内容がぬけていることにな

ってしまいます。今回の新聞でも，この要素を記すと，よりグレードアップした新聞となります。ちょっとトライしてみてください。そ

れから，活動や新聞をまとめるときの感想も知りたいですね。ちょっと考えてみてください。 

 

 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑪        

 

逆川こどもエコクラブ⑪の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━ 

千波湖にどんな生きものがいるのかが，とてもよくまとめられました。見られた種につい

ても，それぞれ詳しい解説がつけられたので，「千波湖生きもの図鑑」としても，役に立ち

そうですね。“目的”や“結果”など，いくつかの項目に分けて，しかも項目名も赤で目立

つので，配列が見やすく内容がすぐ分かりました。 

 “まとめ・感想”を読むと，いいことがたくさん書かれていますね。千波湖が想像してい

たよりきれいでした。身近な湖ですが，体験しないと気づかないことですね。魚だけでは

なく，たくさんの生きものが生息していることも分かりました。身の回りには，見過ごして

いたことが結構あるものです。千波湖の生きものを観察したことで，生きものへの見方が

変わったはずです。 

外来種の生存にも気づきました。外来種とは，他の地域から人が持ち込んだ生きものの

ことですね。生態系に影響を与えることがあるので，環境問題として扱われることが多く

なりました。でも，外来種が好きこのんで日本にやってきたわけではありません。外来種

も大切な命がある生きものであることを思いながら，環境のことを考えていって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・ 

千波湖環境学習会で体験したことを，理科の自由研究の体裁を用いて，きれいに分かりやすくまとめてくれました。今回は，ど

のような壁新聞をつくったらよいかという視点から，この新聞を見直してみましょう。 

新聞記者が書く記事には，見出し，リード（前文），本文があります。見出しは，記事の内容を一目で伝える言わばタイトルです

ね。見出しは記事のエッセンスを短い言葉に凝縮します。思わずひざをたたくようなうまい見出しは，新聞の魅力のひとつでしょ

う。今回の内容なら「想像よりきれいな千波湖 外来種も生息するが・・・」のような見出しになってもいいですね。リードは本文を

簡潔にまとめたもので、数行のなかに本文のエッセンスが込められています。まとめ・感想の内容が，リード文にあたるでしょ

う。 

ちょっと見方を変えると，まとめ方が大きく変わりますね。いろいろなまとめ方があってよいと思います。参考にしてください。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑫        

 

逆川こどもエコクラブ⑫の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

千波湖周辺の生息する外来種の生きものが，一目で分かるようにまとめてくれました。そ

れから，確認した種については，それぞれ詳しい解説がつけられたので，「千波湖外来種

図鑑」としても役に立ちそうですね。 

昔から見られるアメリカザリガニやウシガエルも外来種ということが，すぐ分かりました。こ

のことを知らない人も多いと思います。グッピーが観察されたのはおどろきました。グッピ

ーは熱帯生まれなので寒さに弱い魚です。茨城県で冬を越すのは難しいと思いましたが，

千波湖でとれたのですね。環境省では，グッピーを要注意外来生物に選定して，野外へ放

すことがないよう啓発しています。アメリカザリガニやミシシッピアカミミガメも要注意外来

種ですね。 

外来種を増やさないためには，まず私たちが行動を起こさねばなりませんね。「ペットとし

て飼ったもの，とったものは捨てない」ことも，そのひとつの方法ですね。新聞では，決意も

書かれており感心しました。ホタルが乱舞したり，サケの産卵が見られたりするような自然

を増やすためにはどうしたらよいか，みんなで考えて，保全活動をすすめていってくださ

い。  

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

外来種と在来種のちがいをまとめてくれました。外来種は，生態系や経済に大きな影響を与えることがあるので，環境問題とし

て扱われることが多くなりました。でも，すべての外来種の繁殖力が強かったり，在来種を食べたりして他の生きものに影響を

与えるわけではありません。 

人が持ち込んでしまった生きもののうち，弱い生きものが絶滅し，強い生きものが生き残ったので，そのように感じるのです。そ

れから，外来種は，好きこのんで日本にやってきたわけではありませんね。人が持ち込んでしまったのが，そもそもの原因なの

です。外来種の立場になって考えると，単純に駆除すればよいのかどうか，考えさせられます。この問題は非常に難しいです

ね。これからどうしたらよいか，みんなで考え，住みやすい環境を作っていって下さい。 

 

 

 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑬        

 

逆川こどもエコクラブ⑬の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

千波湖周辺に生息する生きものについて，写真をはってまとめてくれました。一目で分かり，

こんなに多くの魚がいることを知ることができました。 

種類をよく見ると，千波湖にはメダカやウナギがいることが分かります。メダカは，環境省が発

表したレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に，ウナギは絶滅危惧ⅠB 類に選ばれていますね。

ちょっと難しい単語が並びましたが，どちらの種も数が減ってきてしまっています。そのような

種が千波湖にいるということは，千波湖の豊かな自然を反映していることになりますね。 

一方で，外来種のオオクチバスやアメリカナマズなど 4 種も紹介しています。外来生物は，も

ともと千波湖には生息していなかったのですが，他の地域から人が持ち込んだ生きもののこ

とですね。これらの魚が侵入したことで，もともといた魚などが少なくなってしまうかもしれませ

ん。でも，外来種の魚が好きこのんで千波湖に侵入したわけではありません。外来種の魚の

せいにすることもできませんね。 

一度，変えてしまった自然を元にもどすことは，とてもむずかしいことです。みんなと一緒に，

どのようにしたらよいか考えていって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

千波湖に生息する魚や，その周辺で見られる昆虫を分かりやすくまとめることができました。そして，千波湖にはたくさんの生き

ものが生息することに気づきました。とても，よいことに気づいたので，それをアピールすることも大切です。タイトルを「自然豊

かな千波湖」とするのも，ひとつの方法ですね。外来種のことに注目するなら「千波湖の外来種とは」のようにするのもよいでし

ょう。題名を工夫するだけで，読み手の印象が大きく変わります。みんなに何を伝えたいかをよく考えることが大切といえます

ね。 

生きものについては，その性質を詳しく調べるのも面白いと思います。絶滅危惧種のお話もしましたが，それを紹介するだけで

も内容が深まります。他の生きものの性質が分かると，また新しいことに気づくでしょう。 

ひとつのことを調べると，また新しい疑問も生じてきます。いろいろなことに関心を持って調べ，たくさんの考え方を身につけて

ほしいと思います。 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑭        

 

逆川こどもエコクラブ⑭の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

タイトル，中タイトルのつけ方，気に入りました。まず，「黄金のヒカリモ」というタイト

ルが目に入り，次に「ヒカリモって何？」「光るしくみは？」「千波湖周辺の生育地」

と，書かれている内容が一目で分かる題名がつけられました。読み手が何を知りた

いかを考えて，新聞をつくることができたと思います。図や写真を豊富に入れ込んだ

点もよかったと思います。ただ，こどもエコクラブの「壁新聞道場！」では，重ねばり

はすすめていません。次回は，重ねばりしないで示すような工夫をお願いします。 

「プランターにもヒカリモ発生！！」という，トピック欄も興味を持って読むことができ

ました。今まで発生のなかった水戸市植物園で採集した水草から発生したというの

は，とても不思議です。新たな群生地の発見につながるかもしれません。追加の調

査が望まれます。 

「まとめ」にも書いてありますが，ヒカリモの生態は謎だらけですね。いろいろな観点

からヒカリモを見つめて，新しい発見につなげていって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

千波湖のヒカリモのことが，とてもよく分かりました。見出しの作り方にも工夫が見ら

れました。オリジナルのデータが少ないので，これからの調査にも期待するかべ新

聞となりました。 

今回，ヒカリモを調査したことによって，現在分かっていることと，まだ分かっていないことがはっきりしました。“いつ発生する

か”を突きとめることが，ひとつのきっかけとなり，いろいろな発見につながりそうです。毎日観察するのは難しいかもしれませ

んが，ぜひ，みんなで協力してヒカリモの謎の解明をしていって下さい。 

それから，新しい発生地を探すのも面白いかもしれません。水戸市の周辺には，自然豊かな地がたくさんあります。千波公園

や植物公園の他にも，森林公園や七ツ洞公園など，自然が残っている場所がたくさんあります。違うところでヒカリモが見つか

れば，それも大きな発見ですね。千波湖以外の場所を訪れることは，水戸の自然を見直すきっかけにもなります。調査をすす

めてみて下さい。 

 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑮        

 

逆川こどもエコクラブ⑮の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

なぜ，水生生物を調べたのか詳しく書いてあったり，調査の様子を写真で説明し

たり，工夫の跡がうかがえました。千波湖で行った水生生物調査の様子が分かり

ました。「千波湖とは」という項目もいいですね。水戸から遠いところに住んでいる

人は，千波湖を知らない人も多いと思うので，とても親切だと思いました。 

調査の結果を見ると，千波湖に多くの生きものの生育が確認されたのと同時に，

外来の生きものの多さにおどろいたようですね。アメリカナマズなどの魚，ミシシッ

ピアカミミガメは，もともと千波湖には住んでいませんでしたね。これらが，なぜ千

波湖で採集できたのか，その理由を考えてほしいと思います。そして，私たちは，

これらの生きものとどう付き合っていくかを，みんなでよく考えて，千波湖の自然

を守っていってほしいと思います。これからの調査や，いろいろな活動を期待して

います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

調査の方法や，その結果が分かりやすく書かれていました。少し工夫をすることで，読み手の興味を高めることができると思い

ます。 

まず，見出しを考えてみましょう。この壁新聞で，1 番いいたいことは何でしょうか？ 千波湖にたくさんの生きものが生息したこ

とを伝えたいなら「千波湖に残る豊かな自然」のようなタイトル，外来種が多くなってきたことを伝えたいなら「外来種が増加する

千波湖の今」のようなタイトルは，どうでしょうか。読み手に何を伝えたいのかを考えながら，全体のレイアウトを見直すとよいと

思います。 

“テナガエビが多いと感じたけど，オオクチバスも見つかったのでおどろいた”と書いたところなどは，いい感想だと思いました。

ただ，オオクチバスが外来種であることを知らない人も多いと思います。少し説明を加えてあげたりするのも工夫の一つです

ね。調査でとれた生きものの写真と併せて，種名も書いてくれると助かります。 

 全体をまとめると，“外来種が多くなってきてしまった”という結論でしょうか。これから，どのようにしたらよいか，みんなに訴え

て，みんなで生きものに優しい環境をつくっていきたいですね。がんばりましょう！ 

 



 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑯        

 

逆川こどもエコクラブ⑯の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

千波湖周辺で見つけた昆虫を示してくれました。水辺なので，やっぱりトンボが多いですね。オニ

ヤンマやウチワヤンマなど大きなトンボが見られてよかったですね。 

オニヤンマは森のはずれのすずしい場所で，ウチワヤンマは開けた池などでよく見られます。ち

がう性質のトンボが見られたということは，ふたつの豊かな環境が残っているということです。千

波湖には豊かな自然が残っているという証拠ですね。 

クロアゲハは，名前を調べてから逃がしてあげました。優しい気持ちが伝わりました。 

ヒカリモは，水戸市指定の天然記念物になっていますね。千波湖の周辺では，何カ所かの記録

がありますが，いつ発生するかなど，そのしくみはよく分かっていません。これから，いろいろな調

査が望まれます。ヒカリモは，水のきれいな洞くつなどに生息する藻類で，その保全も課題です。

どのように守るかを決めるためにも，その生き方を調べてみてください。 

多くの昆虫とめずらしいヒカリモがいることで，改めて千波湖の豊かな自然を知ることができまし

た。これからも，自然豊かな千波湖であるように，さまざまな取り組みを続けていって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

千波湖の昆虫とヒカリモについてまとめてくれました。自分が興味を持った内容なら，それをかべ新聞にまとめるとき，やる気が

出ますよね。両方とも，興味や感心の高い生きものなので，いい題材を見つけたと思います。 

題材を見つけたら，興味を持ったことについて，どのように相手に伝えたらよいかを考えます。昆虫とヒカリモは生きものの分類

がちがって，それぞれ多くの話題がありますね。かべ新聞で内容を伝えようとするとき，両方を一度に記すのは，とてもむずか

しいと思います。テーマをひとつにしぼるのは，解決策になると思います。 

かべ新聞では，文字，図，写真などを使って説明します。図や写真を効果的につかうのも，かべ新聞をまとめるときのコツで

す。空の中に昆虫の写真をはって種類を説明してくれました。分かりやすくていいですね。この中に，“よく見られる”とか“めず

らしい”というような言葉を加えるだけで，情報の量がグッと増えます。そんなコメントも加えてみましょう。 

千波湖周辺の生きものを観察して，まとめておくことは，今の自然を知るためにも大切なことです。続けていって下さい。 

 

 

逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：逆川こどもエコクラブ⑰ 

 
逆川こどもエコクラブ⑰の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

こども IPCC＆ESD プロジェクトの 4 つの作業部隊の様子がよく分かりました。 

第 1 作業部隊は，温暖化防止の取り組みとして，ペットボトルの分別を行いました。J リーグの水戸ホーリー

ホックの試合でイベントを実施するなど，大勢の人が集まるところで活動を行うのは，効果的ですね。自分た

ちのイベントがエコにつながったことも，成果の一つです。 

第 2 作業部隊は，地元の各種団体とゴミ拾いを行いました。多くの人たちを巻き込んでの作業が，なんとい

っても素晴らしいと思いました。“サケが産卵しやすい環境をつくるために川の中のゴミ拾いをする”と，目標

をしっかりたてて活動していることも大切ですね。 

第 3 作業部隊は，ホタルが住みやすい環境をつくるために整備活動を行いました。ホタルの産卵時期を考

えて，6 月に草刈りを行う点など，生きもののことを思いやって活動しています。また，活動の主体が保育園

児から高校生と幅広く，次の世代に受け継いでいけることが素敵です。ホタレンジャー奨励賞おめでとうござ

います。 

第 4 作業部隊は，ビオトープの造成を手がけました。活動の年数はまだ 3 年ですが，ワカサギの産卵が見

られたり，メダカが住んだり着実に成果が出ています。これからも続けて，千波湖の周りにたくさんのビオト

ープができるといいですね。さらなる活動を応援します。 

さまざまな活動が連携し合いながら，逆川や千波湖の環境を守っていく様子を見て，大変すばらしいと思いました。これからの活躍も期待します。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いろいろな活動の報告が，わかりやすく簡けつにまとめられていたので，「師範から一言！」のコメントを記すのも楽しくできました。内容が豊富な新

聞なので，かべ新聞として高いレベルのコメントを以下に記します。 

このかべ新聞では，タイトルに“こども IPCC＆ESD プロジェクト”とあり，続いて IPCC と ESD の説明と，諸活動を記してくれました。この，IPCC・ESD

と諸活動の内容は分かるのですが，双方の関係が不明りょうです。また，新聞の大切な内容に 5W1H があります。それが記されているかどうか見る

と，いつ行ったのか，誰が行ったのかという内容が，よく分かりません。「逆川こどもエコクラブ」全体の活動の報告という形式でまとめられたと思いま

すが，かべ新聞としては“読者に何とつたえたいのか”という視点を大切にして，紙面を構成させるとよいでしょう。そうなると，自ずとタイトルから変

わってくると思います。 

辛口コメントになってしまいましたが，内容がすばらしいので，あえて記させて頂きました。次回も期待します。 



 

茨城県水戸市 かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル：①カイコはどんな家が好き？       08-18 推薦、08-19～21 （全４枚） 

 

かみおおのアースレンジャー①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

生きものの成長の様子を観察するのは，とても楽しいですね。昔は，絹糸をとるためにカ

イコを育てる農家がたくさんありましたので，観察することも簡単でした。最近は，カイコの

幼虫をみることが少なくなってしまいましたから，きちょうな経験をすることができました

ね。カイコの成長を温かく見守りながら，観察する様子がうかがえました。 

カイコがマユを作る様子を見て，どんなところにマユを作るのかについての実験をくり返し

ました。中でも，高さのちがいや，部屋の形のちがいによってマユが作られるかどうかにつ

いてきょうみを持ったことは，目の付け所がよかったと思います。むずかしい装置を作らな

くても，実験することができました。 

カイコの実験を通して，いろいろなことを発見しました。さらに，実験方法を工夫して，カイ

コの性格を調べてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

小学生らしい物の見方で，実験・観察に取り組み，好感の持てる作品ができあがりまし

た。実験方法についての改善点と，まとめ方について，いくつかアドバイスしましょう。 

四角や星形などことなる形の部屋を準備し，どこにマユを作るかについて実験しました。

それぞれの部屋の数がちがっていたので，どれがよいかを比べるようなときは，同じ数に

したほうがよいでしょう。研究を行うとき，比べることはとても大切ですが，その時は条件を同じにするということです。そう考える

と，部屋の材質や広さも同じにするといいですね。今回の課題は，工夫しだいで，いろいろな実験に発展しそうです。再実験を

期待します。 

研究のまとめ方（もぞう紙への書き方）では，「研究の方法」について書くことも大切です。方法の違いによって，結果が大きく変

わることがあるからです。それから，結果をグラフや表にあらわすと，新しく気づくこともでてきます。たとえば，マユがどの段に

つくられたかについてグラフを書くと，18-19cm の段にマユが多く作られていることがわかります。 

ひとつのことを追求すると，その課程でさまざまな経験ができます。これからも，がんばってください。 

 

 

茨城県水戸市  かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル：②空気法はどこまで飛ぶのか？        

 

かみおおのアースレンジャー②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

空気砲の実験，とても楽しいですよね。私も子ども達と一緒につくったことがありま

す。 

穴の大きさのちがいによって，空気のとどく距離を比べました。穴の大きさは 3 種

類でしたが，それぞれの大きさで実験を 5 回行いました。実験には“誤差（ごさ）”と

いって，結果にばらつきが生じます。実験を繰り返すことによって，誤差を小さくす

ることができるので，実験を 5 回行ったことは，とてもよいことだと思いました。 

実験を行った結果，穴の大きさが小さいほど，空気が飛ぶことがわかりました。「穴

が小さいと空気がもれにくいので，空気は遠くまで飛ぶ」という考察も，立派です。

もっと小さい穴で実験して，1 番遠くに飛ぶ大きさを突きとめてほしいと思いまし

た。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんながよく知っている空気砲の実験を行いました。穴の大きさをかえて，空気が

どこまでとどくかを調べるというかんたんな実験でしたが，条件を整えたり，同じ実

験をくり返したり，結果をまとめる方法がしっかりしていました。穴の大きさを変える

だけではなく，箱の大きさや形を変えるなど，いろいろなバリエーションで実験でき

そうですね。さらに，追加の実験の実施をお願いします。 

今年は，5 年生になるので，結果のまとめ方については，レベルアップを考えてみ

ましょう。今回の実験を例にすると，実験を 5 回行いました。5 回の値の平均を求

め，比べるというまとめ方もあります。また，グラフに表すことも面白いでしょう。グラフが直線的になるのか，曲線的になるのか

を見れば，新しいことに気づくはずです。 

かんたんな実験ですが，見方を変えると，いろいろな方向に発展しそうな実験ですね。この実験を元に，いろいろなことにチャレ

ンジしてください。 

 



 

茨城県水戸市  かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル：②ダンゴムシの研究（二年次）       

 

かみおおのアースレンジャー③を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ダンゴムシが，左右交互に曲がる性質について，いろいろな実験で突きとめました。

実験方法，結果，考察のまとめ方もわかりやすく，実験の様子がよくわかりました。 

実験の内容を見てよかった点は，同じ実験を何回も繰り返し行っている点です。“ダン

ゴムシが歩く向きを変えたのは，規則があるのか，それとも偶然なのか”を見分ける

のは，1 回の実験ではわかりませんね。偶然に起こったのかどうかを確かめるために

は，実験の数を増やすことが必要です。高校や大学に進学すると，数学で「確率」とい

う勉強をします。そうすると，どうすれば統計的な処理ができるかがわかってきて，こ

の実験がもっと面白くなってきます。 

実験結果を，見やすいグラフや表にまとめた点も評価できます。方法と結果を対に見

ると，内容がすぐわかりました。 

総合的に，よくまとまった実験だと思います。次のステップが楽しみになってきました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ダンゴムシの歩き方についての一連の実験は，シンプルな方法で行ったものですが，

とてもきょうみ深い結果がえられました。今回は T 字路での走行実験をくり返しました

が，角度を変えた通路，たとえば 30 度，60 度，120 度などで実験してみるのも面白そ

うですね。これからどのように発展するか，楽しみなテーマです。先行研究も多数あり

ますので，それらを参考にして実験をアレンジするのもよいでしょう。 

とてもよくまとまった研究ですが，理科の自由研究の掲示物として（かべ新聞としても同様です），工夫するとよい点がありま

す。人に読んでもらうためには，“引きつける”ことが大切ですね。たとえば，タイトルを「ダンゴムシは通路を覚えているか？」 

というように，テーマにそくしたものにするのも一案です。掲示物全体が落ち着いた色合いですので，目立つ色使いにするのも

よいでしょう。ダンゴムシのイラストや，荘司くんの実験の様子の写真も見たいような気がします。実験をくり返すと共に，見せる

工夫もひとつ行ってみてください。 

 

 

茨城県水戸市  かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル④上大野小学校付近で見られる野鳥の種類について        

 

かみおおのアースレンジャー④を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

茨城県環境カウンセラーの山口先生のご指導を受けての野鳥観察ですね。専門の

先生に野鳥の話を聞くことできて，とても勉強になりましたね。鳥の種類を見分ける

のはなれないとむずかしいので，初心者はときどき間ちがえてしまうことがあります。

今回の報告は，専門家のご指導を受けていますので，信頼性の高い研究ができたと

思います。鳥のことをたくさん勉強して，今度は教えることができるようになるといい

ですね。 

さて，観察の内容をくわしく見てみましょう。年間を通して観察した結果を示してくれま

した。今回の結果を見れば，上大野小学校の周辺でどんな鳥が生息しているかがわ

かりますね。また，季節的な消長をみることもできるように，工夫がされていました。

留鳥とそうでない鳥の区別もつけたので，鳥の生態もわかりますね。 

観察を通して，改めて気づいたこともありますね。上大野小学校の周辺には，豊かな

自然があるということです。この自然をこれからも大切に生かしていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

正確なデータを残すことができました。まとめ方を工夫すると，より見やすくなるので

考えてみましょう。 

見た鳥の種類を，観察日ごとに○をつけて表にしました。丸をつけたところに，観察

できた数を記入すると，表もスッキリするし日ごとの個体数も一度に見ることができま

すね。それから，１年間のトータルで見られる種数や，留鳥と夏・冬鳥の割合をグラフで表すこともおすすめします。 

観察した野鳥のスケッチなどを掲載しました。鳥をよく知らない人にとっても便利ですね。さらに，それぞれの野鳥の生態を調べ

てみると，植物や昆虫などのこともわかってきて，自然を広く見ることもできるようになるでしょう。 

観察を続けると，これまで記録がなかった野鳥を見ることができるかもしれません。定期的な観察を続け，上大野小学校周辺

の自然を調べていってください。きっと，すばらしい自然を再発見することができますよ。 



 

茨城県土浦市 土浦五中科学部 

壁新聞のタイトル：霞ヶ浦に流れ込む川の水質       08-22 

 

土浦第五中学校 科学部さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

霞ヶ浦に流入する河川を 10 カ所も調べ，広い霞ヶ浦を総合的に調べたことがすばらしい

と思いました。一つの河川の調査では見えない部分が，河川を比較することで見えてきま

すね。水質の違いを，さまざまな指標を用いて調べたことも感心しました。電気伝導度や

COD などは，中学生では難しい内容だと思いました。しかし，近くにある霞ヶ浦環境科学

センターの協力を得て調べることができたのも，成果の一つですね。 

写真や図を有効に活用して点も，工夫の現れたところです。科学部員の皆さんの活動の

様子がよくわかりました。水質を表やグラフに表すと，比較するときに一目で分かるように

なりますね。 

水質の調査を行い，その値から何を読み取るかを考えるのはとても難しいのですが，今

回，土地利用と関連づけて考察した点も，目の付け所がよかったと思います。さらに，デー

タを積み重ねて下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

霞ヶ浦の周囲をまんべんなく調査しました。しかし，霞ヶ浦には 50 を超える河川が流入す

るので，すべての場所で調査を行うことは無理です。今後に追加の調査を行うことが可能

ならば，焦点を絞った課題を見つけていく必要がありそうですね。壁新聞を見ると，土浦五中の周辺はレンコンの栽培が盛んで

あると記されていました。霞ヶ浦とレンコンの水田とを一体化して考え，そこに生息している動植物と水質の関係を深めていくの

も一つの方向としてよいでしょう。霞ヶ浦のプランクトンの経月変化などを調べるのもよいかもしれません。水質のデータは，降

雨条件，水量などで大きく変わると思われますので，これも継続的な調査が望まれます。土浦五中の近くには，霞ヶ浦環境科

学センターがありますね。理科の先生も常駐していますので，これからも共同して研究をすすめていってください。 

新聞の体裁を見ると，理科の自由研究の書き方になっています。かべ新聞として紹介する場合には，読み手に何を紹介するか

を決め，それを見出しにどう反映させるか考えて紙面を構成していくとよいでしょう。 

土浦の各中学校の科学部は，様々な研究に取り組んで成果をあげていますね。切磋琢磨して，よい研究がすすむことを期待し

ています。 

 

茨城県龍ケ崎市 龍ケ崎市環境楽習講座 

壁新聞のタイトル：①環境楽習講座  ②環境楽習講座       08-23、08-24 （全 2 枚） 

 

龍ヶ崎市環境楽習講座①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

太陽光発電や風力発電の方法を見た様子と，河川の生きもの

の様子の感想が大変よくかけました。 

太陽光発電では，広さに驚いたり，発電量に驚いたりすること

ができました。風力発電では，風車の大きさに驚いたり，羽根

の回る早さに驚いたりすることができました。発電をする場所

で感じたことが素直に書かれていました。 

龍ヶ崎の市内を流れる破竹川の生きものについても調べまし

た。普段は何気なく見ている川ですが，よく調べてみると，たく

さんの生きものが生息していることが分かりましたね。 

インターネットや本で調べて，知識が豊富な人はたくさんいま

す。でも，実際に見たり触れたりした人の方が，何倍も身につ

いていると思います。これからも，皆でいろいろな体験をしてく

ださい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

発電所の見学や生きもの調査を通して感じたことが，生き生きと記されていました。「百聞は一見にしかず」というように，自分

の目で確かめたことは忘れないと思います。それから，人の立場からではなく，生きものの立場からの目線も大切ですね。今回

は，人が必要とする発電所だけではなく，川の生きものを見ることで，一段と視野が広がったのではないでしょうか。いい体験

ができました。 

かべ新聞の構成をみると，感想と写真がメインです。子ども達の活動をまとめる場，つまり，発電の場の様子をまとめたり，観

察した魚の種類をまとめたりする時間を設けてみてはどうでしょうか？かべ新聞の作成の中に，まとめる時間を設けることによ

って振り返りができるので，より活動が深まると思われます。まとめの活動の時間をとることができたら，行ってみてください。 

 



 

龍ケ崎市環境楽習講座 

壁新聞のタイトル：①環境楽習講座  ②環境楽習講座        

 

龍ヶ崎市環境楽習講座②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

破竹川の生きものを調査し，その多さに驚いたことや，楽しくエ

コ・クッキングをしたことが，大変よくわかりました。写真を見る

と，皆さんが熱心に活動する様子がわかりました。 

破竹川の調査では，思っていた以上にきれいな川を知ることが

できましたね。たくさんの魚を見ることができたこと，それに加え

てカメを観察できたことなど，とてもよい経験ができました。最初

は，興味がなかったけど，調査を進めていくにしたがい，興味が

わいてくる様子もうかがえました。環境の勉強では，生きものと

触れ合うことが，とても大事です。この経験をもとに，さらに環境

保全の勉強をすすめてください。 

豊かな自然を守る取り組みには，いろいろな事がありますね。そ

の中で，自分ができることを考えることは，とても大切です。エ

コ・クッキングを通して，材料を大切に扱ったり，ゴミを少なくした

りする取り組みも見られました。家庭でも行えることなので，ぜひ

家の人とも実施してみましょう。また，ガスの仕組みをすることで省エネを意識することもできますね。 

今回の講座で，いろいろなことを体験しました。この体験を，日常生活にも生かしていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

生きもの調査やエコ・クッキングの活動を通して感じたことが，生き生きと記されていました。ひとつの分野だけではなく，広い視

野に立って環境を見ることができるように，講座が組まれていることに感心しました。 

同じ環境楽習講座の壁新聞のコメントにも記しましたが，新聞の構成は，感想と写真がメインです。子ども達の活動をまとめ

や，さらに活動を通して興味を持ったり疑問に思ったりすることを加えると，より充実した壁新聞になると思います。次のかべ新

聞も期待します。 

 

茨城県大子町 八溝自然たんけんたい 

壁新聞のタイトル：サシバのすめる里山づくり       08-25 

 
八溝自然たんけんたいさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

サシバのすめる里山作りと言うことで、みんなが里山、久慈川と押川、滝川やたんぼの生き物を 1 年間通

して調べたことをまとめてくれた力作のかべ新聞でした。 

里山だよりをこんなにたくさん発行しているんですね。このかべ新聞には、181 号から 214 号までの中から

いくつかを報告してくれました。181 号から 214 号までというと、少なくとも 1 年間に 34 号発行していること

になり、ビックリです。 

みんなが発見した川の生き物、田んぼの生き物や山、池、畑の生き物を、サポーターの方がていねいにま

とめてくれたのですね。 

それにしてもさらに驚いたのは、トンボやカエル、小魚、鳥、小動物、虫・こん虫の種類や植物の種類を見

分けて、発見したみんなの目のすばらしさです。 

サシバに限らず、生き物が住んで、生きていくためには、エサが無いとダメですよね。それに住む家、場所

が無いとダメですよね。天敵がいるのもダメですね。と言うことでエサの生き物と住む田んぼや畑がどうな

っているか、をていねいに調べました。 

生き物が住む田んぼの役割についてもみんなで考えましたね、お米を作る所だけでなく、しぜんのダムと

しての役割もあります。土砂くずれなどのさい害をふせぎます。そして田んぼのまわりのあぜみちにも、たく

さんの植物が生きています。植物だけでなく動物も生きていますと発見しましたね。いろいろな見方、役割

があることを学びました。一方的な見方、考え方ではしぜんは理解できないことをみんなは、体験をとおし

て知りました。すばらしいやり方です。サポーターの人が上手にみちびいてくれたと思います。 

冬になったら生き物はどうなるのかもていねいに調べましたね。これもサポーターの人がみんなに上手な

アドバイスをしたようですね。冬になったらあたたかい所へ移動する生き物、土や葉っぱや石の下などに移

り住む生き物、さなぎになる生き物、木の中に住む生き物などを知りましたね。 

4 年生のといたそらちゃん、2 年生のかとうしおりちゃん、すばらしいうた、詩（し）を書いてくれました。これ

を歌にしてうたいたいですね。だれか曲をつけてくれると良いなーと思いました。 

このかべ新聞に書いてあるサシバが安心して子育てができる田んぼや森の環境をつくることは、生き物たちと共存できる街である大子町になること

だと思います。みんなが生き物調べをして、環境調べをして、どうしたらサシバのすめる自然になるのか、いっしょうけんめいに考えましたね。 

すばらしい活動をこれからも続けてください。 

 



 

八溝自然たんけんたい 

壁新聞のタイトル：サシバのすめる里山づくり        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

里山だよりをたくさん発行しています。字もいっぱい書いてあります。里山便りでは、こんなことを知ってもらいたい、こうしてほし

いなどを字だけでなく、写真や絵も入れて作ると見る人はすぐわかってくれるのではないでしょうか？ 

それとメンバーをもっと増やしたいとのことのようですから、クラブに入って活動するとこんなに面白いよ！楽しいよ！と言うのが

分かるみんなの活動のようすの写真をいれるのも一つの工夫ではないでしょうか？ 

8 月 7 日のなかがわ水遊園や木曜日の夜の交流会・学習会、川での生き物さがしの写真は、みんなのようすがよく分かって良

いですねー。このような写真もすでに里山だよりにのせているようですが・・・ 

それとこども達の声もぜひ、のせるといいと思います。サポーターの意気ごみだけでなく、こども達の生の声、活動した生の声を

ぜひ、こどもの字で書いてのせて ください。たとえば、「ぼくははじめてへびにさわりました。はじめはこわくてさわれなかったけ

れど、サポーターのおにいさんが手助けしてくれたのでさわれ ました。すべすべしていて気持ちよかったです」とか「私はムカシ

トンボをみつけました。最初の発見者になりました、うれしい！」などなど。かべ新聞にものせてほしーな！ 

こどもエコクラブは楽しーよ！見学もします。生き物もさがします。生き物にもさわれるよ。きれいな花のにおいもかげますよな

どなどが伝わるようにみんなで考え、サポーターの方もアドバイスしてあげてください。 

この次のかべ新聞には、サシバもトンボもすめる里山にするために、みんなが農家の草取りをしましたとか、みんなができるこ

と、小さなことでも良いですから、こんなことをしました、その結果トンボも増えて、サシバもたくさん見られるよ！との報告を楽し

みにしています。 

 

栃木県宇都宮市 チームミネ 

壁新聞のタイトル：絶滅危惧種発見！！「川ガキ」       09-01 

 

チームミネさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─ 

絶滅危惧種の「川ガキ」ってどんな生き物？と思ったら、川で遊ぶ子

どもたちのことなのですね。なるほど、かべ新聞を見るとみなさん立派

な「川ガキ」のようです。色々な生き物も発見できて、とても楽しそうで

す。写真そのものがよくとれてるものが多くて、活動の様子がよく伝わ

ります。でも、「川ガキ」の説明はほしいですね。知らない人が読むと、

まちがえるかもしれないので、ぜひ説明を入れてほしいと思います。 

みなさんは小学校の全校生徒で活動していて、保護者の方も積極的

に活動に参加しているようです。応募用紙にも書いてありますが、子

どもと保護者で共通の話題を持つことができるのもいいですね。エコ

クラブの活動から発展して、家や近所でも植物や動物を観察してみて

ほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★ 

かべ新聞のまとめ方としては、ぜひ活動した日を書いてほしいと思い

ます。また、活動日や場所ごとにまとめたり、色で区別すると読みや

すくなりますよ。全ての活動について書くのは大変だと思いますが、

いくつかは活動した内 容、感想を書けるといいと思います。活動した

後に、一言でもいいので感想をメモしておくといいですね。かべ新聞を

作る時に、ふりかえりにもなると思いますよ。 



 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 

壁新聞のタイトル：①東峰エコキッズ新聞  ②川の探検隊       09-02、09-03 （全 2 枚） 幼児 

 

東峰エコキッズ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

幼稚園の年中組・年長組のみんなで水生生物調査を行った時の様子をていねいにまとめてくれました。 

川や田んぼの生き物と親しむことでも十分楽しくていい活動だと思いますが、「調査」と意識を持って活

動していて、とてもいいことだと思います。 

この調査は来年も行うのでしょうか。定期的に行っていくと、比較もできますね。地域の方と協力しなが

ら、これからも楽しく活動してほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞にも、調査日や場所、水温など基本的な情報が書かれています。読む人がイメージを持ちや

すくなるというか、読みやすくするので、こういった基本情 報を書くのはいいですね。また、生き物の数

を数えるのは大変だったと思いますが、それもしっかり表にまとめてあってわかりやすいと思いました。 

水質判定で は「きたない水」だったということですが、写真を見る限り、生活排水が流れている川ではなくて、農業関係の排水

が流れている川なのかなと思います。川のまわりの状況にもよるので、参考程度に考えたらいいと思います。 

 

東峰エコキッズ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

東峰エコキッズの②のかべ新聞では、川での活動についてまとめています。アユやウグイの放流、川下り

の体験を行ったのですね。みんなの似顔絵を感想が読みやすく書かれていると思います。アユを放流し

た時に、一列になっておよいでいったというのはおもしろいですね。よく観察しているなあと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ウグイの放流の時にはサケが上がってきたのも、印象に残る出来事だったと思います。川の石がなぜ丸

いのか、など体験から得られた気づきを大切にしているの もよく伝わります。かべ新聞に書くことで、気

づきをみんなで共有することもできますね。自然の中で「なぜ？」と思うことをこれからも大切にしてほしい

と思います。 

 

栃木県宇都宮市 環境未来館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①しぜんたっぷり宇都宮エコ新聞№1 ②しぜんたっぷり宇都宮エコ新聞№2       09-04、09-05（全 2 枚） 

 
うつのみや自然探検隊 ①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みなさんが春～秋にかけていろいろな場所で自然にふれ、楽しんできたことが、新聞に貼られたたくさんの写

真から伝わってきます。自然というのは、たとえ同じ場所でも、季節によってまったくちがう顔を見せてくれま

す。 

昨日はさいていなかった花が、今日は花びらをいっぱいに広げている、というように１日で大きくちがったいろ

いろな表情を見せてくれます。初めて見たチェンソーはどうでしたか？ 形も音も大きかったことでしょう。びっく

りしませんでしたか？ 

2015 年もまたいろいろな場所に行って、たくさんの自然にふれてみてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

写真のすぐ近くで花をたくさんつんだこと、葉っぱでつくったこと、などくわしく説明を書いてくれていますね。 

では、作ってみて何どんなことを思いましたか？ タンポポをたくさんつんだとのことですが、それはその後どうしましたか。きれいなのでずっと持って

いた？ それとも花かんむりをつくった？ そういった、その後の様子をまじえて感想を書くと、新聞を読んでいるお友だちに、みなさんの感じたこと

がもっと伝わると思います。次回はその点も工夫してみてくださいね。 

 

うつのみや自然探検隊 ②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

山から水辺まで、とても広い範囲の自然にふれてきたのですね。長岡植林地ではチェンソーや草刈り機を使うところを見た

とのことですが、初めて見たのですか？ とても大きな音がして、刃を入れたところからたくさん飛びちっていたと感想を書い

てくれていますが、まさにその通りですね。私も初めて見た時は音の大きさにびっくりしました。 

トウキョウサンショウウオを守るためにザリガニをくじょしている取り組みでは、ザリガニがバケツに入った写真を貼ってくれていますね。これはすご

い数です。皆さんがとったザリガニもいるのでしょうか？ 2015 年もまたいろんな場所に行ってたくさんの自然にふれてみてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

鶴田沼、戸祭山、長岡植林地の３か所に行ったことについて書かれていますね。もっと地名が目立つように書くと、読んでいるお友だちにとって、ど

こに行ったかが分かりやすい新聞になると思います。それから、ザリガニとサンショウウオは食う、食われる関係ということですね。ところで「ヘビがカ

エルを食べる」からヘビをぜんぶつかまえて くじょ しようとはなりませんね。どうしてザリガニはここまでつかまえて くじょ されようとしているのでし

ょうか？ それにはちゃんとした理由があるはずです。次回は、ぜひそのことについて調べてみてくださいね。 



 

栃木県宇都宮市 エコけやき ５－１ 

壁新聞のタイトル：①ペットボトルリサイクル ②紙ごみについて ③牛乳パックについて       09-06、09-07、09-08 （全 3 枚） 

非掲載 
 
エコけやき ①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ペットボトルのリサイクルについて調べてくれたのですね。 

とても身近にあるペットボトルだけど、なかなか調べてみたりまとめてみたりってできないもの。取り組んでくれてありがと

う。調べたことで、環境のことを考えながらキチンとやらなければならないリサイクルの方法がわかったみたいですね。よ

かった。 

ペットボトルが回収されてリサイクルされるとどのように活用されているのか、知っているようで知らなかったことが今回

の調べ学習でよくわかったと思います。キャップをはずしたら、外についているラベルもはがすといいよね。中に汚れが

ないようにしっかり水洗いしてね。わかったことをさっそく実践してみてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんはジュースやお茶、お水など、どうしていますか？お店に行って、または自動販売機でペットボトルに入ったも

のを購入しているでしょうか。ペットボトルは軽くて手軽でとっても便利ですね。でもちょっと考えてみてください。もし、ペ

ットボトルを買わないで水筒を利用したらどうでしょう。ゴミは出ないですよね。 

リサイクルも大事ですが、その前に、ゴミを出さない工夫についても考えてみてもらえるとうれしいです。がんばって！ 

 

エコけやき ②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

紙ごみ、資源ごみと言うところもあるかもしれませんね。みなさんが調べてくれたように、紙は小さなものまでちゃんと資

源になるようです。そんな小さな紙もたくさんの人たちが関わっていることを知ることができてよかった。 

紙はいろんな情報を届けてくれる大切なもの。でも読まなくなったり、使ってしまったらそれは不要なもの。でもまた新し

い紙に生まれかわることができれば、また大切な紙として、みんなの生活に欠かせないものとして手元に戻ってきます。

皆さんの言う通り、「紙を大切に」したいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

今回の調べ学習では新聞紙がリサイクルされてトイレットペーパーになることがわかりました。ほかの紙ごみは何になる

んでしょう。雑誌、ダンボールなどどんなものに生まれかわっているのか、機会を見つけてぜひ調べてみてください。 

 

 

エコけやき ５－１ 

壁新聞のタイトル：①ペットボトルリサイクル ②紙ごみについて ③牛乳パックについて        

 

エコけやき ③を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─ 

みなさんのグループは牛乳パックのことを調べてくれたのですね。

牛乳パックも日常生活でよくお世話になっているもの。ここでは牛乳

パックを使ったイスを作ってみたのですね。おいしい牛乳をおいしい

ままに運ぶための牛乳パックはじょうぶにできているから、いすにも

なるんだね。 

みなさんは、この調べ学習で、「牛乳パック再利用マーク」を知りまし

た。このマークはどこについていましたか？そんな調査も楽しいと思

うので、今度お店に行ったら商品を見学してみてください。たくさん

の発見があると思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

イスはみんなで作ったのでしょうか。作ったイスは使っているのか

な？リサイクルはただ新しいものに生まれ変わるだけじゃなくて、ち

ゃんと使ってあげることが大事だと思います。どんな場面で使うこと

ができたのか、そんな報告もあるといいですね。 



 

栃木県宇都宮市 宮っ子グリーン 

壁新聞のタイトル：環境について       09-09 非掲載 

 

宮っ子グリーンさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━ 

地球の温暖化が進まないようにするための取り組みとして、ベル

マーク活動に参加することで節約やものを大切にする取り組みが

できると考えてくれたのかな？ 

ベルマーク運動は、ベルマーク貯金でいろいろなものが購入でき

る仕組みですね。みなさんのクラスでもベルマーク活動をしている

のでしょうか。どんなところにベルマークが付いていたでしょう。文

房具や下着、食品などなど。たくさん集めて学校に必要なものが

購入できたらいいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

最近はベルマークが商品についているもの以外にもインクカートリ

ッジを返却するとベルマーク点数がもらえる、というものもあるよう

です。こちらは一般のベルマーク集めよりぐっと身近に環境のこと

を考えることができる活動ですね。そんな活動にもぜひ取り組んで

みてください。 

 

栃木県足利市 毛野南小エコクラブ 

壁新聞のタイトル：毛野南エコクラブ       09-10 

 

毛野南小エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

毛野南小学校エコクラブのみなさん、こんにちは！ 

みなさんは、学校のクラブ活動（サイエンスクラブ）のなかまですね。いろいろな活

動を写真、イラスト、感想文でかべ新聞に示してくれました。どんな活動をするかみ

んなで話しあって決めたようですが、かべ新聞に書ききれなかった活動もたくさんあ

るのではないですか。 

べっこうあめ作りは楽しめたようですね。少し昔風なところもいいです。材料の組み

合わせや分量でできばえがちがいますか。加熱するコツもあるのかな。でも、なぜ

べっこうあめを作ってみようと思ったのかな。 

炭つくりの材料はなんでしょうか？松ぼっくりのイラストがあるので、それを使った

のかなと想像しました。どこがむつかしかったですか？温度ですか？炭焼きの人も

工夫したでしょうね。いまでは、炭は特別なところにしか使われなくなってしまったけ

ど、すいじ、暖房など家庭のだいじな燃料でした。電気やガス、灯油などが使われ

るようになって、炭は姿を消しました。 

葉っぱの葉脈でできたしおりは、なかなかきれいですね。みんなちがう木の葉を使

ったのですか。葉脈はなぜこんな形をしているのか、考えてみましたか？ 

「自分でできることは何か」「これからの生活に生かしたい」「家の人や友達に学ん

だ環境のことを伝えて、環を広げたい」と書かれています。すばらしい考えです。と

ても大事なことです。そういったことに気づく機会があったクラブの体験活動は良か

ったと思います。 

いろいろみんなでアイディアを出し合って、また、新しい体験をつみ重ねてください。 

そのかべ新聞を待っています。 

 



 

毛野南小エコクラブ 

壁新聞のタイトル：毛野南エコクラブ        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

東京でエコ発表しました。初めてで、ずいぶん緊張したようですがよい発表ができて、また、他のクラブの人たちとふれあえた

り、他のクラブ活動のことも知る ことができてよかったですね。発表の内容について新聞には書いていないので、ちょっと残念

です。でも、環境について考えるようになったので、良かったと思 います。 

熱気球を空へ飛ばすのは、楽しそうですね。骨組みに使う軽い材料には、何を使いましたか？熱い空気をどうやって作りました

か？写真ではよく分かりませんでした。 

ことしの活動で、「樹木の炭酸ガス吸収量を調べる」「ＥＭ活性液つくり・ＥＭ石鹸作り」も計画したようですが、結果はどうだった

でしょうか？紙面は限られていますが、できればかべ新聞に少し書いてほしかったです。 

一年間の活動の振り返りが書かれていました。自分たちの活動を振り返って、良かったこと、思い通りにならなかったこと、もっ

とうまくやれるようにはどうすればよいか考えることは、とても大事です。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

体験することを中心にしたクラブ活動をみなさん楽しんでいるようすが良く分かりました。こどもたちが興味を持つ実験がうまく

選ばれていました。 

すこし疑問に感じたのは、エコに関係の深い活動である「樹木の二酸化炭素吸収量調べ」やＥＭ活性液つくりと利用」のテーマ

について、壁新聞に書かれていないことでした。スペースがなかったのかもしれませんが、残念でした。こどもたちが環境につ

いて、学び、関心を高めた活動が何か、壁新聞で分かるように工夫して頂くと、壁新聞の目的にふさわしいものになると、考え

ます。熱気球やべっこうあめ作り、葉っぱのしおり作りとエコの関係が、よくわかりませんでした。エコ活動を狭い範囲に限定す

る必要はありませんが、地球温暖化などは、子供たちの行動につながる体験活動もあると思いますので、ご検討ください。 

 

栃木県栃木市 イオンとちぎチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：チアエコ新聞 2014        09-11 

 

イオンとちぎチアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

色使いがきれいで、折り紙などを飾りにうまく使い、目を引くかべ新聞になっていま

す。1 年間の活動報告が「ぎゅっ」と詰まっています。 

活動のなかで、「いい経験ができたなあ」、とうらやましく思い、私もぜひ参加したか

ったのが、梅干しづくり。昔はそれぞれのお家で、お家の人が梅干しを作っていたけ

ど、今は家では作らず買うお家も多いんじゃないかな。梅干し作りは、梅雨の時期と

も重なるので、お天気を見ながらの作業だよね。太陽を一番身近に感じた活動にな

ったのではないかな。そして、自分たちで作ったお米と梅干しでのおにぎりはさぞ美

味しかったことでしょう。 

ただ、ちょっと残念なのは、それぞれの活動報告や感想などの本文が細いペンで書

かれていて読みにくいこと！ 今年のテーマである「太陽と自然」とそれぞれの内容

がどんな風に繋がっているのか、その点を少し書いて欲しかったな。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動の中のひとつに焦点を当ててかべ新聞に詳しく書いてみる、という新聞作りも

試してみてはどうでしょう。 

たとえば、環境活動として定着した廃食油ろうそくづくり。捨てるものを新しく使うもの

に生まれ変わらせることの大切さを学べていいですね。 

廃食油利用のろうそく作りは、いろいろな環境問題について学ぶ教材ですので、私

たちの使う食用油の産地の現状（私たちの使っている油の原料はどこからくるのか）

や、私たちの食生活について（たとえば揚げ物が大好きになった日本人、そのために環境にとって悪いことはおこってないの

か）、それから、料理などに使ったあとの油の利用方法（ろうそくだけでなく、石けんや飼料、燃料になること）などあわせて調べ

て新聞で報告してみるというスタイルもありですよ。また、作ったろうそくをいつどんな風に使ったのか、その報告もあると、もっ

といい記事になると思います。 



 

栃木県真岡市 真岡児童館やさしクラブ 

壁新聞のタイトル：「命」あたりまえにあるけれど       09-12 2 位推薦 

 

真岡児童館やさしクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

まず目を見張るのが新聞のタイトルとそれぞれの小見出し。「命」をキーワード

にそれぞれの活動を上手にまとめることができました。また活動についての子ど

もたちの感想もしっかり書けています。 

とりわけ、目の前で命があるものを殺していただく体験は、本当に貴重な体験で

す。命がある間は動いていたマスを捕まえ、さばくうちに動かなくなるその課程を

体験することで、言葉ではなかなか実感しにくい「命をいただく」ことを子どもたち

は直感的に理解できたことでしょう。 

また、自分では動かない植物「さつまいも」や「どんぐり」についても命があること

を気づき、そのありがたさを感じられる活動が展開されていることもとても重要な

ことです。とりわけ、「どんぐりプロジェクト」は、２年間にわたって苗木を育て、そ

のあとも岩手県のお友達にその苗木を渡すことで、ドングリの木の成長をずっと

見つめていくことができる良い活動だと思います。ドングリの成長を遠くからもぜ

ひ見守って下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

来年もぜひ「テーマ」を決めて、みんなの活動をかべ新聞で紹介して下さい。テ

ーマが変われば、同じ活動でも見え方が違ったり、新しい発見があったりすると

思います。 

今回「命をいただいた」マスが育ついそ山の自然について詳しく伝える、という方

法もありますし、みんながどんな風にいそ山の自然を守っていきたいか、その想

いをまとめてみるのもいいかもしれません。また、周りのどんな人たちと一緒に

活動しているのか、「人」をテーマにして新聞を作るのもおもしろいかも。文字には書いてなくても、今回の新聞を読んでいると、

たくさんの大人がみんなの活動を応援しているのだろうなあ、そんなことも読者に感じさせる新聞でした。 

 

栃木県真岡市 真岡小学校５年エコ・こだまが丘 

壁新聞のタイトル：①エコクッキングに挑戦 ②アクリルたわしで洗剤いらず ③5 の 2 真岡小エコクラブ大作戦 ④水エコしよう       

09-13、09-14、09-15、09-16（全 4 枚） 

 

真岡小学校５年エコ・こだまが丘①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━ 

エコクッキングはとても良い題材ですね。料理はどの家庭にも関係がありますし、人は

生きている限り食べ物を食べます。もし食べる事がエコとつながったら、多くの家庭で

毎日続けていけるエコになりますよね！ 

また、エコクッキングの条件がきちんと決めてある所も大切ですね。「ごみの減量」「フ

ードマイレージ」「省エネ」など、どれもいろいろなエコにつながる条件ばかりで、事前に

しっかり調べてから取り組んだ事がわかります。 

そして料理を作る人にとって「おいしい」「節約になる」という事は、どちらも重要なポイン

トです。世の中に求められているテーマと言っても良いエコクッキングを実際にやって

みて、それが上手くかべ新聞にまとめられていて、とてもすばらしいと感じました！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・ 

今回のテーマや条件を事前に調べた中で、他にも様々なエコクッキングの候補があっ

たと思います。次にチャレンジしてみたいものはありましたか？ ちなみに私は魚の骨

を揚げたものや、種をいったものなどを食べた事がありますが、とっっってもおいしかっ

たです！ 

ごみの減量や省エネは「一度実行したら終わり」というものではなく、それを続けていく

事が環境問題の解決につながる方法です。でも、普段から家で毎日料理を手伝うのは

難しいかもしれません。そのために、毎日料理を作ってくれるお家の人にもエコクッキングを伝えて、一緒に続けていけるように

なると、さらに意味のある活動になりそうですね。 

これからみなさんが成長して料理をする機会が増えた時に、もっと多くのレパートリーで、もっとおいしいエコクッキングが出来

るようになっている事を楽しみにしています！ 

 



 

真岡小学校５年エコ・こだまが丘 

壁新聞のタイトル：①エコクッキングに挑戦 ②アクリルたわしで洗剤いらず ③5 の 2 真岡小エコクラブ大作戦 ④水エコしよう        

 

真岡小学校５年エコ・こだまが丘②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━ 

私もアクリルたわしを毎日使っていますが、本当に洗剤を使わなくても

汚れが落ちるんですよね。初めて使った時は「これはすごいエコグッズ

だなぁ！」とおどろきました。 

そんなアクリルたわしの良い所や作り方がわかりやすくまとめてあるの

で、読んだ人もきっと使ってみたくなったんじゃないでしょうか。 

そしてどの家庭でも食事が済んだら食器を洗うように、多くの人に毎日

関係のある事に着目して取り組んだ点も、ナイスアイデアだと思いまし

た。 

飾り付けもはなやかで、とても女子らしいセンスを感じる、良いかべ新

聞ですね！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・ 

アクリルたわしをプレゼントしたのもすばらしいですね。多くの人が使っ

てくれれば、その分、洗剤を使わない家庭が増える。さらに「プレゼント

になる」という事がわかれば、他のみんなも作ってみたくなる。そうすれ

ば、どんどんアクリルたわしを使う人が増える。これはとても良いエコの

広め方ですね！ 

しかし、ただエコグッズを使うだけでなく、いつも環境の事を考えて行動

する事も必要です。まとめにもあるように、みなさんは「未来の自分たち

のためにも」という意識を持っていますが、環境問題を真剣に考えるに

はそれがとても大切です。これからもいろいろなエコグッズを通して「エ

コな意識を持とう！」という気持ちも一緒に広めていってほしいと思いま

す！大竹： 

 

 

真岡小学校５年エコ・こだまが丘 

壁新聞のタイトル：①エコクッキングに挑戦 ②アクリルたわしで洗剤いらず ③5 の 2 真岡小エコクラブ大作戦 ④水エコしよう        

 

真岡小学校 5 年エコ・こだまが丘 ③を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━ 

真岡小学校５年２組のみなさん、こんにちは！ 

今回、エコクラブ大作戦で「ごみ問題」に取り組んでくれました。生活していると、かならずご

みが出ますね。ごみを考えることは、ものが生まれて、使われて、最後に捨てられる「ものの

一生」を考えることになります。エコの大事な問題の一つです。 

このような問題について、みなさんは＜対策＞を考えてくれました。３Ｒですね。これは、とて

も大事な考え方です。リデュース、リユース、リサイクルの具体的な例を、身の回りのことか

ら考えてくれました。資源ごみ（びん、かん、ペットボトルなど）を分別して出すことは、進んで

きましたね。いらなくなったものをフリーマーケットに出して、リユースするというのは、いいア

イディアですね。かんのリサイクルは 90％を超えるところまで来ています。でも、まだ道路や

公園に捨てられているかんを見かけます。みんなが回収ボックスに入れてくれるようになる

といいですね。街の美化とリサイクルで一石二鳥です。もう一つアルミのリサイクルは、省エ

ネ効果も大きいのです。ちょっとめんどうだけど、回収箱まで持っていく、回収箱がなければ

持ち帰る行動がだいじですね。 

資源の再利用を表したグラフは、何を示していますか？ 

ごみを焼却すると、灰のほかに二酸化炭素を発生します。地球温暖化の原因になりますね。焼却場では、出てくる熱を利用し

て「発電」「温水プール」などに使います。その分地下資源である石油や天然ガスの使用量を減らすことができます。 

最後に、＜取り組み＞について、考えてくれました。 

みかんの皮を使ってのよごれ落とし、新聞紙を使った窓やゆかの拭きそうじ、牛乳パックを使った小物入れ作りのアイディアが

でました。実際に試してみたところの写真をつけてくれましたので、よくわかりました。家でもやってみせると、おどろかれるかも

しれませんね。 

ごみを減らすために、国はいろんな法律を作っています。一般ごみの分別のほかに、使わなくなった家電製品（テレビ、洗濯

機、冷蔵庫など）、自動車、最近では携帯電話やデジタルカメラ、ゲーム機のような小型家電のリサイクルの法律があります。

みんなも法律を守って、資源にもどすことに協力したいですね。 
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とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞には、＜問題＞として、ごみの出る量やごみ処理の焼却のこと、ごみの埋め立て処分場のこと、外国との比較を、データで考えてまとめて

います。デー タはどこで調べましたか？インターネットでしょうか。ごみ問題を扱う役所は環境省ですから、そこの発表数値を使ったのかなと推測し

ました。 

ごみには、「産業廃棄物」と「一般廃棄物」が」ありますが、5 億トンのごみは両方を合わせた量です。一人一日あたり 975g、１年間では 330kg になり

ます。（１枚目と２枚目のメモの数字）4538 万トンは、一般廃棄物の量です。ここ数年間の数字を比べると、だんだん少なくなってきています。（10 年

前は、5338 万トンでした。） 

ごみ焼却場は、たしかに日本がダントツ一番です。では、なぜそうなっているかみんなで考えましたか？比較した国々の人口や国土面積はどうでし

ょうか？ごみ の処分もそれぞれの国の事情が表れています。アメリカのように広い国は埋め立てる場所が十分あり、ごみを燃さなくても処分できま

す。日本には、埋め立てら れる場所（残余容量といいます）は年々少なくなっていますね。ごみを燃やして容積を小さくしてから埋めなければならな

いのです。ごみを減らすように国も、 企業も、市民も努力していますが、まだ、十分ではないのですね。使い捨てが多く、大量生産・大量消費社会が

改まっていないことは、みんなの考える通りだと 思います。 

ここで使った数字はある一時点のものですが、状況を正しく知るためには、長い間隔でも見ることも必要です。ゴミ焼却場の数は、実は、年々減り続

けているのです。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

なかなかむつかしいテーマに取り組んでいただきました。こどもたちが自分で調べて取り組むことは、とてもよいことだと思いました。ごみ問題は、循

環型社会形成のための３つの課題の一つです。こどもたちが考えるごみは、自分の身の回りのごみですが、実は産業廃棄物が９０％を占めていま

す。そちらは、通常、企業により３Ｒ活動などが行われています。不法投棄防止も重要な課題です。 

私たちが出す一般廃棄物は、地方自治体が取り集めて、処理することになっていますが、その方法は自治体によってさまざまです。しかし、ごみ対

策の基本となるのが３Ｒで、こどもたちもよく理解したと思います。 

ごみの量、焼却場の数などの数値はインターネットや本で調べたとのことです。すこしむつかしいですが、出典をはっきりさせることをご指導いただく

とよいと思います。 

ごみ焼却場の数が国ごとに違う理由について子供たちと話し合われましたでしょうか？ 

上のコメントでふれましたが、それぞれの事情があり、どちらが良いか簡単には答えは出せないのです。こどもたちが、物事のよしあしを判断すると

きに、事実を多面的にとらえて考えるようになると、よいと思います。 

ごみ問題のように、社会とつながりの深いテーマで活動することにより、こどもたちはだんだん成長すると思いました。これからも、サポートをお願い

します。 
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真岡小学校 5 年エコ・こだまが丘 ④を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

水エコしようのかべ新聞を開いて、うがいをした時の水の量のグラフを見て、アッとおどろきました。と

っても分かりやすい結果が出ているので、みんなもどうすれば良いかがよく分かったと思います。グラ

フはうがいをした時の水の量となっていますが、コップを使わないでうがいをするということは、手のひ

らに水をためてうがいをしたのだろうか？それにしても 6660ml は大っきいなー、と言うことで歯をみが

き、うがいをして、歯ブラシをあらうなどの歯みがきをした時の水の量としてコメントを書きました。 

真岡小学校 5 年エコ・こだまが丘クラブのみんなは、環境問題について学習をして、環境問題とは、

空気や水のよごれ、ごみ問題、酸性雨、地球温暖化などいろいろとあることが分かったようです。そこ

からさらに進んで、自分たちの暮らしの中でできることは何かを考えました。 

水について調べてみようということで、みんなが毎日やっている歯みがきをする時の水の量を調べま

した。コップを使う時とコップを使わないで歯みがきをすると、どの位ちがいがあるのか？結果を数字

で書くだけでなく、グラフにしたら、ちがいがとても良く分かりました。コップを使わないと 1800 から

6660ｍｌの水が流れ出ますが、コップを使うと 150 から 260ｍｌの水で歯みがきが終わります。１／１０

から１／３０に使う水の量がとっても少なくなることが体験できました。 

一人一人が体験から気がついたことを書きました。ビックリした！これからはコップを使います！節水

は意外にかんたんにできることを実感しました。 

グラフは１班から８班にわかれて実験していますが、使った水の量のグラフの高さは、班の人の合計量ですか？班に４人から５人い

たのですか？一人あたりに直すと使った水の量を班の人の人数で割り算すればよろしいですか？あるいは、この数字は一人あたり

に計算した数字ですか？コップを使った時が 200ml 位ですから、コップ 1 ぱい分でしょう。と言うことは一人あたりの使った量ですか

ね？どちらにしてもコップを使わないで流しっぱなしにするととてもたくさんの水を使うことが実感できたでしょう。 

手を洗っているだけでたくさんの水を使っていると分かった人もいますが、歯みがきの後に歯ブラシと手をいっしょに洗っていることで

すか？あるいは、歯ブラシを洗った後にまだ手を洗っていることでしょうか？歯みがきをした時の洗い方は人によってちがうのでしょ

う。 

この実験は、うがいをした時の水の量となっていますが、歯みがきをしている時は、水はどうなっているのでしょうか？歯みがきをして

いる時は、水を止めているのでしょうか？あるいは、流しっぱなしにしているのでしょうか？ 
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そんなことを考えながら、このかべ新聞を読みました。実験をする時やまとめる時は、どういうじょうけんで実験をして、どのように

まとめたかを書いておくと、後で実験結果を見たときにまちがえないと思います。あるいは、いろいろ実験のやり方を変えて結果

を出す時にさんこうになると思います。それと実験のじょうけんを各班で同じにすると、例えば、水道から出る水のいきおいを同じ

にした時に使う水の量を調べると、歯ブラシの洗い方のちがいやうがいをする時のちがいがはっきりと出ると思います。 

実験のやり方を少しアドバイスしましたが、今回の実験ではコップを使うか、使わないかのちがいがはっきりと出たよい実験にな

っていると思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

各班でコップを使った時の水の量は、それほどちがいはありませんが、コップを使わないときの水の量は、各班で大きなちがい

があります。どうしてそんな大きなちがいが出たかを調べてみると良いと思います。 

歯ブラシの洗い方やうがいをする時のちがいでしょうか？あるいは水道から水を出す時のいきおいのちがいで しょうか？そんな

ことが分かると、コップを使っても、どうやったら節水できるかがわかると思います。 

実験をやった時に予想外の結果が出たときは、どうして そうなったかを調べることが大事です。その理由を調べるといろいろな

こと、たとえば、歯みがきをしている時間がちがう、水を出している時の水のいきおいが ちがう、歯ブラシを洗っている時間がち

がう、うがいをする時に何回ぶくぶくをしてかのちがいなどが分かり、節水の仕方、水を大事にする仕方が分かると思い ます。 

歯みがきだけでなく、顔を洗う時はどうか？運動くつを洗う時はどうか？そうじのときのぞうきんを洗う時はどうか？など身近な所

で水を使うことがいっぱいあるので、それらを班ごとに分かれて実験してみるのもおもしろいと思います。 

ふだん、自分がやっているやり方を見直す意味で今回の実験をスタートとして、一人一人の実験結果にまとめると、自分はどうし

たら良いかが分かるでしょう。 

来年はどんなことにちょうせんして調べてくれるでしょうか？楽しみにしています。 

 

栃木県大田原市 森の小人 

壁新聞のタイトル：楽しく学んだエコ活動       09-173 位推薦 

 

森の小人さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━

─━─━─━ 

このかべ新聞を見た時に、まずはじめにとってもびっくりしました。なぜなら、こんなにたくさん

のエコな事にとりくんでいるみなさんの学年が、1 年生から 3 年生だったからです。すごい！ 

かんきょうやエコの事は、人からただ教えてもらうだけで良いというわけではありません。じっ

さいに自分でやってみて、それがどれくらいエコだったかを自分で考えて、次はもっとエコな

方法にとりくんでみる、これを続ける事が大切です。みなさんは、この活動でそれが出来てい

るので、とてもすばらしいと感じました。 

これからも「水をむだづかいしない」「自然を大切にする」「ゴミをすてない」など、いろいろな

活動を通して考えたエコな事を続けていってくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんはとてもたくさんの活動をしているので「これをやったら、エコではない」「これをやっ

たら、エコになる」という、自分たちの行動とかんきょうのつながりがよくわかっていると思いま

す。今の学年でそこまでわかっているのは、本当にすごい事です。 

なので、みなさんはもっとエコな事が出来るんじゃないかなと期待して、ぜひチャレンジしてほ

しい事があります。それは、高学年になったら、かんきょうが悪くなってこまっている理由や原

因についても考えてみてほしいという事です。むかしに何があって、なぜかんきょうが悪くな

ってしまったのか。その理由を知る事が出来れば、きっと同じ事にならずにすみますよね。 

「なんで足尾には木や緑が少ないんだろう？」「なんで学校へ行ったり、あそぶ時間もなく、は

たらいている子どもがいるんだろう？」そういう理由に気付いた時、かんきょうが悪くてこまっ

ているいろんな人たちへ、もっとエコをとどける事が出来ると思います。がんばってください！ 



 

栃木県大田原市 ガールズ 

壁新聞のタイトル：守ります 私たちの環境       09-18 

 
ガールズさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━

─━─━ 

見た目の色づかいや可愛いイラスト、立体的な葉っぱの飾りなど、さすが 4 年生から 6 年生まで

の女の子たちだなと思いました。文章も上手に短くまとめられていて、とても見やすいデザインで

すね！ 

内容を読んでみると「これからもきれいな川でいてほしい」「また使われてうれしい」「みんなによろ

こばれるような物を提案したい」など、気持ちがこもった言葉が多い事に気が付きました。このか

べ新聞を読んでくれた人たちも、みなさんと同じようにやさしい気持ちになったんじゃないかと思い

ます。 

私は、環境やエコを人に伝えるインタープリターという仕事をしていますが、人に物を伝える時に

重要なのは、気持ちを込める事です。みなさんのようにいろいろな人や物に思いをこめながら活

動する事は、他の人にもきっと伝わると思うので、これからもその気持ちを忘れずにがんばって下

さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

キャンプ、生物調査、自然工作、リサイクル、植樹など、本当にたくさんのエコな活動をしています

ね。かべ新聞を読んで興味を持ったんですが、いろいろある中で、どの活動が一番やりがいや楽

しさを感じましたか？ また、植樹で教わった「うけついでいきたい」こととは何ですか？ みなさん

が、やりがいや大切だと感じた事も書いてあると、きっと読んだ人もやってみたい気持ちになって

くれると思います。 

このかべ新聞には、自然やそこに暮らす生きものたちを本当に大事に思う「愛」を感じました。きっ

と、みなさんが何年間も活動を続けている内に、愛着が湧いてきたんじゃないでしょうか？ 自然

や生きものに愛着を持てる事は、エコな活動が長続きする最大のコツです。これからも、深く、楽

しく、すばらしいエコな活動を続けてほしいと思います。 

 

栃木県大田原市 大中戦隊エコレンジャー 

壁新聞のタイトル：「スト温」の取り組み例＆反省 2014 夏！       09-19 

 

大田原中学校さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

「スト温」という、覚えやすくて耳に残るフレーズを使っている点が良いですね。例えば、

社会全体で取り組まれているエコアクションのひとつ「クールビズ」のように、相手の記

憶に残りやすいフレーズを使う事は、広く認知されるために効果的な工夫です。学校で

も徐々に浸透してきているのも、今までの成果が表れているのではないでしょうか。 

学校や家庭での節電の取り組み状況などの数値化もしていますね。環境問題には目

に見えない事がたくさんあるので、こうした客観的なデータを視覚化する工夫も大切で

す。 

みなさんの「スト温」の取り組みへの真剣さが感じられる、良いかべ新聞だと思いまし

た。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

学校でも家庭でも、常に環境の事を意識して生活するのは苦労もありますよね。しか

し、大勢で取り組む事で達成感や充実感、そして「大きな省エネ効果」が得られます。 

大勢の人がいれば、中には「省エネって面倒だな」と思う人がいるかもしれません。省

エネを始めたり継続するためには、続けたくなる気持ちを持ってもらう事が必要ですよ

ね。そのために楽しい要素や家計に役立つ情報を盛り込んだものを打ち出していける

と、さらに読み手の気持ちを動かせるかべ新聞になると思います。どこか環境問題をテ

ーマに扱っている施設やイベントに足を運んでみたら、次に繋がる具体的なアイデアが

見つかるかもしれません。 

みなさんは「楽しみながらエコ活動が出来る企画を」という次のステップをしっかり考えら

れているので、ぜひこれからもっと「スト温」活動の内容が充実するよう、応援していま

す！ 



 

栃木県那須塩原市 黒磯ゆたかクラブ 

壁新聞のタイトル：見つめよう！黒磯～身近な環境問題～       09-20 

 

黒磯ゆたかクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

時にはマンガ、時には切り絵と様々な手法を使って、読む人の目を引く新聞を作り

ましたね。色づかいや題字の書き方にも工夫が見られて、たくさんの人にエコを発

信したいという頼もしい気持ちが伝わってきました！ 

各項目ごとに、読む人に訴えかける言葉や問題提起の言葉などもあり「かべ新聞を

通して環境のために行動を起こしてもらいたい！」というみなさんの熱い「ジャーナリ

スト魂」も感じられます。 

それは環境についてより深く調べたり、経験したり、他の人へ発信する原動力となる

と思うので、ぜひ今後もその熱意をいつも持って活動して下さい！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私はインタープリターという仕事をしています。自然や生きものの事や、環境問題を

人に伝える仕事です。いろいろな人に環境の事を伝えてきましたが、その中でひと

つ感じた事があります。それは、注意を呼びかける情報を多く発信すると、話を聞い

ている人は、きゅうくつな気持ちになってしまうという事です。 

エコは一度やって終わりではなく、続けなければ大きな成果につながりません。「あ

あしましょう！こうしましょう！」という伝え方は、最初は良くても長く意欲を持ち続け

るのは難しいのです。例えば、やっていてストレスが溜まる習い事と、やっていて楽

しい習い事のどちらが長続きすると思いますか？ もちろん楽しい事ですよね。スポ

ーツでがんばったけれど優勝出来なくて怒られる事と、優勝は出来なかったけど一

生懸命がんばったのをほめてもらえる事、どちらが次もまたやろうという気になりますか？ もちろんほめられる方ですよね。 

もちろん、時には注意を呼びかける表現の方が効果がある時もありますが「エコは楽しい」「エコは面白い」という事もセットで考

える方が、よりみなさんが目指す「たくさんの人にエコに取り組んでもらいたい」という目標に近づけるような気がします。 

みなさんが環境問題について真剣に考えてくれているのが嬉しかったので、つい話が長くなってしまいましたね。熱意のあるみ

なさんなら、楽しいエコの提案も増やしていけると期待しているので、これからもがんばって下さい！ 

 

栃木県壬生町 わくわくクラブ 

壁新聞のタイトル：わたしたちのハンモック       09-21 

 

わくわくクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

私の通っていた神奈川県の小学校は木が少なかったので、このように森や林のようにた

くさん木がある場所を持っている学校をうらやましく思います。いろいろな活動にも利用出

来そうですし、自然のありがたみを感じずにはいられませんね。 

子どもと何か自然体験をする時は「虫とりがしたい！」「池の中に入りたい！」など自然で

遊ぶ意見が多いのですが、今回のように「くつろぎたい」という発想もまた良いですね！ 

確かに、自然に囲まれてゆっくりしていると、部屋に一人でいる時やお風呂に浸かってい

る時とはまたちがった、何とも気持ちの良いひと時を過ごせるんですよね。 

自分たちで考えて、作って、実際にくつろいだハンモック。今回の活動はこれから先も

度々思い出したりして、きっと大人になっても忘れる事は無いでしょう。そういった自然体

験はなかなか子どもの内しか出来ず、大人になった時には宝物のように感じます。これ

からも、たくさんの宝物の思い出を作ってほしいなと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ハンモックで寝て気持ち良かった事は、とても価値のある自然体験だと思いました。しか

し、みなさんは今回もうひとつ、とても価値のある経験をしています。それは「自分で考え

て決めて実行したこと」です。 

多くの学校は 4 年生の授業で行うと思いますが、環境について学ぶ「環境学習」というものがあります。自然環境や環境問題な

ど、文字通り「環境」について学ぶものです。しかし環境学習の目的は、ただ環境について教わったり詳しくなるだけではありま

せん。だって、みんなが環境に良いエコな行動を知っていても、実際に誰もやらなかったら意味がありませんよね。 

環境学習の大きな目的のひとつに、難しい言葉で「人材育成」というものがあります。これには「環境について考えたり気付いた

りして、環境に関する行動を実行出来る人を育てよう」という意味があります。 

という事は、今回みなさんが自分たちで物事を考えて自然体験を実行した事は、環境教育の目的そのものなのです。これから

もどんどん環境について考えて実行し、立派な人に育ってほしいと期待しています！ 



 

栃木県壬生町 にこにこクラブ 

壁新聞のタイトル：町のクリーン大作戦       09-22 

 

にこにこクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

にこにこクラブのみんなが作ったかべ新聞「町のクリーン大作戦」は、とっても良くまとまっていて、分

かりやすい、すばらしい新聞になっています。また、地域の人たちとれんけいして活動を進めるという

ことで、世界でもすすめている「じぞく可能な社会を作る学習」になっていることが良く読み取れるすば

らしい活動になっています。 

実際にごみひろいをやったら、とてもたくさんのごみがありました。ごみをすててはいけないよ！という

かんばんがあるのに、ごみがすてられている。住宅地では少ないが、森の中、川にはごみがたくさん

あった。 

このような現実を目にして、にこにこクラブのみんなは、どうしたら町がきれいになるか？ごみが少なく

なるか？をみんなで考えました。そして、3 つの活動をやろうということで企画書を作り、学校に提案し

ました。一つは、紙しばいを作って、学校のお友だちだけでなく、町の人にもポイ捨てをなくすことを知

ってもらおうと思いました。二つめは、かんばんをつくって、ごみを捨てないように、町の人に知っても

らおうと考えました。三つ目は、ビラを作って、町会のかいらんばんで町の人たちにごみを捨てないように、少なくするようによび

かけました。このような三つのグループに分かれて、みんなで活動しました。とってもすばらしい活動です。 

壬生町にかぎらず、日本のどこの町でもポイ捨てがへらない、ごみが町のなかにたくさんあって困っています。三つのやり方で

町の人たちによびかけたので、ごみが少なくなるといいなーと思います。 

学級通信「にじいろ」にみんなの感想やぼくはこうやるよ！私はこうしたい！なぜなの？などのことがいっぱい書いてありまし

た。みんなの考え、気持ちはよく分かります。町をきれいにするために、ごみを見つけたら拾ってごみ箱に入れます。これからも

進んでごみ拾いをします。みんなえらい！すばらしい！また、こんな感想もありました。なぜ、ごみを捨てるのだろうか？スプレ

ーかんにあなをあけたのに、なぜ、ごみ箱に捨てないで、外にポイ捨てするのだろうか？とってもじゅんすいなぎもんです。 

ぼくはこうやるよ！私はこうしたい！というクリーン大作戦をしたにこにこクラブのみんなが、大人になった時は、ポイ捨てしない

だろうと思います。 

みんながごみを拾って町をきれいにする行動は、本当にすばらしいです。でも、ごみを捨てる人がいるかぎりは、捨てる人と拾

う人のきょうそうになって、なかなか町はきれいにならないかも知れません。だからこそ、みんなは町の人がごみをすてないよう

にするには、どうしたら良いかを考えたのですね。 

 
 

にこにこクラブ 

壁新聞のタイトル：町のクリーン大作戦        

 

地球を真ん中にして、みんなが一人一人、こうしたい、こうしましょう、などのぼく、私のメッセージとかわいらしい自分の顔、す

がたを切りぬいてはってくれました。これはみんなの気持ちと壬生町をきれいにしたいといういよくを示していると思います。い

いですねー！ぼくたちが、私たちがが考えているよ！やろうとしているよ！ということが一目で分かります。 

小さい小学 4 年生のぼくたち、私たちでもできることを一生けん命考え、実行したにこにこクラブのみんなに拍手をたくさんした

いです。パチパチパチパチ・・・ 

来年のかべ新聞で壬生町がきれいになりました、という報告があることを期待しています。すこしでもきれいになればバンザ

イ！ですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんながごみ拾いをして気がついたことがありました。 

その一つは、草むらの中にごみが多いということは、見えないところにごみを捨てるのですね。 人は、きれいな所にはごみを捨

てるのは勇気がいるようです。したがって、ごみが捨てられないように草ぼうぼうのところがないようにする、あるいは、ごみが 

多く捨てられるところを重点的にみんなで毎日、ごみ拾いをしていつもきれいにしておくのは、どうでしょうか？そして、そこにか

んばんを立てて、「毎日、私 たちがごみをひろっています」と書いて、みんながごみを拾っている写真をはって、がんばっている

ようすを見せると良いと思います。 

二つめは、ごみ を捨ててはいけませんというかんばんがあるのに、ごみが捨てられている。どうしてだろう？森の中にはごみ

が多い。どうしてだろう？その理由の一つは、自動 車から投げ捨てられたごみのようです。自動車からごみを捨てないように

するにはどうしたら良いだろうか？みんなの力だけではむずかしいかな？道路に大きな かんばんやたれ幕を張って、「壬生町

はごみゼロ運動をやっています。ごみを捨てないで持ち帰ってください」ということばをみなさんの字で書いて、道路のそ ばに

出したらどうでしょうか？ここにも、みんながごみを拾っている写真を大きく出したらどうでしょうか？こうするにはけいさつしょや

町役場の協力がないと できないでしょう。 

壬生町に入る所の道路にかんばんやたれ幕、写真を出したいですね！ 



 

栃木県壬生町 すまいるクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ ～地球の未来を救い隊～       09-23 1 位推薦 

 

すまいるクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

すまいるクラブのかべ新聞「SAVE THE FUTURE」は大変すばらしい力作です。5

年生 35 人全員が活動に参加して、それぞれの役割をみごとに果たしました。読み

ごたえのある壁新聞でした。文章がたくさんありますが、それを表現する写真もてい

ねいにのせてあり、自分たちがやったことを知ってもらいたいとの気持ちがあふれ

ている新聞でした。 

みなさんの活動、かべ新聞のすばらしさの一つは、3 年生、4 年生の時にやったこと

を生かして、5 年生では何をやったら良いかを、みんなで考え、大きなテーマのもと

に 3 グループに分かれて実施したことです。 

すばらしさの二つ目は、大きなテーマ＝地球の未来を救い隊＝地球温暖化を防ぎ

たい、をめざして、ゴミ減らし隊、緑増やし隊、エネルギー守り隊の 3 つに分かれて

活動して、大きなテーマ一本にまとまる活動になっていることです。 

すばらしさの三つ目は、3 つのグループの横のれんけいが取れていることです。例

えば、エネルギーを作る炭作りでは、緑増やし隊の北っ子の森の間ばつ材を使う、

あるいはゴミ減らし隊の草木染やえんぴつ作りでは、緑増やし隊の北っ子の森の材

料や間ばつ材を使うなどなどです。 

今回の活動を通して、5 年生のみんなが大きく育ったことがはっきりと読み取れま

す。どこから読み取れるかは、その一つ、知識としてたくさんのことを知ったことだけ

ではダメだ。その二つ、森の苗木を作る、間伐をする、グリーンカーテンを作る、草

木染をする、えんぴつを作る、リサイクルを広める、エネルギーを作る、紙しばいを

する、ソーラークッカーをするなどの体験をして楽しかっただけではダメだ。 

そうです！地球の未来のために、そして地球温暖化を防ぐために、自分が行動しなければいけないということに気が付いたこ

と。それに自分一人ではダメで、たくさんの人に広めて、一人の小さい力を大きくすることが必要であると気付いたことです。 

このことは活動報告書の中に書いてありました。エコポエムにも書いてありました。授業の感想の中にも書いてありました。 

 

 

すまいるクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ ～地球の未来を救い隊～        

 
活動を始めるに当たって、企画書を書き、校長先生始め学校の先生方のＯＫをもらって、実行する。企画書を書くことは、自分たちが

何を目的に、どんな活動をするか、だれがやるのか、準備する物は何か、どこと協力してやるか、などをはっきりさせることであり、こ

の企画書が書けた時点ですでにこの活動は、60～70 パーセントは成功したと言えましょう。みなさんが世の中に出て、会社やいろい

ろな組織で活動する、自分で仕事を始める場合などでは、企画書を書くことが必要になります。その練習ができましたネ、やりました

ネ、すばらしいです。学校も全面的にみんなの活動を支援しているやり方もすばらしいです。みなさん達が大きく育ってほしいという気

持ちが先生方の期待であり、結果として期待通りになったと思います。 

仲間をふやそう！と言うことで 1，2 年生に地球温暖化を紙しばいで 5 年生が教えたこともすばらしいと思います。1，2 年生にどうやっ

てむずかしいことをやさしく教えるかが実感できたと思います。自分がちゃんとわかっていないと、やさしく、分かりやすく教えることが

できないことを実感できましたね。1，2 年生は、温暖化と言う言葉は知りません、気温が上がっていることも知りません、という 1，2 年

生にどうやって教えるか、工夫したようですね。 

活動報告書を読んで、ここでも感動しました。特に企画・活動を通して身についた力は何ですか？一人一人の身についた力はどれも

すばらしいです。目標に向かって行動する力、みんなと協力する力、みんなをまとめる力、自分の考えを相手に伝える力、企画をする

力、あきらめない力、コミュニケーションを上手に取るためにパソコンの使い方やグラフの書き方、紙に分かりやすく書く力などなど。

そして、それぞれの活動結果から自然を、物を、エネルギーを、大切にする力も身につきました。とってもすばらしい、感動しました。 

来年のかべ新聞を読むのがとっても楽しみになりました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

5 年生のみんなが次にやることは、何だろうか？一つは来年の 5 年生にみんなの経験を伝えて、来年の 5 年生も大きく育つようにア

ドバイスすることでしょう。 二つめは、みなさんももっともっと大きく育ち、みなさんが地球の未来を救うために、自分ができることをけ

いぞくして実行することともっと大きく目を広げて やれることを見つけ、実行することだと思います。がんばらなくて良いです。肩の力

をぬいて自分ができることを少しずつで良いですから、続けて実行しましょう。 

最後に一つだけ、これだけの内容を模造紙 1 枚、1 ページにまとめるには、どうすれば良いかも考えてください。内容が豊富ですから

この内容は、10 ページくらいの報告書として一度まとめておくことが良いでしょう。そして、大事なこと、みんなが伝えたいことを報告

書からぬきだして 1 枚、1 ページの新聞 にまとめるように工夫してみてください。 

注意点：二酸化炭素は、ＣＯ２（シーオーツウ）と書いて、２はＯ（オー）の右上には書きません。下に小さく書くのが正解です。 



 

群馬県前橋市 なんきつ子どもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：なんきつエコ新聞       10-01（県推薦２位）、10-02（全２枚） 

 

なんきつ子どもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

池田師範から一言━─━─━─━─━━─ 

テーマ「赤城白川で生き物調査」から新聞の内容がパッと分かり、記事もテーマに沿って書かれている

ので分かりやすい新聞になっています。調査している写真がはってあるので、活動のようすも分かって

いいと思います。 

新聞の中に調査した場所（「赤城水辺の広場」や「細井新橋下」）を書いてくれているので、その場所を

知っている人はイメージがわきますし、知らない人もどんな場所か調べるきっかけになるのでいいこと

ですね。 

赤城白川の水質を、上流と下流の２か所で調べたのは、比べることができるのでおもしろいことです

し、生き物のくらしを考える上でもよいことです。上流と下流では住んでいる生き物のちがい以外にど

んなところがちがっていましたか？川の流れの速さ、石の大きさや形、生えている植物など生き物がくらしている環境にも注目すると

おもしろいですよ。今回の調査では水質階級が上流と下流で、「きれいな水」と「少し汚い水」に分かれましたが、もしどちらも同じ「き

れいな水」だとしたら、住んでいる生き物は同じかな？！ 

他にも、２か所調べるアイデアとしては、赤城白川の上流と他の川の上流を比較したり、赤城白川の上流だけでも草がたくさん生えて

いる場所と生えていない場所で比較したり色々な調査ができると思います。 

突然変異の黄色のナマズがいたとは、すごい生き物に出会うことができましたね！自然の中で、しかも自分たちで見つけると、感動も

すごく大きかったことでしょう。水質調査では、トビケラ、カゲロウやトンボなど昆虫の幼虫に出会うことが多く、初めて出会う種類も多

かったと思います。水中に暮らす生き物を調査することで、ナマズや昆虫の幼虫たちと出会えた貴重な自然体験になったと思いま

す。 

さらに、水質調査をつうじて、ゴミのないきれいな川にしようと感じたのは、大切な気持ちなので、ぜひその気持ちを行動につなげてい

ってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

アメリカザリガニがたくさん見つかったのは、つかまえるのは楽しかったかもしれませんが、実は残念なことです。アメリカザリガニは

名前からも分かるように、もともと日本にいなかったのですが、ウシガエルのエサとして人間がつれてきたものが逃げ出してしまい今

では日本中に住みついています。何でも食べてしまうので、アメリガザリガニが増えると植物も生き物もどんどん減ってしまいます。 

数年前の調査と比べて、下流の生き物の種類が少なかったとしたら、アメリガザリガニが原因かもしれません。どうしたらいいでしょう

ね？みんなで考えてみてください。 

  

なんきつ子どもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：なんきつエコ新聞        

 

なんきつ子どもエコクラブ②を書いてくれたみなさんへ 

中山師範から一言━─━─━─━─ 

全体をひと通り見たとき、とてもカラフルでかわいらしい印象をうけました。

見出しが色紙で強調されていたり、文字も大きかったり、と読みやすいで

すね。また、※播種機(はしゅき)をむずかしいと思った人もいれば、思って

いたよりかんだんだったという人もいて、自分自身が思ったこと、感じたこと

がまっすぐにこちらに伝わってきます。いろいろな意見が出るのも、実際に

やってみたからこそ。自分でやってみること、これが大切ですね。菜の花プ

ロジェクトのようすもとてもわかりやすく上手にまとめられていて、はじめて

よむ人にもわかりやすい新聞になっていると思います。 

※タネをまくきかいのこと 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

アメリカザリガニがたくさん見つかったのは、つかまえるのは楽しかったか

もしれませんが、実はざんねんなことです。アメリカザリガニは名前からも

分かる ように、もともと日本にいなかったのですが、ウシガエルのエサとし

て人間がつれてきたものが逃げ出してしまい今では日本中にすみついて

います。何でもたべてしまうので、アメリガザリガニがふえると植物も生き

物もどんどんへってしまいます。 

数年前の調査とくらべて、下流の生き物の種類が少なかったとしたら、アメ

リガザリガニが原因かもしれません。どうしたらいいでしょうね？みんなで

考えてみてください。 



 

群馬県太田市 スター☆クラブ 

壁新聞のタイトル：       10-03 

 

スター☆クラブさんへ師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━ 

ひとつひとつの活動ごとにちがう色紙を使っていて、見た目もきれ

いでよみやすい新聞に仕上がっています。 

それぞれにしっかりと活動内容や作り方などもかかれていて、クラ

ブの活動を知らない人にもやっていることが理解できるようにはい

りょされていて、とてもよくできている新聞だと思います。クラフトだ

けでなく、料理や山のぼりにも取りくんでいるようです。とても活動

範囲のひろいクラブなのですね。活動の範囲がひろければ、それ

だけ多くの発見があるのではないでしょうか。これからもいろいろ

な方面で「エコ」が見つかったら、また新聞で教えてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

エコな活動をしていることを新聞で伝えてくれているので、それぞ

れの活動の記事でも「どういうところがエコなのか」ということを、も

っと大きく取り上げて書いてみてはどうでしょうか。たとえば「餃

子」。餃子はどうしてゴミを少なく抑えることができたのですか？ 

そこにはいろいろな工夫があったはずですね。そういう皆さんが工

夫した点を、新聞を読んでいるお友だちにたくさん伝えてあげてく

ださいね。 

 

群馬県沼田市 しらさわエコキッズクラブ 

壁新聞のタイトル：白エコニュース・しらエコの春夏秋冬・しらエコ尾瀬特集       10-04（県推薦１位）、10-05、10-06（３枚） 

 

しらさわエコキッズクラブ①を書いてくれたみなさんへ 

池田師範から一言─━─━─━─━─━━ 

新聞全体のデザインが春夏秋冬のフルーツで枠ぐみされていて、おもしろいですね！タイトルに

貼ってある「春」「夏」「秋」「冬」の色紙の色もフルーツの色に合わせてあって、よく考えているな

あ、と感心します。ところで、この新聞にデザインされているフルーツは群馬県の名産ですか？ 

ポイステかんばんを立てることによって、白沢町がきれいになっていて良かったですね。ゴミが

捨ててある場所には、次々とゴミを捨てていく人がいて、ゴミが増えてしまうことがよくあります。

これ自体困ったことですが、かんばんを立てることによって、“きれいにしよう”という意識が高ま

っているのでしょう。かんばんは見てパッと分かるものがいいので、山の川の絵やゴミ箱にペット

ボトルを捨てている人の絵を大きく描いたのは、大成功だと思います。かんばん作りが大変だっ

た分、そのかんばんを見てポイステをする人がいなくなるはずです。かんばん作りの活動はもう

13 年も続いているようですが、これからも地域のお手本となるように、ポイステがなくなるような

活動をぜひ続けてください。 

はいゆを使ったろうそくは、はいゆを利用することでエコでもあり、竹を使っているところがいちだんとステキです。想像しただけ

でも夕涼みにピッタリのろうそくですね！また作ったらイラストでどんなものができたか教えてください。 

 エコ活動を全国大会や県大会に限らず、発表するということはすばらしいことで、必要なことです。新聞でも“伝える”ことはで

きますが、直接伝えた方が相手の反応も分かりますし、エコ活動に取り組んでいる仲間と知り合うこともできます。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

１つの新聞記事の文字に何種類もの色を使っていますが、近くに描いてある絵が目立たくなってしまいます。アピールしたいこ

とや、大切なことを書くときに、ペンの色を変えるともっと見やすい新聞になると思います。 

はじめての文化祭では、ぼ金やそれに向けたロウソク作り、はつでんじてんしゃ等、いろいろな体験をしましたね。このような文

化祭も、みんなの活動をアピールしたり、エコな活動をする仲間を増やしたりすることができます。みんなの生活で、でんきがな

かったらどうしますか？きっと困る人が多いでしょう。でんきをどのような方法で作ったらいいかは、日本だけでなく世界中でい

ろいろな考え方があります。大切なのは、はつでんじてんしゃで体験したように、でんきを作るのは大変なので節約して使おう、

という気持ちを持ち続けることだと思います。 

 



 

しらさわエコキッズクラブ 

壁新聞のタイトル：白エコニュース・しらエコの春夏秋冬・しらエコ尾瀬特集        

 

しらさわエコキッズクラブ②を書いてくれたみなさんへ 

池田師範から一言━─━─━─━─━━ 

尾瀬にはこの地域を代表とする花がいくつもあって、生き物がたくさん住んでいる、みりょく的な

場所であることが新聞から伝わってきます。尾瀬には小学生の頃に一度行ったことがあります

が、その美しさに感動してまた行きたいと思ったことを思い出しました。感想に書いてあります

が、朝起きて見た尾瀬の自然は、湿原ならではのすがすがしさですね！ 

ミズバショウもニッコウキスゲどちらも見つけると、うれしい気持ちになる花です。植物のとくちょう

をよく調べましたね。ミズバショウはサトイモ科ですが、群馬県では畑にも似たような植物がたく

さん植えてあるのを見ましたが何か分かりますか？それはコンニャクです。同じサトイモ科で「ぶ

つえんほう」もあります。「ほう」は花のある場所を教えるように目立つものが多く、サトイモ科以

外の植物でもいろいろあるのでぜひしらべてみてください。 

ヤマナメクジは見たときにびっくりしませんでしたか？木道などの足元にいることが多く、思わず足をひっこめてしまう大きさだと

思いますが、「ぬめぬめしている」と書いてあるってことは触ってみたのかな？五感をつかったよい経験です。 

尾瀬だけではなく、動物や植物を持って帰らないようにという注意はよく聞きますが、尾瀬のような場所では特に「動物・植物は

持ちこまない」気配りも大切になります。全国各地からたくさんの人がおとずれるようになると、その地域にもともとなかった植物

がいつのまにか入りこんでしまう危険が増えます。ミズバショウやニッコウキスゲは長い年月をかけて、尾瀬に定着してきたの

で、それらの植物を守るためにはその植物が暮らす自然環境も守ることが大切です。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

地図を描いてくれたので、尾瀬の広さが伝わってきます。その下にみんなが通った尾瀬の順路が書いてあるので、地図の中に

通った道を矢印で書くともっと分かりやすくなると思います。弥四郎清水の湧水は冷たくて、とてもおいしそうですね！地図のど

この場所にあるのかな？！地図のどこにあるか分かるように書き方を工夫すると、地図がとても効果的になると思います。 

ミズバショウまでもがシカの食害にあっているようですね。シカはアメリカザリガニやウシガエルのような外来生物ではありませ

んが、尾瀬にはもともといなかったようなので、長い年月をかけてできあがった尾瀬沼と尾瀬ヶ原の自然を、こわしてしまう危険

があります。シカによる被害は全国的に広がっているので、いろいろな対策が考えられていますが、みなさんもどうしたらいい

か考えてみましょう。 

 
 

しらさわエコキッズクラブ 

壁新聞のタイトル：白エコニュース・しらエコの春夏秋冬・しらエコ尾瀬特集        

 

しらさわエコキッズクラブ③を書いてくれたみなさんへ 

中山師範から一言━─━─━─━ 

100 枚もの看板を作るのは、たとえ手分けをして作ったとしても、と

ても大変だったことでしょう。まずはみなさんの努力にはくしゅをおく

りたいと思います。この看板が白沢の町中にはられることで、ポイ捨

て禁止の呼びかけの他にも、「しらさわエコキッズクラブ」の活動を、

そこに住んでいる人に十分伝えることができたのではないでしょう

か。 

クラブ内の活動ももちろん重要ですが、このように外の人たちにとっ

て目に見えるような活動をすることも大切なことですね。人々にクラ

ブで行っていることを知ってもらうことで、他の活動ももっとしやすく

なっているのではないかなと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

水質調査を行うことによって、白沢川にどのような生き物がいたか

がわかったと思います。その中にはどんな生き物が見つかりました

か？ 「きれいな川にしかいない生き物」「汚れた川でも生きていけ

る生き物」とさまざまな生き物がいたのではないでしょうか。どんな

生き物が発見できたかによって、その川の水質を知ることが出来ま

す。白沢川はどうでしたか？ みなさんがアピールしている「写真を

使わない」新聞なら、どのようにすれば、よりお友だちにつたわりや

すい新聞ができるでしょうか。ぜひ考えてみてくださいね。 



 

埼玉県三芳町 竹の子エコクラブ 

壁新聞のタイトル：竹の子エコ新聞 2014       11-02 

 

竹の子エコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

非常に見やすい、素晴らしいかべ新聞です！！！ 

それぞれの活動に最初に大きい見出しを書いて、それぞれの活動の内容

を書いて、最後にそれぞれの「感想」が書かれていることが一番大切です

ね。この「感想」によって皆さんの思いがこのかべ新聞を読んだお友だちに

じゅうぶんにつたわると思います。 

こぶしの里で森のビンゴゲームや樹木ウッチング、ビオトープとやなせ川で

の生きもの観察で、いろいろな自然のなかまたちと会うことができて、なか

よくなり、みじかなところでも今まで気づかなかった多くの発見、不思議、わ

くわく感や感動があったようですね。「竹の子エコクラブ」のみごとなチーム

ワークで作られたこのかべ新聞を読んで、私もこぶしの里ややなせ川など

に行きたくなりました。次回のかべ新聞を楽しみにしています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

こぶしの里、やなせ川とビオトープには樹木、草花、キノコ、昆虫、野鳥な

どのみじかな自然のなかまがたくさんいますね。 

この自然のなかまが、さまざまな「ことば」で皆さんにかたりかけてきます。

それは、色、におい、音、あじ、触感（さわりごこち）です。 

みじかな自然のなかまことを知れば知るほど、そのなかまとなかよくなるこ

とができて、いっしょにそこで生きていることを感じることができると思いま

す。いつまでも自然のなかまを大切にしていって欲しいと思います。 

 

埼玉県宮代町 MIYASHIRO エコ☆スターズ 

壁新聞のタイトル：輝けエコの星 エコスタ新聞       11-01 

 

MOYASHIRO エコ☆スターズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

輝け！！エコの星 エコスタ新聞は、読みやすいなーと感じました。 

なぜかな？ともう一度新聞を見て、気が付きました。黒紙をベースにイベントを張り付けてあるためです。区切りがはっきりして

いるので、一つ一つのイベントが引き立っています。 

MIYASHIRO エコ☆スターズのみなさんの知恵にも感心しました。wood！！morning とは、倉庫で眠っている廃材を目覚めさせ

よう！という思いで、good morning からつけたネーミングですと言うことで、おもしろい！と昨年、私も気が付きました。今回は、

地産地消の消を show に変えて地産地 show とネーミングを付けました。なかなかやるなー！このネーミングの show には、ど

んな意味を込めているのかな？地産地消のすばらしさを見てもらいたい、地産地消のすばらしさを show として演じてみよう、と

かかな？来年はどんな工夫のネーミングが発表されるか、楽しみになりました。 

エコ☆スタ新聞の 3 つ目のすばらしさは、メンバーの顔が輝いていることです。みんなほほえんでいて、活動を楽しんでいる。メ

ンバーの代表の顔からは、ぜひ、MIYASHIRO エコ☆スターズに入って一緒に楽しみましょうというメッセージも読み取れます

よ！そうだ！ごみ拾いをしよう！の顔は抜群にいいですねー。ごみ拾い 実施中ののぼりを持っている人の顔も、ちょっと恥ず

かしめに笑っているのもいいですねー。wood！！morning の誇らしげなチーフの顔、エコポスターコンクールのやさしそうなチー

フの顔、エコペインティングの「君もどう？」と語りかけているようなチーフの笑顔、みないい顔をしていますね。 

エコ☆スタ Let‘ｓ地産地 show cooking では、地元の野菜の良さが分かった、地元産のものを買おうと思ったなど、地産地消の

良さに気付いてもらうという大目標が達成できたようで大成功ですね。説明を良く聞いて、参加者が協力して、楽しく調理ができ

たことは、写真からも読み取れますよ。すばらしいことです。 

 



 

MIYASHIRO エコ☆スターズ 

壁新聞のタイトル：輝けエコの星 エコスタ新聞        

 

5 つのチームに分かれて調理をしたようですね。完成品の写真がありました。ピリ

辛エコスタレタスチャーハン、みやしろらいすチヂミ、レインボーポンチとミルクア

ンニン、野菜たっぷりの水ギョウザ、どれも大変美味しそうですね。食べてみたい

なー。それぞれの料理の一言もいいですねー。野菜もお肉もいっぱい、もちもちと

した食感、宮代産の 7 種類の果物、皮も手作りです、それぞれのチームの工夫

が読み取れます。各チームは別のチームの料理も食べたのかな？全員で試食し

たようですが、それぞれの料理は、すぐ食べつくされてしまったのではないでしょ

うか？残念！と食べられなかった参加者もいたのではないかな？ 

5 チームで調理作品が 4 つということは、もう一つはどうしたのかな？ちょっと気

になるなー。 

wood！！morning とっても良い活動だと思います。木に触ってみる体験、廃材

からこんなすばらしい作品ができるとの体験、のこぎり体験、金づちで釘も打った

のかな？初めて使ってみた、とのこどももいたのでしょう。とても良い体験の場を

与えたエコ☆スターズの上手い取り組みですね。           

エコポスターコンクールで感心したのは、ごみ拾い大会と同じで、自分たちのクラ

ブの大会、コンクールではなく、宮代町の行事をエコスターズが主催して実施した

ことです。すなわち、宮代町にエコ☆スターズのクラブが十分に認知されているこ

とのあかしです。ここまで来るには、地道な活動と共に活動を知ってもらうための

プレゼンテーションの機会の活用やフェアでの展示などで認知させる苦労があっ

たのでしょう。地域に密着した活動が認められたのですね。 

エコペインティングの目標も面白いですね。☆型を手形で作る。完成はいつだろう

か？ 

次回以降のかべ新聞がさらに待ち遠しくなりました。 

 

 

MIYASHIRO エコ☆スターズ 

壁新聞のタイトル：輝けエコの星 エコスタ新聞        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

街のごみ拾いでは、たばこの吸い殻が一番、多いというのは、全国、どこでも同じようですね。レジ袋やペットボトルのポイ捨て

を無くそうというのは、みなさ んでもできることですが、たばこをポイ捨てするのを止めようというのは、みなさんにはできないこ

とですので、なかなか悩ましいことですね。どうしたら、大 人の人がポイ捨てしないように気が付いて、実行してもらえるだろう

か？たばこの吸い殻が多く捨てられている、バス停や横断歩道のところなどにポイ捨てをし ないように、貼り紙、ポスターを貼

ることも一案でしょう。どのくらい効果があるのかな？みなさんが吸い殻を拾っている活動を見せて、大人の人に気付いても ら

うことも一案でしょう。ごみ拾い活動は、通行人がたくさんいる時にやらないとダメかな？見てもらうことが大切ですので。 

SAITAMA 環境フェア＆こどもエコフェスティバルで発表者が「町がキレイになるのはとてもうれしいことですが、こんなにごみが

たくさんでるとい う現実が分かった・・・」というは、その通りですね。現実をしっかりと見つめることが大切です。さー次には、ど

うしたらごみがたくさん出ない、あるいはポ イ捨てされないようにするには？をメンバーの人たちで話し合って下さい。現実を知

って、現場をしっかりと見て、どんなごみがたくさんあるのですか？どこに ポイ捨てのごみがあるのですか？なにか気が付いた

ことはありませんか？ということで現実、現場を知って、その対策が浮かび上がるかと思います。現場を知ら ずに、頭だけで考

えた対策は、効果なしで、駄目だと思います。 

宮 代町は周りには海がありませんね。海、海岸がある所では、海岸に打ち上げられたごみや貝殻を、接着剤を貼り合わせて

顔や動物などを作るアートに挑戦してい るところもあります。MIYASHIRO エコ☆スターズのみなさんも、ごみ拾いをして、拾っ

たごみでアートを作ることにも挑戦してみたらどうでしょう。作 品をそのごみが落ちていたところの看板などに展示したらおもし

ろいかな？ 



 

千葉県市川市 かいさん ず 

壁新聞のタイトル：エコクッキングおいしい       12-01 

 

かいさんずさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

自分たちで育てた野菜や果物を、大切に残さず食べきるための工夫が

「エコクッキング」としてたくさん書いてある新聞ですね。かいさんずは、こ

の新聞にわざと写真を貼らなかったのかなあ。それぞれの食材が、どん

な料理になったのかなあ、とその様子がとても気になります。 

それから、ふきは冷凍してどんな料理に使ったのですか。私自身あまり

ふき料理を作らないので、ぜひ教えて欲しいなあ、と思いました。その他

の食材についても、作り方が紹介されていると他の人もまねしてみると思

いますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

梅の食べきりの項目のように、保存して 1 年間で食べきる食材と、収穫し

てある程度短期間で食べきる食材（たとえばみかん？）があると思うので

すが、家族で 1 年間どのくらいの野菜と果物を収穫して、どのくらいの期

間で「食べきった」のだろうというきょうみがわいてきました。「かいさんず」

のお野菜や果物の自給率はどのくらいですか？ それから、この新聞に

のせた食材の採れた時期（旬）と食べ終えた時期を知りたかったなあ。 

自給率やとれた野菜や果物の季節など調べて、「かいさんず」オリジナル

のデータやカレンダーにまとめてぜひ新聞で公開してくださいね。 

 

千葉県大網白里市 ぬく森エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぬく森エコだより       12-02 

 
ぬく森 エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「ヘチマのグリーンカーテン」の研究レポートは、へちまの種を植えてから育て、た

わしにするまでの様子を詳しく報告できています。4 コマ漫画は、読んで思わず

「そうそう」とうなずいてしまいました。とりわけ、毎週日を決めて記録写真や成長

記録をこつこつと残し、最後にグラフにまとめることができました。以前私も琉球

朝顔（りゅうきゅうあさがお）の成長を調べた時に、成長期には 1 日で 5ｃｍ以上

つるがのびることがあり、少しびっくりしたことをこの研究リポートを見て思い出し

ました。また、観察記録を残すと、活動の振り返りをすることもできますから、来年

同じグリーンカーテン活動を行うときの目安としても記録が活かされると思いま

す。 

たわしの写真から推測すると 10 本位のたわしができたのでしょうか？ たわしに

した様子や実際に食器洗いなどで使った感想も知りたかったなあ。 

年間の活動の中で、研究テーマをひとつ決めて報告を新聞に書いてくれる方法

は、クラブ全体の活動内容も分かるし、ひとつの活動についての考察が深まるの

で良い手法だと思います。次年度の研究テーマは何にしたのかなあ。とっても気

になります。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

有機栽培で野菜を育てている活動について、ぜひ詳しく知りたいですね。 

ぬく森クラブ農園は、敷地内にあるのでしょうか。栽培にはどのようなこだわりが

あるのでしょうか。そして一番気になるのは、サトウキビの栽培について。私の住

んでいる京都でも育ててみることができるのかなあ。 

収穫したサトウキビはどのように楽しみましたか。 有機栽培についての「ぬく森

クラブ」のとっておきの工夫を次回はぜひ報告してください。 



 

東京都中央区 中央エコキッズ 

壁新聞のタイトル：どんぐりエコ新聞       13-01 

 

中央エコキッズさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

中央エコキッズのみなさん、こんにちは。 

日本に、どんぐりが 22 しゅるいもあるなんて知らなかったです。マテバシイ、コナラ

など、色々などんぐりがありますが、中央区には、一体何という名前のどんぐりが 

あるのでしょうか？それをしらべてみるのも、たのしそうですね。 

それぞれ書いてくれた「環境のために私たちができること」をよむと、かんたんにで

きることだけど、とても大切なことばかり。お友だちやお父さん、お母さんに聞いて

みても、もっと色々ないけんがでそうですね。 

また、みなさんのかべ新聞をたのしみにしています。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

「どんぐり」という誰でも知っているにも関わらず、あまりくわしく知られていないテー

マですね。読んでいてとても楽しく、勉強になりました。どんぐりについてもっと知り

たい！と思ったので、どんぐりとは何かについて記載する、どんぐりの種類や写真

を一覧にする、等、読んでいて「へぇ～！」となる情報も取り入れてみてはいかがで

しょうか？ 

どんぐりについて知るだけでなく、環境と合わせて考えている所も素晴らしいと思い

ます。環境のために出来る事を子ども達が一生懸命考えている姿が目に浮かびま

す。各々が環境について学び、感じ、考える。ぜひ、そんな時間をこれからも大切

にしていってください。 

 

東京都新宿区 こどもエコ広場新宿 

壁新聞のタイトル：こどもエコ広場新宿       13-02 

 

こどもエコ広場新宿さんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

こどもエコ広場新宿のみなさん、こんにちは。 

いろいろなエコな活動が１枚の新聞になっていて、読んでいてわくわくしました。

たくさんのことが書いてあるので、全部読めるかな…と少し不安にもなりました

が、イラストや写真を使っているので、あっという間に読み終わりました。かべ新

聞の作り方がとても上手ですね。 

1 年間に、こんなにたくさんの活動をしているこどもエコ広場のみなさんが うら

やましいです。 

ぜひまた、どんな活動をしたのか、かべ新聞にまとめて教えてくださいね！ 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

田舎とは違い、たくさんの建物に囲まれている新宿に住む子ども達が環境のこ

とを考えられる良い活動が多くありますね。地球温暖化などの環境問題が深刻

となってきている現在、とても大切な働きですね。 

こどもエコ広場のみなさんのかべ新聞は、とても見やすく工夫されていてとても

良いと思いました。より良くするために、次回は、第三者の「かべ新聞をみる人」

が得をするような情報や、すぐに取り組めるような手順を加えてみてはいかがで

しょうか。 



 

東京都北区 赤羽北児童館 

壁新聞のタイトル：リサイクル活動新聞       13-03 

 

赤羽北児童館さんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

赤羽北児童館のみなさん、こんにちは。 

ペットボトルだけで、こんなに何通りものリサイクルが出来ることに驚きました。ペットボ

トルも絞染めも、楽しく工作してしかもエコ！一石二鳥ですね。さらに、工作をして終わ

りでなく、実際にお祭りで使用したり、植木鉢としてアサガオを育てたり…きちんと実用

していてエコが徹底されていますね。（すてずに使うことも、大切なエコ活動ですよ！） 

色ペンや写真を使うことで、読みやすく、見やすいかべ新聞になっていますね。また、

おもしろい活動をかべ新聞で見られるのを楽しみにしています！ 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

日常生活の中で出来るエコについてまとめられており、私も是非やってみようと思える

かべ新聞でした。そのため、作り方や材料が簡単に記載されているとより良くなると思

いました。 

さらに、児童館を利用している親子が対象との事ですので、保護者の方向けに工作時

のアドバイスや豆知識なども記載してみてはいかがでしょうか。 

 

東京都青梅市 おうめこどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：大豆の成長期       13-05 

 

おうめこどもエコクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

青梅産の大豆、とってもおいしそうですね！しかもそれは「地産地消」なの

で、省エネルギー！非常に環境によい活動をする事が出来ましたね。 

機会があったら、ぜひ食べてみたいなぁと思いました。 

私は、大好きな枝豆や納豆が、大豆と同じ豆だったと初めて知った時は、とて

もおどろきました。 

それだけでなく、しょうゆやみそにも加工されている事を考えると、私たちは

毎日のように大豆由来のもの口にしているような気がします。 

私たちの生活が大豆に支えられている、という食べ物へのありがたみにも気

が付ける点も良いですね！ 

このような身近な事をテーマにするのは実感が得やすいので、読んだ人にも

メッセージが伝わるものだと思います。 

読んだ人がどんな気持ちになるかを考えながら、今後もよい活動をして、い

いかべ新聞を作って下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

大豆を育てた以外にも、環境に関するさまざまな活動を体験していますね。 

これらひとつひとつを読むと、どれもとても意味のある内容だと感じますが、大豆の記事に比べると少し目を引きにくいような印

象を受けます。 

それだけに、この意味のある体験の事も、もっともっと多くの人に見てもらい、知ってもらえる工夫がしてあると、さらに充実した

内容のかべ新聞になったのかなと感じました。 

畑作を一年間続けている中で、多くの発見だけでなく、一緒に力を合わせて大豆を育てた仲間や、育て方を教えてくれる人な

ど、多くの人とのつながりも生まれた事と思います。 

そうやってたくさんの人を巻き込んでいくと、エコな取り組みや意識がどんどん広がっていきますよね。 

ぜひこれからも、家族や友だちなど、まわりをまき込んで活動を続けていってほしいと思います！ 



 

東京都調布市 リトル・キャッツ・アイ 

壁新聞のタイトル：遊々新聞       13-04 

 

リトル・キャッツ・アイさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

いろいろなジャンルの記事がのっていて、とても楽しい内容ですね。 

特に、家の中にハクセキレイが飛び込んできたとは！すごく貴重な体験でしたね！ 

一人で完成させたという事ですが、 レイアウトや文字も丁寧に作られていて、読み

やすくて良いかべ新聞だなという印象を受けました。 

一人でもこれだけ深い内容に仕上がっているのは、昨年まで取り組んできた分の

力が、しっかり身に付いているんですね。 

来年の活動の参考に少しでもなれば嬉しいのですが、私は荒川の稚アユの遡上を

見に行った事があります。 

小さな体で流れに逆らいながら力強く泳ぐ、たくさんのアユの姿に感動しました。 

そしてその小さなアユのために魚道を作ってからは、遡上するアユの数がとても増

えたそうです。 

多摩川を調べた時は、その辺りもぜひ調べてみてください。 

今後も様々なトピックスの面白さを、かべ新聞で多くの人に伝えてくれる事を期待し

ています！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

自然環境や環境問題など、身の回りの環境という物は日々変化しています。 

今後も一人か、新しいメンバーが増えるかはわかりませんが、その時々に合わせ

た形で、これからも環境に関する活動を継続していってください。 

年数を重ねたからこそ気付いた変化などがあれば、それを追究する価値がきっとあります。 

積極的にイベントに参加したり、自宅で出来る事も行っているようなので、年齢的にもまだまだ多くの事を吸収してゆくと思いま

す。 

これからも、内容の濃いかべ新聞の新刊を楽しみにしています。 

 

神奈川県横浜市 港南台自然観察クラブ・クロロ 

壁新聞のタイトル：団地の生きものさがし ことし一番 2014       14-01 

 

港南台自然観察クラブ クロロさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

クロロたんじょう 20 年目おめでとう！クロロはずいぶんと長いあいだ自然観察をやってきたん

だね。すばらしいことですね。 

今までの自然観察会でみなさんのお兄さんやお姉さんたちはどのような発見やふしぎをたい

けんしたか知りたくなりました。でも、みなさんのかべ新聞での「今年一番」のいろいろな発見

やふしぎがあったので、とてもわくわくしました。 

くっつき虫のはりがまがっているわけは、動物の毛や人間の服にくっついたらおちないように

して、はりといっしょのたねを遠くに運んでもらい、そこでくっつき虫のたねの子どもたちがそだ

つようにしているのです。 

くわの葉がなぜいろいろなかたちがあるかは、りゆうはわかっていないので、ふしぎだね。 

プロペラのたねがとぶりゆうは、風にプロペラがうまくのってくれれば、くっつき虫と同じよう

に、そのたねがとおくにとび、その子どもたちがいろいろなところでそだつようにしているので

す。 

ドングリの中にドングリゾウムシがいます。いろいろなドングリがあり、スダジイやマテバシイ

のドングリはなまでも食べられるけど、コナラやクヌギのドングリはとてもにがいと思うよ。 

つぎのかべ新聞でどのような発見やふしぎがあったか楽しみにしています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

20 年間の自然観察のきろくがとってあれば、そのはっぴょうかいをきかくしてはどうでしょうか。 

20 年間の木、草花、こん虫、鳥たちどのようにかわったか知ることができて、いなくなったいきものや少なくなったいきものが、

そのりゆうをしらべて、これからどのようにこれらのいきものといっしょにつきあっていかなければならないかみなさんで考えて

ほしいと思います。 

また、こん虫や鳥がいるところにはかならずいみがあることを、つぎのかべ新聞にくわしくせつめいしてくれれば、ほかのお友

だちにとってものすごく勉強になると思います。 



 

神奈川県横浜市 のじま自然観察探見隊 

壁新聞のタイトル：のじま自然観察探見隊 2014       14-02 

 

のじま自然観察探見隊さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

のじま自然観察探検隊のみなさん、いろいろな探検報告ありがとう！どの

探検もわくわくして楽しかったようすがかべ新聞で読めました。 

野島海岸のアマモ場はたくさんの海のいきものにとって、とてもたいせつな

ところなので、これからもずーっとまわりの人たちといっしょにアマモをまも

っていって、たくさんの魚がいきていけるようにがんばってほしいと思いま

す。 

沖縄の久米島のきれいな海でいろいろな魚を見ながらおよげてよかった

ね。また戸隠には緑ゆたかな自然があるから、そばをしゅうかくできて、お

いしいおそばを食べることができたんだね。みなさんがこのようにすばらし

い探検を楽しめたことで自然をたいせつにしなければならないことがわかっ

てくれたと思います。 

こどもエコクラブ交流会でいろいろなお友だちに会って、どのような活動をし

ているかを知ることができたことは、とてもいいけいけんをしたと思います。

きっとほかのお友だちも、みなさんの活動を知って勉強になったと思うよ。

これからも「身近な自然を探検！」をつづけてほしいと思います。楽しみに

しているよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いろいろな探検の写真があると、みなさんの活動をもっとせんでんできて、

ほかのお友だちもよりわかりやすかったかなと思います。 

つぎのかべ新聞では、みなさんの活動の写真を見てみたいな。また、野島

のアマモ場の活動のことをもっとくわしくほうこくしてほしいと思います。 

 

神奈川県藤沢市 大鋸児童館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①エコハート新聞 ②大鋸児童館エコクラブしんぶん ③藤沢エコクラブ新聞       14-03 推薦、14-04、14-

05 推薦 

 

大鋸児童館こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

エコの気持ちをもって活動していこうという思いをこめたエコハート新聞を楽しく

読ませてもらいました。この新聞には５月から１１月までのエコに関する活動き

ろくが書かれているので、十分にみなさんのエコの気持ちが出ていると思いま

すよ。 

メダカは絶滅危惧種（ぜつめつきぐしゅ）なので、大切にしなければなりません

ね。 

みなさんが住んでいる藤沢市内では、メダカが絶滅（ぜつめつ）したと言われて

いましたが、ある所でメダカが発見されて、それをふじさわメダカとなづけられ

たそうですね。グリーンウォーターのことを教えてくれた古武さんはそのふじさ

わメダカをふやすための活動をしている人でしょうか。 

和紙や紙すきの見本をかべ新聞にはりつけたことは、それらがどのようなもの

か読者にわかりやすいすばらしいアイディアだと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

川の水と池の水をくらべて、川の水がなぜきれいだったのかというりゆうを調

査して書いてほしかったなと思います。 

水道局またはせんもんの人にそうだんすると良いかも知れませんね。これから

どちらがきれいだったかというりゆうを記録すれば、しょうらい川や池の水をき

れいにする方法が見つかると思うよ。 

次のエコハート新聞では、ふじさわメダカをふやしたり、育てたりする活動の報

告をきたいしていますよ。 

 



 

 

大鋸児童館こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

いろいろなエコにかんする活動のすばらしいかべ新聞ありがとう。これだ

けのたくさんのエコ活動をりっぱにできたことは、お友だちとのおたがい

の強いチームワークがあったからできたんだね。身近な川や池の水につ

いてこまかくしらべたんだね。どのようなところがむずかしかったのかな。

どのようなところがくろうしたのかな。ますます知りたくなりました。でもみ

んなで楽しくやれたことが一番いいことですね。みなさんが住んでいる近

くで絶滅危惧種（ぜつめつきぐしゅ）の藤沢メダカが発見されたことは大き

なニュースですね。「藤沢めだかの学校をつくる会」で藤沢メダカを大切

にしてもっともっとふやして欲しいと思います。 

牛乳パックからはがきができるなんておどろきです。エコ活動のめんか

ら、大切なしげんを「さいりよう」することはこれからもずっと続けていって

ほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんが生活している中で水は一番大切なもののひとつです。その水

をせっかくみなさんがいろいろな方法でくろうして水をしらべてくれたの

で、次のエコクラブしんぶんでは、ていきてきにしらべたけっかと、もしよ

ごれていたならば、どのようにしたらその水がきれいになるかなどのほう

こくしてほしいと思います。また、ふじさわメダカをふやしたり、育てたりす

る活動の報告をきたいしていますよ。たいへんだと思うけど、おうえんして

いるよ。 

 

 

 

大鋸児童館こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「おんべ公園の水質調査」と「藤沢メダカを救え」のすばらしい記事を読ん

で感動しました。 

このエコクラブ新聞を読んでくれたお友だちにとって、4 年間もかけた川と

水の水質調査表が見やすく、わかりやすく、とても貴重なすばらしいデータ

です！！！そして「これを改善する方法を考えてみてください。」と、絶滅危

惧種である藤沢メダカを見本にして、「メダカや絶滅危惧種の動物を救うの

は僕たちなのです。どのようにしたら助けられるかを考えてみてください。」

とエコクラブ新聞の読者に問いかけることはとてもすばらしいアイディアだ

と思います。読者と一緒になって、とても大切な水資源ことや絶滅危惧種

の保護のことをしんけんに考えていこうとする「思い」が十分に伝わってくる

新聞です。 

また、エコの面から、昔の暮らし工作でうちわや紙すきのことを勉強できた

ことは、現代の便利な暮らしとくらべることができて、とても大切な体験をし

たと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

水資源や絶滅危惧種に関するエコクラブ新聞の読者への問いかけが、ど

のような結果になったかとても気になります。 

読者の意見などをどのようなにしたら見られて、みなさんがそれらをどのよ

うに回答して、どのような行動をとったのか知りたくなりました。次回のエコ

クラブ新聞で見れることを楽しみにしています。 



 

神奈川県大和市 引地川水とみどりの会こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：引地川Ｃｌｅａｎ戦隊ゴーレンジャー 2014       14-06 

 
引地川水とみどりの会こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

引地川水とみどりの会こどもエコクラブの「ポスター形式」のかべ新聞は、みんながいろいろとぎろんし

て、来場者に分かりやすいようにしたようですが、その通りに一目で見て、何をやっているか？どんな成

果＝ごみがあったか？などなど、とても分かりやすいポスター＝かべ新聞になっていますよ。 

このポスター形式のかべ新聞をみていると、うれしいこともたくさん見つけました。クラブのみんなが一生

けんめいにごみひろいをやっています。自分がすてたごみではないのに、まじめに冷たい水にも負けず

に、ごみを拾っていました。すばらしいです。また、みんなのごみ拾いを手伝ってくれる人もたくさんいまし

た。ライオンズクラブの人たちが、中高生の人たちも、栃木県ましこ町の人たちも手伝ってくれ、みんなを

はげましてくれたようです。 

生き物もいましたね。かにがいたようですが、もっとほかの生き物もいたと思います。生き物がいる川、た

くさんいる川は生きている川ですね。 

ビーチクリーンのごみの種類は、川のごみとちょっとちがっているように思いますね。タバコのすいがらや

発泡スチロールが多かったとのこと。ビニール袋や電気のコードもあったとのこと。軽いごみばかりです

ね。川から流れてきたのでしょう。そうです、川のごみを少なくすれば、海のごみは少なくなるはずです

ね。道路の軽いごみが風に飛ばされて川に落ちて、流れて海にまで来たのかな？そんなことを考えると、

みんながやっている道路のごみ拾いがとても大事なことであることが分かりますね。 

でも海のごみには、外国から流れてきたごみも多いようです。ごみに書いてある文字などを調べると日本

語ではない字が見つかると思います。海をきれいにするには、世界の国がみんなで協力することがとても

大事です。どこの国の文字が多いかを調べると、ごみの発生源である国が分かるでしょう。川のごみもそ

うですが、海のごみで海の生き物がとても困っています。ビニール袋は海に浮いていると、カメがえさのク

ラゲとまちがえて、ビニール袋を食べようとするようです。ビニール袋がのどにつまってしまいます。にも

つをしばるプラスチックのひもも軽いので、陸上で捨てられたのが、海に流れて来て、オットセイなどの口にはまってしまい、やっぱりエサを食べられ

なくなってしまうようです。つりをした時にすてられた釣り糸は、海鳥の足やはねにからみついて、飛べなくなったりして、困っています。 

川でつりをした時も同じようなことが起こると思います。 

ごみがたくさんあると川や道路や海がきたなくなるだけでなく、水がきたなくなり、水の生き物が住めなくなったり、ごみがからみついてエサを食べら

れなくなって死んでしまう、など大きなえいきょうがあります。みなさんの活動はとても大事なことです。 

最後になりましたが、あらためてみんながやっているごみ拾いの写真を見ると、本当に頭が下がる思いです。とても大切なことをしっかりとまじめに

やっている！！拍手！拍手！です。 

 

 

引地川水とみどりの会こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：引地川Ｃｌｅａｎ戦隊ゴーレンジャー 2014        

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんのクラブのりっぱなところは、環境活動の中で“ごみ”にまとをしぼって、川、道路、海のごみひろいを 1 年間に 10 回～

12 回もやっていることです。活動しているみんなも“ごみ”に注目しているので、分かりやすい活動になっているのではないかと

思います。 

と言うのは、ごみの種類や量（数）を良く見ることで、なぜ、こんなごみが落ちているのだろうか？どこから来たのだろうか？を考

えながら、そして、ごみを通し て、川と道路と海のつながりも考えるきっかけになると思います。たった一つのごみでも、なぜこ

こにあるのか？どこから来たのか？どうしてこのごみがあるの か？などいろいろと考えることができます。 

みなさんのクラブがやっていることはたんじゅんなことかも知れませんが、大和市の、神奈 川県の、そして日本、外国のごみを

考えるとっても良いテーマになっていると思います。ぜひ、そのような話し合いまで進めていって、いつかそんなことをまと めた

かべ新聞も作ってくれると大変うれしいと思います。 

大和川の水の中はとてもきれいですが、電気のケーブルやバイクの部品のようなもの、自転車もありました。iPhone もカーナビ

もあったのは、ビックリで すね。空き缶がたくさんありました。今の家庭の中、世の中を見ると、電気製品がいっぱいです、街中

にはのみものの自動はんばいきがどこにでもあります。一 人一人が iPhone を持っている世の中です。自動車も増えているの

で自転車はいらないのかな？なんて考えてしまいます。ごみは世の中のようすをそのまま 反映していますね。でもとても高価

なものも捨ててあるのは、どうしてだろうか？まちがって落としたのかな？今の世の中は、物があふれて、大事にする気持ち 

が少なくなったのかな？みんなはどんなことを考えましたか？ 

これからもぜひ、続けてください。さらに生き物の調査をしたり、ごみから見た道路と川と海の関係を調べるのも大変おもしろい

と思います。たとえば、道路のごみが川を流れて、どのくらいたったら海に流れ着くのでしょうね？ 

ビーチクリーンで拾ったごみや貝殻を接着剤でくっつけて、人の顔を作ったり、動物や置物などのアート作りをしているところも

あります。みんなもごみを調べたり、拾ったりしたごみなどを上手に使う活動もしたら、楽しいのではないでしょうか？ 



 

富山県高岡市 高岡保育園エコクラブ 

壁新聞のタイトル：”たのしく すずしく おいしい みんなにやさしい エコライフ”       16-01 幼児 

 

高岡保育園エコクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

グリーンカーテンと聞くと、アサガオやキュウリといった印象が強かったの

で、ゴーヤというのがちょっと意外でした。そういえばゴーヤといえば健康に

いい食物として知られていますが、「ニガウリ」と言われるようにちょっと苦い

ですよね。収穫した後、園児のみなさんは食べられましたか？  

園児の皆さんが一生懸命水やりをして、育てたゴーヤを楽しそうに収穫して

いる様子がとてもほほえましい写真がのっていますね。思わずこちらも笑顔

になってしまいました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコカーテンが涼しいという声や、ゴーヤがたくさんできたといった感想が貼

ってありますね。実際にゴーヤつくりを行った人たちの感想をもっと新聞にの

せてみてください。たとえば、ゴーヤの世話はどうだったか、食べてみてどう

だったか、今度はどうしたいか、などなど。そういった作った人のありのまま

の声をのせることで、もっといきいきとした気持ちの伝わる新聞ができると思

います。 

 

富山県高岡市 エコばとクラブ 

壁新聞のタイトル：エコばとクラブ       16-02 幼児 

 

エコばとクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

エコカーテンがとてもりっぱに育った 8 月の気温表をみると、日によっては 2

度も差が出ているのですね。かなり効果があることがわかります。暑い中、み

なさんがあきらめずに世話をし続けた結果、りっぱなカーテンができあがった

のですね。 

カーテンができあがって、ゴーヤがなったとき、みなさんもきっと感動したことで

しょう。その気持ちを忘れないでくださいね。集合写真のみなさんの顔はとても

輝いています。そのことで、とてもすてきな新聞になっていますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

園児のみなさんの笑顔の写真、水やりをしている活動の様子の写真、などたく

さんの写真が貼られていて、とても楽しい新聞にしあがっています。 

グリーンカーテンを作ってみてどうだったか等、園児のみなさんの感想が書か

れていると、みなさんの声が聞こえるよりいきいきとした新聞になると思いま

す。次回はその点を考えてみてくださいね。次も期待して待っています。 



 

富山県高岡市 ちくば ECO キッズ 

壁新聞のタイトル：ちくばＥＣＯグリーン大作戦       16-03 幼児 

 

ちくばエコキッズさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

ゴーヤだけでなく、アサガオも一緒に植えたのですね。園舎の屋根まで伸びたグ

リーンカーテンは、下から見上げるととても大きく見えたことでしょう。グリーンカ

ーテンの他にも、田植え体験をしたり、梅干しつくりをしたりと、1 年間を通してた

くさんの活動をしましたね。どれもみなさんにとっていい思い出になったのではな

いでしょうか。緑いっぱいの保育園の様子もよく伝わってきます。暑い夏もすずし

く過ごすことができたのではないかと思います。とても涼やかな印象を受けまし

た。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

温度表では、グリーンカーテンがあるかないかで気温の差がかなりあったことが

表されています。ところで、実際にグリーンカーテンの活動を行った園児のみなさ

んはどう感じたのでしょうか？ また、ゴーヤを食べてみてどうでしたか？ そうい

った、実際にやってみたら「どうだった」「どう思った」「どう感じた」という一人ひとり

の感想をのせることで、より園児のみなさんの声が届く新聞になると思います。

次回の新聞ではその点、期待したいと思います。 

 

富山県高岡市 よっさエコクラブ 

壁新聞のタイトル：       16-04 幼児 

 

よっさエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

みなさん、こんにちは！みんな、とってもいいえがおですね。 

そして、そのみんなのかおよりもおおきなゴーヤンが、そだちましたね。 

はっぱもたくさんはえていて、これはグリーンカーテンとしても、かなりりっぱです！ 

りっぱにそだったのは、きっとみんなでいっしょに、おみずをあげたり、ちゃんとおせ

わをできたからだとおもいます。 

このように、ほかのおともだちとちからをあわせること、やりはじめたことをちゃんと

つづけることは、とてもたいせつなことですね！ 

とてもよくできた、かべしんぶんをみせてくれて、どうもありがとう！ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・ 

本当に、立派なゴーヤのグリーンカーテンが出来ていて、園児のみなさんや先生方

の努力を感じます。 

今回の活動を通して、多くの学びと経験があったと思います。 

そして可能であれば、リサイクルに関する活動にも取り組まれているようですので、

次回はそれに関する写真や報告が見てみたいなと思いました。 



 

富山県高岡市 だいいちエコクラブ 

壁新聞のタイトル：       16-05 幼児 

 

だいいちエコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

みんなでがんばって、たくさんゴーヤをそだてることができましたね。 

それは、とてもすばらしいことです！ 

わらったり、おどろいたりしているゴーヤたちのいろんなひょうじょうが、すてきです

ね！ 

もしかしたら、ゴーヤをそだてているときのみんなも、こんなふうにわらったりおどろ

いたりしたことがあったんじゃないかな？ 

そのときのきもちをわすれずに、これからもいろんなことにきょうみをもってください。 

そして、たのしみながらエコについてかんがえてみてくださいね！ 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

子どもたちの写真や、ゴーヤたちの表情がとてもにぎやかで楽しいかべ新聞です

ね！ 

幼稚園やご家庭で食べたというゴーヤの味やその有り難みを、子どもたちはきっと

これからもたびたび思い出してくれる事でしょう。 

そして苗を植えるところから収穫までやりとげた事は、子どもたちだけでなく、周りの

サポートしていた方々も大きな達成感があったのではないでしょうか。 

室温を記録するなど、ゴーヤのグリーンカーテンとしての働きにも注目されています

が、グリーンカーテン無しの室温の方が低い結果も見受けられます。 

グリーンカーテンの位置や密度など、本来と逆の結果になった要因が何かあるのか

もしれません。 

次回は子どもたちにもグリーンカーテンの効果をさらに感じさせられるように、より効果

が見込めそうな条件下で育ててみて下さい。 

 

富山県高岡市 伏木スマイル エコクラブ 

壁新聞のタイトル：       16-06 幼児 

 

伏木スマイル❤エコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

ゴーヤがおおきくそだってよかったですね！ 

みんなでそだてたゴーヤは、おいしかったですか？ 

じぶんたちでそだてたたべものは、いつもよりおいしかったり、いつもよりた

いせつなきもちになりますよね！ 

ゴーヤがつくってくれてひかげであそんだら、きもちよさそうですね。 

これからは、ゴーヤをそだてたみなさんがせんせいになって、たくさんのひ

とにたのしさや、エコなことをおしえてあげてください！ 

  

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・ 

ゴーヤが大きく育った写真が見事ですね！ 

目の前にあったらかなり迫力がありそうで、子どもたちやみなさんの努力を

感じます。 

グリーンカーテンの効果も顕著に表れていますね！ 

ただ窓辺に作るだけでは効果があまり得られない場合もあるので、この結

果は本当にすばらしい事だと思います。 

全国には、富山県より暑い地域も多くあります。 

みなさんの有意義な活動とその結果を全国に広める意味でも、また新しい

かべ新聞を見させて頂ける事を期待しています。 



 

富山県高岡市 エコじょうず！かクラブ 

壁新聞のタイトル：       16-07 幼児 

 

エコじょうず！かクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

集合写真の下の絵は切り張りで作ったのでしょうか？随分力が入っていますね。緑色

から黄色までいろいろなゴーヤがあって、よく観察していますね。特に絵の中にある子

供たちの表情がすばらしいと思います。 

このタイトルもごろ合わせで楽しく作っている姿がみえるようです。 

集合写真のまんなかにはゴーヤの大きなグリーンカーテンがのっています。みんなの背

の高さの倍以上あるのは，よほど育て方がうまいのでしょうね。18 人のみんなが力を合

せて水やりをしてくれたのかな，いろいろなことを思い出せてくれるグリーンカーテンにな

りましたね。是非，この保育園の伝統にして下さいね。8 月の気温を棒グラフでまとめる

ことも簡単にやり遂げていますね。それで部屋の中の温度が少しだけ下がった（涼しくな

った）ことをみつけています。これでみんな気温をさげることにきがつきましたので、さ

あ，来年もグリーンカーテンで涼しく過ごしましょう。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・ 

応募用紙にはみんなで水やりをしてゴーヤを育てたことやゴーヤをおうちへもってかえ

って食べたり，ゴーヤチップスをみんなで食べたことなどがかかれています。保育園児

でもここまで科学の姿を崩さずに，室内の気温の変化を記録したり、植物を大切にする

ことを学ぶことができるのだと感動して拝見しました。 

今後はおうちの人たちとの連絡帳を使って，毎日の観察の中から自分が感動したことや

気付いたことを書いて，おうちの人にも伝えてほしいと思いました。 

 

富山県高岡市 ふたがみグリーンキッズ 

壁新聞のタイトル：グリーンカーテンで夏を涼しく！！       16-08 幼児 

 

ふたがみグリーンキッズさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

タイトルは「グリーンカーテンで夏をすずしく！！」と長いタイトルがついていますが，上

の段の写真には「グリーンカーテン成長の記録」を見ると，ずいぶん大きなゴーヤのカー

テンが写真からはみ出そうになっています。ツクリモンのコメントが全部自筆で書かれて

あり，25 人の園児にとってはきっと大変な作業だったのではと想像しています。 

とてもよくできたコラージュで、よくまとまっていると思いました。また、グリーンカーテンを

作ったところとつくっていないところとで気温がどのくらいさがったか、調べてグラフにして

います。また、応募用紙にはこうしてとれたゴーヤを使って佃煮、ゴーヤチップス、ゴー

ヤ茶を作り、みんなで味わったということで、たねまきから収穫まで連続したゴーヤの観

察をしています。サポーターからのメッセージにも、毎日の成長をみるのは子どもにとっ

ても、職員にとってもうれしいことで、楽しい雰囲気につつまれたと書かれています。とて

も価値のある体験をされたと思い、心の中があたたかくなりましたよ。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

ここも子どもたちの表情がとても楽しそうですね。この写真だけでもすばらしいと思いま

す。でも、みんなでできたゴーヤを味わったのですから、その感想も忘れずに書いておき

たいですね。 

もうすこし大きくなったら、身近な自然の中にどんな変化があったか、日記を書くように記

録することにとりくんでみましょう。たとえば、ゴーヤのたねまきをした日、初めて芽が出

た日、その日の気温など記録しておくことはたくさんありますね。科学はこんなささやかな記録からはじまるのです。さあ、みんな

で挑戦してみましょう。 



 

富山県高岡市 中央なかよしグリーンクラブ 

壁新聞のタイトル：グリーンカーテン       16-09 幼児 

 
中央なかよしグリーンクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

５月と６月の写真でゴーヤの大きさを比べると、あまりにも大きさがちがうのでゴーヤの成長の

はやさにびっくりしますね！５月と６月の写真は何日間たっているのか知りたくなりますので、

写真をとった日付まで分かるともっといいと思います。写真の吹き出しからは、子供たちがゴー

ヤと触れ合いながら育てて、どんなことを感じていたのかが伝わってくるのでいいアイデアで

す。８月の写真にも吹き出しがあった方が、写真だけよりも子供たちの生き生きとした様子が伝

わるでしょう。 

集合写真の子供たちはゴーヤをもって、みんなとてもいい表情をしています。ゴーヤを大切そう

にもち、顔をすりよせている様子をみると、自分たちが育てたゴーヤに愛着をもっていることが

分かります。 

新聞の左下の写真とコメントの構図は、ネットにからまって成長したゴーヤのブツブツの実と葉

っぱで構成されていて見事です！子供たちの感想を子供たちの字で書いてあると、もっと生の

声としてアピールできると思います。グリーンカーテンはぜひ、今年も続けてください。万葉線の

車窓から見えるグリーンカーテンの写真も機会があればぜひ見たいです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞の中にも、応募用紙のこどもたちからのメッセージにある「ブツブツしていてきゅうりみた

い」「長―いゴーヤ、丸いゴーヤ」といったゴーヤの形に関する“声”も書いてあると、子供たち

が触れたり、見たりして五感でどんなことを感じとったかが分かりやすくなります。新聞の左下

にある写真はゴーヤの形に切り取られていますが、長くてブツブツだったり、丸くてブツブツに

なったりしているので、その形は子供たちが感じとったこととつながると思います。 

「おんどのきろくひょう」をみると、グリーンカーテンのあるのとないので、平均１℃くらいちがうよ

うですが、日によってはちがいがなかったり、グリーンカーテンのある場所の方が温度が高い

日があったりするようですね。お日さまがゴーヤにあたる向きや、温度をはかっている場所にも

よると思うので、「なぜかな？」って考えてみるのも楽しいと思います。 

 

富山県高岡市 国吉光徳エコレンジャークラブ 

壁新聞のタイトル：エコエコゴーヤ！育ててニコニコ！みんなで作ろうグリーンカーテン！！       16-10 幼児 

 

国吉光徳保育園エコレンジャーさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

左下に描いてある色々な形のゴーヤが、とても印象的な新聞です。表面がボコボコしているようす

や、そのボコボコは同じ大きさではなく色々あることをよく観察していますね。ゴーヤを描くときに何

種類もの緑を使って色を塗り分けていることも、じっくり観察しているからこそだと思います。絵から

もゴーヤを大切に育てた気持ちが伝わってきます。 

ゴーヤの成長とお世話している子供たちのようすが、毎月（５月、６月、７月、８月）の写真からよく分

かります。６月でもう子供たちの背をこえているので、ゴーヤの成長は早いですね！写真をとった日

付まで書いてあるともっといいと思います。そして、写真の吹き出しがあると、子供たちがゴーヤと

触れ合ってどんなことを言っていたのか、感じていたのかが伝わってくるので、７月、８月の写真で

も子供たちはどんなことを感じたのか知りたくなります。 

グリーンカーテンを通して、エコに対する意識が高まり、地域のゴミ拾い活動をされたようですね。

気付きからアクションにつながった素晴らしい活動です。まずはゴーヤといった食べることができる

野菜に興味をもったことがよいきっかけになったのだと思います。これからもそのアクションが継続

的に実施されることを期待しています。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「おんどのきろくひょう」を見ると、グリーンカーテンのあるのとないのでは温度が大きく異なることが分かります。でも、ほとんど

の日で“グリーンカーテンあり”の方が温度が高くなってしまっているので、シールが赤と青で逆ということはありませんか？ 

ゴーヤの感想を見ると、①水やりをがんばったこと、②グリーンカーテンで涼しかったこと、③食べておいしかったこと、が分かり

ます。 

グリーンカーテンで涼しくなったのは、大きく成長したゴーヤが日差しをさえぎってくれたことだけでなく、毎日がんばったあげた

水をゴーヤが吸い上げて葉っぱから出しているからです。今度ゴーヤが成長してきたら、葉っぱにビニールをかぶせて３０分く

らいおいて見て下さい。ビニールの中には何がつくでしょう？ 

おいしい野菜や果物を育てるというのは、エコ活動を続ける“やる気”につながりますね。是非今年も続けてください。 



 

富山県高岡市 はんにゃの すまいる エコキッズ☆ 

壁新聞のタイトル：みどりいっぱい！笑顔いっぱい！       16-11 幼児 

 

はんにゃのスマイルエコキッズさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

５月、６月、７月、８月と毎月の写真がはってあるので、ゴーヤの成長のようすがとても分かり

やすいです。たんにゴーヤの写真だけでなく、子供たちがお世話をしたり、手をのばしたりし

て、ふれ合っているようすが分かるので、よい写真をえらんでいますね！ 

感想をみると、大きくなっていることを「しんちょうよりおおきい」「おばけゴーヤ」と表現してい

ますね。そして、においを「にがそうなにおい」と書いてあるので、五感を使いながら育ててい

ることが分かります。「ゴーヤがくさった」というのも、お店にならんでいるゴーヤではみること

ができないものなので、よい経験ができたと思います。子供たちが自分の字で感想を書いて

あるので、メッセージがつよく伝わってきます！ 

「おんどのきろくひょう」はとても分かりやすいです。毎日、温度をはかることを続けることは大

変ですが、きろくをつけるということは他の人に伝える上で大切なことです。グリーンカーテン

の効果がひとめで分かります。グリーンカーテンのあるのとないのでは、平均して２℃くらい

はちがいがあって、３℃もちがう日がありますね！夏をすずしくすごせることができて、その上

おいしいゴーヤがたくさんとれるわけですから、楽しくエコに取り組めたことが感想からも分か

ります。自分たちで育てると、にがてだったとしても、きっとおいしく食べることができたことで

しょう。 

５～８月の４ヶ月で、あっという間に成長したように感じますが、４ヵ月間毎日お世話をする大変さも感じることができれば、食べ

ものを、かんしゃして食べる心も育ったことでしょう。ぜひ、今年も続けてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ゴーヤの成長がびっくりするほど早いので、写真をとった日付まで書いてあるともっといいと思います。写真の吹き出しがある

ので、子供たちがゴーヤとふれ合いながら、どんなことを言っていたのか、感じていたのかが伝わってきます。この吹き出しも手

書きにすると、もっと子供たちの「生の声」になるでしょう。新聞をみていて、８月の黄色いゴーヤを手にもって、どんなことを感じ

たのか知りたくなりました。 

 

富山県高岡市 しょうとくエコレンジャー 

壁新聞のタイトル：笑顔いっぱい、みんななかよし ありがとう       16-12 幼児 

 

しょうとくエコレンジャーズさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

しょうとくエコレンジャーズのみなさん、グリーンカーテンのほうこくありがとう（●＾o＾●） 

７がつにまいにち、グリーンカーテンでどのくらいすずしくなったかのおんどをきろくしてく

れてありがとう。 

まいにち、どのくらいすずしくなったことがほんとうによくわかるすばらしいひょうですね。

グリーンカーテンのおかげで、エアコンのでんきをすくなくつかったことになるので、エコ

のためにいっしょうけんめいにがんばったことになります。 

やったね＼(゜ロ＼)(／ロ゜)／  

また、ゴーヤへの「ありがとう」メッセージはみなさんのこころからのきもちがいっぱいで

ていて、たいへんよいとおもいます(*´▽｀*) つぎはどんなエコにちょうせんしたかのか

べしんぶんをわくわくしてまっているよ(^。^)v.。●○ 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

ゴーヤのみがいくつくらいできたかのかんさつや、どんなところがたいへんだったかのほ

うこくがあればもっとよかったとおもいます。らいねんは、とししたのおともだちにもぜひグ

リーカーテンのことをおしえてほしいとおもいます（＾－＾） 



 

富山県高岡市 といでエコレンジャー 

壁新聞のタイトル：そらまでとどけ みどりのかーテン！       16-13 幼児 

 

といでエコレンジャーさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

といでエコレンジャーズのみなさん、グリーンカーテンのほうこくありがとう（●＾o＾●） 

５がつから８がつまでみなさんががんばったようすがしゃしんからよくわかりました

よ。 

８がつにほぼまいにち、グリーンカーテンでどのくらいすずしくなったかのおんどをき

ろくしてくれてありがとう。このすずしくなったことがみなさんのからだでかんじること

ができたかな。グリーンカーテンのおかげで、エアコンのでんきをすくなくつかったこ

とになるね ＼(゜ロ＼)(／ロ゜)／  

また、「ゴーヤといっしょにおおきくなったよ」では、たくさんのしゃしんから、ゴーヤの

りょうり、ゴーヤがみなさんよりせがたかくなったこと、ゴーヤのおおきさなどがたい

へんよくわかりました (*´▽｀*)  

つぎはどんなエコにちょうせんしたかのかべしんぶんをわくわくしてまっているよ 

(^。^)v.。●○ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

グリーンカーテンのどんなところがたいへんだったかのほうこくがあればもっとよかっ

たとおもいます。 

らいねんは、とししたのおともだちにもぜひグリーカーテンのことをおしえてほしいと

おもいます（＾－＾） 

 

富山県高岡市 おおたはまっこクラブ 

壁新聞のタイトル：ゴーヤを育てたよ       16-14 幼児 

 

おおたはまっこくらぶさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

おおたはまっこくらぶのみなさん、グリーンカーテンのほうこくありがとう（●＾o＾●） 

５がつから８がつまでみなさんががんばったようすがしゃしんからよくわかりました

よ。 

８がつにほぼまいにち、グリーンカーテン でどのくらい すずしく なったかの おんど 

をきろくしてくれて 

ありがとう＼(゜ロ＼)(／ロ゜)／  

グリーンカーテンがあるところのおんどが、ないところのおんどがたかいひがあること

にきがつきました。ゴーヤのはっぱがすくなかったのがげんいんかもしれないね。ゴ

ーヤのみずやりはたいへんだったかな。グリーンカーテンでへやがすずしくなったこ

とがわかってよかったね。ゴーヤはなつにつかれたからだをげんきにしてくれて、え

いようたっぷりなので、いっぱいたべられたらいいね。 

 (*´▽｀*) つぎはどんなエコにちょうせんしたかのかべしんぶんをわくわくしてまって

いるよ (^。^)v.。●○ 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

らいねんは、８がつのまいにちがグリーンカーテンがあるところのおんどが、ないとこ

ろよりひくくなるように、らいねんはおともだちといっしょにべんきょうして、くふうしまし

ょう。そうすれば、エアコンのでんきをすくなくつかい、エコになるよね。 

また、らいねんは、とししたのおともだちにもぜひグリーカーテンのことをおしえてほし

いとおもいます（＾－＾） 



 

富山県高岡市 戸出西部保育園 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：えこで えーこと しょうまいけ       16-15 幼児 

 

グリーンエコキッズ by 戸出西部さんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

ゴーヤでグリーンカーテンをつくるようすが，とってもわかりやすく，まとめられました。し

ゃしんをみてみると，ゴーヤがおおきくなって，おともだちよりたかくなったことがわかり

ました。それから，ゴーヤがまどをおおってくれたので，へやがすずしくなりましたね。 

1 ばん かんしんしたのは，グリーンカーンがあるへやと，グリーンカーテンがないへや

の，おんどを，しらべたことです。二つのへやをくらべたので，ちがいがよくわかりまし

た。それから，まいにち，わすれずにおんどをしらべることもできました。 

ゴーヤのえをかいたり，そだてたゴーヤをたべたりしたことも，たのしいおもいでです

ね。ゴーヤをたべてみると，ちょっとにがかったかもしれませんが，すばらしいけいけん

ができたとおもいます。 

ゴーヤをそだてながら，“エコ”ということが，わかりましたね。これからも，いろいろなこ

とに，とりくんでみてください。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・ 

年間を通して“エコ”を意識しながら，様々な活動に取り組む様子が見て取れました。グ

リーンカーテンのある部屋とない部屋の温度を，子ども達と毎日調べた保育士の皆さ

んも，緑の葉の威力を感じ取ったのではないでしょうか。ゴーヤのスケッチをすること，

そしてゴーヤを食べてしまうことなども，子ども達にとっては貴重な体験だと感じました。 

運動会などの行事も，“エコ”をテーマに取り組みました。ちょっとした工夫で，エコを意

識させることができ，“目から鱗”と感じました。保育園の年間を通した全体取り組みに共感です。 

壁新聞のまとめ方は，高岡市の保育園で統一されているようですね。それぞれの見出しにひと工夫あると，よりアピール度がアッ

プすると思われます。例えば，「グリーンカーテン成長の記録」を，「園児より大きくなったグリーンカーテン」のように内容を示すと，

子ども達とゴーヤの関係をよりリアルの表現できます。次回は，各園での創意工夫を期待しています。 

 

富山県高岡市 たてほクラブ ECO－ズ 

壁新聞のタイトル：       16-16 幼児 

 

たてほクラブ ECO－ズさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

ゴーヤのなえをうえたり，ゴーヤがだんだん大きくなったりするようすが，とてもよくわかりまし

た。おともだちのしんちょうより，ゴーヤはおおきくなるのですね。ゴーヤがおおきくなって，カー

テンのようになると，へやがすずしくなりましたね。それから，ゴーヤのみをたくさんとることもで

きましたね。いったん，きいろになりかけたゴーヤに，ひりょうをたくさんあげて，げんきにさせた

ことも，すばらしいとおもいました。 

たくさんとれたゴーヤのみは，いろいろなりょうりになりました。チャンプルをたべたことはありま

すが，てんぷらやおちゃにしてたべたことはありません。とてもおいしそうで，たべてみたくなり

ました。おともだちは，ゴーヤをらべてみると，ちょっとにがかったようですね。でも，みんなでそ

だてたゴーヤなので，とてもおいしかったとおもいます。 

ゴーヤが，カーテンとおなじようなはたらきをすることが，わかりましたね。これからも，いろいろ

なことにとりくんでください。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

 グリーン・カーテンづくりに挑戦した夏でした。子供たちと共にゴーヤを育てる様子が，手に取

るように分かりました。グリーン・カーテンのある部屋とない部屋の温度を，子ども達と毎日調

べました。毎日の気温を測り続けるのは，意外に大変ですよね。ご苦労を察します。室温の様子を見ると，時にグリーン・カーテ

ンのある部屋のほうが，気温が高い場合がありました。ゴーヤの繁茂の状況なのか，気温を測定した条件なのか，その原因を

特定することは難しいと思われますが，次回チャレンジする課題が見つかったと思います。 

ゴーヤでいろいろな料理をつくりました。子どもたちも，さぞかし喜んだと思います。苦いと感じた子が大半だったと思われます

が，自分で作った食べ物を自分で食べるのは，大人でも楽しいことですね。ゴーヤの天ぷらを食してみたくなりました。 

子どもたちの感想をたくさん記述している箇所があり，活動の様子が分かりました。壁新聞のまとめ方は，高岡市の保育園で

統一されているようですが，見出しなどひと工夫ほしいものです。子ども達の生き生きとした活動を表すような，キャッチコピー

が掲載できるといいですね。 



 

石川県津幡町 つばたグリーンクラブ 

壁新聞のタイトル：できることから始めよう ぼくとわたしのエコ活動       フェス参加辞退 17-01 

 

つばたグリーンクラブさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

いろいろなエコのかつどうが、まとめられていますね！みなさんで力を合わせてし

らべたという事が感じられます。 

野菜をそだてるのはたいへんな時もあるけど、その分、食べた時はおいしかったで

しょうね。 

ちかくの場所で取り組まれているエコな活動をしらべた事も、良い学びになったの

ではないでしょうか。 

分別やエコマーク、グリーンカーテンなど、ふだんの生活でも出来そうなものを取り

上げている点も良いですね。たくさんしらべたエコの中で、楽しいと思ったものを、

ぜひおうちでもやってみてください。 

そして、やってみてどう思ったかをかべ新聞にして、他のみなさんにまた教えてあ

げてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

本当に、いろいろなエコのかつどうをしらべる事が出来ましたね。 

その中で 1 つ、次はもっとしらべてみてほしいと思った事がありました。 

それは、エコマーク！ 

たくさんの人が知っている、有名なエコマークがいっぱいしらべてありましたね。実

は世の中には、もっともっとおもしろいエコマークが、まだまだたくさんあります。 

みなさんは一度エコマークの事をしらべたので、きっと他のマークにも気付けると思

います。 

他の人たちにあまり知られていないようなエコマークをしらべて、またかべ新聞で伝えてほしいです。 

 

石川県津幡町 刈安小さくらチーム 

壁新聞のタイトル：野菜カルタ新聞       17-02 

 

刈安小さくらチームさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

とっっってもおもしろい新聞ですね！ 

カルタにすれば、みんなで楽しみながら野菜のことを学べるので、その

アイデアもすばらしい！また、季節と色で野菜を分ける工夫もしてあっ

て、読みやすくまとめられている良い新聞ですね。 

野菜の大きさ、色、形、特ちょうなどがカルタの一つ一つに書かれてい

る事から、よくかんさつをしていた事が伝わってきます。きっと、だいぶ

野菜にくわしくなれた事でしょう。 

この他にも、かべ新聞にはのせきれないほど、多くの発見があったので

はないでしょうか。 

自分たちで野菜を育てて、野菜を好きになって、野菜とお友だちになっ

たみなさん。これからも、どんどん多くの野菜と仲良くなっていってくださ

いね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

今回の活動では、育てる、観察する、記録する、料理する、など様々な体験をしましたね。 

終わってみて、他の野菜も育ててみたいと思いましたか？もしそう思ったなら、次はちがう野菜にもチャレンジしてほしいです。ま

たたくさんの新しい発見があるんじゃないでしょうか！ 

みなさんで野菜カルタをやっている写真がありますが、やってみてどうでしたか？ 

よくできたカルタなので、やった人の感想も書いてあると、もっとカルタのおもしろさが伝わると思いますよ！ 

次のかべ新聞も期待しています！ 



 

福井県越前市 坂口エコメイト 

壁新聞のタイトル：坂口地区にドジョウはどのくらいいるの？       フェス参加辞退 18-01 

 

坂口エコメイトさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

坂口地区にはコウノトリが飛んでくるのですか。東京に住んでいる僕からすると、とてもう

らやましいものです。でも、そこにすむようになるには、とてもたくさんのエサとなる生き物

が必要なのですね。 

動物がすめるようになるにはまず食物が必要になります。食物がなければずっとすむの

は難しいと考え、そのことに気づいて実際に調べてみた「行動力」、これがなんといって

もすばらしく思えました。 

調べてみたら、まだコウノトリがすむにはエサのドジョウの数が少ないようですね。どうし

たらドジョウがもっと増えるでしょうか？ 次はその方法を考えて教えてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

コウノトリがすむためには食物が必要だとわかりました。エサとなるドジョウはどうすれば

増えるでしょうか？ 

たとえばドジョウをスーパー等で買ってきて放すという方法も考えられますが、最近は外

国産のカラドジョウがドジョウという名前で売られていることもあります。コウノトリを保護

するためとはいえ、外来種を放してしまうのは坂口地区の生態系を考えてもよろしくあり

ませんね。やはり、今いるドジョウを増やす方向で考えるのが一番だと思われます。 

では、ドジョウはどのような環境を好み、そしてどのように繁殖して増えるのか？ たとえ

増えてもコウノトリに全部食べられてしまったら、次の年にはいなくなってしまいますね。 

ドジョウは、どれだけいれば、コウノトリに食べられても数を減らさないで次の年も食物と

なるでしょうか？ それだけの数にドジョウを増やすにはどのような場所を作れればいい

でしょうか？ いろいろ考えてぜひコウノトリのすむ坂口地区を目指してください。 

 

山梨県甲府市 和泉エコクラブ 

壁新聞のタイトル：富士山のふもとでちょこっとエコ       19-01 

 

和泉エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

和泉エコクラブのみなさん、こんにちは！ 

みんなのたくさんの活動のようすがギッシリつまったかべ新聞をありがとう。 

ずいぶんいろんな活動をしているのですね。感心しました。ちぎった紙で作った

富士山のまわりに活動を写真やイラスト、文章を組み合わせてしめしていて、

わかりやすくできています。ひまわりや蝶やお城を貼りつけたり、活動を書いた

丸い色紙が新聞をかこんでいます。みんなが協力して作り上げた感じがよく伝

わってきました。 

みんなのまわりには、ゆたかな自然がたくさんありますね。国蝶のオオムラサ

キ観察や真夏のひまわり畑、昇仙峡へのウォーキング、松本城見学などずい

ぶん屋外活動を熱心に行っています。体もじょうぶになることでしょう。松本城で

ポストカードを書くのもいいですね。だんだん手紙を書く習かんが少なくなってい

るので、よい体験になりますね。 

みんなの活動場所である保育園の草取りや学校の帰り道のゴミ拾いで自分の

身の回りをきれいにすることは、きっと周りの人たちから感謝されていると思い

ますよ。ゴミが落ちているとどんな気持ちになりますか。みんながごみを捨てな

いようになるといいですね。老人ホームではどんなお手伝いをしましたか。お年

寄りの笑顔をみるとうれしくなりますね。きっと、みんなが来てくれるのを楽しみ

に待っていますよ。 

手作りおやつは、夏野菜のトマト、ピーマン、なす、きゅうりがとれるときは、“や

さいのおやつ”を食べますね。冷やしたトマトは最高でしょう。野菜がとれない冬

は、みんなの料理のうでくらべですね。たこ焼き、ホットケーキ、クレープ・・・作

るときと食べる時とどっちが楽しいですか。写真には男の子が見えないけど、たべる人かな？お店で買うと、包そうに使ったポ

リ袋や包そう紙がごみになってしまいますからね。 

 



 

和泉エコクラブ 

壁新聞のタイトル：富士山のふもとでちょこっとエコ        

 

みんなの活動は、できるだけ外に出て活動することで、暖房・冷房・照明などの電力を減らし、地球温暖化を防ぐ、手作りおやつ

で包そう材をへらして資源を大切にする、きれいな山や川に行ったり、花や蝶を観察して自然にふれるで自然の大切さを知ると

いう３つの重要な環境問題すべてにかかわる活動になっています。また、工作や手作りうちわでは、指先が器用になるでしょう。

手紙を書く活動や老人ホームのお手伝いやゴミ拾いを通じて社会にほう仕することの楽しさ、大切さを知る機会になっていると思

います。これからも、みんながいまのいろいろな活動を続けていくことを期待しています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなの建物は保育園の中にあるのですね。そこから富士山をまじかに見ることができるとは、すばらしいです。毎日、お天気を

記録するときに見るわけです ね。毎日見ていると雲のかたちもいろいろあることにきづきました。あした雨になる雲はどんなかた

ちですか？天気予報もできますか？富士山にも、おもしろい 雲がかかりそうですね。これからもぜひ続けてください。 

武田の杜での工作では、なにを作りましたか？作ったものを並べた写真があるけど、ちょっと小さくてよくわかりませんでした。よ

くできたもの、むつかしかっ たのはどんなものかを書いてくれるとよかったな。みどりのカーテンの写真は青々したゴーヤーのよ

うすがよくわかります。できたゴーヤーはどうしましたか？ みんなのおなかに入ったのかな？実っているゴーヤーを見のがすと、

黄色くなっていたりしませんでしたか？そだつようすをかんさつしたり、気温をはかってく らべたりしたことは、たいへんよいことで

す。事実をちゃんと見て記録する習かんは、とても大切です。 

☆★サポーターの方へ★☆ 

山梨県は、よい自然環境に恵まれていますが、これだけたくさんの活動を実行されていることに感心いたしました。すばらしい活

動を展開されていますね。いろいろな着眼点が感じられますし、身近にできるところから取り組んでいることも大事なことだと思い

ます。無理なく、長く活動を続けるためにも、必要なことと思います。 

ご承知のように、地球温暖化（気候変動）、資源が循環する社会形成、生物多様性の保全（自然の大切さの気づき）の環境上の

重要課題に配慮した活動になっています。しかも、こどもたちが楽しく活動できるように工夫されており、奉仕活動にも取り組んで

いることは、教育の点からもよい影響を与えると思います。 

和泉エコクラブが、今後も地域の方々から受け入れられ、子どもたちの活動がますます発展していくことを希望します。子どもた

ちのためにも、持続可能な社会を目指して、がんばりましょう。 

 

岐阜県山県市 高富中学校生物部（Gyobu） 

壁新聞のタイトル：高富中学校生物部（Gyobu）       こどもエコクラブ大賞 21-01 

 

高富中学校生物部(Gyobu)さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

ワーびっくりした。素晴らしい！！ 

高富中学校生物部のみなさんが作った壁新聞“地域の生き物調査と地域発信”

は、自分たちの活動を大変ていねいに、そして一つずつ記事にまとめ、ストーリ

ーもしっかりと出来ていて、読んだ人に分かりやすいかべ新聞です。 

最初に年間の活動の中から、トピックス的な活動、例えば、こどもエコクラブ発表

会、ギフチョウとカンアオイ勉強会、中高科学部発表会などを紹介して、続いて

マスコット“ふくぼっち”の生物部の活動紹介をしています。活動の目的を 3 つに

絞り、活動の紹介もこの 3 つに対応しています。そして、最後に支えてくれた関

係機関の紹介をして、感謝の気持ちがあふれている、とてもにくい新聞構成にな

っています。 

一つ一つの記事の内容が簡潔に書いてあるので、写真や図でみなさんが何を

言いたいのかもよく分かります。鳥羽川の調査で発見した生き物を全部写真に

撮り、一つの記事の中に魚は？貝は？微生物は？花は？虫は？をまとめて紹

介しています。一生懸命に写真を撮り、一つの記事の中に入れたので、一つ一

つは小さくて見難いですが、こんなにたくさんの生き物がいますよ。種類も見分

けています。数も調べています。そして簡潔な説明文で読者に気がついて欲し

いことが書いてあります。とってもすばらしいです。 

 



 

高富中学校生物部（Gyobu） 

壁新聞のタイトル：高富中学校生物部（Gyobu）        

 

最近のこども達には虫を触るのができない、嫌がるこどもが増えているみたいです。生物部のみなさんはヒダサンショウウオに

触ることは、大丈夫というより大好きで触りたいでしょう。虫も大丈夫でしょう。是非、いろいろな機会に子ども達に生き物がすば

らしいこと、触ると気持ちが良いことなどを教えて、虫大好き人間を増やしてほしいですね。 

また、すばらしい壁新聞を作って、送ってください。こどもエコクラブ大賞を続けて獲得することに挑戦してみてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ヒダサンショウウオの生態調査をテーマにして、自分たちの身近な、地元の生き物を調べる、それも徹底的に調べるやり方は、さ

すが中学生だな！生物部 だな！と感心しました。卵、幼生、幼体、成体の成長過程も写真を駆使して、紹介してくれました。サ

ンショウウオの専門家でない私にもよく分かる、記事に なっています。ここでも同じことが言えますが、みなさんが書いた記事

で、ヒダサンショウウオの何を注目するのかがよく分かりました。 

マ スコット“ふくぼっち”がヒダサンショウウオの幼生であることが、実物の写真を見て、その通りだと納得しました。かわいいで

すね。“ふくぼっち”のイラス トは、高富中学校生物部のみなさんが考案したものですか？今、全国で地元を紹介するキャラクタ

ーが盛んですが、山県市のキャラクターに認定されているのか な？と思い、山県市のＨＰを見ましたが、キャラクターは何もな

いみたいですので、提案してみたらどうかな？とフッと思いました。そのくらいかわいい地元の 生き物ですよ。 

卵は、水の中では蛍光色に光っているとのことですが、何故、光っているのでしょうか？目立ってしまって、他の生き物に食べら

れる心配はないのでしょうか？ 

エラがなくなっても水から出ませんとのことですが、ヒダサンショウウオは肺呼吸ではなく、皮膚呼吸しているのですか？、魚と同

じようにエラ（？）呼吸しているのですか？ 

私は、生き物のすばらしさを別の面から授業や講座などでこども達に分かってもらうようにしています。オナモミの実のとげのヒン

トからマジックテープ ができました。カタツムリの殻は泥が付きにくいです。その微細な構造を調べて、同じような微細構造を持

ったタイルを開発して、汚れても簡単に汚れが取れる ようにしました。カワセミのくちばしの構造にヒントを得て、500 系新幹線の

先頭車両を開発しました。スピードが出るのはもちろん、トンネルに入る時に音 がしないで、静かであるようになりました。まだま

だたくさんあります。バイオミミクリー、ネイチャーテクノロジーとか言います。生き物の形や機能をヒント に、今まで難しい、困難

と思われていたことがいろいろと解決されているようです。生き物のすばらしさです。 

みなさんもヒダサンショウウオの素晴らしさを見つけて、何かに応用、利用、活用できるヒントはないかと考えてみることも、おもし

ろいと思います。ヒダサンショウウオを良く知っている皆さんだから考え付くこともあるでしょう。期待しています。 

 

岐阜県飛騨市 一般社団法人飛騨シューレ 

壁新聞のタイトル：お米のひみつ？       21-02 

 

一般社団法人 飛騨シューレさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

飛騨シューレクラブのみなさん、とってもおいしそうなかべ新聞を作ってくれましたね。

読んでいるとよだれが出てくるようなことがいっぱい書いてありました。いいですね

ー！ 

みんなのかべ新聞のすばらしいところは、私たち日本人が毎日食べて、日本人が大

すきな、身近にあるお米をしっかりと見つめて、もう一度お米を見直してみようと考え

たところです。毎日、なにげなく食べているお米は、どんな種類があるのかな？お米

からできる物は何があるのかな？どうやってそういう物ができるのかな？と考え、まと

めてみようとしたのですね。 

絵にかいて、きりぬいてまわりにはってくれました。なかなかじょうずですね。とくちょう

が良く出ていますよ。私はいももちは食べたことがあったかな？それいがいは、みん

な私もだいすきです。できたてのごはんはとてもおいしくて、おかずがなくてもごはん

だけでも食べられますね。良くかんでたべるとお米のあまさとおいしさがとっても出て

きますね。赤はんは、お祝いのときに食べますね。赤ちゃんが生まれました、みんな

のたんじょうびとか入学した日、そつぎょうした日、会社に入りましたとお祝いで食べ

たりしますね。みなさんが住んでいる飛騨でも同じですか？ 

いろいろなお米ということで、本物のお米やもみがらなどもふくろに入れてあるので、

とてもよく分かります。ここにもお米からできる物を切り絵にして出してくれました。あ

られ、酢、白子、米こうじ、きゅうりのぬかずけは、ぬかがお米からとれたものですね。

おこわ、パンは麦から作るのが多いですが、お米からも作りますね。せんたくのりもお

米のでんぷんから作ったものですね。みんな、良く調べましたね。お酒もそうですね。

お米を発こうさせて作ります。日本各地にその土地土地のじまんのお酒があります。

みなさんの住んでいる飛騨のお酒は、蓬莱（ほうらい）と山車（だし）が有名ですね。 

 



 

一般社団法人飛騨シューレ 

壁新聞のタイトル：お米のひみつ？        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

白米、げん米、もち米そしてうるち米の４しゅるいの米からできる食品 をさがして、ごはん、もち、五平もち、いももち、赤はん、し

らたま、ちまきがありますと作り方を書いてくれました。作り方が書いてありますが、みんなは じっさいに作ってみたのかな？食

べてみたのかな？じっさいに作り、食べたのなら、作る時のむずかしさや食べたときの味なども書いてくれるともっと良かった と

思います。でも、しらべただけでもすばらしいですよ。みんながくらしのなかで食べたりした物を書いてくれたと思います。 

モミからとったモミガラは、もやして灰にして、ひりょうとして畑にまきました。あるいは、りんごを箱につめて送る時にモミガラを箱

に入れて、りんごがいたまないようにしました。今はプラスチックを使っていますが・・・ 

秋にとれたいねから、お米とモミガラとぬかがとれました。わらは何になるでしょうか？昔はわらをあんで、ぞうりやなわにしまし

た。今でもお正月のかざりに使っていますね。いねは全部役に立ちます。ごみになりません。 

日本のくらしのなかにお米がいろいろな形で食生活をゆたかにしていることが良く分かりました。このかべ新聞を全国のおともだ

ちに見てもらいたいなーと思います。こんなにみんなの毎日の生活にお米が役に立っているよ！と教えたいですね。 

お 米はもともとは南のちいきでそだっていたものですね。それをいろいろと工夫して、しゅるいをかいはつして、今は北海道のさ

むいところでもそだつようにしま した。昔は 1 本のなえからお米がたくさんできるしゅるいをうえて、日本人の食生活をまもりまし

た。今はおいしいお米を食べたいという人がふえて、かべ新聞 に出ているようなひとめぼれ、コシヒカリ、あきたこまちのようなう

るち米が多くのたんぼでうえられています。うるち米はちょっとおもちのようなねばりけの あるお米です。今の人はねばりけのあ

るお米が好きなようですね。昔はいろいろなしゅるいのお米をうえていましたが、今はおんなじしゅるいのお米ばかりに なったの

で、もんだいもあります。たとえば、びょうきやさいがいでは、同じしゅるいだといっぺんにダメになってしまいます。昔はどれかが

生き残ることがで きました。ですから私たち日本人はおいしいだけでなく、いろいろなお米を食べるようにしたいですね。そのた

めにもみんなが調べてくれたように、ごはんだけ でなく、いろいろにつくりかえて、お米をだいじに食べたいですね。みなさんの

調べたことは、かんきょうを考える上でとてもだいじなことをていあんしていま す。 

来年もみぢかなくらしの中から、テーマをえらんで、みんながたいけんしたこと、しらべたことをかべ新聞にして送ってください。待

っていますよ！ 

 

静岡県静岡市 清水イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：①皮むき間伐の効果 ②冬の森と太陽の関係 ③自然のめぐみいっぱいの西伊豆・松崎       22-01、22-

02 選抜、22-03 横 （全 3 枚） 

 
イオン清水チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

世界で森の割合が多い国どうしをくらべた「ノルウェーとフィンランドと日本の気持ちのちがい」の記事

は、“気持ち”をくらべたところがおもしろい見方だと思います。文章にはデンマークが出てきて、フィンラ

ンドが出てきませんが、フィンランドも森がたくさんあることにほこりをもっているということですよね？！ 

子供の頃から森でたくさん遊びながら、森のめぐみを感じていると、身近な森や木に愛着がでて、生活

の中でも日本の木を使おうという気持ちにつながるような気がしますがどう思いますか？家の中のどん

なところに木が使われていて、それは外国の木なのか日本の木なのか、しらべてみるとおもしろいかも

しれませんよ。この新聞をみて、森に遊びにでかける人がふえるといいですね。 

 木を使って箱を作ったり、ターザン遊びをしたのですね！写真の様子をみると、まさに「木を楽しく利用

する」の言葉通り楽しそうな笑顔で、新聞をみた人もいっしょに遊びたくなります。木の箱はきっと木の良

い香りがしたことでしょう。 

皮むき間ばつは、変わった間ばつ方法なので、皮むきをしている様子の写真をのせてくれて分かりやす

いです。皮をむいて数年たつと立ったまま枯れしてしまいますが、木の重さはなぜ軽くなるのでしょう？

じつは森に立っている木は半分くらいが水の重さです。乾そうする前に森から運びだすとなると、水もい

っしょに運ぶので大変です。特に日本は山のしゃ面が急なので、皮むき間ばつをして軽くなると運ぶの

がらくになります。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「世界の森の確率」とありますが、“確率”というより“比率”や“割合”という言葉が内容に合っていると思

いますよ。 

文字の大きさや上下に大きく分かれた新聞の構成はとても見やすくなっています。一方で１つの文章の

中でもなんしゅるいもの色のペンが使われているので、近くの写真や絵が目立たなくなっています。読

む人に注目してほしい文字の色だけを変えるなどの工夫をすると、もっと見やすい新聞になるはずです。 

外来種については感想にも書いてくれましたが、身近なところにあまりにも多くてびっくりしたことでしょう。ミシシッピアカミミガメというと聞きなれない

かもしれませんが、小さいうちはミドリガメとして売られていたので見たことがある人も多いでしょう。何十年も飼育できないので外に放したり逃げたり

したものが、天敵の少ない日本でふえてしまいました。えいきょうを受けている物を新聞でまとめてくれたように、地いきの自然がこわれてしまいま

す。ところで、外国ではなくて、日本の生き物であれば他の地いきの生き物をもってきても大丈夫でしょうか？ぜひ、みんなで考えてみてください。 

 



 

清水イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：①皮むき間伐の効果 ②冬の森と太陽の関係 ③自然のめぐみいっぱいの西伊豆・松崎        

 

イオン清水チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━─━━─━─━━─━ 

この新聞は、すばらしい内容の記事があふれていますが、特に静岡の問題として、竹が増えすぎるというこ

とが書かれているところがいいと思います。それが書かれていることによって他の記事とのつながりをきょう

みぶかく読むことができます。 

写真をみると、竹林がとても暗いことが分かります。竹に限らず地面に日光がとどかなくなった森からは植

物や生き物がへってしまいます。竹をくだいた粉でたい肥を作るのは初めて聞きましたが、「なるほど」と思

いました。粉さいきで竹をくだくことができますが、竹はかたいのでくだくのはかなり大変なさぎょうです。とこ

ろで、竹を切って山から運ぶのと木を切って山から運ぶのはどちらが大変だと思いますか？竹は軽くて運ぶのが楽に感じます

が、中が空っぽな竹はかさばって一度にたくさん運べないので、車で運ぶ場合はガソリンをたくさん使ってしまうことになります。 

「まとめ」にも、静岡での竹についての感想が書いてありますね。全国的に竹は問題になっているので、このような新聞でお互

いを知り、いい利用方法を参考にしながら日本中で取り組めるといいと思います。竹の利用は全国的にこころみられているの

で調べてみるとおもしろいですよ。 

バームクーヘンつくりは楽しいし、美味しいし私も大好きです。スギの葉を使って火をつけたのですね。記事にはあたりまえのよ

うに書いてありますが、スギの葉は油分を多く含んでいるので火おこしするのにあるととても助かります。ふだんの生活ではマ

ッチで火をつけることもないので、マッチを使ったのもいい経験だと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「なぜ緑に見えるの？」という記事は、セロファンを使うと分かりやすいです。葉っぱには初めから緑色（これが葉緑体です）と黄

色が重なっているので、２色のセロファンを重ねてみてください。そして秋や冬になると緑色が消えるので、緑色のセロファンを

とります。その黄色の状態が秋の「黄葉」です。そして葉っぱが落ちそうになると葉っぱで作られたえいようの行くところがなくな

り、赤色に変化して「紅葉」になります。黄色と赤色のセロファンを重ねるとオレンジ色になるので、なぜオレンジ色にみえる葉っ

ぱがあるのかも分かりやすいと思います。 

「めぐる森の力」は、日本の森（特に人が植えた木）をこれからどうするかという大事な内容です。今の日本は世界的にも森林

の割合が多い国ですが、日本の森にある木をあまり使わないできてしまいました。すぐに利用できる成長した木が今はたくさん

あるので、成長した木を使って、苗を植えるというサイクルをつづけていきたいものです。 

 
 

清水イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：①皮むき間伐の効果 ②冬の森と太陽の関係 ③自然のめぐみいっぱいの西伊豆・松崎        

 

イオン清水チアーズクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

カヤックをこぎながら、きれいな海とその海で泳ぐエイを見たなんて、とても

きちょうなたいけんをしましたね！「まとめ」をみても伊豆のキレイな海とそこ

にいる魚のこと、そして山と海のつながりが心に残ったことが分かります。山

と海がつながっていることを感じてくれたことは、大切な気付きだと思いま

す。海にゴミをすてないだけでなく、森も大切にしないと生き物がたくさんい

るキレイな海にはならないということです。気付いてくれたように、森と海は

水でつながっているので、森の土じょうにしみこんで川から流れてきた水は

ミネラルをたくさんふくんでいます。山の天然水とかミネラルウォーターをお

店でも売っているのを見たことがあると思います。そのミネラルで海のプラン

クトンが育ち、プランクトンを食べる貝や魚たちで海がにぎわいます。 

じびきあみではたくさんの魚がとれて良かったですね！海のめぐみに感しゃ

しながら、おいしく魚をいただくことも大切です。しょくたくに並ぶ食べもの

は、はじめからお店にあるわけではないので、自然の中で見たり食べたり聞いたりするけいけんを通して、生き物や自然に感し

ゃする気持ちがでてくると思います。 

かつおぶしをけずるたいけんも楽しそうですね。けずりたてのかつおぶしの香りを新聞でかげないのが残念です。かつおぶしを

けずっているときに、きっと香ばしい匂いがただよっていたのではないかと思います。五感をつかった体験をどんどんしてくださ

い。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

地図があるので、西伊豆のどの辺りかが分かってよいアイデアです。カヤックやかつおぶしをけずるたいけんをしている写真も

あるので、新聞をみていてその様子がよく伝わってきます。 

いくつかの写真にはそのまわりに何をしているところか説明がありますが、説明がない写真もあるので、その写真で何を伝えた

いのかを一言でいいので書いてくれると、もっと分かりやすい新聞になると思います。例えば、左上すみにある風景はどこの写

真か地図にしるしをつけたり、カネサ商店さんの新聞記事の写真で何をしているところか書いたりといった工夫です。 



 

静岡県三島市 三島本町チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：発電エネルギー新聞～資源の大切さを考えよう～       22-11、22-12 （全 2 枚） 

 

三島本町チアーズクラブ ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

日本とドイツ，フランス，ブラジルの４つの国々くにぐにの電気エ

ネルギーの比較ひかくを取り上げ，自然しぜん再生さいせいエ

ネルギーの利用りようを勧すすめています。とくにドイツやフラ

ンスの対照的たいしょうてきなエネルギー政策せいさくを取り上

げてみようとした意識いしきは優すぐれています。 

難むずかしい問題ですが，正面から取り組み，円えんグラフな

どを使って理解りかいを深める工夫くふうがみられたのも素晴

すばらしい方法ほうほうだと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・ 

応募おうぼ用紙ようしのクラブ紹介しょうかいに「三島梅花藻（ミ

シマバイカモ）」の保護ほご育成いくせいをおこなっていると書

かかれていて，初はじめてかべ新聞にこれがとり上げられた意

味いみを理解りかいしました。 

エネルギー問題もんだい，バイカモ，地球ちきゅうにやさしい料

理りょうりの三つの柱はしらが「資源しげんの大切たいせつさを

考えよう」につながっていることに気がつかされました。多少た

しょう組くみ合わせがちがっていても，環境かんきょうという受け皿で論議ろんぎをすると，いろいろな側面そくめんから物事もの

ごとを理解りかいすることが大切だということに気がつくと思います。このような考え方もあるということを身近みぢかな人にも教

えてあげましょう。 

 

 

三島本町チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：発電エネルギー新聞～資源の大切さを考えよう～        

 

三島本町チアーズクラブ ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

タイトルは「資源しげんの大切さを考えよう 未来のために 地球ち

きゅうにやさしいクッキング」と長いタイトルがついているが，上の段

だんには①ガスを大切にしよう，②水を大切につかってよごさない

ようにしよう，③生なまごみをださないようにしよう，の 3 の目標もく

ひょうが書かかれてあり，これ単独たんどくでもすてきなキャッチフ

レーズと思います。さらに，ドライカレー，さくらえびのスープ，しらた

まだんごを実際じっさいに作って，どのような工夫が効果的こうか

てきだったか，それをまとめた主張しゅちょうとして「地球ちきゅうの

ことを考えて買かい物もの・料理りょうり・片かたづけをすることなん

だ」と書しょかれています。直接的ちょくせつてきですが，とてもわ

かりやすい主張しゅちょうと思いました。 

下段げだんでは地域ちいきに根ねざした溶岩ようがん染ぞめ，茶

ちゃんかけが紹介しょうかいされています。地域ちいき性せいのあ

るテーマでまとめているのは，その地域ちいきを深ふかく理解りか

いするためには重要じゅうようなことで素晴すばらしいことです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

上段じょうだんのクッキングにおける 3 つの大切さはよく理解りかいできるのですが，やはり下段げだんの 2 つ，溶岩ようがん染

ぞめと茶ちゃんかけだけは唐突とうとつな感かんじがしました。おそらく「資源しげんの大切たいせつさをかんがえるため」の例題

れいだいとして，子どもたちが取り組と くんでいるバイカモの保全ほぜん活動かつどうなどから広ひろがって，地下水ちかすい

をたくわえる三島みしまジオサイトと絶滅ぜつめつ危惧きぐ種しゅのミシマバイカモが紹介しょうかいされているということですね。 

地球ちきゅうにやさしいクッキングでは，なにがポイントとなるか説明せつめいがありますが，この後段こうだんの二つの重要性

じゅうようせいについては，もっとていねいな説明せつめいがほしいと思いました。 



 

静岡県三島市 三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告       22-13 横、22-14、22-15、22-16 横 （全 4 枚） 

 
三島市 環境探偵団 ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─ 

シカのつのを見つけたのは運がいいですね！感想をみるとおどろいた子もいたようですが、

シカのつのは毎年ぬけて生えかわります。ぬけてから生えはじめは、“つの”というよりふく

ろをかぶっていて先もとがっていません。それが秋にむけてのびていくと、ふくろがやぶれ

て、とがったつのになっていきます。毎年ぬけてしまうものなのに、何のために役に立ってい

るのか考えてみてください。 

いろいろな種類のキノコに出会ったのですね。キノコはどこに生えていましたか？土の上で

すか、それとも木についていましたか？キノコは植物や動物を分解して土にもどすというと

ても大切なやくわりをしています。かれた木に多くついているのは、それを分解するためで

す。歩きにくいほど木がたおれていたようなので、きのこもたくさん生えていたのかもしれま

せん。昆虫から生えているキノコもあるのですよ。キノコを見つけたら、どこに生えているかを、ぜひかんさつしてみてください。 

たくさん生えていた花はともてくさかったようですが、きゅう覚を使ったよい体験ができたと思います。図かんをみていても、においまで

は体験できません。キイチゴの甘ずっぱさは自然のめぐみです。この味覚を使った体験も自然の中でしかできないことです。自然の

中ではぜひ五感（きゅう覚、味覚、し覚、ちょう覚、しょっ覚）を使って楽しんでください。 

源兵衛川の水はとうめいでとてもきれいですね！赤い石が水をきれいにしてくれるとはおもしろいです。おそらく小さなあながたくさん

あいている石なのかな？！ミシマバイカモがたくさんあるようなところにも、その赤い石はあるのでしょうか？絶めつきぐ種になってし

まっているミシマバイカモを守るには、そのかんきょうも守ることが大切です。ぜひこの川がきれいであり続けるように活動をつづけて

ください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

富士山のパンフレットのようなものと、登山に必要な装備、源兵衛川の説明の切りぬきがはってありますが、パンフレットや切り抜きは

他の人の写真や記事になってしまいますので、みんなの字で書いてくれると、もっとよい新聞になると思います。 

サワガニはきれいな川のめじるしになる生きものの１つです。夏にはおなかに卵や子ガニをかかえたメスが見つかるかもしれません

よ。 

生きものをつかまえたら、ぜひじっくりかんさつしてみてください。ハサミもふくめると、あしの数は何本でしたか？エビやザリガニも見

つけたらあしの数をかぞえてみましょう。 

 

三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告        

 
三島市 環境探偵団 ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

岡本師範から一言━─━─━─ 

環境探偵団 2 班のみなさんは、三島の自然に触れよう、自然エネルギーを体験しよう、と言う 2 つの

大きな活動の結果をかべ新聞にまとめてくれました。 

三 島の自然に触れようでは、げんべい川に入って水生生物のかんさつをしました。夏休みにやったの

でしょう。気持ちよさそうに、あみでとったり、とった生き物 を何だろう？と一生けんめいに見ています。

せせらぎルートを歩きました。バイカモを見て、雷井戸を見て、楽寿園のボコボコのよう岩の道を気をつ

けながら歩きました。 

自然エネルギー体験では、電気自動車にのったり、自転車発電を体験したり、ソーラークッキングでお

いしいものを作りました。水素と酸素の燃料電池で車を動かしたり、木炭とアルミで電池を作り、豆電球

を光らせました。地球にやさしいエネルギーたいけんをしたのですね。 

自然エネルギーの体験ということで、電気自動車にのったのですね。今、街の中を走っているガソリン

エンジン自動車とくらべると、とっても静かだったと思いま す。電気自動車だけが走っている将来の街

を想像してみるとおもしろいと思います。タイヤの音は、するでしょうが、街はとっても静かになります。そうなると ふだん気がつかな

い音が気になるのではないでしょうか？街の中で音がたくさん出ているのは、どこだろうか？パチンコ屋さん、そして学校のみんなの

声も聞こ えるかな？そんなことも考えてみるとおもしろいと思います。ただし、電気自動車の音がしないので、後ろから自動車が近づ

いても気がつかないので、かえって あぶないとのことで、何か音楽や音を出すようにするとの話もあります。 

自転車発電の体験もしたようですね。ふだん、家庭で使っている電気を 自分で作ってみようとすると意外に大変だと分かりました

か？今の自転車はＬＥＤランプを使い、乾電池などで明るくなり、じゅみょうも長いので、今回のよう にペダルをこいで、発電する機会

は少なくなったかな？くるくるまわすと電気が作れることが分かりましたか？火力発電、風力発電、水力発電、原子力発電、地 熱発

電などみんな、この原理、ちょっとむずかしいですが、コイル（電線をぐるぐるまいたもの）の中でじしゃくをまわすと電気が発生しま

す、発電ができるの です。 

この原理ではない発電方式として、みんなが体験したのが、水素と酸素で発電する燃料電池、木炭とアルミで発電する電池です。太

陽のエ ネルギーで発電することもできます。街の中に屋根に太陽パネルを置いている家があると思います。これで電気を作ることが

できます。みんなは、太陽の熱で クッキングすることを体験しましたね。さいがいで電気が止まった時などとても力強い味方ですね。

今回は何を作ったのですか？ほかほかでおいしかったとのことですが、焼いもかな？焼きじゃがいもかな？クッキーを作ったのか

な？ 

 



 

三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告        

 
燃料電池の車も売られています。みなさんが大きくなった時には、電気 自動車や燃料電池車など、空気をよごさない、音が出ない自

動車が走り回っていると思います。すみ（木炭）とアルミで電気を起こせる実験もしたのですね。豆 電球だと木炭とアルミの電池を 3

つくらいつなげると明るくなります。ＬＥＤランプやオルゴールを鳴らす場合は、木炭とアルミの電池が 1 ケでもだいじょうぶですよ。 

ごみの分別もエネルギーを少なく使い、地球温暖化を少なくするために、大事なことです。 

みんなが一人一人、自分ができることを少しで良いですから、続けるようにするとすばらしいと思います。 

地球にはいろいろな生き物がたくさんいます。生き物と人間がいっしょにすめる自然がある地球にしていきたいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

げ んべい川はとてもきれいなようですが、水生生物はどんな種類の生物がいたのですか？あみでとって観察したのでしょう。水生生

物の種類で水のきれいさ、き たなさが分かりますと、写真で生物の種類がはってありますが、げんべい川には何がいたのだろうか？

見つけた生物の種類と数で水のきれいさ、きたなさが分か ります。観察した結果をまとめることもだいじですよ。とてもきれいというこ

となので、魚はヤマメがいたのかな？虫ではカワゲラ、トンボやカゲロウの幼虫が いたのかな？サワガニやヘビトンボもいたのか

な？名前が分からないときは、写真にとって後で調べると良いと思います。 

せせらぎルートを歩き、雷井戸も見たようですが、写真で見てもどうなっている井戸か、ちょっと分かりません。説明を書いてくれるとう

れしいです。楽寿園の よう岩は、富士山のばくはつのときのよう岩なのだろうか？縄状溶岩と書いてあるので、とてもきちょうなよう岩

なのだと思います。どこの山のよう岩か？いつ ばくはつしたのか？などを書いてくれると良かったと思います。 

今回のかべ新聞に出ているエネルギーでは、太陽の熱でクッキングしたのが、 自然エネルギーです。電気自動車、燃料電池車、木

炭とアルミの電池は自然エネル ギーではありませんが、新聞には出ていないが、みなさんは風力発電所を見学したようで、風力発

電は自然エネルギーですね。みなさんが大きくなった時に地球 温暖化を少しでも弱めるためには、石炭や石油、天然ガスで発電す

る割合をへらして、自然エネルギーで発電する割合をふやすことが大事だと思います。みなさんがエネルギーの勉強をしたのは、とて

も大事なことです。もっともっと勉強してエネルギーをどうやって作ったらよいか？エネルギーをむだに使わない工夫や エネルギーを

少なくしてくらす方法はどうしたら良いか？などを考え、みんなで話し合ってみると良いと思います。 

 

三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告        

 
三島市 環境探偵団 ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 
環境探偵団 3 班のみなさんは、富士山の森をたんけんして、木、森、鳥、虫、キノコ、溶岩などいろいろな発見や気付きをし
ました。自然エネルギーをテーマに自 転車発電の体験、竹炭電池の実験、グリーンカーテンのかんさつをしました。その結
果を一人一人が書きました。まわりには写真もはって自分たちの見た物、発 見したものを見せてくれました。 
富士山の森のたんけんでは、みんなが一人一人、気になったことがちがうのがおもしろいですね。もちろん、同じものに気が
ついたでしょうが、同じことは書かないで、他の人が気がつかなかったことを書くようにしたのかな？空が見えたかどうか分
かりませんが、上を見て気がついたこと、前を見て気がついたこと、下を見て気がついたこと、目だけでなく耳で聞こえたこと
もありました。山の空気はおいしくてつめたかったとい うことで、はなで感じたこと、皮ふで感じたことなど、みなさんの五感
（目、はな、耳、口、皮ふ）で感じたことがいっぱいありました。自然かんさつで一番たいせつなことは、五感をはたらかせて、
自然を感じることです。みなさんの富士山の森のたんけん、かんさつは、その通りに五感を、はたらかせたすばらしい自然か
んさつができています。 
動物のしがいを見るとビックリしますね。みんなも、しかの骨と毛をみて、びっくりしたようですが、それが自然な のだと分か
ったとのこと、すばらしい体験ができましたね。どくのある花がたくさんあったとのこと、何と言う花でしたか？自然かんさつで
は、五感をはたらか せることが大事ですと言いましたが、どくのある花や木やキノコもありますので、なめたり口に入れるの
は、とても注意がひつようだということも分かったと思 います。鳥のすがこけで作られていることも発見しましたね。森の中だとすの材料としてこけは
ちょうど良いのですね。街の中で鳥がすを作る場合は、いろんな 材料を使っています。私の家の庭にすばこを置いておくと、シジュウカラは中に木
の皮や綿、つる草、こけも使ってすを作っています。カラスは高い木の上に、 はりがねのハンガーも使ってすを作っています。 
エネルギーの勉強として、自転車発電を体験しました。ペダルをこいで発電しますが、でんとう の数を増やしていくと、ペダルが重くなることも体験し
たようですね。たくさんの電気を作ろうとすると、とても大きなエネルギーがひつようです。逆にいうと たくさんの家庭に電気を送ろうとすると、大きな
エネルギーで電気を作るひつようがあります。電気をむだに使うとそれだけたくさんのエネルギーで電気をつく らないとだめになります。たくさんの
エネルギーを作り出すためには、発電所で石炭、石油、天然ガスをたくさん使います。日本は、石炭、石油、天然ガスをたくさん海外から輸入してい
ます。節電して少しでも輸入量をへらし、そしてＣＯ２のはいしゅつりょうをへらして、地球温だん化を進めないようにしなければいけないと思います。 
竹炭電池は、竹炭とアルミを使って、電池にしたのですね。竹の炭だけでなく、木の炭、木炭でも同じ電池ができます。でも、発生する電気は少しで
す。地しんの 時に使いたいと考えたことはすばらしいですね。でも家の中の電気をともそうとしても、なかなかむずかしいですよ。大きな電気が発生
しません。でも小さな豆 電球はつきますから、まっくらの中ではきちょうな光になるでしょう。 
緑のカーテンをかんさつしましたが、緑のカーテンはどんなことが良いの か分かりましたか？かんさつのポイントは、目、耳、はな、口、皮ふなどで
実感することですが、口に入れるのは、前にも書きましたが、十分に注意してくださ い。エネルギーの勉強ですから、緑のカーテンはエネルギーの
勉強として、どんなことにつながるのでしょうか？温度をはかることをやりましたか？緑のカーテ ンとして使うとカーテンのうらがわは、温度が低くな
ります。まどがわに緑のカーテンを作ると、夏には部屋の温度が下がってエアコンを使うのが少なくて良く なります。したがって、節電になります。そ
んなことが分かったと思います。 
とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 
周りにはってある写真もいいですねー。ちょっとした説明文がある とさらによく分かり、みんなが体験したことがもっと目に焼きつくようになると思い
ます。写真でみんなが言いたいこと、知ってもらいたいことを書くと良いと 思います。何も書いてないと、こうだろうとかってに想像しますが、みんな
の気持ち、考えなどが知りたいと思います。 
富士山と自然エネルギー新聞は、みんなで作った新聞です。さらに、読む人が分かりやすいようにまとめることも大事です。来年の新聞は、どんなこ
とを書いて送ってくれるか楽しみです。待ってます。 



 

三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告        
三島市 環境探偵団 ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

三島市環境探偵団クラブのみなさんは、源兵衛川の生き物調査、エコセンターへ行き電気自動車を見て、乗って、

自転車発電を体験し、ソーラークッカーで料理をして、緑のカーテンを体験して、ごみの分別を勉強したのですね。

たくさんの環境の勉強をしたのですね。ビックリすることやつかれることもやり、おいしい味や冷たいけれど気持ち

の良い経験などもいろいろとやって、楽しい 1 年間でしたね。 

つかまえた生物は、観察が終わった後、にがしたのかな？あるいはすいそうに入れてみんなでめんどうを見てい

るのかな？ 

エコセンターで電気自動車を見て、動くところも見たのでしょう。乗ってみることもやったのですか？電気自動車は

とてもしずかで、そしてにさんかたんそも出さないので、地球温だん化ぼうしには、たいへん良い車だと分かりまし

たね。みなさんが大きくなった時には、電気自動車がまちの中を走っていると思います。たくさん走っていても、今とくらべるととてもしずかだと思いま

す。後ろから電気自動車が近づいて来ても気がつかないかと思います。かえってあぶないかなということで、音を出すようにしようとしているようで

す。たとえば、小さい音で音楽を鳴らしたりすることも考えているようです。三島市では、ごみを集める自動車は音楽を鳴らしていませんか？私が住

んでいる川崎市では、ごみを集める車は、音楽を鳴らして、“ごみを集めていますよ”と知らせています。この音は大きいですので、電気自動車用に

は使えないかなと思いますが・・・。今、自動車の会社では、電気自動車以外に燃料電池自動車や水素自動車など、にさんかたんそを少なくする、あ

るいは出さない車を一生けんめいに開発し、みんなが買える値段にしようとがんばっています。でも、電気自動車を買えば、車が動くわけではありま

せん。どういうことだと思いますか？電気自動車の場合は、今のガソリンスタンドのように電気を入れるスタンドがないとダメですね。ということで、環

境に良い車を開発して作るだけでは、世の中に広がりません。電気を入れるスタンドがたくさんひつようです。 

自転車発電に乗ってじっさいにこいで発電したのですね。まっくらな中では、きちょうな明かりです。家で使うだけの電気を作ろうとすると、自転車で

はムリだと気がついたでしょう。 

たくさんの電気を作るのは、とても大きな機械とまわすためのエネルギーがたくさんひつようだと分かりましたね。みんができることは、何だろうか？

むだな電気をつかわないことかな？自分の行動の中でむだな電気を使っているのは、どこか見つけてください。みんなができることを少しずつで良

いですから、毎日続けるようにしましょう。 

ソーラークッカーでじゃがいもとさつまいもを食べたようですが、焼いたのかな？太陽の熱で料理ができることを体験したのですね。おいしかったで

すか？電気がなくても料理ができることを知りましたね。太陽は光で電気を作れるし、熱でだんぼうや料理ができる。とっても大切なものだと、あらた

めて気がつきましたね。 

緑のカーテンは意外にエコですと書いてありますが、どうしてエコなのだろうか？温度をはかってみましたか？カーテンでひざしをさえぎると、日かげ

は温度が下がりますね。温度をはかって、どのくらい温度が下がるか、教えてください。 

ごみの分別は、みんなは毎日、ちゃんとやっているかな？チラシをはって、どういうふうにごみを分別するか、調べましたが、みんなは何を分別して

いるか？を報告してくれるとうれしいです。一人一人がごみを分別して、捨てたり､燃やしたりするごみを少なくし、もう一度使えるように工夫すること

がだいじですね。来年もみんなががんばった活動の結果を、報告してください。楽しみにしています。 

 

静岡県富士市 愛鷹アースレンジャー 

壁新聞のタイトル：活動報告       22-06 

 

愛鷹アースレンジャーさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

川の源流まで行くのは、それだけでとても大変だったのではないでしょうか。写真

から、水の冷たさもいっしょに伝わってくるようです。サンショウウオをたくさん捕ま

えたようですね。さわってみてどうでしたか？ 「やわらかかった」「冷たかった」

「小さかった」「かわいかった」というように、たくさんの感想、感情がこの小さな生

物にふれたときにわいてきたと思います。写真だけでは伝わらない情報も多かっ

たのではないでしょうか。 

次回のかべ新聞ではそこらへんも書いてくれるともっと読む人に伝わりやすくなり

ますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

皆さんが新聞に書いているように、ハコネサンショウウオは水温の低い澄んだ川

にしか生息することが出来ません。限られた地域でしか生きることが出来ないハ

コネサンショウウオをこれからも守っていくためには、どうしたらよいのでしょう？ 

皆さんが思ったこと、考えたこと、大切だと思うこと、そして今回わかったこと…な

どを書いたコーナーがあると、活動の意味がさらに読んだ人に伝わる新聞になる

と思います。 



 

静岡県富士市 原田湧水クラブ 

壁新聞のタイトル：きれいな湧き水は富士山からのおくりもの       日本環境協会賞 22-04 

 

原田湧水クラブさんへ 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
こどもエコクラブ「原田湧水クラブ」のみなさん、こんにちは！自然のあふれた新聞をありがとう。き
れいな、冷たい湧水に生きる水生生物や植物について勉強になりました。 
富士山のふもとにあり、ゆたかな湧水の原田の自然をまもっていきたいですね。新聞の左上に富
士山があり、きれいな水が右下に流れる構図は動きが感じられて、いいと思います。原田になぜ湧
水がわいてくるのか、富士山の構造を分かりやすく説明してあります。水が地面の表面ではなく、
地中を流れるのですね。富士山は、大きな水がめですね。 
すでに、１０年以上クラブの活動を続けているそうですが、ことしは「バイカモ」に注目して活動をし
ました。新聞のまんなかのバイカモの大きなイラストがとても印象的です。 
いぼとりふどうの水をいぼにかけるといぼが取れるという言い伝えがあるあるそうですが、みんな
が水を大切に使うようにさせる、昔の人の知恵だと思います。 
川にいる水生生物の絵がとてもうまくかけていると思います。川に生えているいろいろな草を食べ
てみたようですが、どの食べ方がおいしいかな？水がきれいだから、サラダが良さそうだ。水温が、
１３℃とか１５℃は冷たいですね。長く水の中に入っていてだいじょうぶでしたか。でも、サワガニの
赤ちゃんを見ることができて、楽しく活動しましたね。活動のようすをとった写真も効果的に使われ
ています。説明文に使われている漢字には、ふりがながふってあり、親切です。クイズもあり、新聞
を読んでもらおうという工夫が見られました。 
まとめのところに、地域の人にも「バイカモ」が自生していることがあまり知られていないこと、みんなに知ってもらいバイカモが咲き続
けるように、ゴミを拾い続けることで湧水をまもりたいと書いてあります。地域のひとに、きちょうなバイカモをもっと知ってもらうには、
どんな活動をすればいいかな？このかべ新聞を読んでもらえば、分かってもらえると思いますよ。バイカモがいつまでも咲き続けるよ
うに、がんばってください。 
 
とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 
ことしも１０年以上続けている滝川の水質調査をしました。 
「カワゲラ」などきれいな水にしかいない生物が多くてよかった！うれしかったですね。安心しまし たか？それもみんなが川のごみを
拾ったりしているからでしょう。写真でそのようすがよくわかりました。水辺の活動も、ＰＴＡのみなさんと協力しながら行え ば、安心で
すね。でも、川にごみを捨てる人がいなくなれば、ごみ拾いはしなくてすみますね。みんながゴミを正しく出して、川に捨てなくなるとい
いですね。 みんなは、ゴミ拾いをしなくても良い川にするにはどうすればよいと思いますか？一度、みんなで話しあってみてはどうですか？ 

 

 

原田湧水クラブ 

壁新聞のタイトル：きれいな湧き水は富士山からのおくりもの        
★☆サポーターの方へ☆★ 

自然の大切さや水と生き物のつながりがよく分かる新聞になっています。図や絵もじょうずに描かれていますし、説明文の文字もきれいに書かれて

いて、読む人への配慮が感じられます。 

「今年度はバイカモに注目してきました」とありますが、ゴミ拾いや川の生き物調査に加えてバイカモに関する活動にはどのようなことがありました

か？できれ ば、そのことも新聞に書いていただければよかったと思いました。また、子どもたちも熱心に活動していることは新聞からよくわかりまし

た。活動を通じて、こ どもたちが、気づいたこと、感じたことが生の声をもう少し新聞に載せると良いと思います。 

ＰＴＡの方々から、活動へのご協力をいただけるのはいいですね。 

たんぽぽなどの外来種についても調査しているようですが、外来種をどう考えるか示していただけると、良かったと思います。 

 

 

静岡県富士市 伝法エコ丸隊 

壁新聞のタイトル：木を大切にしよう！木で楽しもう！     22-09、22－10 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

伝法エコ丸隊のみなさんは学校の樹木調べに取り組んでいます。今回のこの活動は、学校の樹木を調べて

ほしいと、学校からお願いされたことがきっかけになっているとのこと。これはやらないわけにはいきません

ね。学校は、みなさんがいつも通っていてお世話になっているとても身近な場所ですから。 

そこにある樹木を調べる活動はとっても楽しかったと思います。たとえば、サザンカには赤と白の花があるこ

とがわかったこと。いつも見ていて、気付いているつもりでも、よくよく観察してみるとびっくりするような発見が

ありますね。この発見が楽しい！ 

年を取った大きなイチョウの木の気根を見つけたり、樹木調査をやっていたら思わずツユムシを発見したとか。ほんとうに楽しそうです。 

この、気根ですが、私は見たことがありません。皆さんの学校にあるイチョウのような巨木に出会ったことがないからかもしれませんが、巨木でも、気根は出るものと

出ないものがあるそうですよ。「おっぱい」ですか。そんなふうに呼ぶこともあるようですね。古い木のある素敵な学校なのだな、と思いました。 

ただ調査するだけでなく、樹木で遊んでいますね。これはいいですね。クロマツの葉で引き合い勝負をしたり、ケヤキの葉を笛にしたり。私がこども

のころは普通にやっていた遊びですが、この頃はこういったことができにくくなっています。クロマツの葉で首飾りを作ったりもしましたよ。学校の庭は

本当に楽しい遊び場です。すてきな学校、万歳！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

学校の樹木たち。名前がわかったことで、それらの木々とお友達になった気がしませんか？ 

「これからしたいこと」に校庭の木の看板作りがあります。これは大切な使命ですね。ぜひ完成させてください。 

学校の樹木を増やしたいことや、木を傷つけないことを学校のみんなにも知らせていくことなど、これからの活動の方向も決まってきています。方向

を見失わず楽しみながらこれからも、学校の樹木を大切に、樹木たちと仲良くしていってくださいね。 



 

静岡県富士市 青葉台児童クラブ 

壁新聞のタイトル：東芝キャリア工場見学したよ。       22-07 

 

青葉台児童クラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

タイトル「東芝キャリア工場見学したよ」「水質実験をしたよ」がパッと目につき、見やすいデザインになっ

ています。タイトルの文字は折り紙の切り抜きで作ったのかな？！文字をはりつけてある“まる”や“しか

く”の折り紙も文字が目立つような工夫がされていて、折り紙をうまく使ったいいアイデアだと思います。 

モノづくりをしている会社の中には、感想にもあるように環境のことを考えた活動をしている会社がふえ

てきています。環境にやさしいモノをつくったり、モノづくりに必要なエネルギーを少なくしたり、動物や植

物がくらす自然を守ったりとさまざまです。しき地の中の自然でカエルを見つけたということは、カエルが

くらせる自然があるということです。カエルがくらせる自然はどんな場所でしょうか？エサがあることと、

卵を産んだりオタマジャクシが暮らしたりするための水辺が必要ですね。カエルの種類によっては山でく

らすものもあるのでどんなカエルだったかしらべてみるのもおもしろいでしょう。 

環境のかつどうは、体験することがとても大事ですが、それをふり返るということも同じく大事です。みん

なが絵日記づくりをして発表会をしたのはいいことだと思います。自分の気付いたことを思い起こして、他の友達の考えもきち

んと聞くことをくり返していってください。 

その他の活動はごみに関する活動が多いですが、それだけ大切なことということです。日本の江戸時代はモノを大切にして、

多くのものをリサイクルして利用していた生活といわれていますが、今はたくさん作ってたくさんすてるという生活に変わってし

まっています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

太陽光発電システムの写真がはってありますが、これをみてどんな感想をもったかぜひ知りたいなあ。家の屋根に太陽光パネ

ルをつけているのを見たことがあれば、それと比べてどうだったでしょう？自然のエネルギーをどのようにどれだけ利用していく

かは、大人たちもいろいろ考えていますが、ぜひみんなもエネルギーにも目をむけていってほしいと思います。 

PH 試験紙や COD パックテストなどはむずかしく感じたかもしれませんが、水がどんな状態か調べるときによく使う方法です。

水がにごっていると汚れているように見えますが、透明でもきれいとは限らないということが分かったと思います。汚れている水

に、薬品をいれたり、ちんでんさせたりして、ろかすることで水がきれいになることを実験で学べたのはよい経験をしましたね。

工場排水はいろいろな方法できれいにされて、さらに本当にきれいになったかを調べて川などに流されています。 

 

静岡県富士市 吉小わんぱくエコクラブ 

壁新聞のタイトル：吉小わんぱくエコクラブ       22-08 

 

吉小わんぱくエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「エコクラブ発足式」があったのですね。こういった始まりの会があると、いよいよ今年もエコクラブに取り組

むぞ！って、元気に始められますよね、いいですね。そんなこともあってか、思った通りかべ新聞にある写

真は、みんなが笑顔で楽しそうです。楽しく取り組むことは、こどもエコクラブでは何より大切にしていること

です。いいですね。 

大きく 4 つに分かれての活動でした。～エコ 昔の生活～では、昔の道具を作ったり、緑のエコグループで

野菜を作り、そのための土作にも力を入れています。みみずを入れたと書かれていますね。ミミズはどうや

って集めたのかな？そのあたりも興味があります。ミミズのたくさんいる土から、おいしい野菜が収穫でき

たのだろうなと想像しています。 

エコクッキングでもたくさんの工夫がありました。野菜を捨てることなく全部使い切るための工夫として、す

べて食べられるように、しんを細かくして使うようにしたり、水やガスも無駄なく上手に使うように工夫しています。何よりいいな、

と思ったのは、「エコはクッキングでもできるんだ」ということに気付いたこと、そして「エコは楽しいんだ」って思ったこと。これは

すごいことだと思います。やっぱり、エコに「心がけて」いるからこそ気づいたことだと思います。心がけって大事ですね。 

チラシで作ったゴミ箱、私も使っていますよ。水もよく吸ってくれるし、そのまま捨てることもできていいですよね。 

「エコ宣伝」、4 つの活動の中で一番気になりました。エコはいいんだ、ということをどうやって知ってもらうのか、広めていくか、

そこを考える時、この宣伝するということが大切なんですよね。エコ活動は一人でもできるけど、やっぱりたくさんの人に取り組

んでほしい。絵本を作ったり、かみしばいやかるたを作ったり、広めるための工夫がいっぱいあっていいですね。項目として取り

上げて、ちゃんと取り組んでいるというところも本当に素晴らしと思いました。 

これからもエコのことをどんどん広めていってくださいね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

感想の中に、植物の大切さを知ったのでみんなにも育ててほしいということが書かれています。ところで、エコクッキングで使っ

た野菜はこの緑のエコグループが作った野菜を使ったのでしょうか？作った野菜を使ってクッキングができるといいですね。残

った野菜くずは堆肥にして、また次の野菜作りの材料にする。そんな循環でおいしい野菜が作り続けられたらいいですね。 

エコ宣伝で作ったかみしばいやかるたは使ってみましたか？宣伝の効果はどうだったでしょう。そんなことも報告されていると、

もっと充実した内容の新聞になると思います。報告よろしく！ 



 

静岡県富士市 広見こどもパークレンジャー 

壁新聞のタイトル：広見こどもパークレンジャー 活動内容紹介       22-05 

 

広見こどもパークレンジャーさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

新聞のタイトルや見出しの文字が大きく書かれていて、何についての記事なのか

がひと目でわかりました。とても見やすく書かれていると思います。また、写真は

参加していた皆さんの写っているものだけではなく、タンポポやヒグラシの羽化の

様子など、新聞で取り上げている内容のものを使っていて、皆さんが伝えたいこ

と、見てほしいことがしっかりとよむ人に伝わる新聞になっています。 

これからも広見公園の自然にたくさんふれて、そのみりょくを全国のお友だちに伝

えていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

タンポポの調査をしたのですね。かぶり物をかぶったユニークな写真がはられて

いて、遊び心もあって楽しい新聞になっています。このタンポポの調査をしてみ

て、どんな発見がありましたか？ 調査が終わった後、タンポポを見つけたときに

何を思いますか？  

他の記事でも、体験をしてどうだったか、何が分かったか、皆さんの声を聞かせて

くれると、より味のある、よい新聞になると思いますよ。 

 

静岡県裾野市 裾野イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：富士山からのエネルギー       22-17、22-18 （全 2 枚） 

 

裾野チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

裾野チアーズクラブのみなさんは、富士山のことについて調べてまとめてくれています。富士山が四層構造になっていること、

笠雲のこと、溶岩のことなど、イラストがあり、とてもわかりやすいですね。昔の溶岩流のあとが今もあちこち残っているようすか

ら、火山・溶岩のエネルギーのすごさを感じることができますね。 

それから、富士山に降った雨がおいしい湧き水になることも調べてくれています。また、

その湧き水からできる八か所の池「忍野八海」についても紹介してくれています。富士

山は高い山というだけでなく、水資源も豊かにあるのですね。世界遺産になって、これ

からも観光客をはじめ多くの人に注目されている中、こういった富士山の豊かな資源に

ついても、多くの人に知ってもらいたいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

溶岩で染物ができるなんて、ビックリしました。みなさんで作ってみて、どうでしたか？ 

どんな色になりましたか？ 詳しく知りたいなあと思いました。 

また、みなさんは実際に現場に行き見学したりしながら学習されたのだと思うのです

が、いつ、どこに行ったのか、などの活動の報告も書いてあるといいですね。他にも、

知ってビックリしたことや、面白かったことなど、みなさんの感想もそえてあると、かべ新

聞を読む人に強い印象が残りやすいと思います。 

それから、富士山や湧水という豊かな資源を大切にするために、子どもは何ができる

のか、大人は何ができるのかについて、みなさんで話し合ってみてくださいね。もし話し

合いをしたなら、こんな意見が出たよということを、かべ新聞でも紹介してほしいなと思

います。 

これからも、みなさんで楽しく活動を続けてくださいね！ 



 

静岡県伊豆の国市 伊豆長岡イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：ダムの役割、水車について       22-19（推薦）、22-20 （全 2 枚） 

 

イオン長岡チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

自分たちが住んでいる地域にあるダムに見学に行き、ダムの役

割について学んだことをしっかり新聞にまとめることができまし

た。地域の過去の水害についてや水害から身を守るために地域

の人が行った行動を学び、水力発電についても学ぶことができた

ことが新聞記事から伝わってきます。 

ダムをキーワードに、私たちの生活とダムがつながっていることを

あらためて子どもたちは実感したにちがいありません。ただ、この

記事からは、どこのダムに、いつ見学に行ったのか分かりませ

ん。読者のみんなにも分かるように、ぜひ、地域の情報も書き込

むようにしてくださいね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

ダムに見学に行ったことを活かして、子どもたちみんなが、飲み

水についてやエネルギーについてどう感じ、どのような行動をこ

れからとろうと思ったのか、みんなの感想や意見も一緒に書いて

くれると、現地に見学に行く大切さを読者も知ることができます。 

自分たちの地域にしかないものを見て、生活と自然のつながりを考えられる活動は、なかなか学校だけではできないもので

す。地域のお店でいつも一緒にいるお友だち以外の人と活動を続けることはとても大切なことだと思います。これからもテー

マを決めて、地域での新しい発見を見つけていって下さい。 

 

 

伊豆長岡イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：ダムの役割、水車について        

 

イオン長岡チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この新聞は、湧き水の豊富な富士山近くの地域でだからできる活動

報告がたくさんあります。自分たちでペットボトル水車の工作をして

実際に川で回してみる。 そして、その構造を知ったうえで実際に水

車利用をしている場所に見学に出かけることができると理解が深ま

りますから、子どもたちは良い経験をさせてもらっていることがよく分

かります。 

忍野八海で見学した水車の記事は、写真から様子がよくわかり、現

地に行ったことのない人にも、こんなところがあるんだと知ってもらう

ための良い記事ですね。写真から見ると今も現役で仕事をしている

ようですが、何のために水車が利用されているのかもう少し詳しく知

りたかったです。 

それから溶岩染めって、初めて聞きました。どんな色に染まったの

か写真でははっきりみえなかったのがざんねんです。 

どの活動も、参加したエコクラブのみんながどう感じたか、そのコメ

ントも書いて他のお友達に伝えるようにしてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

最近では地球温暖化防止の行動として、水力エネルギー（自然エネルギー）の利用が見直されており、いろいろなところで新し

い活動が生まれています。 

忍野八海の水車以外にも、みんなが住んでいる地域では、地域の大人のグループなどで、水をエネルギーに変えている活動

をしているところはありませんか。もしあれば、その情報もぜひかべ新聞で報告してね。 



 

愛知県半田市 半田こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：春夏秋冬エコ新聞       23-01 

 

半田こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

半田こどもエコクラブのみなさんは、春夏秋冬の季節ごとに、どんな活動をしたの

かをまとめてくれています。春のタケノコほり、梅ジュース作り、生きもの観察。夏

のごみ拾い、トビハゼ放流、間伐体験、流しそうめん、びわコミ会議への参加。秋

のカヌー、こどもエコクラブ交流会。冬のみかん狩り、春の七草。本当にたくさん

の活動をされていますね！ 豊かな自然の中で、楽しくのびのびと活動されてい

る様子が、かべ新聞から伝わってきます。 

この中で一番のニュースは「半田の干潟にトビハゼが戻ってきたこと」ですね！ 

半田の干潟からいちど絶滅してしまったトビハゼが、また戻ってきたなんて、本当

にステキです！ トビハゼの姿や巣穴を発見されたときは、みなさん本当にうれし

かったでしょう！ 毎年、干潟の清掃やトビハゼの放流の活動を続けてきた成果

ですね。トビハゼが増えていくといいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動が分かりやすいたくさんの写真と一緒に、感想や意見、活動をしてどんな気

持ちになったのかが書かれているので、みなさんの活動が生き生きと伝わってく

る、ステキなかべ新聞です。 

活動の日にちを書くと、見る人にもわかりやすく、みなさんも思い出しやすくてい

いと思います。 

それから、もしかしたらもうすでにされているかもしれませんが、トビハゼが戻って

きたことについては、ぜひみなさんの周りの人にもぜひアピールしてほしいなと思

います。お知らせペーパーを作る、掲示板に貼るなど、みなさんがやりやすい方法で、トビハゼの情報を広めてほしいなと思い

ます。 

これからも、ステキな活動がんばってくださいね！ 

 

愛知県春日井市 上条小こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：いきものマップ ２０１４       23-02 

 

上条小 こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

上条小学校６年生 こどもエコクラブのみなさん、こんにちは！ 

みんなの作ったエコクラブ新聞を見てびっくりしました。みんなの街、春日

井市のビルや住宅と植物公園の写真でしょうか、その上に、たくさんのい

きもののイラストがはられている“いきものマップ”は、とてもきれいで迫力

があり、アイディアに感心しました。 

自然観察活動で１９２種類ものいきものを見つけたのですね。ひとつひと

つのイラストが、そのいきものの特ちょうをよくとらえて描かれていると思

いました。チョウやトンボなどの昆虫やエビや魚などの水生生物をとても

よく観察していることがわかるイラストです。また、いきもののグループごと

に紙の色を変えて、新聞を見る人がわかりやすいように工夫されていま

す。やはり黄色い紙に描かれた昆虫の数がいちばん多いですね。 

この活動を始めたころ、虫やは虫類類をこわいと感じる人もいたのではな

いかな？いまは、もう好きになりましたか？へいきでさわれますか？ 

庄内川と地蔵川で見つけた生き物には、番号にアンダーラインをつけて区分しています。とても親切な方法と思います。 

色分けは、最初に見てピンクは「鳥」だとわかりました。でもよく見ると、コウモリが混じっていました。では、空を飛ぶものがピンク

かなと、考えを変えました。でも、チョウやトンボも空を飛ぶし・・・。でも、水にすむいきものが水色の紙に描いてあるようですし、

住む場所で分けていると考えておきます。 

 



 

上条小こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：いきものマップ ２０１４        

 

『自然を守る 五ケ条』には、流行語を取り入れたメッセージになっていて、みんなで楽しみながら考えたんだろうと推測しまし

た。 

いきものの名前もよく調べましたね。自然の中では、いろんないきものが競争しながら生きているわけですが、最近は絶滅して

しまうものも多いのです。そういった動植物を「絶滅危惧種(ぜつめつきぐしゅ)」に指定して、絶滅しないように保護したりしてい

ることは、みんなもよく知っていることでしょう。いろんないきものがつながって、この地球が続いていくといいですね。このことを

「生物多様性の問題」といいます。地球温暖化やゴミの問題とともに、重要な環境問題です。みんなの庄内川クリーン作戦とい

う清掃活動も、動植物の保護にとても役立っていると思います。絶滅する理由は、気候の変動や自然災害、人間による環境汚

染や開発活動などのほかに、外来種という、もともと日本にいなかった動植物がはびこってしまい、日本固有の動植物が減っ

たり、なくなってしまうことがあります。 

庄内川には、ごみが多かったようですね。さぞ、がっかりしたことでしょう。いままで気づかなかったそういう問題に自分で気づく

ことは、とても大事です。みんなの清掃活動は、立派な行動です。ゴミを川に捨てる人がいなければ、川は汚れないし、ごみも

なくなりますね。庄内川は海につながっています。川が汚れれば、海も汚れてしまいます。海に流れ込んだプラスチックをえさと

まちがえて海の生きものが食べてしまうことが、実際に起きているそうです。 

みんなの活動がきっかけになって、川を汚さない活動をする仲間がふえるといいですね。 

みんなは自然を観察することを始めて、庄内川などの自然の中にたくさんの生きものがいることを知りました。そして、その生き

ものを大切にする気持ちが生まれてきたことでしょう。それで、生きものの環境、わたしたちの環境を大切にすることを学びまし

たね。 

もう、みんなは環境を大切にするために、毎日の生活でどんな行動をすればよいかも理解したことでしょう。身のまわりの人、お

うちの人にもみんなの活動を伝えて、エコの仲間になってもらいましょう。中学生になると、また、新しい友だちもできますね。上

条小でやってきたことを、その人たちにも伝えて、活動を広げてください。 

 

 

上条小こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：いきものマップ ２０１４        

 

サポーターの方へのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・ 

いきものマップ、すばらしいですね。イラストやいきもののリストと分類、読む人にわかりやすいような色分けなど、細かい配慮

が随所に見られます。この新聞を作るには、なかなかご苦労もあったと推察します。こどもたちも楽しみながら新聞にまとめたと

思います。 

４年生からの積み重ねでこどもたちも成長したことでしょう。 

自然観察だけではなく、緑のカーテン作り、ネイチャーゲームなどいろいろなプログラムを工夫されていることも感心いたしまし

た。こどもたちが気づき、考 え、行動に移るようになったことも、よいご指導と思います。こどもたちのそのような変化が見える

ことは、サポーターにとってうれしいことではないですか。 「子どもエコ検定」にも合格するなど、環境全般に関心が広がってい

るように思います。素晴らしいです。 

こどもたちの心にも、「環境」がしっかり根付いたのではないでしょうか。中学生になっても、続けよう、広げよう、自然をたいせつ

にする気持ちを、とこどもたちに伝えたいと思いました。 



 

愛知県豊田市 ゴーウィングス 

壁新聞のタイトル：ピカピカエコハーモニー       23-03 

 

ゴーウィングスさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

かべ新聞“ピカピカエコハーモニー”をありがとう。 

いろんな活動をやった１年でしたね。６６件も活動したんだ。すごいね！お父さ

ん、お母さんといつも一緒に活動しているのですか？つぎに何の活動をするか、

どうやって決めるのかな。お父さんが、いろいろな活動のプランを教えてくれるの

でしょう。きみたちは、自分がやってみたいことを伝えたかな？ 

水質パトロール隊に入って３年目、小学校の近くを流れる扇川の水質調査、報告

したら賞をとりました。がんばってよかったね。名古屋市市民モニターにも参加し

ました。住んでいる？緑区の水が悪くないこともわかりました。よかった！水は、

生きものにとってとても大切なもの、水質調査は、川の健康診断ですね。 

水質パトロールで活動したことをくわしく書いてくれました。暑さの中ごくろうさまで

した。水質は、あゆがすめるくらいきれいでした。河口が汚れているのであゆが登

ってこないのは残念ですね。扇川は、直接、海へ流れ込むのではなくて、別の川

と合流して海へ出るのではないですか。となると、河口の汚れは、合流した川が

汚れているのかもしれませんね。はんいが広くなるし、汚れの原因をしらべるの

がたいへんですね。他のパトロール隊の人たちの結果が出ると、もっといろんな

ことが分かるでしょう。アユが登る（そじょう：遡上 といいます）日を楽しみに活動

を続けましょう。 

扇川に住んでいるシラサギやカメも、みつけました。動物のためにも、きれいな扇

川であってほしいですね。 

名古屋市の市民モニターとしても活動してますね。６年間。みんなが小さかったと

きから、お父さん、お母さんが続けてきたわけですね。もう、水の取り方、検査の仕方を覚えましたか。市民が水について関心

を持ってくれるようになるといいですね。写真はみんなで何をしているところかな？ちょっと、説明を書いてくれるとよかったで

す。 

 

 

ゴーウィングス 

壁新聞のタイトル：ピカピカエコハーモニー        

ますの手づかみ体験は、初めてですか？食べ物を感謝して食べることはとてもいいことです。世の中が進歩しても、食べ物を

作ることはできません。お米も、野菜や果物も、肉や魚もすべて自然のめぐみです。自然を大事にしなければいけないですね。 

ヒメボタルを守る活動もしました。ヒメボタルは、名古屋城の外堀にいること、小さいこと、陸生であることを新聞で知りました。

夜遅くですが、光るときれいでしょうね。ヒメボタルの歌もある。もっと外堀にヒメボタルがいることをＰＲして、外堀にごみを捨て

ないようになってくれるといいね。 

ＥＳＤこどもフォトコミュニケーションの全国大会にも中部ブロックを代表して参加しました。夕焼けの空に写ってしまう電線はち

ょっと残念ですね。空気の汚れが夕焼けの色を変えてしまうことから、排気ガスや、ゴミを燃すことに結び付けられるのは、日頃

の活動のおかげですね。たくさんの人の前で発表するのは、きんちょうしたようだけどきちょうな体験ですね。 

ふり返ると、ＥＳＤ年は実りの多い年でしたね。ＥＳＤのゴロ合わせも、うまくできました。これからも、じぶんたちの問題として環境

をとらえた活動を楽しみながら続けてください。 

 

サポーターの方へのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

家族みんなで環境学習とエコ活動、素晴らしいですね。しかも、名古屋市水質市民モニターも愛知県水質パトロール隊への参加

も長く続けていることに感心いたしました。 

2014 年度の活動 66 件を挙げておられますが、活動内容が「環境学習」「体験学習」「実践活動」「交流活動」を通じて、幅広く環

境に関わっているという印象を持ちました。お子さんも一緒に活動されるのですか？ 

中には難しいテーマも見られますが、「エコって難しいことじゃない」「知ると楽しくなる」というお子さんのメッセージがありますか

ら、理解が進んでいるのでしょう。 

みなさんが活動されている周辺の愛知県は、環境が良い状況にあるように思います。一方、まだまだ、負の環境面が多く残って

います。お子さんもゴミや排ガスについて、気づいています。その辺りから、今までと違った環境保全活動へも関心を深めさせて

いくことも良いのではないかと考えます。 



 

愛知県豊明市 豊明エコキッズ 

壁新聞のタイトル：エコキッズ２０１４       23-04 

 

豊明エコキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

1 年間楽しく活動したことが、模造紙をめいっぱい使って表現できていると思い

ます。「どんな内容かな」と読むのが楽しみになるかべ新聞ですね。それぞれ

の活動に、タイトルが目立つように書かれていて、とても良いと思います。シン

プルなことですが、読む人に親切です。 

水質パトロールは、7 年間ずっと続けている活動のようですね。7 年分の結果

をグラフにしてあるのもよい工夫だと思います。ここ 3 年ほど数字が上がって

いますね。何か理由があるのかな？ぜひ考えてみてほしいと思います。見つ

かった生き物をイラストで紹介していて、わかりやすいと思います。 

エコクッキングや廃油作りでは、作り方がていねいに書かれているのが良いと

思います。自分たちが活動するのも大事ですが、それを他の人にも広げていく

のも大切なことです。みなさんのかべ新聞を読めば、他の人もすぐにエコな取

り組みをすることができますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

また、一つの活動が他の活動にもつながっているのもいいですね。野菜栽培

で作ったさつまいもと、廃油石けんを使ってエコクッキングをする、というように

活動の流れがあると思います。別々の日に活動していても、前の活動を思い

出す機会にもなりますね。 

色々な活動をしているので、ぜひ全体のまとめがあるともっとよいと思います。活動の流れという点では、エコクッキングの水を

なるべく汚さないことと、水質パト ロールの活動もつなげられるかなと思うので、そうゆう視点でまとめを書いてみると、自分自

身のふりかえりにもなると思います。 

 

愛知県あま市 きだエコクラブ 

壁新聞のタイトル：みどりのカーテン       23-05 

 

きだエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

きだエコクラブの皆さんは、「環境について出来ることはすべて実験する」を活

動テーマにしています。今年は緑のカーテンについて実験したようですね。「み

どりのカーテンなくてもすずしくなりました」は興味をひくタイトルだなと思いまし

た。実際に部屋の温度はすだれを使った方が低くなっています（※温度を表す

度は°ではなくて℃ですね）。 

たしかに、緑のカーテンは世話をするのが大変かもしれませんね。秋になって

枯れた後の片づけもあります。最近エコな取り組みについての情報がたくさん

ありますが、それについて「本当にそうかな」とか「もっと別な方法はないかな」

と考えることは、とても重要なことです。皆さんの視点はとても大切だと思うの

で、これからも色々と実験して、考えてほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

その中で、ぜひ良い点と悪い点を両方考えて、書けるとさらに良いと思います。

例えば緑のカーテンはゴーヤがとれたり、朝顔がきれいに咲いたりする楽しみ

もありますね。一人ひとりに合った方法を考えられるように、提案できるといい

ですね。 

また、実験してみて、みなさん自身はどう思いましたか？応募用紙の方にはメ

ンバーの感想が書いてありますね。たとえ一言でも、体験から得た言葉には力

があります。それをみんなで書けるともっと想いが伝わるかべ新聞になると思

います。 



 

三重県四日市市 四日市尾平イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：三滝川生物調査 太陽と自然       24-03 

 

イオン四日市尾平チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
チアーズクラブのみなさんは、春、夏、秋に三滝川に入って、魚や虫などの生き物を網などでと

って、生き物調査をしたのですね。とっても気持ちよかったのではないでしょうか？ 

すべって転んだり、石につまずいて転んだりした人はいませんでしたか？夏の暑い時は、もっと

川に入っていたいと思うこともあったでしょう。 

自分たちがつかまえた魚や虫の絵を書いてくれました。自分の目で見た通りを書いてくれまし

たね。オイカワの絵が 5 月、7 月、10 月でちがうことは、同じ人が書いたのではなくて、それぞ

れちがう人が書いたのでしょう。良いことですね。みんなが参加して活動していることが分かり

ます。 

魚の絵とくらべると虫やその他の生き物の絵を書くのは、むずかしかったですか？ふだん見る

チャンスが少ないから、すぐに書くのはむずかしいかも知れませんが、それぞれの虫や生き物

のとくちょうはよくとらえて書いてありますね。魚や虫をとっている写真を見るとみんなが真剣

に、一生けんめい活動していることも分かります。サポーターの人がこの魚は○○だよとか何

がとれたかな？と教えてくれましたね。黄色いシャツはチアーズクラブのユニフォームかな？ 

チアーズクラブはメンバーが 60 人もいますので、たとえば 3 つのグループに分けて、三滝川の

上流、中流、下流に分けて生き物調べをするとか、三滝川がややきれいな川のようですから、

とてもきれいな川あるいはとてもきたない川とくらべて生き物調べをすると三滝川の良さがよく

分かると思います。 

生きものの説明をサポーターの人が書いてくれました。いくつかの生きものについて、チアーズ

クラブのみなさんが調べたことをみなさんが書いてくれると、いいなーと思います。自分で調べて、自分が分かったことを書くことは、と

ても良くみんなの頭に入ると思います。 

ぜひ、生き物をとるだけでなく、調べるけいけんもこどもたちがすると良いと思います。 

今回のかべ新聞では「太陽と自然」を発見しようとしたと思います。太陽の光をたっぷりとあびて成長したケイソウをエサにしているこ

とで、太陽のありがたさが分かりますね。もっとほかにも太陽のありがたさを発見したことはありませんでしたか？太陽の光で水草が

たくさん生えて魚たちの住み家ができていないだろうか？太陽で水が少しあたたかくなり、魚や虫たちが元気に動いていないだろう

か？などなど 

 

 

四日市尾平イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：三滝川生物調査 太陽と自然        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

5 月（春）、7 月（夏）そして 10 月（秋）に見つけた魚や虫の絵を書いてくれましたが、春、夏、秋でどんなちがいがあったのだろう

か？生き物の種類にとく ちょうてきなちがいがあったのだろうか？あるいはとれる数、量にちがいがあったのだろうか？魚や虫

は川のどんな所で見つけたのかな？ガサガサやっている水 草の中かな？水の流れのゆるやかな所で見つけたのかな？石の

下で見つけたのかな？あるいは、川の水の色やにおいにちがいはなかったですか？そんなことも書 いてくれると三滝川のき

れいさ、きたなさが分かりますよ。三滝川の水質は、ややきれいと書いてありますが、どんなことからややきれいと分かったの

かな？ 

環境省水・大気環境局と国土交通省水管理・国土保全局が編集した「川の生きものを調べよう」という本があります。この本に

も書いてありますが、水が きれいか、きたないかを判定するためには、見つけた生き物の数を調べることが大事です。それと

水のきれいさ、きたなさを判定するための生きものがどの位、 いるかを調べることがひつようです。たとえば、ややきれいな水

にいる魚や虫は、アユ、カワムツ、ゲンジボタル、ヒラタドロムシ、スジエビ、コオニヤンマ、 コガタシマトビゲラ、オオシマトビゲ

ラ、カワニナ、ヤマトシジミなどです。オイカワはきたない水に、アメリカザリガニはとてもきたない水に住んでいます。 

水のきれいさ、きたなさを決める生き物がどのくらいいるかを表にしてまとめると良いと思います。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

一番下にきれいな海にしよう！！ごみの調査もしました。ＣＯ２を少なくしよう。と書いてあります。三滝川の生きもの調査から、

とつぜん、海の話、ごみの話、ＣＯ２の話が書いてあるので、つながりが分かりません。チアーズクラブのこどもたちとは、よく話

し合ったことだと思いますが、ぜひ、つながりが分かるようにして下さい。 

壁新聞の中にこどもたちの生の声がなかったのがさびしいです。ぜひ、次の壁新聞には、こどもたちの活動をもっと前面に出し

て新聞作りをすると良いと思います。 



 

三重県四日市市 海蔵しぜんクラブ 

壁新聞のタイトル：満喫した少年自然の家       24-04 

 

海蔵しぜんクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

少年自然の家でのキャンプのようすが、写真がたくさんあるのでよくわかり

ます。ありがとう！！！ 

たくさんの写真から、消しゴムハンコ作り、カレーライス作り、自然観察、里

山のせいびなどの活動をお友だちといっしょに楽しんだようですね。消しゴ

ムハンコはどのようなところがむずかしかったかな。おともだちといっしょに

作ったカレーライスはおいしかったかな。自然観察ではどのような自然の

生きものを発見できたのかな。里山のせいびでは、ノコギリをうまくつかえ

たかな。 

これらの一つ一つの活動で、お友だちといっしょになかよくやれたことが楽

しい思い出として心にのこったと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの活動の写真にどのようなことをしたのか、どのような発見があ

ったのか、どのようなところがむずかしかったか、もう少しせつめいをしてくれたら、このかべ新聞を読んだお友だちは、それぞれ

の活動のようすがもっとはっきりとわかると思います。次のかべ新聞をわくわくして楽しみにまっています。 

 

三重県鈴鹿市 鈴鹿イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：太陽と自然の新聞＜VOL.1＞       24-01、24-02（２枚） 

 
イオン鈴鹿チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

太陽と自然をテーマに、①のかべ新聞では 4 つの体験についてまとめています。どの活動も、三重県の魅力をたっぷり感じ

るものですね。地域の方とも協力して活動できて、とても良いと思います。 

伊勢茶体験では、お茶摘みとお茶作りを行ったのですね。一番茶と二番茶の日付が書いてあるので、お茶摘みをしたのはこ

の 2 回なのかな？やっぱり味はちがうでしょうか？自分で摘み取ったお茶は、どちらもおいしかったのではないしょうか。 

三年目になった里山保全では、継続の効果が表れています。常緑樹を伐採することによって、地面まで光が届くようになり、

ササユリが 50 年ぶりに咲いたのですね。地元のみなさんもとても喜んだのではないでしょうか。人が手を加えることによって

守られる自然もあることを実感することができたと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは毎回学習したことをノートにまとめているということで、このかべ新聞にも学んだことがぎっしりつまっています。読

む人に伝えたいことがたくさんあって、とても読み応えのあるかべ新聞だと思います。なので、さらに活動の感想を書くともっと

いいと思います。うれしかったこと、楽しかったこと、大変で 疲れたこと、など。メンバーがどんなことを感じたかを共有することで、また新しく発見す

ることもあると思いますよ。 

イオン鈴鹿チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

②のかべ新聞では、川・山・海など自然の中で体験したことが書かれています。①も含めて見ると、一年間でみなさんが様々

なフィールドで色々な体験をしていることがよくわかりますね。一年間に 20 回以上の活動は、大変な部分もあると思います

が、みんな楽しそうに活動していて、かべ新聞を読んだ人も「参加してみたいな」と思える内容だと思います。 

また、学んだことをていねいに説明できていると思います。人工林と自然林の違い、透視度計の説明など、わかりやすく書か

れていると思いました。人間もふくめて、他の生き物と関係せずに生きられる生き物はいません。食物連鎖や生物多様性な

どについてよくわかるかべ新聞だと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

①のゴシドウでも書きましたが、ぜひみなさんの感想を書いてほしいと思います。 

また「これから」の部分があるのはとてもいいですが、もう少し身近なことを 具体的に書くといいですね。家や学校で自分は

どんなことができるか、すでに取り組んでいることを書くのもいいと思いますよ。 



 

三重県いなべ市 大安中学校テクニカルボランティア部 

壁新聞のタイトル：大安中学校テクニカルボランティア部の活動       24-05 

 

大安中学校テクニカルボランティア部さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

素晴らしいかべ新聞です！！！間伐材や廃材から木工製品を作り、それらを地域の人た

ちとの交流のために寄付をして、交際貢献にも役立ち、木のリサイクル活動を説明して、

「テクボラ」の目標を掲げ、そして部員による学習会での発表まで、間伐材に関する一連

の活動が理解できるかべ新聞になっています。皆さんのこのように立派な活動にエール

を送りたいと思います。 

「木は、三度生きる」という言葉をあるところで読みました。「木の一度目のいのち」は、光

合成をしながら樹木として成長して、自然環境に役立っていることです。「二度目の木の

いのち」は、木材として生きることです。そして「三度目の木のいのち」は、木は燃料として

生きる、そしていつの日にか焼却され灰になり、またはキノコや土壌生物によって分解さ

れ腐朽して、木の養分となり、木の中にあった二酸化炭素は大気中に戻されます。このよ

うなサイクルを、持続的に繰り返すことによって樹木は、第三の生を全うするのです。 

皆さんのかべ新聞を読んだ時に、直ぐにこの言葉を思い出しました。皆さんのこの立派な

活動を通して、森、樹木、環境などの大切さを継続的に一人でも多くの人たちに伝えてい

って欲しいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

皆さんの学習会ではどのような発表をしたか、さらに知りたくなりました。是非次回のかべ

新聞でこの発表内容を読めることを期待しています。 

森の活動には、仲間と一緒に①森に親しむ、②森を知る、③森を守るという一連のステップがあると言われています。この③森

を守るという活動は、森の保全整備や林業支援・植林活動のことですが、この森の保全活動を皆さんの活動目標の一つとして

かかげれば、さらに自然、環境そして森が身近に感じることができると思います。皆さんの活動をサポーターとして応援しま

す！！！ 

 

三重県明和町 明和イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：私たちの地球の自然に気づこう       24-06 

 

イオン明和チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「太陽と自然」という大きなテーマを１年間のいろいろな活動を通して、目的、学習、実

験、まとめそして交流にわけて、かべ新聞にすっきりとまとめることができましたね。 

明和チアーズクラブの一人一人のがんばりが出ているみごとなかべ新聞です！！！

素晴らしいチームワークで完成したかべ新聞ですね！！！ 

まとめの中の「持続可能な地球環境を守り、地球の未来を明るくするために、太陽に

感謝して、恵みを大事にして守って行きましょう。」という文はとても大切なことであり、

かべ新聞の中で一番印象に残る言葉で、皆さんの思いを読者に十分にアピールでき

たと思います。 

子どもたちから大人まで一人でも多くの人たちに、このかべ新聞を読んでもらい、同じ

思いを共有できるサポーターがたくさんあらわれることを心より期待していますよ。次

回のかべ新聞ではどのようなテーマにチャレンジするのか、「わくわく」して待っていま

す。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「目的」に「自分たちの生活の中で太陽との関係を知り、どうしたらうまくつきあえるか

を知りたい」と書かれており、「まとめ」に「太陽による悪い影響は太陽から発せられる

紫外線、エックス線、ガンマ線等の危険なエネルギーです」と書かれていて、このよう

な危険なエネルギーとどのようにしたらうまくつきあえるのかというヒントがこのかべ新

聞に書いてあればうれしいと思います。 

「まとめ」の文章をもう少しだけ簡単にまとめて、かべ新聞の読者にもっとアピールできるよう工夫したら最高ですね。 



 

滋賀県大津市 瀬田北中学校 科学部 

壁新聞のタイトル：活動報告 2014       25-01 

 

大津市立瀬田北中学校科学部さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ワープロの字がとてもきれいに書かれています。①長沢川，②中学校の位置付け，

③エコスクールの主な活動，④長沢川の清掃，⑤ゴーヤのグリーンカーテン，⑥中学

校，⑦エコスクール，⑧滋賀県科学研究発表と順に説明がされていて，サポーターの

はたらきが目に見えるようです。先生方がアドバイスをしたことが応募用紙にあります

が，それよりも１年と２年の中学生の力が大きく効果を表したと思います。どのコラム

も記事がまとまっています。この新聞が学校の掲示板だけでなく，地域や県の施設に

も掲示してもらい，瀬田北中学校のエコ活動の周知になるといいですね。そのために

はこのエコ活動が町中の人たちに知らされて理解され，さらに町内会や教育委員会

などに働きかけて，住民みんなが参加できるイベントになっていくことを期待していま

すよ。 

市や県の科学研究発表会に出場して説明をしていますので，きっと来年もおもしろい

研究成果を見せて下さい。特に水質の変化を毎年追いかけていますので，ぜひともこ

れは継続してみて下さい。昔の調査結果と比べてみると新しいことが判るかも知れま

せんよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

応募用紙ではかべ新聞のタイトルは「活動報告 2014」ですが，かべ新聞をみると「Ｓ.

Ｊ.Ｈ.科学部通信出張版」となっていて，不整合がみられました。言葉がちがうと理解する力が弱まってしまい，その深さが浅くな

ってしまいます。もしかするとこの新聞は，滋賀県科学研究発表会などに使われたものでしょうか。少なくともかべ新聞のタイト

ルくらいはきちんと整合して下さい。 

もう一つは，活動テーマ「地域自然のすばらしさを伝えよう」がかべ新聞上に記載されていないことです。せっかくステキなテー

マを作ったのに，記載しなかったのはとてもざんねんです。どの課題も科学として十分研究に値するものと思いますので，証拠

⇒仮説・理論⇒明確な結論という流れで説明をするとまとまりが出てくると思います。 

 

滋賀県大津市 大津こども環境探偵団 

壁新聞のタイトル：葛川新聞       25-02 

 

大津市こども環境探偵団さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

身近な環境問題をいろいろな側面から話題にしてくれたのは，とても

大切なことです。遠くの見たこともない自然よりも，実物を手にして考

えることのできる身近な自然の方が価値があります。59 人の環境探

偵団が協力して 6 つのテーマを掘り下げているのは面白いと思いまし

た。また，平成 2 年から昨年で 25 年目とお聞きしましたが，息の長い

活動を続けていることに感めいを受けました。親から子へ，兄姉から

弟妹へ，「こども環境リーダー」の育成事業として継続した活動を続け

ているとお聞きして感動しました。また目的には，地域の「こども環境

リーダー」から「環境人」へと成長することを目指していると応募用紙

にはありますが，このことも新聞のタイトルの下の余白に書いておくこ

とが大切です。どんな目標をもって探偵団は活動しているか，最初に

読者に伝えたいことですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞のタイトルと応募用紙の不整合がありますね。「葛川新聞」と「葛川自然新聞」とでは，記事をのせるはんいも大きくこ

となってくるのではないでしょうか。その上，かべ新聞の６班以外のかべ新聞を見たいものです。それと「宿泊体験」～「これ見

て！私が見つけた自然の姿」という活動のテーマがかべ新聞に記載されていないことや，あまりこだわりませんが着眼点やま

とめ方に不ぞろいの印象があります。書き直せばいいだけのことです。参加者が多数いるので，着眼点とまとめ方の字体や大

きさがそろわないときは，思い切って書き直しをするととてもきれいになると思います。 

改善点としては，写真が一枚掲示されているので，その内容をもっと掘り下げて作文してはいかがでしょうか。現在とはどこが

ちがうのか。何に気が付いたのか，書きとめる力が問われている。文字の大きさを整える，小見出しをもっとていねいに書くこと

で，内容にも注目してもらえるのではないでしょうか？ぜひ来年もちょうせんして下さい。 



 

滋賀県大津市 大津市子ども会ジュニアリーダークラブ KIDS 

壁新聞のタイトル：エコフィッシング 2015       25-03 

 

大津市子ども会ジュニアリーダークラブ KIDS さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「びわ湖エコフィッシング 2014 KIDS 瓦版特別号」を 40 人の仲間が作ってくれました。文字

の大きさはよろしいかと思います。小見出しは囲み文字を使うなど，工夫も見られますが，

少し雑な字体になっていませんか。やはりていねいにつくられたかべ新聞は読者をひきつけ

ます。いろいろな色のマーカーで小見出しを作っているのすばらしいと思いますが，それぞ

れの記事のわくぐみが定規を使って線を引いているとは思いますが，ていねいには見えま

せんでした。今回の 3 つの目的を達成するためにいろいろな活動をしたのですが，つながり

がまだ弱いように感じました。こんなときは，目的のとなりに成果を書き込んでおくことです。

言葉が同じであれば繰り返してかべ新聞に登場しても不自然なことはありません。繰り返し

はかえって理解を深めてくれると思います。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

応募用紙のかべ新聞タイトルとかべ新聞のタイトルが合っていません。さらに誤字（ごじ）が

あります。「大津市存中」はきっと「在住」のまちがいですね。見出しの工夫として「何を」につ

いては書かれていますが，「どのように」がかべ新聞に書かれていません。 

琵琶湖の近くにみなさんは住んでいるので，新聞やテレビで外来魚の増加が在来種の減少

を引き起こしているということは理解していると思います。この身近なテーマを取り上げて，実際に釣り大会で外来魚をつかま

え，さらには試食することで，強く印象付けられたことが読み取れます。今季の目的として掲げた３テーマは実現できたと考えら

れます。エコフィッシングが定着することは参加者の感想から読み取ることができます。でも，継続した活動になって行かないと

琵琶湖の生物の種類や量が以前の状態に戻るまではまだまだ時間がかかると思われます。 

ぜひとも KIDS だけでなく，大津市民の参加を受け入れて大きなイベントへと発展させていただきたいと願っています。早くしな

いと琵琶湖が外来魚だけになってしまうかもしれませんよ。 

 

滋賀県大津市 ぼてじゃこワンパク塾 

壁新聞のタイトル：ぼてじゃこワンパク塾の活動       25-04 2 位推薦 

 

ぼてじゃこワンパク塾さんへ 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

・たくさんの写真にたくさんの魚の絵、そしてたくさんのみなさんの感想が書かれていて、活動の楽し

さがイキイキと伝わってきますね。ぼてじゃこワンパク塾のみなさんは、100 名で活動されているとの

こと。親子自然体験教室の活動と、ぼてじゃこ池での活動、外来魚駆除や湖岸ごみひろいなどのボ

ランィア活動もされているということで、はば広くたくさんの活動をされているんですね。 

・琵琶湖があり、川も多く、みなさんのいる滋賀県は豊かな水辺環境がありますね。そんな中での生

き物観察や魚釣り、地引網体験など、他ではなかなかできない活動もあり、うらやましいです。かべ

新聞を見ると、いつごろどんな活動をしたのか、そしてどんな魚が釣れたのがが良くわかりますね。 

・魚の絵や、魚の名前もいっぱい書いてくれています。絵は、ちゃんと魚の形の特徴を知っていない

となかなか描けないものですが、みなさんの絵を見るとしっかり観察して描かれていると思います。

きっと、大人の私よりも、子どものみなさんの方が、たくさんの魚の種類を知っていて、上手に魚をと

ったりつったりすることができるのでしょうね。すてきなことだと思います。 

・水辺で楽しく遊び、水辺の生き物のことをたくさん知って、発見したりおどろいたり、いろんなことを

感じながら、これからも楽しく活動をしてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんのような水辺でのすてきな活動が広がればいいなと思います。みなさんのかべ新聞を見て、自分もやってみようと思ってくれ

る人が多くなればいいですね。 

みなさんの活動のみりょくをさらに伝える方法について、ちょっと考えてみました。 

・魚とり、魚つり、地引網など、いろいろな方法でさかなをとっていますが、どんなちがいがあるのか、それぞれ、どんなところが面白い

のか、むずかしさなど、まとめてみるのも面白いかもしれません。 

・おもしろかった、たのしかったところについて、一つのことをもっと詳しく書いてみるのもいいのかもしれません。 

・安全に水辺で活動をするために、みなさんが気をつけていることはどんなことですか？ そういうった情報は、かべ新聞を見て水辺

の活動をしようかなと思った人の参考になりますね。 

みなさんの好きな活動、生き物について、かべ新聞だけでなく、いろんな人に教えてあげてくださいね。かべ新聞にまとめるって、自分

たちの活動をふりかえるいい機会でもあります。いろいろなまとめ方があると思います。参考にしてください。 



 

滋賀県草津市 渋川小学校生き物学習実行委員会 

壁新聞のタイトル：渋川いきものがたり       25-05 1 位推薦 

 

草津市立渋川小学校生き物学習実行委員会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

渋川小学校での「生き物さがし」の活動が、とても良くわかる素敵なかべ新聞ですね。1 年生か

ら 6 年生まで全員で取り組み、地元の人などとも協力しながらの活動です。 

かべ新聞を見て、特にすばらしいなと思ったことが２つあります。 

一つめは、生き物さがしをするだけでなく、調べた結果を「渋川生き物絵図」や「いきものがたり

紙芝居」にまとめ、展示したり、紙芝居公演をしているところです。調べて終わりではなく、地域

の人々をはじめ色々な人への情報発信をして、交流をして、たくさんの人に渋川の生き物のこと

を知ってもらったり考えてもらうことができたというのは、すてきですね。 

二つめは、小学校の子ども達と先生だけでなく、地域の方、行政の方、研究機関の方や地元企

業の方など、多くの方々を巻き込んで活動していることです（渋川いきものがたり作成支援委員

会）。立場のちがう人たちと活動をすることは、知らないことがあったりやる気をしげきされたり

と、お互いによいことが多いですね。協力してくれた大人の方々も、渋川小学校のみなさんの活

動からパワーをもらったと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

デザインも読みやすく、黒地に白い文字で目を引きます。最初に見たときは、中学校のかべ新

聞かと思ったぐらい、上手に作ってあり、特に付け加えることは思いつかないぐらいです。強いて

言うなら、いつの活動か（年月など）がわかると、あとから見たときにわかりやすく良いですね。 

以下について、もしかしたら生き物絵図や紙芝居などにまとめられているのかもしれませんが、

今後の活動の参考にしてください。 

・生き物さがしで 106 種類を見つけたとのことですが、「多かった生き物」「少なかった生き物」はどんな種類でしたか？まとめてみると

面白いことがわかるかもしれません。 

・小学校のみなさんが好きな「人気の生き物」などを調べてみるのも楽しそうですね。地元の方に好きな生き物や困った生き物につい

て聞いてみるのも面白そうです。 

・今と昔の生き物くらべをしたとのことですが、今と未来の生き物くらべをしたらどんな風になりそうか、みなさんで予想して話し合って

みるのも面白いかもしれませんね。 

これからもみなさんで楽しく活動してくださいね。次はどんな活動をされるのか、楽しみです。 

 

滋賀県栗東市 たまてばやしの会 

壁新聞のタイトル：たまて林ニュース 2013 ふゆ～2014 なつ       25-06 

 

たまて林の会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

すてきな写真がたくさんのかべ新聞で、みなさんがいきいきと楽しく活動されている様子

が良く伝わってきます。たまて林の会のみなさんは、なんと「小屋作り」の活動をされたと

のこと。 

木材にカンナをかけたり、リヤカーを押したり、雨水タンクを運んだり…。自然豊かなフィ

ールドでの活動、きっとすてきな小屋ができあがったのでしょうね。 

たけのこほり、スイカ割り、おみこしづくり、野外ライブなど、子どもも大人もとても楽しそう

ですね。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動の説明をもう少し追加しても良いかもしれません。どれが小屋作りをしているところ

なのか、どんな順番で小屋を作っていったのかなどが書かれていたら、壁新聞を見てい

る人にもわかりやすいと思います。 

それから、活動の感想を添えるのもいいですね。子どもの感想と大人の感想が両方書か

れていたら面白いと思います。 

自然の中での体験活動は色々とありますが、小屋を作ったりすることはなかなかない活

動ですね。ゆったりした楽しい活動をされていることが伝わってきます。これからも、のび

のび楽しく活動してくださいね。 



 

滋賀県甲賀市 油日小こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：くすりの町甲賀町のビオトープに薬草園ができた！       25-07 3 位推薦 

 

油日小学校エコ委員会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

油日小学校のエコ活動についてまとめられたかべ新聞です。 

甲賀町がくすりの町というところから地元企業の方と一緒に薬草園を作ったことや、

エコパーク（ビオトープ）を中心としたエコ委員会の取り組みや、各学年での活動の

様子がとてもわかりやすいですね。 

生き物好きのみなさんが、色々な生き物を世話しながら楽しく活動されているのが

伝わってきます。エコンジャーの劇やミニ水族館など、どれも楽しそうで私も見てみ

たいです！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ビオトープの池や薬草園をモチーフにしたすてきなデザインで、読みやすく工夫がさ

れているかべ新聞ですね。写真にコメントが付いていて、楽しくわかりやすくなって

いると思います。 

環境フェスティバルの日にちや、3 年生がアイの生薬染めをした日にちなど、ところ

どころ日にちが書かれていますが、グリーンカーテンの写真はいつごろのものなの

かなどもあるとすてきですね。生き物にとって、いつの季節なのかで様子がかわっ

てきますので、植物だったらいつ植えていつ収穫したのか、昆虫だったらいつ頃生

息が確認できたのかなどを意識してまとめるのも良いと思います。 

エコパーク（ビオトープ）があるということは、身近に生き物がいるすてきな小学校で

すね。地域固有の水草を守る活動も、とても素敵な活動です。これからもみなさん

で協力しながら、楽しく活動を続けてくださいね！ 

 

滋賀県多賀町 多賀町アストロクラブ 

壁新聞のタイトル：星空を見上げて環境を考えよう       25-08 

 

多賀町アストロクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

多賀町アストロクラブのみなさんは、毎月１回の天体観測の他、自然観察やごみ回収パレード

などの活動をされています。 

かべ新聞には、天究館の望遠鏡のことや、好きな星や星座、地元多賀町のことなどが書かれ

ており、どれもとてもわかりやすい記事ですね。 

かべ新聞の中に「太陽系の惑星の中でゴミが落ちている星は地球だけ」という文章があり、と

ても心にひびきました。宇宙を見上げる一方で、地域の自然や人間のごみについての活動に

も取り組んでいるみなさんの「宇宙の視点」を感じます。 

私も星を見るのがとても好きなので、機会があれば、ぜひ一度みなさんと一緒に星空を見て

みたいなあ！ 

それから、東日本大震災で被害を受けた富岡町のみなさんとの交流は、本当にステキな活動

ですね。七夕飾りや巨大年賀状から元気をもらえたと思います。小惑星「富岡町」に込められ

た願いが、いつかかないますように★ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

多賀町は自然豊かな場所で、夜の光害も少なく、きれいな星空が見えるでしょうね。うらやまし

いです。大人も子どもも協力しながら、これからも多賀の豊かな自然環境を大切にしていけるといいですね。 

もしかしたらもう知っているかもしれませんが、「光害マップ」というものがあります。地域によっては夜も明るく、あまりたくさんの

星を見ることができません。多賀町はどれぐらいなのか、また、みなさんが知っている他の地域はどれぐらいなのかを比べてみ

るのも面白いかもしれませんね。 

また、もし機会があったら、ぜひごみ問題以外の環境問題についても調べたり話し合ったりしてみてください。聞いたことのある

話や気になることはありませんか？環境問題の多くは、人間の活動が原因だったりします。みなさんの「宇宙の視点」で見る

と、面白い発見があるかもしれません。 

富岡町のみなさんとの交流もぜひ続けてください。これからも楽しくステキな活動、がんばってくださいね。 



 

京都府京都市 西京極児童館自然探検隊 2004 

壁新聞のタイトル：みぢかにいるめいわくな動物       26-01 

 

西京極児童館自然探検隊 2004 さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

自分たちのまわりにめいわくな動物たちがいるのは困ったものです。 

ここであげられている動物たちのほとんどが外国からやってきた外来生物です。4 コ

ママンガにもあるように、動物たちが自分から好きでやってきたのではなく、人間の

都合でつれてこられた種が多いようです。これは人間にも大いに責任がありそうで

すね。特にペットとして輸入された動物は捨てる人間がいたのが原因の場合も多い

のです。捨てられた動物も不幸ですし、その動物（外来種）に追いやられたもともとそ

こに棲んでいた動物（在来種）も不幸になります。 

最後にある「一番悪いのは人間です」という言葉がとても切なく感じられます。この言

葉を忘れないようにして、楽しくくらしていきたいものですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

人間のめいわくになる動物も、もとはと言えば人間が原因であることがわかりまし

た。この外来生物をはじめとする問題は日本全国で起こっています。もっともっと日

本中考えないといけない問題です。とても大事なことが書かれた新聞ですので、これ

を発展させてほしいと思います。最後に書かれたまとめと動物ごとの対策を日本中

の人々に守ってもらうにはどうしたら効果的でしょうか？ ぜひ次回の新聞でもこの

ことを取り上げてもらいたいと思いました。 

 

京都府南山城村 笠置中学校エコクラブ 

壁新聞のタイトル：水生昆虫を絶滅の危機から守れ       26-02 

 

笠置中学校エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

僕の住んでいる東京都ではタガメやゲンゴロウはもういないのです。タガメもゲンゴ

ロウも「絶滅」と判定されてしまったのです。絶滅した種が二度とよみがえることはあ

りません。タガメやゲンゴロウがすめる自然がいつまでも残るといいなと新聞を読ん

で深く感じ入りました。 

京都府といえば今は絶滅してしまった淡水魚・ミナミトミヨが最後まで生息していた

場所ですね。豊かな自然が残っている地域でも、それがいつまでも残るとは限りま

せん。開発などの影響で数を減らしつつある動物たちは今も多いのが現状です。損

そのような中で、タガメやゲンゴロウが棲める南山城村の自然は「日本の財産」とさ

え言えるかもしれませんね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

肉食性の水生昆虫は餌を食べることにより、残り物等により水質を悪化させるので

世話が大変ですね。 

におい等もきつく水かえ作業はけして楽なものではありませんが、そのような生物を

飼うことで本を読むだけでは得られない、いろいろな発見があることと思います。僕

も子どもの頃からいろいろな水生生物を飼育してきたことが、動物関連のプロとなっ

た現在も仕事の中でかなり活かされています。みなさんも将来どんな道に進んだと

してもきっと経験は生きてくるはずです。絶滅危惧種を飼育できるのも、南山城村の

自然があるからこそ。意義のある活動ですのでがんばってください。 



 

大阪府大阪市 せいわエコクラブ 

壁新聞のタイトル：せかいのために いまこれから わたし達のできる事！       27-01 

 

せいわエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

せいわエコクラブのみなさん、こんにちは！ 

みんなの１年間の活動がびっしり詰まったすばらしい新聞をありがとう！ 

かべ新聞の真ん中に、びわ湖と大阪湾、それを結んでいる淀川、みんなの学

校、有機栽培見学や大阪湾の生き物調査の場所も描かれていて、みんなの活

動の広がりと位置がよくわかりました。その周りをみんなの活動を示す写真や解

説が取り囲んでいます。みんなでだいじに守っている感じが現れていますよ。大

阪の水は琵琶湖から来るのですね。そこでみんなが水を守る活動を続けている

わけがわかりました。 

琵琶湖の水を守るために、まわりの森を守ることを 15 年も前から続けているそう

ですが、みんなはまだ生まれていない頃からですね。森を育て、守ることは時間

がかかります。だから、いま、間ばつをして元気になった森はみんなが大人にな

ったころ、みんなの子どもが琵琶湖に来るころにきれいな水を琵琶湖に流してく

れていると思います。水は冷たかったそうですが、アユも見られてよかったね。み

んなのかんばつ活動を、全国子供フォトコミュニケーションで発表しました。他の

代表の発表を見て「すごい！」と感じたのですね。よそでも、同じような仲間が活

動していることを知る機会があって、はげみになったことでしょう。 

自然観察も楽しみですね。大阪湾の生き物一斉調査は、何か決めて（今回は巻

貝）調べるのですか？それにしても、海の生き物の図はうまくかけています。２月

の野鳥観察園では、どんな鳥が見られましたか？大阪南港野鳥園が閉鎖される

ので復活して、と書かれています。大阪市はお金がなくて、やめてしまうのかな。続けられるといいですけど。 

ソラダスによる二酸化ちっ素の測定結果にとてもきょうみを感じました。みんなの学校のまわりは自動車の通行が少ないです

か？環境基準を超えた「天王寺区上本町」は、にぎやかで車も多い場所でしょう。二酸化ちっ素は自動車の排ガスから出るの

で、なるべく車にたよらないで自転車で移動するという考えは、立派です。運動にもなるし、一石二鳥といえるかな。 

 

 

せいわエコクラブ 

壁新聞のタイトル：せかいのために いまこれから わたし達のできる事！        

その他のみんなの活動でも、感心したことがたくさんあります。ごみひろい、区民まつりでごみの分別をてつだい、廃油からキャ

ンドルを作るなどなど。ゴミの分別結果を“資源化率”で評価しています。こうすれば、来年もくらべられますね。キャンドルつくり

も、楽しんでやっていることがいいです。他にも、有機栽培見学、みそ造り体験、フードマイレージの勉強をしました。どれもみじ

かな生活に結びついています。フードマイレージの金がく比較で 1970 年代が 540 円、現代が 1380 円となっていますが、どの

ように数字の計算をしたか、分かりませんでした。食べ物の産地から消費者までの輸送に使われるエネルギーを比べるので、

数値で表すのはむずかしいかもしれません。 

この新聞は６年生のみんなが作ってくれたようですが、活動は幼稚園生から高校生まではば広いメンバーで行っているのです

ね。先輩に教えてもらったり、後輩を指導したり、お父さん・お母さんも参加するすてきなグループです。中学生になっても続け

てくれますね。 

みんなの後輩たちが、かべ新聞を引き継いでくれることを期待しています。 

 

サポーターの方へのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

いろんな活動を年間計画に織り込んで活動されています。活動の内容もバラエティに富んでおり、環境問題を子どもたちが理

解できるようになっていると思いました。２０年の活動歴があり、子どもたちの世代間のつながりも感じられ、素晴らしいと思いま

す。 

間伐活動、野鳥や海の生物の観察などを通じて、自然の大切さを体感しているようすがわかります。活動に際しての安全への

配慮もなされています。重要な点と考えます。南港の野鳥観察園の廃止は残念ですね。別の方法で存続されるといいですね。 

みそづくり、クリスマスリースつくり、廃油キャンドルの手作りのプログラムも、体験が後まで記憶されるので、効果が大きいと思

います。 

こ の新聞では、温暖化に直接ふれた部分はありませんでした。フードマイレージで環境負荷としてＣＯ2 排出が空気の汚れと

生物への影響が書かれています。温室 効果ガスと気候変動について、何かプログラムを加えていただくと良いと思います。

（たぶん、やっていらっしゃると推測していますが）フードマイレージの金 額計算の根拠が分かりませんでした。 

そのほか、ゴミ拾い、ゴミの分別を通じて社会への奉仕、問題点を考える機会になっていると思います。 

卒業した子どもたちが、活動に参加してくれるという事は、活動が楽しかったからにちがいありません。せいわエコクラブの活動

がますます盛んになって、琵琶湖の水だけではなく、私たちの環境が守られることにつながることを期待します。 



 

大阪府大阪市 なにわこどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：調査活動 壁新聞       27-02 

 

なにわ こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「長浜自然海岸２０１４．６．１第７回大阪湾生き物一斉調査」というタイトルでかべ新聞

をまとめてくれました。９年いじょうも海辺の自然観察を続けてきた団体が，「大阪市立

環境学習センター生き生き地球館」の閉館のために，活動の継承をめざしてあらたに

募集をかけてエコクラブのバトンをつなぎました。これだけ書いても，その感動の大き

さは伝わってくると思います。 

とくに海辺の生き物にはたくさんの種類があり，その生態も複雑なものがあります。普

段の生活とはなじみの少ない生き物がいるため，専門のサポーターに同定（属や種を

きめること）をまかせ，きちんとした出現種一覧をまとめていることに科学としての特ち

ょうがみられます。６３名のメンバーが大阪府のいろいろな場所で，このプログラムを

広めてはいかがでしょうか。海好きな子供たちが増えることを歓迎します。小学生は１

０年経つと大学生になり，次の世代の小学生の指導ができるようになります。ですか

ら現在の小学生は，将来のボランティアになる金の卵なのです。しっかり実力をつけ

て下さいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

全体の写真と文字の配置がリズミカルで，その中に生き物のスケッチが組み合わされ

ているという面白い構成になっています。 

特に写真では細かな手先をみせようとしているようです。いろいろな生き物をスケッチ

で紹介しようというのは，他には見られない工夫を感じました。たくさんの野外活動の

写真は，組み合わせに変化を持たせたり，参加者の集合写真のようにまとめていたり

で，とても面白く拝見しました。全体的にみると色文字がリスト掲載種の種名として使

われているために，使われている色数が少ないように感じました。こんなときは注目してほしいスケッチに色枠を付けたり、色紙

にスケッチしたりすると目を引き付けることができると思います。工夫してみて下さい。 

 

大阪府高槻市 柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャー 

壁新聞のタイトル：つきぐみ え～こ・レンジャー新聞     27-03（県推薦・つきぐみ）、27-04（ほしぐみ）、27-05（ゆきぐみ）（全３枚） 幼児 

 
はしらもとほいくえん え～こ・レンジャー つきぐみさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─ 

太陽や風で作った電気を使い、園内で野菜や果物を育て、水やりには雨水を利用する。毎日通う保育園の建

物の電気などが太陽や風の力（自然エネルギー）でつくられているのがすごいですね。 

小さいときから自然のエネルギーを感じる生活を送れるなんて、とてもステキな体験です。私たちの生活が自

然からもらうおくり物であることが、園児たちも毎日実感として感じることができ、自然エネルギーで暮らす毎日

が特別なことでなく、当たり前になっていくのだろうなあ、と感じ取れる新聞です。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

園内で作った野菜や果物は、どんな風に使われているのか、実際みんなで食べたのかなあ、その辺のことが

分からないのが残念です。ブドウの実の写真がとても大きく写真に写っていますが、食べた感想はどうだったの

かな。甘かったのでしょうか。 

お世話をしているは保育士の先生だけなのでしょうか。お父さんお母さんも手伝っているのでしょうか。もしく

は、地域の大人も協力しているのでしょうか。まだまだ知りたいことがたくさん出てくる新聞ですね。 

 

はしらもとほいくえん え～こ・レンジャー ほしぐみさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

それぞれの活動について小さい見出しがあり、全体の活動について分かりやすく読み取ることができていいで

すね。その中でも、「おおきなかぶ」のお話をげき遊びにするときに、かぶの収穫を実際に経験すると、かぶを抜

く時にどんな気持ちなのか、演じる人にとって想像しやすいですよね。実体験があると、表現力が豊かになると

思います。さぞがし白熱した演技だったのでは？  

また、お花や野菜を育てるのに雨水を利用しているとのことですが、最初から収穫まで、もしくはお花が咲くま

で、雨だけで十分水やりができたのかな。その辺も書いてくれるとおもしろかったかな。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

最近では、落ち葉で焼き芋をすることもなかなかお家ではできないですよね。保育園でみんなとサツマイモを収

穫して焼き芋で食べた経験など、きっと大きくなっても忘れない体験になったと思います。 

その他の体験についても園児のみんなはこれらの活動についてどう感じているのかな。園児の声などもぜひ新

聞を通じて知ることができると、活動の楽しさがもっと伝わる新聞になったと思います。 

 



 

柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャー 

壁新聞のタイトル：つきぐみ え～こ・レンジャー新聞        

 
はしらもとほいくえん え～こ・レンジャー ゆきぐみさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─ 

とてもカラフルで、写真だけで楽しさやワクワク感が伝わる新聞になっています。写真の並べ方からも､ゆきぐ

みレンジャーの元気な姿が浮かんでくるのが不思議です。そして、1 年を通じて野菜など栽培に力を入れてい

ることも感じられます。本当にたくさんの種類の野菜を育て食べることができました。 

私は小学校の授業や地域でお話をする時に、地球を救うためにも地元でとれたものを地元で食べることがい

いよ、とお話します。「ゆきぐみレンジャー」のみなさんは、小さい頃から自分が育てた野菜を食べる体験がで

きていてすごいことだと思います。ぜひ毎年続けて下さいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

写真で見てもセミの抜け殻調査で集めた数のすごさが分かります。まさか 1 日で集めた量ではないですよね。

毎年の調査結果も分かりやすくまとめられています。毎年ものすごい量のセミの抜け殻を見つけています。 

何人くらいの人で、どの位の期間、どこで(保育園内だけでしょうか)集めたのか、そんなことも一緒に教えても

らえると、調べたところがどんな環境なのか壁新聞を読む人にも分かるのになあと感じました。クマゼミの数が

とても多い結果からみると、都市の真ん中にある公園みたいなところなのかなあ、と感じたりもしますが、どう

なのでしょう。 でもアブラゼミもまだたくさんいるみたいだし、もっと自然が残っているところなのかな。 

これからの調査結果も楽しみですし、このように毎年調べることで、自分たちの住む地域の環境を考えるよい

材料になります。ぜひ、これからも調査続けて下さいね。 

 

大阪府高槻市 ひじりがおかレインボーズ 

壁新聞のタイトル：ひじりがおかほいくえん レインボーズ新聞       エコまる賞 27-06 幼児 

 

ひじりがおかほいくえん レインボーズ さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

年が小さいのにもかかわらず、みんなでがんばって新聞作ってくれたことが感じとれま

す。 

タイトルからもたのしさが伝わってきます。 

テーマはセミのぬけがら調査報告ですが、たくさんのセミの抜け殻を見つけることがで

きました。とりわけ、アブラゼミとミンミンゼミを見分けるのは大変だったと思いますが、

図鑑や見分け方の表で分類したのですね。細かい所までしっかり見ることができたと思

います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

セミのぬけがらちょうさはたのしかったかな。ちょうさ はどんなところでしたのかな。ほ

いくえんのなかでかな。 

どんなきのところに、それぞれくまぜみ、あぶらぜみ、みんみんぜみのぬけがらをみつ

けたのかな。 

どのくらいのじかんをかけてあつめて、しゅるいやオス･メスにわけることができたのか

な。 

いろいろなことが、この新聞を見ていると聞いてみたくなります。次に新聞を作るとき

は、ぬけがらの数だけでなく、見つけた場所の様子もぜひ教えて下さい。そして、一番

大事なのは毎年続けること。そうすることで、じぶんたちが住む所の環境についてよく

知ることができるし、「あれ、去年と違うな」という変化にも気づくことができるようになると思います。 



 

大阪府茨木市 アンブレラ 

壁新聞のタイトル：ECO 新聞       27-07 

 

アンブレラさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

わずか４人だけで「身近にあるエコさがし」をして，全部で６つの事例を説明してくれまし

た。考え方を整理するだけでもたいそう努力したようすを見て取ることができます。 

たとえばごみの量を毎日測ってみるのは重要なことです。誰が一番ごみを出しているかが

よくわかりますね。その中身をみると，紙などは資源にすることができますので，すこし目

配りをすると，ごみの量を大きくへらすことができます。 

緑のカーテンでは，７種類のつる植物を栽培して，どのような結果になったか，きちんと書

きとめています。大切なことは成功した４つの事例ではなく，失敗した３つの事例では何が

原因であったのか，調べて考えることです。原因がわかれば来年は同じ失敗をしないよう

に対策を講じることができます。 

チョコレート工場やビール工場の見学のレポートも資源リサイクルという観点から書かれて

おり，ビールではリサイクル率がなんと！１００％になっています。ビール工場などの食品

製造業でもここまで再資源化が達成できていることをもっとみんなに知らせておきたいです

ね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

応募用紙をみるとかべ新聞のタイトルは「アンブレラ」で，活動のテーマには「短かにあるエ

コ探し」となっていますが，「短かにある」は「身近にある」の間違いだと気が付きました。

「じ」と「ぢ」、打ち方を間違えるとこのようなことがおこりますので、注意してください。このような不注意による間違いは早めに退

治しましょう。 

さて、身近にあるエコさがしでは、６つの事例を調べてくれましたが、一つ一つの記事の紙面における領域がはっきりしない部

分があり、記事を読みにくくしています。これを改善するには、たとえば奇数は黄色、偶数はみどり色の色紙に書くことで、記事

の範囲がわかりやすくなると思います。もう一つは文字の大きさで、記事を書く文字の大きさをそろえて書くことです。大きな文

字と小さな文字が混ざっていると読みにくいものです。これができるとすっきりしたかべ新聞になると思います。ぜひ工夫してみ

て下さい。 

 

兵庫県神戸市 細田児童館エコキッズ 

壁新聞のタイトル：わたしたちの木       28-02、28-03（全２枚） 

 
細田児童館エコキッズ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

いつも訪れる公園だと、花は見ても木にはなかなか注目しない人も多いのはないでしょうか。見なれ

たものを人は意外とよく見ないものですね。そんな中で、木に名前を付けて観察をしたという活動は、

みなさんにとっても初めてのことだったのではないでしょうか。 

ソメイヨシノは春になると満開の花を咲かせて、その姿がとても印象にのこっている人は多いことでしょ

う。でも、夏になるととたんに意識しなくなりますよね。シラカシの木も、この活動で初めて名前を知った

という人もいたのではないですか？ このふたつの木だけでも葉の形、樹皮の様子など、ちがうところ

をたくさん見つけられたのではないですか？また別の木の葉も観察してみると面白いかもしれません

ね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

手描きのイラストや図鑑の写真を使っているからか、カラフルでとても目をひく新聞になっていると思います。 

ちょっとしたアドバイスですが、写真を使うときは、図鑑よりも実際に自分たちで観察している「自分たちの木」の写真をはったほうが、みなさんがど

んな木をみているのかが、もっと新聞を読んでくれている全国のお友だちに伝わるのではないかと思います。 

次回の新聞では、その点をちょっと考えてみてくださいね。より親しみやすい新聞ができると思いますよ。 

 

細田児童館エコキッズ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

イロハモミジは秋になると真っ赤に色づいて、とても目立つようになりますね。思わずじっと見てしまうもの

です。 

夏のモミジはどうでしたか？ イチョウやモミジは葉の形が他の葉っぱとちがっていて春や夏でもかんたん

に見分けることができますね。 

メタセコイアの木はとても大きく成長するので有名ですが、みなさんの観察した木はどうだったでしょう？ 

大きかったですか？ おそらく、他のグループの人たちが観察した木よりもずっと大きく立派なものだった

のではないでしょうか。イラストも三角形をしたメタセコイアの木の特徴をよくとらえていると思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの木の特徴を伝えるために、たくさんの絵や写真をはってくれています。そのため、とてもにぎやかな新聞になっていますね。新聞を読んで

くれている全国のお友だちに木のことを知ってもらいたいという気持ちがよく伝わってきます。 

その気持ちはそのままで、次回は、文章を自分の字で書いた新聞を作ってみてください。それだけで、もっとあたたかみのある、より気持ちの伝わる

新聞ができあがると思いますよ。 



 

兵庫県神戸市 魚崎児童館エコクラブ 

壁新聞のタイトル：エコチャレンジ新聞       28-04 

 
魚崎アースレスキュー隊さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

魚崎アースレスキュー隊のみなさん、こんにちは。 

カラフルで見やすく、わくわくするかべ新聞でした！リサイクルランドはとても楽しそうですね。私も工作が好きなのでど

んな材料を使って、どんなものが出来たのか見てみたかったです。 

エコチャレンジ新聞とだけあって、本当に様々な活動にチャレンジしていますね。これからも生き物のため、地球のた

め、私たち人間のために、そのすてきな活動を続けてくれたらうれしいな、と思いました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

私は、普段は子供たちに環境や自然のことを教える仕事をしています。環境問題がテーマのものは、むずかしかった

りつまらないイメージを持たれがちですが、これだけ楽しく、子供たちがうれしそうなことはすばらしく、とても学びのあることだと思います。 

そんな良い活動であるからこそ『その活動の何がエコであるか』を全員で確認し、かべ新聞に反映できたらより良いものになるのではないでしょうか？ 

 

兵庫県神戸市 ゆきのごしょエコクラブ 

壁新聞のタイトル：ゆきのごしょエコ新聞       28-05 

 
ゆきのごしょエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

ゆきのごしょエコクラブのみなさん、こんにちは。 

クリーン作戦は、地道な作業ながらも、とても大切な活動だと思います。私も近くにあるビオトープの管理を仲間と一緒

に管理していますが、やはりたくさんのこみが毎日のように見つかります。自分たちがポイ捨てをしないことはもちろ

ん、かべ新聞を通して近所に住む方々の意識も変えていけたらいいな、と思いました。 

そして、エコ三木チャレンジはおもしろそうな実験ですね！どんな作品が出来たのか気になります。たしかに、絵の具

はまぜると黒になるのに、光は白になるなんて不思議ですね！ 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

きれいにまとめられており、とても読みやすかったです。さらに読みやすく分かりやすくするためのアイディアとして、紹介する活動を少数に絞り、そ

れをより詳細まで書いてみてはいかがでしょうか？子供達の学びも、より深まるのではないかと思います。 

ぜひ、次回は取り入れてみてください！かべ新聞楽しみにしております。 

 

  

兵庫県神戸市 あさひクラブ 

壁新聞のタイトル：あさひどんぐり新聞、あさひ Vegetable しんぶん       28-06、07 

 
あさひクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

あさひクラブのみなさん、こんにちは。 

エコキャンドルは、見た目もかわいくて作ってみたくなりました！私もイベント

でミツバチの巣などから取れる「みつろう」という素材を使ったキャンドルを作

ったことがあります。 

実用的でエコな工作は、作っていてなんだか気分が良いですよね ♪ 

あさひクラブの活動は、写真を見ていてとても楽しそうなものばかり。でも、ど

れも環境のためにはとても大切で、広めていきたい活動ですね。身近ですぐ

に取り組める地産地消など、積極的に取り組んでいきたいと思いました！  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞お疲れ様でした。 

たくさんの活動を体験されている子供達が羨ましくなるようなかべ新聞でし

た。 

これだけ多くの体験をしているので、子供がそれぞれの活動でどのような感

想・意見を持ったのか、エコとその活動のつながりにどのような考えを持ったのかを引き出せたらいいな、と思いました。その時に感じ

たことを言葉や文字にすると、活動やエコ、環境への愛着を持てたり、効果的な振り返りになると思いますので、ぜひ次回のかべ新

聞では参考にしていただけたらと思います。 



 

兵庫県神戸市 しのっちょ・バレーヌ 

壁新聞のタイトル：しのっちょ・バレーヌ       28-01 

 

しのっちょ・バレーヌさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

左右開きの新聞になっているのですね。とてもおどろきました！  

「エコプリン」というものをこの新聞で初めて見ましたが、みなさんのアイディアなの

でしょうか？ 写真からもとてもおいしそうな様子が伝わってきます。食べてみた感

想はいかがですか？  

ニコ丸ちゃんを開くと、CO2 の問題と森林についてわかりやすくまとめられていま

す。みなさんが書いてくれているように、古紙を回収すること、紙を大事に使うこと

は、今からでもすぐに始められる身近な対策ですね。これをずっと続けて、ぜひ新聞

を読んでくれている全国のお友だちにも教えてあげてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

CO2 が増えた理由と森林の話をそれぞれ書いてくれていますが、この２つのできご

との間にはいろいろな関係があります。 

例えば CO2 が増えた理由としての「山の木を切ったから」と、森の大切な役割とし

ての「くうきをきれいにする（CO2 をすう）」ことはとても関係があるできごとですね。

そのことについてちょっと新聞に書いてみるのはいかがでしょうか？ 

また、見開きに書いてくれた情報を、次回は１枚の模造紙の中に収めて、新しい新

聞を作ってみてください。見やすくてかわいらしい新聞が、皆さんにならきっと作れる

と思いますよ 

 

兵庫県神戸市 おおつか 

壁新聞のタイトル：お魚エコ新聞       28-08 

 

おおつかさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

魚をつかまえてきて、家でかってみたとのこと。これは東水かんきょうセンターでかわれ

ている魚ですか？ それとも池でふえてしまったものですか？ プラティのような卵でなく

子どもをうむ魚（これを卵胎生魚(らんたいせいぎょ)といいます）は、なかなか日本にい

ないので、じっさいにかってみると、本を読んだだけではわからない、たくさんのことがわ

かりますね。人間だと、子どもは大切に育てると思いますが、これらの仲間の魚は子ど

もを食べてしまうので、生まれた後は親子をわけてかわなくてはならないこともわかりま

したね。親魚はまだかっているのとことですが、何度も子どもをうむので、次の機会には

ぜひ親子をわけてかって、子どもの魚を大きく育ててみてください。そして、その結果を

全国のお友だちにまた新聞を通して教えてくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

水そうの写真ものせていますね。まだ中身が水草（の置物）くらいですが、人間と同じよ

うに魚も住みやすい「環境」と言うのがあります。プラティはふるさとであるメキシコなど

の中南米の国のどのような場所にすんでいるでしょうか？ そこでは何を食べているの

でしょうか？ そこでは生まれた子魚はどうしているのでしょうか？ 親に食べられない

ようにするには？しらべてみると、さらにいろいろなことがわかると思います。  

水そうの中に、プラティのふるさとの様子を再現して、いろいろ観察してみてください。そ

うしたらどうなったか、何が分かったか、それをまた聞かせてくれると、さらによい新聞に

なると思います。 



 

兵庫県神戸市 神楽こども園 りんごキッズ 

壁新聞のタイトル：できたよ！エコ新聞       28-09 幼児クラブ 

 

りんごキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

りんごキッズのみなさんのやさいづくりは、昨年よりもたくさんの種類が育ったようですね。

写真にあるのは、トマトにトウモロコシ、この花はオクラでしょうか。そしてネットにはいってい

るのは、もしかしてスイカでしょうか？スイカを地面にはわさずに支柱に沿わせて作るとは！

小玉スイカなのかな？このあとスイカがどうなったのか気になるところです。 

本当にたくさんの種類の野菜ができました。すごい！夏の暑いときにも欠かさず野菜にお水

をやってくれたからこそ、こんなに大きくたくさん育ったのですね。がんばりました。拍手！ 

ゴーヤのカーテンも、とっても立派なカーテンに育ったようですね。大きく育ったかいあってカ

ーテンの後ろ側はひんやりと～。気持ちいい！っていう体験もできました。せんぷうきやクー

ラーとはちがい電気を使わないエコなクーラー。心地よい自然のすずしさを感じることができ

たと思います。よかった！ 

保育園のビオトープには、今年もつばめが来てくれたんですね。つばめにとってもみなさん

のビオトープは大切な場所。家をつくり、子育てをするのに欠かせない場所になっているよう

です。ほかの生き物にとっても大事な場所になりつつあるようですから、これからも大切にお

世話していってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いつもの活動に加えて、今年はエコキャップ集め活動にも取り組んでくれましたね。世界中のお友達とつながっている様子が、

地球を取り囲むみんなの笑顔のイラストから感じました。 

ペットボトルのキャップ集めではおうちのみなさんにも協力していただいているのですね。自分たちだけではできないことも、お

うちの人をはじめとした周りの皆さんに協力してもらうことで、できることがあります。りんごキッズのみなさんのやっていることを

いろんな人にお話しして活動を知ってもらってください。そうやってたくさんのひとに関心を持ってもらいかかわってもらうことで、

エコ活動の輪が広がっていくと思います。もっともっと広がるといいですね。 

 

兵庫県神戸市 玉一アクアリウム 

壁新聞のタイトル：明石川、魚類オリジナル図鑑 第一部       28-10、28-11、28-12、28-13 

玉一アクアリウムさんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

明石川の上流から汽水域までに生息

する魚類をよく調べました。僕も環境

調査員としてよく調査に出かけます。

それだけにこれだけ調べるのはかなり

の労力が必要だったことがよくわかり

ます。関東では見ることのない魚も記

録されていて見ていて、とても興味深

いものがあります。僕もいつか明石川

まで網を持って採集に行ってみたいと

新聞を見て思いました。 

残念ながら多くの外来種も記録されています。特に、特定外来生物（※）に指定されているオオクチバス、ブルーギル、カダヤシ

などが記録されているのは困ったものです。彼らももともとは鑑賞、食用、蚊の駆除などが目的で日本に連れてこられて、今や

悪者扱いです。在来種の保護のために駆除はやむをえないことですが、何か考えさせられるものがありますね。みなさんの感

想も聞きたいところです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

駆除のため捕まえたアメリカザリガニを食べたようですね。ただ駆除するだけでなく食用として利用するのもいい案です。実は

オオクチバスも食べられます（在来種の中にも美味な魚はいますが）。 

以前、外来魚を食べる会があり、そこで調理されたものは白身でかなりの美味でした。皮にくせがあるので、調理法がなかなか

難しかったので、ぜひみなさんでオオクチバスの美味しい食べ方も研究してもらって、また新聞で発表してください。有効な利用

法があることで、積極的に駆除も進めていくことができると思います。また、「要注意在来生物」のコイやナマズなども美味なの

に最近はあまり食べられなくなったために増えてしまったということもありそうですね。なぜそうなったのか、再びみんなが食べ

るようになるにはどうしたらよいか、などみなさんの考えを聞かせてください。 

※オオクチバス等、特定外来生物は飼養・運搬・放流・輸出入等は法律で禁止されています。玉津第一小学校では環境省の

許可の上、飼養しています。 



 

兵庫県姫路市 ひめじアースエンジェル 

壁新聞のタイトル：エコクッキング新聞       28-20、28-21（全２枚） 

 
ひめじアースエンジェルさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

ひめじアースエンジェルのみなさんは 2 枚のかべ新聞を出品してくれています。一緒の

クラブさんということなので、2 枚一緒にコメントさせていただきます。 

２つの新聞、どちらも自然を守るための活動として「エコクッキング」の取り組みを中心

にしてまとめてくれています。「エコクッキング新聞」には、どうしてエコクッキングをする

のか、という目的がしっかり書かれていていいですね。目的があるというのはとても大

切なことですね。自分たちの活動はなんのためにやるのか、どうしたいのか、ということ

をしっかりと示すことで、新聞を読んでくれるみなさんに、活動のことをよく知ってもらう

ことができます。また、自分たちも、どうしてやっているのか、いつも見直しながら取り組

むことができます。目標がみえているというのはとても大切なことです。いいですね。 

エコクッキングのポイントもあってうれしい！これを読めば、今日からさっそくエコクッキ

ングに取り組めそうです。簡単であることも重要なポイントですよね。 

まとめにあるように新聞に書いたことを使ってエコ生活していってくださいね。 

「川をきれいにしよう」新聞では、エコクッキングの大切なことがまとめられていますね。 

星（★）で表してくれている取り組みは、だれでもすぐにできて、とても有効で、大事な取

り組みです。各家庭でみんながやってくれたら、川はきれいになり、環境はよくなっていくと思います。 

新聞の中央に大きな川がながれていますね。新聞を見たときに、真っ先に目に飛び込んできて、そうか、川の環境のことを考えているんだな、という

ことが一目でわかります。この川をきれいにしたいんだ、という思いが伝わってきます。新聞の川には、元気に活動するメンバーの様子がわかる写

真があったり、魚たちも泳いでいます。サワガニもいますね。そんなきれいな川が守れるように、これからもエコクッキングに取り組めるといいです

ね。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「エコクッキング新聞」に、自分たちでできることを書いてくれてあります。その中で、たとえば、大根のはっぱを料理するとどんなエコになるのでしょ

う。旬のものをたべるとどうしてエコになるのかな？そんなことも一言があると、ああ、そういうことなんだ、じゃあやってみよう！って思ってもらいやす

いし、取り組んでもらいやすいと思います。もちろん、みなさんがちゃんと環境について考えていることが新聞を読んでくれるみんなに伝わりやすくな

ると思います。 

「川をきれいにしよう」では、魚がすめる水にするのに必要は水量について書いてくれています。このもとの量はどのくらいでしょう。みそ汁だったらお

わん１杯(200ｍｌ)を魚がすめる水にする、とか、おしょうゆなら大さじ一杯(15CC)とか。そういった基準になる数字もきちんと書かれているといい新聞

になると思います。がんばって！ 

 

兵庫県姫路市 ＥＣＯ プロクラブ！ 

壁新聞のタイトル：ひめじかんきょう新聞       28-16 

 

ECO プロクラブ！さんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

姫路市では夏休みに「子ども環境塾」が開かれているのですね。ECO プログラムのメン

バーがこの環境塾に参加したことが、修了書が貼ってあるのでわかりますが、実際どん

なお話を聞いたのか、そのお話を聞いて自分はどう思ったのか、など新聞に書いて欲し

かったなあ。 熊谷先生の情報については、なぜか詳しく書いてあって、どんな先生なの

かなあ、と気になりました。とても印象に残った先生だったのでしょう。地域の先生にお話

を聞くことも、大切な活動のひとつですね。 

それから、紙すき体験をしたようだけれど、その体験についてももう少し詳しく報告を書い

てほしかったです。作ったはがきは、誰かにメッセージを書いて送ったりしたのかな？ も

っといろいろ伝えて欲しかったですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

姫路市で行われている環境活動について、切り抜きで上手に伝えていますね。 

切り抜きで一番気になったのは、くつの再利用･リサイクルについて知らせているもの。こ

れは、どんなお店で見つけたのかな？ 実際どのくらいの人が、古いくつをお店に持って

行ったのかな？ どのくらいのくつが再利用され、リサイクルされているのかな？ 今度

はぜひそのリポートを新聞で教えて欲しいな？  

同じリサイクルの活動として、エコキャップ運動についても報告がありますが、たくさんの

数を集めることが目的になっていませんか？ 集められたエコキャップが、その先どのように活用されているのか、調べて報告し

てね。 

また、エコキャップ活動を通して、私たちの生活についてもぜひ考えてほしいな。たとえば、私たち日本人はペットボトルの飲み物

をどのくらい飲んでいるのか？ その数は減っているのか、増えているのか？ 増えているとしたら、減らす方法はないのか？ 

ぜひ、そのことも一緒に考えて、次の新聞で報告して下さいね。 



 

兵庫県姫路市 水田家 

壁新聞のタイトル：水田家壁新聞２０１４年 夏       28-17 

 

水田家さんへ 

師範からサポーターさんへ一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

タイトルの｢水田家エコ新聞 2014 夏｣にふさわしく、夏野菜の栽培写真が目に飛び

込んできて、迫力満点の新聞ですね。家庭菜園でたくさんの野菜を作ることができ

ました。また、2 人のメンバーが楽しそうに、そしてうれしそうに活動している様子

がとてもよく伝わってきます。自分で育てた野菜の味は、おいしかったのだろうな

あ。また、ゴーヤはつる性植物の特性を利用して、グリーンカーテンにしているとこ

ろもステキです。 

ところで、野菜を育てる途中で、困ったこととかあったみたいだけど、どんな野菜に

どんな虫がやってきて、食べられてしまったのかな？ その他にも、野菜を育てる

ことの大変な部分も書いてあったらもっといいのになあ。そんな情報もあると、野

菜を作ろうと思う他の全国のエコクラブメンバーにも参考になると思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

水田家エコ新聞の記事の中で、「一番おもしろいなあ」と感じたのは、できたトマト

の種をとって、そこからトマトができるかどうかの実験。最後は、見事にトマトがで

きました。でも、「トマトができなかった」という結果が出たとしても、これはこれでと

ても良い経験になるよね。 

何でも疑問に思ったことを試して自分で確認してみるって大切です。ぜひ、あたら

しい「疑問」が出てきたら、また実験をして、全国のエコクラブメンバーにその結果

を知らせて下さい。 

 

兵庫県姫路市 なお＆なみクラブ 

壁新聞のタイトル：自分たちが出来るエコ       28-22、28-23、28-24、28-25

（全４枚） 

 
なお＆なみクラブさんへ ①②の新聞への 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

なお＆なみクラブのみなさん、こんにちは。 

緑のカーテンは、前から涼しくする工夫として推奨され、最近はベランダや窓辺にゴーヤやア

サガオの花が咲いている家庭も増えてきましたね。私の住む東日本（東京）は今年も暑く、緑

のカーテンを「やろう、やろう」と言うばかりで、なかなか実践できていません…。 

なお＆なみクラブさんでは、様々な野菜を植えたので、きっと花や実で華やかだったのでしょうね。食べる時もカラフルで楽しそうだな ♪ と思いまし

た。さらに、例として 1 つトマトを使ったレシピがのっているところも取り組みたくなるポイントとなっていると思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞お疲れ様でした。緑のカーテンは、聞いた事はあっても「何のために」「実践するとどうなるか」の正しい知識を持っている人は少ないので

はないでしょうか。せっかくたくさんの種類を育てていたので、この野菜は一番手入れが簡単、この野菜は成長が遅い、など、実際に育ててみたこと

で分かったこともあるのではないでしょうか？それを写真に撮ったり、まとめてみるのも面白いかもしれませんね。この壁新聞は、自分たちができる

エコがテーマだったので、このかべ新聞を見た人が何を知りたいか、どんな事が書いてあるとやってみたいと思うか等を考えながら作成すると、きっ

とより良いものが出来ると思います。次回もぜひ色々なエコを教えてくださいね。 

 

なお＆なみクラブさんへ ③④の新聞への 

師範からサポーターさんへ一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

なお＆なみクラブのみなさん、こんにちは。 

今回のかべ新聞は、姫路城グランドオープンに向けたみなさんの熱い気持ちが伝わってくるようでし

た。私は、熱い気持ちが人の心を一番動かすと思っています。ゴミ０の姫路城になるよう、なお＆な

みクラブのみなさんがリサイクルやゴミ問題についてたくさん勉強し、多くの人に発信していけるよう

頑張ってほしいな、と思いました。応援しています！ 

 とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞お疲れ様でした。今はリサイクルでなんでも作れる時代ですね。こんなに色々なものが作

れるんだ！とおどろきました。いつか「なんでも作れるなんて当たり前でしょ」と言える日が来たら、ステキだな～と思いました。 

ただ、少し文字が多く、専門用語（ケミカルリサイクルなど）が多々出てくるため、読む人がむずかしいと感じてしまう可能性があると感じました。読め

ばとても勉強になるかべ新聞のため、多くの人に読んでもらえるよう、写真や実物を使ってみるのはいかがでしょうか？ 

 



 

兵庫県姫路市 NYAXA（ニャクサ） 

壁新聞のタイトル：ガタメ新聞       28-26 

 

ＮＹＡＸＡ（ニャクサ）さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

大きく描いてあるタガメはよくかんさつしていて特ちょうがはっきり出ています。カメムシの仲間はストローの

ような口をもっていて、肉食のばあいはしょうかえきでとかして昆虫の体液をすいます。セミもカメムシの仲

間で、ストローのような口で木のしるをすっています。 

とったえものをにがさない太いうでは何といってもタガメのみりょくてきな特ちょうですね。肉食の昆虫は水

中でないところにもたくさんいて、カマキリ、トンボ、キリギリスなどがそうです。つかまえた昆虫をにがさな

いように、前あしにトゲがたくさんついています。タガメはどうでしたか？同じく水中にいるミズカマキリもカ

マのような前あしをもっているので、どちらも今度みつけたら前あしをじっくりかんさつしてみてください。 

呼吸かんがデリケートであることを、飼育をとおして気付いたことはすばらしいです。水中にいても魚のよう

にエラ呼吸をしているわけではなく、くだを使って空気をとりこんでいることが分かります。人が水中でシュノ

ーケルを使って呼吸をする感じに似ていますね。生きもののことを知るには、じつぶつを手にとってかんさ

つするのがいちばんです。 

じつぶつだいのタガメの脱皮がらは、飼育してみないと見たり触ったりできないものですから、よいけいけんをしたと思います。昆虫は

脱皮しないと大きくなれません。なぜでしょう？人は体の中にある骨で体をささえていますが、昆虫は体のいちばん外側のかたい皮で

体をささえているので、大きくなるときにその皮をひとまわり大きいものにこうかんしないといけないのです。 

8/31 にほうりゅうできて良かったですね。タガメとの別れがかなしいほど、タガメを大切に育ててくれたことが伝わってきます。また、ぜ

ひつづけてください。きっとまた新しい発見があるはずです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

タガメギャラリーは新聞のコーナーとしておもしろいアイデアです。せっかくなので、一言ずつでいいのでコメントをつけてくれると初め

てこの写真を見る人にも分かりやすくなると思います。 

発見したことをふきだしで書いてくれたのはいいですね。ただ、そのふきだしが赤い線で消されたようにぬりつぶされてしまっているの

で、せっかく発見したことを伝えるためには、文字が目立つような工夫をするといいと思います。 

7/21～8/31 までのかんさつきろくは、データがとれない日があっても続けたことが大切なことです。生きものを育てるのもエコ活動を

するのも、続けることが大切です。「データ不足」がどういう意味か、A、B、C、D は飼育していたタガメの数なのかどうかなど説明があ

ると分かりやすくなりますよ。 

 

兵庫県姫路市 自然探検クラブ 

壁新聞のタイトル：水の生き物調査       28-19 

 

自然探検クラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

川の水質の調査にはいくつかの方法がありますが、自然探検クラブのみなさんは、生き物をし

らべることで水質を調査する水生生物による水質判定をしてくれています。水の汚れ具合によ

って住むことができる生物がちがうことがわかっています。それは指標生物(しひょうせいぶつ)

と言っています。 

みなさんが調査した川には、とてもきたない水に住む生き物の代表であるアメリカザリガニや、

ややきれいな水に住むカワニナ類がいたのですね。たくさんの水生生物の写真をありがとう。い

ろいろな生物がいたのだということがよくわかりました。いいですね。「ドンコ」は、みなさんの地

域にはたくさんいるのでしょうか。私はあったことがないのですが、ハゼの仲間かしら？(食用)っ

て書いてあるところがおもしろいな、って思いました。パックテストによる水質調査も合わせて行

っていることで、よりはっきりと水のきれいさがわかりますね。いろいろな方法により、より確かな

調査ができます。これからも継続して調査していけるといいですね。 

今年は、水質調査に加えて、ソーラークッカーをつかったエコクッキングにも挑戦していますね。

かさを使ったクッカーを手作りしたのですね。いっしょうけんめい取り組んでいる様子がわかりま

す。でもとっても楽しそう。みんなの笑顔の写真、いいですね。活動を長く続ける秘訣のひとつ

は、楽しく取り組むこと。そういう意味では、みなさんの活動はとってよい活動になっていると思います。これからもいろんなこと

に挑戦していってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

川の名称、まわりの環境など、生き物調べをした川の情報がもう少しわかりやすくしめされているといいな、と思います。そうす

ることで、みなさんの活動がもっと具体的で伝わりやすい新聞になると思います。 

クッカーを手作りするのにどんなところに注意しましたか？大変だったところはありましたか？カレーやゆで卵は上手にできまし

たか？食べてみましたか？どうだった？そんな感想もあるとまとめにもなっていいなと思います。もう一工夫、挑戦してみてくだ

さい。 



 

兵庫県姫路市 南大津ｅｃｏキッズ 

壁新聞のタイトル：タガメ新聞       28-18 

 

南大津ｅｃｏキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

「タガメを育ててみよう！」「タガメって何だろう」というフレーズは、読む人がきょうみをもつような分かり

やすい小見出しですね。編集後記もあり、レイアウトが分かりやすく構成されています。編集後記に書

いてある「水のこと」「タガメのおせわの大変さ」については記事から伝わってきますが、「なぜ絶滅の危

機にあるのか」についてどういうことに気付いたのかな？！記事に書かなかったことでも、ぜひ記録に

残しておくといいですよ。 

タガメが食べたあとのエサの写真、ありがとうございます。飼育してみないと分からない貴重なもので

すね！写真のコメントにある「こんな姿になるとは予想していませんでした」というのが、大切な発見だ

と思います。タガメの口をよくかんさつしてみましょう。カメムシ目に分類されているように、とがったスト

ローのようになっています。みんながストローを加えて食べ物につきさすことを想像しみてください。どう

なるかな？！ 

7/21～8/31 までのかんさつ記録があるので、飼育のようすがよく分かります。10 匹が 1 匹になってしまったのは残念だと思い

ますが、1 匹成虫になったことも立派なことです。自然の中では成虫にたどりつくのはもっと少ない確りつです。 

脱皮の途中で死んでしまった幼虫がいたように、昆虫にとって脱皮は命がけです。脱皮中に敵におそわれたら、どうすることも

できません。今回かんさつしたように、脱皮に失敗するものもたくさんいます。脱皮が終わってからもしばらくは体がやわらかい

ので、すぐにきずついてしまいます。自然は広いので脱皮のときにかくれる場所も多いのですが、飼育するときにはなるべく広

いケースでかくれる場所をたくさんつくってあげるといいです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

タガメの飼育はエサと水かえが大変だったようですね。自然の中ではタガメはエサと水かえに困ると思いますか？他の生きも

のをエサとして食べるので、エサとなる生きものがくらせる環境が必要になります。自然の中でもエサを食べれば水が汚れるは

ずですが、水かえしなくていいのはなぜか考えてみましょう。 

「オスが卵の世話をする」「メスが卵をこわすことがある」とありますが、昆虫としてはめずらしいことです。今回は幼虫をもらって

きて成虫にするまでのお世話なので、成虫の産卵行動はかんさつできなかったと思いますが、機会があればチャレンジしてみ

てください。 

 

兵庫県姫路市 しらさぎチアーズ 

壁新聞のタイトル：地産地消 エネルギー       エコマーク賞 28-14（縦）、28-15（横）（全２枚） 

 

しらさぎチアーズ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 
竹をモチーフにした新聞のデザインがとても目をひきます。竹の節を上手に使って、記事を分けているアイ

デアもよいと思います。 

竹が 1 日で 1ｍも伸びることができるのは、節と節の間が全て成長して伸びるからです。タケノコをたてに割

った切り口をそうぞうしてみてください。タケノコのときは節と節がくっついたようになっていますが、節と節の

間がぐんぐんのびるので、新聞にデザインしてくれた絵のように節と節の間が広がります。 

竹の伐採は、体力の消耗も考えて涼しい時期がいいということが分かりやすく説明してあると思います。竹

を機械でチップにする様子を見学しましたか？木も種類によって固さが異なり、たとえばキリはやわらかく軽

いですが、カシは固くて重いです。竹は固いのでチップにするのも大変です。 

淡路島の山には竹が 60％、木が 4％という数字におどろきました。竹が身近な存在ともいえますね。竹の

エネルギーの利用はいろいろなところで試みられていますが、竹は中が空どうでかさばるので、たくさん運

ぶのが大変です。その点でも地産地消できると、遠くに運ばなくていいので運ぶエネルギー（車のガソリン

など）が節約できます。「自走式ウッドチッパー」はその場でチップにすることができるようなので、はんしゅつできない場所以外でもう

まく活用できるといいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

竹は根でつながっているので、地上に見えないところに広がっていたりして、放っておくとあっという間に暗い林になってしまいます。

暗い林になると地面に太陽の日差しが届かなくなるので草が育たず、生きものも少ない林になってしまいます。そのため竹の管理は

大切です。 

さて、竹は木でしょうか？草でしょうか？草はせんたんがどんどん成長するのに対して、木はせんたんだけでなく半径方向にも成長し

て太くなります。日本の場合は、木の年りんを思い浮かべてください。草には年りんはありませんよね。竹はどちらに近いか考えてみ

るとおもしろいでしょう。 

竹の花を見たことがありますか？60 年に一度咲くといわれていますが、竹林はたくさんあるので、毎年どこかで見られます。地下の

根で広がっていた竹が、その土地にもう広がるためのえいようがなくなると、花を咲かせて全部枯れてしまいます。ササも同じでこの

間近所のササやぶの花がいっせいに咲き、全て枯れてしまいました。今度竹の花も見つけたら観察してみてください。 

 



 

しらさぎチアーズ 

壁新聞のタイトル：地産地消 エネルギー 

 

しらさぎチアーズ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 
たくさんのエコにつながる活動をしましたね！ 

募金活動ではみんなの気持ちがまわりの人に届いて、たくさんの募金が集まったのだと思います。エコ活動

は一人ひとりができることをすることが大切ですが、みんなに知ってもらうためにアピールすることも必要で

す。このかべ新聞も、みんなの活動を全国にアピールするよい手段になっています。 

エコクッキングでは、「買いもの」「料理」「かたづけ」の中で、エコを考えたことによって一番大変だったのはど

れでしょうか？きっと人によってちがうでしょう。買いものでは地元の野菜や肉を選んだかな？！地元の食材

を使うとなぜ環境やエネルギーを大切にできるのでしょう。難しいかもしれませんが、他の地域のものを車で

運んでくると、その分ガソリンなどのエネルギーを使ってしまうことになります。食事は毎日のことなので、これ

からもエコクッキングでおいしく食事をしてください。 

トレーは食品売り場ではいたるところで利用されていますが、トレーに戻すためのリサイクルはこれから始ま

ったのですね。トレーを作るためにたくさんの原油を使っているので、リサイクルが進んで原油という限られた

地球の資源を大切にできるといいですね！ 

竹も木と同じようにバイオマスエネルギーの１つです。竹林を伐採することが環境はかいにならないということに気付いたことがすばら

しいです。また、竹を燃やすと地球温暖化の原因とされる二酸化炭素がでますが、それはもともと空気中にあった二酸化炭素を使っ

て竹の栄養として取り入れたものなので、空気中に戻っただけと考えることができます。これは竹だけでなく植物全体にいえることで

す。 
 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

植樹活動の手順は、この新聞をみて植樹をしようと考えている人の参考になると思います。「わらをひく」「なわをかける」はなぜそのようなことをする

かについて、説明してくれるともっと分かりやすい記事になります。植えることはまず大切ですが、元気に大きく成長することが目的なので、植えた木

がどうなったか、これからも関心をもって見守ってください。 

 

姫路城のそうじでは、落ち葉がたくさんあったということは木がたくさんあるのでしょうね。写真にも大きな木が写っています。落ち葉は自然のものであ

り、ゴミではありませんが、お城のような場所では土の上に落ちるとはかぎりません。土の上に落ちた葉はいつのまにかボロボロになって土の一部にな

ってしまいます。落ち葉を分解してくれる小さなそうじやさんがいるのは知っていますか？小さな虫や菌（きん）の仲間たちです。落ち葉の下の土をそっ

ととってルーペやけんびきょうでのぞいてみてください。 

 

兵庫県芦屋市 グリーンキッズ 

壁新聞のタイトル：グリーンキッズ NO.15       28-28 

 

グリーンキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

グリーンキッズは、平成 12 年から活動している地域のクラブです。メンバーは変わってい

っても、サポーターさんや地域の方の協力があって、長く続いていくのはすばらしいことだ

と思います。かべ新聞の下の方に、活動内容が書いてありますが、毎週定例会を開い

て、継続的に活動していることがわかります。 

6 月の活動発表会は、クラブ内で一人ひとりが発表をしたのかな。クラブ内での発表会と

いうのも楽しそうですね。プログラムを見ると、どんな内容だっ たのかなと気になります。

感想にはきんちょうしたというコメントが多いですが、ぜひ内容もかんたんに書くといいで

すね。メンバーの考えていることがわかっ て、新しい発見もあったと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ダンゴムシ広場が戻ってきたことは、みなさんにとってうれしい出来事だったのでしょう

ね。 

みんなで意見を出し合って、過ごしやすい場所に変えていったというのは、貴重な体験だ

ったと思います。 

ささがりが大変だったとのことですが、どれくらい時間が かかったのかな？また話し合い

ではどんな意見が出たのかな？ダンゴムシ広場を整備するという一つのプロジェクト（？）

ですから、その過程をくわしく書いて みるとおもしろいと思いますよ。 



 

兵庫県伊丹市 エコスマイル 

壁新聞のタイトル：エコスマイル新聞２０１４       28-27 

 

エコスマイルさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━ 

最初に見て、写真がなんとなくはってあるのかなと思ったら、一つひとつに俳句形式でキャプ

ションがあっておどろきました。 

今年は伊丹ならではの活動ということで、地元のお米や野菜を使ったエコ料理や、そば打ち

体験を行ったのですね。自分たちの住んでいる地域の良さを発見するのは、とてもいい体験

だったと思います。これからもサポーターや地域の皆さんと仲良く活動をしてほしいと思いま

す。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんが住んでいる伊丹市は「ことば文化都市」なんですね。初めて知りましたが、どのキ

ャプションもうまく俳句形式にまとめていて、感心しました。約 17 文字ではあるけれど、伝え

たいことが凝縮されていて、とてもいい工夫だと思います。また、一人ずつ手形を取って、感

想を書いているのもいいですね。自 分自身のふりかえりにもなるし、体験からえた言葉は読

む人の心にものこります。他のメンバーの感想から、発見したり思い出したりすることもあり

ますね。こ れからもぜひみなさん自身の感想は書いてほしいと思います。 

 

奈良県斑鳩町 福祉・環境委員会 

壁新聞のタイトル：斑小エコ新聞       29-01 

 

斑鳩小学校 福祉環境委員会さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

斑鳩小学校での 2 つのリサイクル活動について、そのしくみ、集め方、集められた後に、

アルミ缶は車いす寄付に、エコキャップはポリオワクチンの提供などに役立てられている

ことなど、よく調べて書けました。アルミ缶は何個（何キロ）集まると車いす一台分の寄付

ができるのかなあ。エコキャップ集めで詳しく調べているので、アルミ缶の情報も気になり

ます。 

さらにもっと気になるのは、みんなが協力してたくさんのアルミ缶やエコキャップが集まっ

たようですが、実際にどの位の量がどの位の時間で集まったのでしょうか。具体的な数字

をかいてもらうことで、活動がさらに読んでる人にも実感がわく記事になると思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ごみを減らす方法としてリサイクル活動のことだけ書いていますが、斑鳩小学校では、ご

みを作らない活動もしているのでしょうか。たとえば、アルミ缶やペットボトルに入った飲み

物を、水筒やリユースびんなど、何度も洗って使える入れ物で飲むことで、容器ごみを出

す量を減らす方法もありますよ。出てきたごみをリサイクルで減らすことと同じように、「ご

みを作らない」活動も大切です。もし、その活動もしているのなら、ぜひそのことも新聞で

書いて欲しいです。 



 

奈良県斑鳩町 整美・ボランティア委員会 

壁新聞のタイトル：エコ新聞       29-02 

 

整美・ボランティア委員会さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

斑鳩西小学校の活動を紹介する「エコ新聞」。大きな字で読みやすい反面、せっかく作

ったかべ新聞なのに、こまかな活動について分からないのがざんねんです。 

プルタブ集めは、どの位の期間でどのように集めたのかな。10 月に行った校外クリー

ン作戦も文章と写真で、何となく活動の様子は分かるけど、実際にこどもや大人で何人

の人が参加したのかな。また、みんなが活動を通じて、どんなことを感じたのかなあと、

疑問がたくさん出てきます。紙面にまだ余裕がありそうなので、次回はもう少し詳しい

内容についても書いて下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

環境活動はたくさんありますが、どうしてクリーン作戦やプルタブ集めをすることになっ

たのか、その理由とか知りたいです。クラブメンバーでどんな活動をするか、決めてい

るのかな。また、みんなはどんな気持ちでこれらの活動をしているのかな。もっともっと

かべ新聞をうまく利用して、みんなの日頃行っている環境活動について、斑鳩西小学

校のことが分かるようにアピールしていきましょう。 

ごみ問題以外に、何か環境活動をしているのでしょうか？ 環境活動は、自然を守った

り、自然のめぐみをいたただいたり、資源を大切に使うために省エネ・創エネをしたり、

自分たちの住んでいる環境を知ったり、といろいろな活動があります。その他の活動に

もぜひちょうせんして、かべ新聞で報告してください。 

 

鳥取県鳥取市 エコ隊わかばーズ 

壁新聞のタイトル：わくわく わかば エコしんぶん       幼児 31-01 

 

わかば保育園さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

わかば ほいくえんの みなさんは、たくさんの エコかつどうを しているのですね。 

かべしんぶんを みて、わたしが おもしろいなと おもったのは、「ごみ ぶんべつ さかな

つり」ゲームです。ごみで さかなつりゲーム するなんて、びっくりです！ でも、とても 

たのしそうですね。みなさんは じょうずに ぶんべつ できましたか？ 

それから、「リサイクルおんど」も とても たのしそうですね！ ３びきの カエルが とうじ

ょうするのでしょうか。みなさん じょうずに おどれましたか？ 

みどりのカーテンでは、いろんな しゅるいの しょくぶつを そだてたのですね。しゃしんを 

みると、はっぱの かたちや おおきさが いろいろあって おもしろい ですね。そだてな

がら、いろんなことを はっけん してくださいね！ 

これからも みなさんで たのしい エコかつどうを つづけてください！ 

  

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコ活動は今年で３年目とのことですが、楽しい活動となるように工夫をされていらっしゃ

る様子が伝わってきます。壁新聞は、活動内容ごとにすっきりとまとめられていて、たくさ

んの写真から活動の様子がとても良くわかります。壁新聞自体にも、チラシなどを利用し

た飾り付けをされていたりと、エコの視点が日常の保育所生活の中にしっかり根付いてい

らっしゃるのですね。 

今回は、緑のカーテン作りなど、新しい活動へも挑戦されています。他にも、施設訪問や学生さんの訪問など、地域の色々な

人たちと関わりを持ちながら活動されていることも、本当にステキだと思います。子どもたちにとっても、いい体験になるのでしょ

うね。 

ところで、この活動の中で子ども達に特に人気の活動というのはありますか？  どんなところが子どもにとって楽しいポイント

になっているのでしょうか。子どもたちの感想など、もっと知りたいなあと思いました。もし機会があれば、そういうポイントについ

てもぜひ紹介していただければと思います。 

これからも、子ども達とエコ活動を楽しんでください！ 



 

鳥取県米子市 彦名地区チビッ子環境パトロール隊 

壁新聞のタイトル：世界へ広がれエコ活動～ロシア編～       31-02 ① 

 

彦名地区チビッ子環境パトロール隊さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

こどもエコクラブ「チビパト隊」のみなさん、こんにちは！ 

みんなの作ったチビパト新聞を見てとても感激しました。むつかしいエコを通じて、国際交

流をやっている！すばらしい。 

チビパト隊のみんなは、大山や中海の自然にかこまれたところに住んでいるのですね。そ

ういった大切な自然をまもる活動を、ふだんから続けていることと思います。 

今回の新聞には三つのことが書かれていました。一つは、ロシア沿海地方青少年環境交

流団の人たちとの交流のこと、二つ目は中国地方こどもエコクラブの交流会に参加したこ

と、三つ目は、自然エネルギー体験教室へ参加したこと、ですね。 

まず、ロシアの人たちとの大山のホテルで１泊２日の交流したこと。新聞を読むと、交流行

事はことしが初めてではないようですが、みんなは初めてだったようですね。ロシア語は、

ふだんあまり聞きませんね。どのようにしてコミュニケーションをとったのかな？身振り手振

りですか？でも、エコ活動のことから交流が進んだと書かれています。おたがいにエコ活動

をしている者同士、理解が早かったのでしょう。ロシアのエコ活動を知って自分もやってみ

たいことはありましたか？タイトルのように、エコ活動が世界中に広がるといいですね。 

活動をしている写真がうまく使われています。 

廃食油を使ったキャンドルつくりや牛乳パックを利用した紙すき（はがきつくり）は、ロシアのともだちもやったことがなかったの

で、興味とおどろきの印象を持ったことが感想文からわかりました。キャンドルに火をともして遊んだキャンドルナイトは、楽しか

ったでしょう。おたがいの国の歌やおどりで楽しんで交流が進んだことはすばらしいです。ロシアのひとも、日本のうた「ふるさ

と」を前もって練習していたので、みんなで合唱できてよかった。準備はたいせつですね。みんなもおもてなしの準備をしたこと

でしょう。みんなの書いた感想文からも、エコが大切なこと、楽しかったこと、ロシアとの交流を続けたいこと、などが伝わってき

ました。これからも、ずっと続けられるといいですね。 

鳥取自然環境館の体験教室では、太陽光クッキングでゆで卵をつくりました。太陽光がすごいエネルギーをもっていることがわ

かりましたね。石炭や石油、天然ガス（これらをまとめて、“化石燃料“といいます）を使わないで生活できるようになるといいで

すね。 

 
 

彦名地区チビッ子環境パトロール隊 

壁新聞のタイトル：世界へ広がれエコ活動～ロシア編～        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

中国地方こどもエコクラブ交流大会は、５年前から続いているそうですが、鳥取県内全市町村にこどもエコクラブができた記念

の大会だったのですね。いろんなことをやったと思いますが、何が一番楽しかったですか？ネイチャーゲーム？それとも、あん

どんかな？ 

他のエコクラブでやっている活動は、チビパト隊とどうちがっていましたか？そんなことも読んでみたかったな。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

言葉の壁がある外国からの子どもたちを受け入れての活動、いろいろとご苦労があったことと思います。エコを通じて、ロシアと

の交流が続くことを期待しています。 

使用済みの材料を利用したキャンドルつくり、牛乳パックから和紙をつくるなど、じょうずにプログラムが作られていると思いま

す。 

子 どもたちは、ネイチャーゲーム、エコ活動のポスターセッション、あんどんつくりなどたくさんの行事を体験したと思いますが、

チビパト隊の感想などが新聞に ありません。「環境の悪化に気づき、環境問題の解決に向けて自ら考え、行動する人が育って

いく」を目指されていると思いますので、こともたちが何にきづ き、どう思ったかを書いてもらえるともっとよかったと思いました。 



 

鳥取県米子市 メダカみ～つけ探検 

壁新聞のタイトル：水の中には・・・       31-03 

 

メダカみ～つけ探検さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

とても情報量が多い新聞です。メダカを中心に 1 年間でとてもたくさんの活動をおこ

なってきたことが一目でわかります。 

昔から身近な生物として有名なメダカですが、最近では生息できる場所がだんだん

へってきています。 

水草の生えた用水路にメダカがいたというのは新しい発見ですね。ただ、用水路は

水位に差がないので天敵におそわれたときに逃げ場がありません。たくましく生きて

いるメダカですが、そこが本来生きていく場所ではないということもみなさんの力で周

りの人に伝えていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんはメダカについてたくさん学んだので、もう何を聞いてもすぐに答えられるほ

どの知識があることでしょう。 

よんでいる人の中にはメダカのことをあまりよく知らない人もいるかもしれません。み

なさんも学んでいるときに初めて知ったことやおどろいたことがあったのではないでし

ょうか？  

まず、新聞の目立つところにメダカという生き物の紹介を書いてみましょう。何を食べ

ているのか、生きていくのに何が必要か、だからこういうところにすんでいる、というよ

うな情報があるだけで、「まとめ」に書かれた「用水路に生息するメダカ」という言葉の意味がよみ手にもしっかりと伝わることと思

います。 

 

鳥取県米子市 自然といきものみ～つけ探検 

壁新聞のタイトル：生き物たくさん見つけたよ YONAGO ジャングルエコ ２０１４       31-04 

 

YONAGO ジャングルエコ探検さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

1 年間でとてもたくさんの活動をしたのですね。模造紙に収まりきらない情報の量が活

動の多様さを表しています。よく頑張りましたね。 

ホタルとりにチャレンジしたり、クルミを食べたりしたそうですが、 「あたたかかった」

「かたかった」「力強かった」など感想はさまざまあると思います。写真ではそういったこ

とがらは、よんでいる人に伝わりません。ですか ら、「蛍はとてもはやかった」「クルミ

は油っぽかった」というように、実際にふれたみなさんがどう感じたかを新聞に書くこと

はとても大切なことだと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんの情報をのせるために色紙を折って「めくり」を使うなどの工夫をして新聞を作

成してくれました。「めくり」は新聞を立体的に見せたり目隠しの効果があったり、はば

広い用とで使うことが出来る便利な方法です。ただ、今回の新聞では「めくり」を多用し

すぎている部分も見うけられます。ひとつのコーナーで用いる「めくり」は一度までがの

ぞましいです。1 枚の新聞でどう表現するか、考えてみてくださいね。 



 

鳥取県米子市 それ行け中海探検 

壁新聞のタイトル：美しい中海を復活させよう！２０１４       31-05 

 

それ行け 中海探検さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
中海を中心として、水質調査や生き物観察、「中海七珍」の料理体験など、いろいろな角度から実際の体験

を大切に活動されています。かべ新聞を見ると、ホタル観察・水鳥観察・ハゼ釣り・水質調査など、楽しい体

験活動がたくさんですね！ 

私はこのかべ新聞を見て、次のことが良いなあと思いました。 

・色々なことを実際に体験しているという活動内容がとてもステキです。 

・中海の場所がわかりやすい！日本のどこかが一目でわかりますね。 

・活動や内容ごとに写真や文が色紙にまとめられていて、見やすくわかりやすい。 

・写真やイラストがたくさんありわかりやすい。 

・感想や、発見したこと、これからこうなって欲しいという想いが書いてあるのが良い。 

・活動の日にちがきちんと書いてあるので、見る人にもわかりやすく、記録としても良いですね。 

それから、中海は昔、水が汚れ魚が減ってしまっていたこともあるけれど、再生プロジェクトが始まって、また

水がきれいになってきて、魚が増えてきているというのは、本当にすごくてステキなことですね。 

みなさんの活動がひろがることで、さらに中海がきれいに生き物が豊になっていくといいですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんのステキな活動の魅力をもっと伝えるかべ新聞にする方法を考えてみましたので、参考にしてくださ

いね。 

    ・中海は、普通の湖ではなく、海水と淡水が混じった「汽水湖」であるという説明があると、さらにわかり

やすくて、しかも、色々な人に興味を持ってもらえると思います。 

    ・水がきれいになってきて、生き物がだんだん増えてきたということですが、「中海に昔からいる生き物」「最近増えてきた生き物」などはいます

か？ 地域の人などにも聞いて、調べてみて、比べるのも面白いと思います。 

    ・みなさんは、水辺の色々な生き物を見て触れて知っていると思いますので、みなさんの中で「人気の生き物」は何ですか？ その生き物は、ど

んなところが魅力なのでしょうか？ 

生き物の魅力をたくさんの人に知ってもらうことが、水をきれいにしようと思う人を増やすことにもつながります。 

それから、水を汚さないために「ごみを捨てない」「家で洗剤を多く使わないようにする」ということを書いてくれています。中海のきれいな水を守って

いくために、みなさんの周りの人にもぜひ伝えてほしいです。その時に、ただ「ごみを捨てないで！」と言うよりも、「ごみを捨てると、○○○○が起こ

って生き物が○○○ということで困るから、持って帰って捨てて欲しい」というように具体的に伝えると、納得しやすいと思います（○○○の部分は、

みなさんで調べて考えてみてくださいね）。普段の活動でみなさんが感じていることを、周りの色々な人たちへもぜひ伝えていってください。 

これからも、どんどん活動をして、たくさんの体験・発見をしてくださいね！ 

 

鳥取県米子市 イオン チアーズクラブ 日吉津 

壁新聞のタイトル：自然と太陽に学ぶエコ       31-07 

 

イオン日吉津チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

イオン日吉津チアーズクラブのみなさんは、「自然と太陽から環境（エコ）を学ぶ」というテー

マで活動をされました。 

写真だけでなく、ステキなイラストがたくさんあり、活動ごとに色がわかれていて、とても読

みやすいかべ新聞ですね。文章も説明が上手で、感想もあり、わかりやすくとっても良いで

すね。 

エコストア探検では、太陽光発電やへきめんりょっかなど、建物や設備の「エコ」をたくさん

発見したのですね。他にも、農業体験、ネイチャーゲーム、中海クルージングなど、いろん

な活動をして、みなさんがいろんな発見をしたことが、かべ新聞から伝わってきます。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは、マイうちわを作ってエコ宣言を書いたとのことですが、どんな内容を書いたの

でしょうか。かべ新聞を見て、私はみなさんの宣言を知りたいなと思いました。それに、みな

さんが考えて宣言したことを紹介することで、かべ新聞を読んだ人が「わたしもできるか

な？」「やってみよかな？」と思うきっかけになることもあります。もし機会があれば、例えば

こんなことを宣言したよ、と紹介してみてくださいね。 

楽しくステキな活動を紹介している記事に、もしできれば、何月何日にやったことなのかが

書いてあれば良いと思います。かべ新聞で活動紹介するときに、「何をしたか」「どんなことを発見した・感じたか」ということも大

切ですが、「いつしたか」「どこでしたか」が書かれていると、さらに内容が良くわかります。それに、みなさんがあとから見て思い

出すときにも役に立ちますよ。 

それから、中海クルージングの記事には、中海の環境を守る人達がいることを聞いたと報告してくれていますが、中海で活動し

ているエコクラブ「それいけ中海探検」のみなさんが作った壁新聞もありますので、ぜひ見てみてください。 

これからも楽しく活動を続けて、色々なことを発見してくださいね！ 



 

鳥取県米子市 イオン米子駅前店チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：緑あふれる未来へ☆太陽と自然       31-06 

 

イオン米子駅前チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

イオン米子駅前チアーズクラブのみなさんは、「太陽と自然」をテーマに活動されました。お

そろいの黄色い T シャツを着ての活動で、みなさんとても仲良く楽しそうですね。 

エコ農業では太陽の光でおいしく育った野菜を収穫したり、苗木やあさがおを育てたりする

中で、自然や緑をいっぱい感じたのではないでしょうか。みなさん一人一人の感想が書い

てあって、どんな気持ちになったのかや、どんな発見があったのかがよく分かって良いです

ね。 

また、お店のエコ探検やよなご環境フェスタでのはがきづくりなど、他にも楽しい活動をたく

さんされていますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんの楽しい活動をかべ新聞にまとめるときに、ぜひ、活動をした日にちを書くように

してみてください。あとから活動を振り返ったときに役に立ちますし、記録としても日にちが

あると分かりやすいですよ。 

エコ農業で収穫した日にちが書いてあるので、大根などがいつ収穫できたのかがわかって

良いですね。 

あさがおの花も、いつ頃から咲き出したのかなどがわかると面白いですね。写真の日付を

見ると 10 月に咲いたものもありますね。個性豊かな生長の様子がうかがえます。種や苗によっては、うまく生長しないものもあ

りますが、それも自然では良くあること。また次もチャレンジしてみてくださいね。 

それからお店のエコ探検ですが、売っている商品自体にもエコなものがありそうですよ。例えば同じ商品でも、日本で作ったも

のと外国から輸入したものでは、商品をはこぶ距離がちがいます。距離が短いほど、輸送のための（トラックなどの）燃料が少

なくてすみます。お買い物をするときに、できるだけ地元で作ったものをえらぶこともエコにつながります。もし機会があったら、

そんなことを考えながらお買い物をしてみてください。 

みなさんのかべ新聞は、一人一人の感想がしっかり書いてあるところがとってもステキですね。これからも、感じたことや発見し

たことなどを大切に、楽しく活動を続けてくださいね！ 

 

島根県出雲市 上津探検隊 

壁新聞のタイトル：ケロケロカエル調査新聞Ⅷ       32-01 

 

上津探検隊さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

とても内容の充実したかべ新聞ですね！ 

みなさんの普段の活動が、それだけ充実しているんだなという事が、読めば読むほど伝

わってきます。 

「ボッカ」というカサゴの呼び方は、今回初めて知りました！ 

地域の特色が出ている所も、読んでいて楽しいです。 

目的を持って取り組む事、定期的に続ける事、結果を記録してつみかさねる事、他の学

年の子どもと協力する事。 

地域の自然を守るには、どれも欠かせないものです。 

これからも楽しくレベルの高い活動を続けて、生きものゆたかな地域をつくって下さい！ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私もこれまでいくつかの活動を見させてもらったり参加したり、主催をする事もあります

が、これはとても良い活動だなというのが第一印象でした。 

地域の自然や環境に目を向け、その素晴らしさを感じる事が出来ている上津探検隊さん

の活動は、本当に充実していると思います。 

地域の自然の魅力を感じている分、将来的に都心に出た際に、改めて地元の良さを実感

する事でしょう。 

それは若者の U ターンや I ターンにもつながりうる、地域活性化にも一役買うのではないでしょうか。 

この点もぜひいろいろな地域の多くの方々にも知って欲しい部分です。 

環境が速いスピードで変化する現代の自然を維持し続けるには、次世代の育成が不可欠です。 

そのすばらしい地域の自然を守るためにも地域が一体となって活動を続け、いろいろな方にこの活動を広めていってほしいと

思います。 



 

岡山県岡山市 イオンチアーズクラブ岡山 

壁新聞のタイトル：１年間の活動のまとめ       33-02 

 

イオン岡山チアーズクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

標題の色文字がきれいですね。それと中央の大きな木の幹と葉っぱのように切り抜いた

写真が特ちょう的で目を引きます。細かいところを見ると，養蜂場では試食はなかったの

でしょうか？匂いや味も五感です。五感を使って観察すると，目で見たよりも強い印象が

あって，忘れなくなります。ぜひとも試してみて下さい。それと「私たちのエコ宣言」として一

人で一枚の宣言を書いています。中には「植物を大切にします」から「節電」など誰でも，

どこからでもできそうな宣言が書かれています。他の人の宣言を見ながら，みんなも新し

いテーマに取り組んでみよう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコ農業体験は，都会ではなかなかできないぜいたくな体験です。でも内容をみると報告

のまとめ方が悪いせいか，ばらばらになっているように見えます。こんなときは畑から食

卓までの流れで表現するとはっきりしてくると思います。 

それから自然保護センターに出かけていますが，そこには自然観察指導員のガイドがい

ませんでしたか？ガイドはその季節に合った解説をていねいにしてくれると思いますの

で，日記を書くのと同じように，ちゃんと自然観察ノートにメモしたり，スケッチにしておくと

来年出かける子どもたちにはとても役立つことと思います。 

 

岡山県岡山市 岡山ハッケンジャー 

壁新聞のタイトル：岡山ハッケン新聞       33-01 

 

岡山ハッケンジャーさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

かべ新聞の上に「岡山ハッケン新聞」と名前を書いているところが気に入りましたよ。 

これはあいさつのようなものです。はっきり大きく，きちんとできなくてはいけません。 

さて，全体を見渡してみると，中央にちぎり絵の山と川が描かれていて，他の写真が小さ

そうに見えました。今回は身近な用水路で自然観察をしているのはとても良いことです。

身近な自然は，いつでも友達や家族といっしょに観察に行くことができるからです。植物も

動物も 2 週間ほど見ないでいると変わってきます。僕たちは変わったことにきがつきま

す。よく観察することで変化を見つけることができるのです。自然を学ぶためには遠くに行

かなくても，身近なところで出来るのです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

右上の ESD は少し難しかったかな。その上にはドングリを食べたと書いてありますね。公

園で観察したドングリをクッキーなどにして食べましたとありますね。実は僕もドングリが

大好きなんです。マテバシイやスダジイを使ってせんべいを作ったりしています。このドン

グリの仲間だけを観察してもかべ新聞が作れます。 

手書きの文字が多数並んでいるのに，どうしてこのかべ新聞は読みやすいのでしょう

か？それは写真の下に必ず解説を入れているからです。スタイルを整えることで読みや

すくなっているのです。 

次回は田んぼの生き物がそこに育っている稲（イネ）とどのようにして助け合っているのか，ぜひとも取り上げて下さい。 



 

岡山県津山市 わくわくエコクラブ 

壁新聞のタイトル：わくわく活動リレー新聞。       33-03 

 

わくわくエコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

これは黒地の紙に作ったすごろく盤ですね。子どもたちは身近な材料で思いがけないよ

うな，すばらしいことを思いつきます。余白にサイコロも描いてくれると楽しくなりますね。 

ここに取り上げた写真は，生き物の好きなサポーターがもも畑，自然教室，生き物調べ

などで見つけたものでできています。卒業前に東京で発表する機会が欲しかったとクラ

ブ紹介に書いていますが，東京より津山の方が自然は濃厚ですよ。将来，都会に生活

するようになっても，津山で見つけた自然はみんなを楽しませてくれたことを思い出して

下さい。これだけでも十分価値がありますよ。沢山の生き物の姿を見つけて来たので，

絵が小さくなってしまいましたが，そんな時には小さいサイコロで遊んで下さい。それと

ナマズを食べたんですね。僕もフライで食べたことがありますよ。とてもおいしいんで

す。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞の流れを写真で見るとわかりやすくなりますが，沢山乗せようとするとどうして

も写真が小さくなります。文字だけでもわかりにくいときは，スケッチや模式図を見せる

工夫をするといいと思います。大胆に黒を背景に選んだセンスがあれば，そんな工夫は

朝飯前と思いますが，実際に取り入れてみると楽しくなります。 

僕は毎年いろいろな花や昆虫に出会うことがありますが，どれも一期一会（いちごいち

え：一生に一回しか会う機会がないような不思議な縁）と思っています。この昆虫は今年

初めて見つけたけれど秋には産卵して死んでしまうとか，あの鳥は冬になると南の島へ渡っていくとか，二度と会わないことの方

が多いと思います。だからこそめぐり合いをよろこびをもってむかえてあげたいと思っています。これが一期一会です。人と花，人

と昆虫，勿論人と人もめぐり合うのです。 

 

岡山県里庄町 さとしょうエコクラブ 

壁新聞のタイトル：思いやりと意識       33-04 

 

さとしょうエコクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

緑色の線に囲まれたタイトルと，黄色い「宝」の文字，一度見ると忘れない配色です

ね。大きな文字で見やすく，写真も内容が見て取れる大きさになっているので理解が

早いですね。でも，駐車場の料金箱の落書きの写真のように、写真に説明がないの

でわかりにくいものがありますね。 

落書きがない町にするにはどんな活動が適しているか，これも考えてみたいもので

す。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

山に捨てる，ポイ捨てする，いろんな捨て方があるのがわかったけれど，どのようにし

て止めさせるか，エコクラブで考えてみて下さいね。それからきれいな町づくりには，

エコクラブで出来ることは他にないでしょうか？これもみなさんで考えてみて下さい。 

町が汚いのは，ごみが捨ててあることによって，ごみを捨てる人を呼んでいるともいえ

るのです。ですからきれいにするなら町中の人がきれい好きでなければきれいになり

ません。手洗いをすることでほとんどの感染症の予防に役立ちます。同様に汚れた町

を汚れたままにしておけばもっと汚れていきます。きれいにしようとする理解と行動が

町をきれいにしようとすることにつながります。 

以前，瀬戸内海にある大三島に出向いたことがありますが，この島には大きな神社が

あります。人々は神様と一緒に住んでいるために，朝早くから島のいたるところで掃

除をしている人の姿を見かけました。これは昔々からの伝統だとお聞きしました。日本中がそうなってくれるように願っていま

す。 



 

広島県広島市 フジこどもエコクラブ広島 

壁新聞のタイトル：①みんなで楽しくエコ新聞 ②エコクラブｉｎ広島 ③エコクラブ新聞 2014       34-01 推薦、34-02、34-03 （全

3 枚） 
 

フジこどもエコクラブ広島①を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ひろったごみをグラフを使って表していたり、シリブカガシについて丁ねいに説明がされていたりと、読み手

を意識した新聞がつくられていると感じました。とくにシリブカガシは一般的にはあまり知られていない種類

のどんぐりなので、どういった特ちょうをもったどんぐりなのかを説明することは大切なことですね。学んだ

ことを読み手にわかりやすく伝えるために皆さんが気を配ったことがわかる新聞となっていました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

海岸で拾ったごみの数は 5,440 個とのこと、数えるのは大変だったことでしょう。そのなかでもカキの養殖

用パイプが長いものと短いものを合わせて 70％を超えているようですが、それはなぜなのでしょうか？自

然に流れ着いてしまうものなのか、それとも人が捨てていくのか。海岸にこんなにたくさんのごみが集まっ

てしまう理由も、調べたり相談してみてください。 

  

フジこどもエコクラブ広島②を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

見出しが大きくカラフルで、何について書かれているのかがわかりやすく、何枚も写真をはってくれている

ので活動の様子も伝わってきますね。ほとんどの人が陶芸を初めて体験したとのことですが、みなさんど

んな反応でしたか？たとえば粘土のかたさは想像していたものとちがいはありましたか？きっとたくさんの

感想や発見があったことと思います。ふだんではなかなかできない体験を「フジこどもエコクラブ広島」の活

動でできたことは良い思い出となったことでしょう。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

シリブカガシについて書かれている記事に「なかなか大きくならない」とありますが、その理由はなんです

か？おおきくなりにくい種類なのか、それとも芽が食べられてしまったりなどなにか理由があるのか、その

説明があるとよりよい新聞になると思います。クイズ形式で扱っても良いかもしれませんね。 

 

 

フジこどもエコクラブ広島 

壁新聞のタイトル：①みんなで楽しくエコ新聞 ②エコクラブｉｎ広島 ③エコクラブ新聞 2014        

 

フジこどもエコクラブ広島③を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

干潟に入って生き物観察をしたのですね。室内で勉強をした生き物は実際に見ることが出来ましたか？

図鑑やテレビを見て想像した大きさより意外と大きかったりして、小さいころ私はよくびっくりしました。そ

して死んだ魚を置いておくとだんだんと骨になっていったとのことですが、干潟の生き物が何を食べ、何

に食べられているのか、死んだあとはどうなるのかということを自分の目で見ることができたというのは

貴重な経験だと思います。 

「フジこどもエコクラブ広島」での活動に今後も積極的に参加してください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

1 年間で様々な活動をしてきたのですね。干潟へ行ったり、陶芸やピザづくりなど普段そう体験しないよ

うな活動をおこなっているのですから、同じ活動で来年度新たにチャレンジしてみたいことや目標、改善

点なども書いてみてはどうでしょうか。 

海岸のごみ拾いもどうしてパイプがワースト１なのか、どうしたらごみは減っていくのかなど、みなさんの考えが書かれているとも

っとよい新聞となると思います。 



 

広島県福山市 めだかの学校 

壁新聞のタイトル：さあ 行こう！芦田川探検       環境大臣賞 34-04 

 

めだかの学校さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

最初に目にしたとき、その膨大な情報量におどろきました。９地点での活動の様子をそれぞ

れ表や写真でわかりやすく説明をされていますし、それぞれの記事で背景色が色分けされ

ているためゴチャゴチャした印象は受けず、バランスのとれた新聞になっています。めくりを

一切使わずにこれだけの情報を一枚の模造紙に収めたことがすごいですね。調査結果も

図鑑の写真を貼り付けていて、生き物の姿が分かりやすくなっていると思います。これから

も続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

調査地点をあらわした絵を、新聞の真ん中に持ってきて番号を振っているので各地点の位

置関係がわかりやすくなっています。写真もたくさんあって現場の様子も分かりやすいので

すが、一言二言でよいので、文章としても調査地点がどのような環境にあるのか記載して

ほしいと思います。たとえば付近には住宅が多いのか、それとも山の中なのか。流れが速

いのか、川の深さはどうか。そうすることで調査で見つかった生き物がどのような場所にい

るのかが、誰が見てもわかるようになると思います。 

 

広島県福山市 緑丘こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：いきものみっけ       34-05 

 

緑丘こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

生き物観察の記事では、季節によって姿の変わる植物をくらべているのがわかりやすくて

良いと思います。とくにエノコログサは緑色から茶色になりますし、小さいころから目にした

り遊んだこともあり、よく知った植物ですね。また、「文化祭」の記事では卵のカラを使った

エコキャンドルがとてもおもしろいと思いました。見た目も可愛らしく、サイズも小ぶりで女

性に人気がありそうです。実際どうでしたか？次回の新聞では皆さんの活動、作品に対す

るまわりの情報も教えてください！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

生き物調査を 3 日間したようですが、すべて同じ場所ですか？もしそうであれば、前の月

（季節）と比べて観察場所の様子はどうでしたか？たとえば前回見つけた花がなかった、

生き物が違っていた（バッタについては書いてくれていますね）、など教えてください。ま

た、ソーラークッカーとはどういったものなのかも、説明があるとよいかと思います。 



 

徳島県三好市 ホタルと共に暮らし隊 

壁新聞のタイトル：ホタル新聞       36-01 東洋ﾗｲｽ賞 

 

ホタルと共に暮らし隊さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

こどもエコクラブ「ホタルと共に暮らし隊」のみなさん、こんにちは！かべ新聞あ

りがとう。 

みんなの作ったホタル新聞を見て、とてももりだくさんの内容がぎっしり詰まって

いて、いろいろな環境活動を実行しているようすがよく分かるすばらしい新聞に

なっていて、感心しました。 

部活動としてこの一年間に行った、「エネルギー」「水」「自然」というテーマの活

動をじょうずに配分して新聞に示してくれました。書きたいことがたくさんあって、

重ねたり、折りたたんだり工夫をしていますね。みんなの熱意が伝わってきま

す。使われている写真も、説明文と合っていて分かりやすいです。 

エネルギーの活動にいちばん力をいれたのか、新聞の半分以上を占めていま

すね。特に節電をテーマに、学校で消費する電力を過去にさかのぼって調べ、

節電のアイディアを考えて実行しています。その成果がさっそく出ましたね。２０

１４年の使用量は、過去５年間の平均値をずいぶん下回りました。お見事で

す！学校の活動を家庭にも広げようとして環境家計簿への参加を考えたこと

は、とてもよいことです。なるべく多くの人が節電に関心を持ってくれることが大

切ですね。参加してくれたお友達の感想を読んで、エネルギーへの関心深ま

り、活動の広がりがわかりました。 

節電の方法を自分たちで考えるだけではなく、専門家（四電）の講座を開いて勉

強しています。日よけにしたよしず作戦についても、気温を計って効果を調べて

います。ウォームビズでも違いがわかりましたね。トレパンの効果が３℃もある

のは驚きです。全体的に、みんなはちゃんとデータを基に比較して、考えていま

す。とても大事なことですので、これからも、こういう習慣を持ち続けてください。 

 

 

ホタルと共に暮らし隊 

壁新聞のタイトル：ホタル新聞        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

水力発電所や風力発電所を見学して、自然エネルギーについても勉強しました。どんな感想を持ちましたか？ＣＯ2 を出さない

電力が増えるといいですね。ソーラークッキングで太陽光のエネルギーを実感しましたか？ 

「水」 の活動では、全国水生生物調査に参加しているようすを書いてくれました。調べた川の名前（鮎苔谷川 なんて読むのか

なぁ？）からアユが登ってくるきれいな 水の川を連想しています。水と食物、とくにバーチャルウォーターまで考えて、よその国

の水を利用していること、食物にたくさんの水を使っていることもわか りました。地球上の使える水は多くありません（真水は

2.5％）。日本は見ずに恵まれていますが（34Ｌ/日）、その 1/10 しか使えない国もあります。 水と森のつながりも体感したと思

いますが、自然を守っていくことの大切なことをクラブ活動を通じて理解されたと思います。 

クラブ活動に参加したみんなが、活動を振り返って気づいたこと、おどろいたことを感想に書いてくれました。これからの決意も

いいですね！みんなのクラブ活動の経験がこれからの生活にもきっと生かされるにちがいないと、感じました。 

最後に、「ホタルと共に暮らし隊」の名前の由来についても、少し書いてくれると良かったな、と思いました。すばらしい新聞をあ

りがとう！ 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

素晴らしい活動内容が書かれている壁新聞をありがとうございました。 

豊かな自然環境にめぐまれた池中の生徒さんが、楽しく、協力しながら、アイディア探しに頭をしぼって、結果もチェックする活

動しているようすがよく分かる新聞です。地域の環境活動の核となって、活動いている良い事例だと思います。 

生徒が、自分たちで年間の活動計画を立てて実行したのでしょうか？それとも、サポーターが一緒になって考えたのでしょう

か？いずれにせよ、ホタル隊の活動がまわりの生徒に広がり、さらに家庭や社会に輪を広げることの大切さが分かり、良い取

り組みと思いました。 

特に感心したのは、「何をしたかの報告だけでなく、自分たちが考えたことや学んだことを伝えることを重視して作りました。」と

いう方向付けです。生徒たち が、自主性をもち、自分たちで考えて実行し、その結果を振り返るという形ができていると思いま

す。そういった子供たちが増えてくれることを、期待していま す。 

良いサポートありがとうございました。 



 

香川県高松市 シオンエコサイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：シオンエコ新聞１、メダカが消えていく!!２、楽しい工作       37-02（推薦）、37-03（全２枚） 

 
シオン・エコサイエンスクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

今年もメダカの生息調査と水質調査のかべ新聞ありがとう。何年もメダカの生息調査を続けることは本当に

すばらしい！！！とてもきちょうな生息調査だね！！！増え続けているカダヤシは特定外来生物（とくてい

がいらいせいぶつ）にしていされているので、このまま放置しておくと、カタヤシのために完全にメダカがい

なくなってしまう可能性があるので、とても心配だね！！！ 

メダカのためにみんなで水路の水質調査やごみの回収もやってくれたんだね。メダカのためにみんなで協

力しながらどんなに小さなことでも出来ることは何でもやって欲しいな。また早明浦ダムボランティア清掃を

１３回やってくれたことで不法投棄の産廃ゴミがなくなり、きれいになってきたことは、本当にみんなの努力

のおかげだね。おめでとう！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

メダカを大切にするために、生息調査は今後も続けて欲しいな。メダカが減っている理由がカダヤシのせいかどうか、または他に原因

があるのかどうかを市役所のせんもんの人に相談してほしいと思います。その相談した結果を次回のかべ新聞で発表できるといい

ね。楽しみにまっているよ！！！ 

 

シオン・エコサイエンスクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━ 

いろいろなエコ工作にチャレンジしたね。珍しいものばかりで、オドロキです。 

ハイビスカスの花びらから太陽電池が作れるとはまったく知りませんでした。牛乳パックでブーメランが作れるとはリサイ

クルの遊びのアイディア賞を差し上げたいと思います。廃油キャンドルはいろいろな色があってきれいだね。 

特にサザエのキャンドルは部屋の中の飾りにも使えてかわいい。廃油の再利用なので環境にもやくにたって

いる！！！スチレンでのコースターや立体絵もかわいいね。みんなで楽しく作ったようすがかべ新聞からよく

わかりますよ。こんどはどんなエコ工作ができあがるか次回のかべ新聞をわくわくしてまっているよ。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

これだけユニークな面白いエコ工作なので、読者のお友だちはもっとくわしく知りたくなると思うよ。たとえば、

電流はどのくらいの強さの電流になったのかな。ブーメランはどのくらい飛んだだろう。廃油キャンドルはどのようなところがむずかし

かったか。読者になった気分でかべ新聞を作ってみると、みんなのかべ新聞がもっとおもしろく、みりょくてきになると思うよ。がんばってね。 

 

香川県高松市 さぬきこどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：農薬０、エコライフ       37-01 

 

さぬきこどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

米づくりの最初から最後までの活動のきろくがすべてよくわかるすばらし

いかべ新聞です！！！ 

米づくりはかなりの時間や日にちがかかり、くろうして、がまんして、みん

な一人一人が米づくりのそれぞれの活動を楽しみながらチームワークで

よくまとまり、いっしょうけんめいがんばったようすがかべ新聞の写真から

とてもよく分かります。本当にお疲れ様でした！！！このように大変てま

のかかる作業だったので、無農薬のお米の味もとてもおいしかったと思い

ます。次回のかべ新聞ではどのようにお米を食べたかの報告を待ってい

ます。 

360 キログラムのお米が収かくできた理由は、太陽の光や温度、きれいで

ゆたかな水、水はけのよい、びせいぶつのたくさんいる土などだと思いま

すので、自然へのかんしゃの気持ちを忘れてはならないと思います。家族

でのいもほりのようすやヤギとなかよくなれたことも報告してくれてありが

とう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

田んぼの中には、自然のなかまたちがたくさんいるので、その自然のなかまである生き物や植物のことをしらべて、どのような

仲間をどこで発見して、どのくらいあったか・いたかなどのほうこくしてくれたら、もっと楽しいかべ新聞になると思うよ。いっしょに

太陽、水、土などの自然のことも勉強すればもっと米づくりが楽しくなると思うよ。次のかべ新聞をわくわくして楽しみにまってい

るよ！！！ 



 

香川県善通寺市 善通寺こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：こども樹木医になろう       37-04 

 

善通寺こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

森のふんいきがいっぱい感じ取れるすばらしいかべ新聞です！！！「こども樹木医にな

ろう」というかべ新聞のタイトルが非常にユニークなので、どのような記事が書いてあるか

べ新聞なのか読者のお友だちの目をひきつけますね。 

「樹木の不思議」と「土の不思議」の大きな二つのテーマ、そして「これからのとりくみ」と

いう活動のテーマでしめくくられていて、全体的な新聞の作り方がとてもみりょく的に出来

上がっているね。幹の空洞、街路樹とイチョウの説明はせんもん的に観察されていて、ま

るでプロの樹木医ようですね。また、どじょうについても、とてもうまくまとめられていて、

森の中では、生き物どうしの関係の一つに「食う、食われる関係」があり、植物は葉や実

を昆虫・野鳥・小さな動物に食べられ、その昆虫や小さな動物は肉食の大きな動物に食

べられ、土の中のびせいぶつは死んだ動物や植物をくさらせて土にかえして養分を作る

関係を食物連鎖（しょくもつれんさ）と言い、このことがくわしく書かれていますね。このよう

に自然と生き物の関係が説明されているかべ新聞に感動しました！！！ありがと

う！！！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

次回のかべ新聞では、「こども樹木医」として何をやっているのか簡単な説明があればう

れしいな。 

森や樹木のやくわりに関して、降った雨をため、こうずいを防ぐ、水をきれいにしたりする働きなどあり、みんなの生活とどのよう

なかかわりがあるか勉強して、かべ新聞の記事になればいいね。読者のお友だちはわくわくしてみんなのかべ新聞をまっている

よ。また、みんなが住んでいる近くにも豊かな自然や森があると思うけど、みんなで協力してその自然や森のかんきょうをこれか

らも守っていかなければなりません。そのために森の定期的なほぜん活動である、植樹（しょくじゅ）、間伐（かんばつ）、下草刈り

（したくさがり）等も大切なとりくみの一つだと思います。 

 

愛媛県松山市 フジこどもエコクラブ愛媛 

壁新聞のタイトル：       38-01 

 

フジこどもエコクラブ愛媛さんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

フジこどもエコクラブのみなさん、こんにちは。 

悲しいことに、海にごみを捨ててしまう人はなかなかへりませんね。

それでも、みなさんのような活動をする人が 1 人でも増えれば、少し

ずつ少しずつごみは確実にへることが活動を通して実感できたので

はないでしょうか。 

私も、海や海の生き物が大好きなので、ごみがいつかゼロになれば

いいな、と思っています。このステキな活動を応援しています！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

かべ新聞おつかれ様でした。 

読みやすさ、内容ともにすばらしいと思いました。また、ごみ箱やめ

くってみようなど、読みたくなるような工夫もあり、とても興味を持っ

て読ませてもらいました。それぞれの活動をきちんと意味のある働

きとしてフジこどもエコクラブのみなさんが受け止めている様子も伝わりました。 

今後は、このすばらしい活動をクラブ内だけでなく、家族、友達、地域の方…と広めていけたらいいですね。 



 

愛媛県松山市 エコ・サイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：ＴＨＥ 環境工作新聞       38-02 

 

エコサイエンスクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

エコサイエンスクラブのみなさん、こんにちは。 

約半年で、こんなにも様々な活動をしていて、すごいなと思いました。しかも、どれもとても

楽しそうですね。夏には屋上緑化、冬には LED のクリスマスツリーと季節感もある活動で

すばらしいですね。私はペットボトルのけんびきょうに、とてもおどろきました。まさか、身近

なペットボトルを使って小さな生き物を見られるなんて、大発見ですね！ 

エコなことはもちろんですが、続けて行くためには“楽しい”ことも大切な要素の 1 つです。こ

れからもたくさんの活動を通して発見した事や感じた事をぜひかべ新聞で教えてください

ね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞おつかれ様でした。月に 1 度の活動との事ですが、とても内容のこい活動をされ

ていますね。 

エコレンジャーのクイズが入っているのも読んでいてあきない工夫がされていて、とても良

いと思います。ただ、どの月になんの活動をしたのかが少し見ずらい印象だったため、カレ

ンダー風にまとめたり、タイトルをペンで色分けする、同じ月を線で囲む、背景を付けるな

ど、ちょっとしたことでもっとよいかべ新聞になると思います。また、この実験や工作がどの

ように環境のためになるのか、どこがエコなのかもかんたんにポイントをのせてみてはいか

がでしょうか？ 

次回のかべ新聞も楽しみにしています！ 

 

愛媛県新居浜市 イオン新居浜チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：田んぼの学校       38-03 

 

イオン新居浜チアーズクラブさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

イオン新居浜チアーズクラブのみなさん、こんにちは。 

どれもおもしろそうな活動で、みなさんの楽しさが伝わってくるようでした。たくさんの活動をして

いるので、色んなぎもんや発見、感想が出てくると思いますが、すっきりきれいにまとめられて

いますね。さらに、ペンや写真、画用紙などを使っていてとても見やすかったです。 

私も、今お仕事で小さな田んぼで稲を育てています。お茶わん 1 ぱいに、どのくらいのお米が

あるのか、とても きょうみを持ったので、今度私が育てている稲も、しゅうかくしたら数えてみよ

うかな ♪と思いました。 

私の住んでいる東京では、なかなかできない自然体験が多く書かれていたので、わくわくしな

がら読めました。ぜひまた、愛媛ではどんな自然があるのか、どんな活動をしたのか、教えてく

ださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞おつかれ様でした。 

小１～中３という幅広い年齢層での活動は、大変だと思いますが、それぞれの学年の子たちが

それぞれの考え方を持っていて楽しそうだな、と感じました。 

たくさんの自然とふれ合うと、おもしろい発見や不思議な事、ちょっと怖い事、色々な感情が生まれると思います。でも、それっ

てすごく楽しい事ですよね。そんな様々な事を教えてくれる自然に、今度はぜひみなさんが恩返しをしてあげてください。 

例えば、日常生活のなにげない行動が、知らず知らずのうちに自然をこわすことにつながる行動もあります。そんな事に気付い

たら、お友達や家族の人に教えてあげてください。まずは、「知る」ことが自然を守る第一歩になるのではないでしょうか。もちろ

ん、ぜひかべ新聞にもまとめて教えてくださいね ♪ 



 

愛媛県新居浜市 レインボーキッズ 

壁新聞のタイトル：地域・共生・絆 キラキラ２０１４       38-04 

 

レインボーキッズさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─ 

レインボーキッズのみなさん、こんにちは。 

まず、カラフルで読みやすく、わくわくしながら読めるかべ新聞でした。活動から各々

が色々な事を感じていて、それを限られたスペースにとても上手にまとめられている

と思いました。 

私はとくに、ダンボールコンポストに興味を持ちました。家でできて、生ごみがたいひ

になる、そしてエコ。さらに、そのたいひを使っておいしい野菜を育てられるなんで一

石四鳥！とってもお得ですね。きっとこのかべ新聞を読んだ人もマネしてみたくなる

のではないでしょうか。（私もさっそく作ってマネしてみようと思います！） 

全体を通して愛媛の自然のいいところ、おもしろいところをたくさん知ることが出来ま

した。でも、まだまだ愛媛の自然はもっとたくさんあるはずです！それらの紹介を楽し

みにしています♪ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞おつかれ様でした。 

大人でもむずかしい ESD をテーマに様々な活動をされており、すばらしいと思いました。そんな大切な活動だからこそ、その活

動がどう環境やエコにつながっていくのか、私たち（読み手）はどんなことをすれば良いのかが記載されているとより良いかべ

新聞になるのではないでしょうか。（せっかくタイトルに ESD とあるので、深く掘り下げてみてもおもしろいかもしれません。） 

最近は、自然の減少やそれに伴う温暖化などの環境問題が問題視されていますね。そんな中で、このように自然とふれ合う活動

はとても大切だと思います。これからも、自然はすごい！おもしろい！不思議！という事をかべ新聞を通して私たちに伝えてもら

えたらうれしいな、と思いました。 

 

 

高知県高知市 フジこどもエコクラブ高知 

壁新聞のタイトル：フジこどもエコクラブ高知新聞       39-10 

 

フジこどもエコクラブ高知さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

フジこどもエコクラブ高知のみなさんのかべ新聞は、たくさんの写真と絵に感想が書い

てあって、どんな活動をしたのか、とても分かりやすくまとめてくれています。 

ぱっと写真や絵をみるだけでも、豊かな自然の中で、のびのびと楽しい活動をされてい

ることが良くわかります。 

田植えは、ドロドロのヌルヌルで大変だったこと、泥だらけになった人もいたとのこと。で

も、植える活動をみなさんが楽しみながらされたことが伝わってきます。 

いねかりの記事も、最初にいねがしげっていた様子や、かり取ったあとにどういうふうに

干したのかなどが分かりやすいですね。 

どんなふうにお米が作られているのかを実際に体験すると、ご飯を食べるときのおいし

さが少し違ってくることはないですか？ お米以外のものも、大切に食べて無駄にしない

ようにしたいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの活動について「何回目の活動なのか」「何月何日にしたのか」「場所はどこで

したのか」ということがしっかり書かれていて、分かりやすく良いですね。写真に説明が

あって、さらに活動の内容が良く分かりやすくなっています。 

みなさんは、田んぼでの活動、合宿での森の探検、カヤック、川でのアユ捕り、エコクッキングと、豊かな自然の中での活動を

たくさんされています。いろいろな活動をする中で、発見したこと、大変だったこと、うまくいったこと、いかなかったことなど、一

緒に体験したエコクラブの仲間と話しあったり、感想を言ったりすることはありますか？ 話し合う中で、次はこうしたいなという

工夫や新しいアイデアが出てきたらステキですね。良かったことや、次にやりたいことなどは、かべ新聞だけでなく、周りの人た

ちにもどんどん伝えていって、楽しい活動の輪を広げていってくださいね。 

これからも、豊かな自然の中での活動、楽しんでくださいね！ 

 

 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン 

壁新聞のタイトル：地球が笑顔になるように       39-01、39-02、39-03（全３枚） 

 
香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━── 

ハッピーコロリンのみんなが作ったかべ新聞「地球が笑顔になるように」は、とってもすばらしい！とっ

てもすばらしい！新聞です。何がすばらしいと言って、みんなが住んでいる近くのみやびの丘をブナの

木でいっぱいにしよう、さおりが原をマネキグサが咲きほこる所にしようということで、みんなが一生け

んめい活動をしているのが、手に取るようにわかるのがすばらしいです。 

活動報告だけでなく、実際に活動してみるととても大変なことがいっぱいありました。土止めネットはり

は、山の斜面がきつく、足をずっとふんばっていたので、体中がいたくなった、7 月 6 日のみやびの丘

ブナの森づくりは、あいにく小雨がふっていたので、寒いし、手や足がどろだらけになったし、ぼうを打

ちこむのは、岩に当たってなかなかできなかった、などみんなの大変さが良く表現できていて、読む私

も大変だなーと実感できました。みんなの活動の写真も大変さがよく分かります。トントン打ちつけるよ

うすや雨でかみの毛がぬれていて、がんばっているようすが分かります。「ぜったいブナの森を作って

みせる！！」みんなのがんばる気持ちが、実を結ぶだろうと思いました。 

さおりが原でマネキグサを咲かせる活動は、ようやくみんなの顔に笑顔が出てきましたね。毎年、マネ

キグサが大きく成長するのが実感できた。うれしいねー。保護柵を作った効果もちゃんと確認できまし

た。自分たちのやったことで成果が出たのも、本当にうれしいですね！種を取って、もっともっと増やそ

うと考えましたね。種はとっても小さいのですね。 

風で飛ばないように注意して、たくさん取れましたか？ 

来年はスリランカへ行きます！いいなー。インドのとなりのスリランカは環境にやさしい、美しい国だそうです。楽しみですね。私はまだ行ったことが

ありません。楽しい思い出と感動する体験をしてきてください。報告を楽しみにしています。 

エコプロダクツ 2014 でこどもエコクラブ全国事務局のおにいさん、おねえさんと会ったのですね。お話ができて良かったね。事務局のおにいさん、お

ねえさん達もみんなに会ってとってもうれしかったようです。エコプロダクツ 2014 にはいろいろな展示があり、体験もでき、みんなの活動に役に立つ

ことがいっぱいあったと思います。これからの活動にさんこうになることもあったでしょう。でも高知県から来るのは遠くて大変ですね。 

香美市こどもエコクラブは、サポーターさんがたくさんいて、みんなも元気が出るね。ぼくのばあばとお母さん、村上先生、高知大学の依光先生、福

富校長先生がいつも来てくれるようですね。そして、エコクラブの先ぱいも来てくれるので、サポーターだらけになるようですね。みんなのかんしゃの

気持ちがすばらしいです。活動の始めには、「おはようございます！」活動が終わった時には、「ありがとうございます！」とみんなで大きな声であい

さつをしているようすが目に浮かびます。 

（よみがえれ！物部の森新聞 PART２の発行日が 2014､1,5（月）となっていますが、2015,1,5（月）のまちがいではないでしょうか？） 

 

 

香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン 

壁新聞のタイトル：地球が笑顔になるように        
とっておきのゴシドウ★・・★・・・・・・★ 

Ｂ＆Ｇこどもクラブでヨットに乗ったり、旗を作ったりの活動や「塩の道」で学んだ！の活動ですばらしいなーと思ったのは、みんなは楽しんだり、くたく

たにつかれたとの感想だけでなく、環境をつねにいしきして、しっかりと観察していることが、とってもすばらしいです。 

旗を作ってきれいな色に染めました。下絵ののりを洗う時にきれいな水、きれいな川があって、初めて染物がきれいに仕上がることに気付きました。

ベリーグッドです。 

塩 の道を歩きました。坂が多くてくたくたにつかれた。その道を歩きながら、とても大切なことに気がつきましたね！人が住んでいて森をちゃんとせ

いびしている と木の下にまで日がさして、下草がたくさん成長する。こうすることで森に水がたくさんたくわえることができる。また、大雨がふっても

土砂くずれがおきない のですね。シカやイノシシ、クマが出てこないので山は荒れていません。こういう目で身近な自然を見て、自然を観察するみ

なさんはすばらしいと思います。今 回は 5.6ｋｍを歩いたのですが、昔の人は重たい塩をかついで、30ｋｍ位歩いていたのですね。えらいなーとつく

づくと感じたでしょう。 

さおりが原でマネキグサ咲きほこる！！の下にこっそりと、そしてほこらしげに環境壁新聞コンテストで特別賞の早稲田大学賞を受賞しました、とい

う新聞記事をはってくれました。みんなの活動を見てみると特別賞をもらうのは、とうぜんのことのように思います。 

活動の内容をわかりやすく、ていねいに書いてあります。そして、みんなの気持ちがあふれている新聞です。そして、あきらめずに前を向いて森をか

いふくさせるぞ！という意気ごみが伝わってくる新聞です。バンザイ！バンザイ！ですね。 

2015 年もがんばるぞ！！たくさん、やりたいこと、やろうとすることが書いてありました。地球が笑顔になるようにを、つねに考えながら活動すること

がみんなのきぼうであり、願いですね。 

来年はどんな新聞がとどくのか、とても楽しみです。 

 

香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン 

壁新聞のタイトル：地球が笑顔になるように        

師範から一言━─━─━─━─━─━ 
ハッピーコロリン②の壁新聞は、物部の森をふっかつさせるということで、みやびの丘にブナの森をつくるよ！さおり

が原をマネキグサでいっぱいにしたい！の活動を中心にしています。ハッピーコロリン①の活動と同じですが、エコま

るをまん中にして大きな口をあけて、森をまもる活動、続けるよ！ だって、森を守れば川も海も守れるから、とさけん

でいるところがちがいます。それとエコ丸のまわりに 1 年間にやったことを書いてくれました。4 月 26 日に結成式をお

こないました。そして、すぐにみやびの丘でブナの森づくりをして、土佐のお茶づくりにちょうせんし、依光先生のお話

を聞いて勉強し、B&G こどもクラブの結成式をおこない、香美市の特産品を使ったアイデア料理でおいしい（？）、め

ずらしい（？）料理をつくり、草ぶえ教室でふえを作って、ピーピー鳴らしたのでしょう。さおりが原でマネキグサの手入

れをして、アメゴつり大会に参加して、その後、そめもの体けんをし、塩の道ウォーキングをして、かべ新聞づくりをス

タート、エコプロダクト展を見学し、物部川を考えるシンポジウムに参加して、3 月 23 日こどもエコクラブ全国フェスティバルに参加して 1 年間の活動

をしゅうりょうしました。毎月 3 回から 5 回の活動をしました。1 年間をふりかえると、こんなにたくさんの活動をやったのか！とびっくりしました。 

 



 

ハッピーコロリンのかべ新聞のすばらしさは、たくさんの活動をていねいに、そしてこまかく書いてくれたことと共に、じっさいに活動してみてこまった

ことや考えたこと、感じたことを自分たちのことばで書いてくれたことです。ネットはりでへとへとになったけれど、これでブナの木が助かるので、よか

ったと思います。でも、やっぱり帰りのバスではみんなグーグーと寝てしまいました。去年まいた種から小さい芽が出ていたので「ヤッター！！」と思

った。7 月 6 日は小雨がふっていたので、「寒い！寒い！」と言いながら植えた。シカがとどかない高さになる 19 さいの時までみやびの丘に来て、見

守ってあげるとちかいました。とうがんのランプに灯をともすときれい。お茶も作りました、のむとおいしいよ！さおりが原の水はさむい！さむい！で

もやっぱり海はいいなー！ぼくたちは水が大好き！！など、みんなの生の声がとてもよかったです。それと、みんなが言いたい、うったえたい活動の

ようすが写真にちゃんとうつっていて、文章とよくいっちしていました。さおりが原のマネキグサも、ほごさくを作ったので 1 年、2 年、3 年と年ごとに大

きくなり、うっそうとしていて、みんなの活動が生きていることが実感できたようですね。 

物部の森でシカの食害で木の根元の草がなくなると、雨で山くずれがおこるだけでなく、川がよごれ、海もよごれて、魚もこまります。そこまでみんな

は気がついて森のかいふくを進めているようで大変すばらしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

年間の活動の中から、みんなが気にいった活動もしょうかいしてくれました。アメゴつりでつったアメゴのさしみをつくりました。大人の人がつくったの 

ではなく、ぎょきょうのおじさんに教えてもらい、みんなが作ったようですね。私はアメゴのさしみは食べたことがありませんが、どんな味なのだろう

か？白身 の魚なのでタイのようなさっぱりした味かな？ 

香美市の特産品をつかったアイデア料理では、丸こんにゃくのとんかつを作ったのです ね。こんにゃくに肉をうすくまいて、油であげるとかんせいか

な？おいしそうですね。丸こんにゃくが香美市の特産品ですか？写真には、いろいろなアイデア料 理が写っています。アイデア料理コンテストで

は、大人もこどもも作った料理がならんだのですか？私も見て、食べてみたかったなー。みんなはほかの料理も食 べてみたのですか？丸こんにゃ

くのとんかつ以外においしかった料理はありましたか？ 

エコまるの口の中にも大事なことがたくさん書い てあります。芽を出すくふうがあるようですね。大きなプランターにつめてまくと育ちやすいようです

ね。東北のひさい地にとどけるなえも育てているのです ね？ぶじに東北で育つと良いですね。君とお兄ちゃんだけがうまく育ったようで、なんとなく

名人みたいだね。ここには書いてないひけつがあるのですね？ 

高 知大学の依光先生は、いろんなことを分かりやすく教えてくれます。エコクラブの先ぱいの Happiness のまこちゃんが来るとみんなも元気になり

ます。 ぎょきょうのおじさんたちがつりやさしみの作り方を教えてくれました。バリューノアの店長さんとお友だちになりました。スリランカの人たちと

もお友だちに なりました。その他にもたくさんの人たちがみんなの活動を手伝ってくれたのだと思います。そういう人たちの気持ちにもこたえるため

にもみんなは活動を続け て、物部の森をふっかつさせてください。 

10 年後にエコまるといっしょに守る森がりっぱになっていることをきたいしていますよ！ 

 

 

香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン 

壁新聞のタイトル：地球が笑顔になるように        

 

香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━──━─━─━ 

「エコクラブ一年生！」というかべ新聞のタイトルが、とってもステキですね！  

新しい活動がはじまるときのワクワクしたきもち、楽しい活動をがんばろうというきもちが伝わ

ってくるようです。そんなピカピカ一年生のハッピーコロリンのみなさんは、たくさんの活動を

報告してくれています。 

毎月どんな活動をしてきたのかについて、4 月に一年生になったところから、まるですごろく

のように楽しいデザインで報告してくれています。畑に川にお店にと、色々な場所でたくさん

の活動をしたのですね。スーパーのエコたんけんで店長さんに教えてもらったことや、茶畑で

風車を見つけたことなど、みなさんが発見したことがわかって、とてもおもしろいです。 

 エコクッキングも、写真がとてもたくさんで、楽しい様子が良くわかります。 

 

とっておきのゴシドウ・・・・・・★・・・・・・★ 

「山をまもろう！」の記事では、シカが葉っぱを食べて山がこまっていることをまとめてくれています。ブナの赤ちゃんがシカに食

べられないようにネットで囲ったことや、シカのくじょのときのルールなど、なるほど～！と思いました。 

みなさんが活動されている山や場所の名前も書いてあると、もっとわかりやすくなると思います（7 月に活動された「みやびのお

か」でしょうか？） 

それから、もしチャンスがあれば、どうしてシカが葉っぱを食べてしまうのかや、昔から同じようにこまっているのかなどについて

も、しらべてみてください。 

「タネってすごい！」の記事も、とてもおもしろくステキな内容ですね。どうして調べようとおもったのかや、花・やさい・くだものな

ど色々なタネを調べたことが、とってもわかりやすいですね。 

ハッピーコロリンのみなさんのかべしんぶんは、発見したことやかんそうなどがしっかり書いてあるので、そこがとっても良いと

思います。チャレンジしたいことのひまわりのタネもがんばってください！ 

みなさんの活動は、地球が笑顔になる活動、そして、メンバーの皆さんも笑顔、お家の人や周りの人も笑顔になるステキな活動

ですね。これからも、活動したりしらべたりしたことを、ぜひかべしんぶんにまとめて、色々な人に伝えてくださいね。 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ミドレンジャー 

壁新聞のタイトル：自然を守る!!ミドレンジャー!!       39-04 

 

香美市こどもエコクラブ みどれんじゃーさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みどれんじゃーのみなさんは、3 年生、1 年生、幼児の 3 人兄弟エコクラブで、今回で 3 年目と

のことです。とってもステキなデザインで、楽しい工夫がたくさんしてあります。とってもがんばっ

て作ってくれたのですね。 

大きな木の葉っぱには、いっぱいに活動の報告やエコ情報をまとめてくれています。活動の種

類も多く、色々なことに取り組んでいるのですね。木の幹の扉を開くと、これからチャレンジした

いことが書いてあったり、そばを流れている川のところには新改川の生き物調べについてまとめ

てあったりと、工夫がいっぱいで、見ていてとても楽しいかべ新聞ですね！ 

みやびの丘の活動は、ブナの森を守るためにしたことだけでなく、イラストでも土しゃくずれの説

明があり、わかりやすいです。 

ジャコウアゲハを１００匹以上助けたことや、地元でとれた野菜はなぜエコなのかということ、ま

きストーブがお家にあることなど、内容もいろいろで読み応えがありました。 

自転車でちいきのゴミがないか調べたことなど、実行力を感じます。 

本当にすてきな活動をたくさんしているのですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

どの記事も内容がしっかりしていて、とても良いですね。具体的にいうと、「何をしたのか」だけでなく、「何がきっかけだったの

か」「どういうところがエコなのか」「活動をした感想」などが書いてあって、わかりやすいです。 

ナウマンカルストの記事に「きれいな山はたくさんあります。だから地球はまだだいじょうぶです」と書いてくれています。環境の

ことを調べると、簡単に解決しない問題もたくさんありますが、これからの未来を作っていくのはみどれんじゃーのみなさんや、

私たち大人なので、楽しくステキな地球・社会をイメージしながら一緒にがんばりたいなと思います。 

それから、かべ新聞に紹介してくれている記事の中には「いつもしている活動」もあれば、「○月頃の活動」というもの、「○月○

日にした活動」などがあると思います。それぞれの活動が、いつしたものかについてもぜひ書いてみてください。そうすると、例

えばジャコウアゲハはいつ頃の時期に多いのかということが、壁新聞を読む人にもわかります。活動の記録としても良いものに

まりますよ。楽しい活動というのは、どんどん広がっていくと思います。これからもステキな活動をしてくださいね！ 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 自然となかよし 

壁新聞のタイトル：ちきゅうしんぶん わたしがちきゅうを守る!!       早稲田大学賞 39-05、39-06、39-07、39-08（推薦）（全４枚）  

※幼児クラブとして申請あったが、小学生もいるクラブのため除外します。 

 

香美市こどもエコクラブ なかよしエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

それぞれどんなことが書かれているのか、記事の内容を一言で表した見出しでとてもわ

かりやすくなっていました。 

活動中の写真も大きく貼られていて、当日の様子がよくわかりますね。また、プールの

記事ではライフジャケットの「効果」や「意味」といった、体験して学んだことがしっかりと

書かれていて、読んだ人のタメにもなる新聞づくりができていると思います。 

川や海であそぶとき、ライフジャケットはかならずつけなければいけないということを、み

なさんの口からも広めていってくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

はじめての「おちゃつみ」はどうでしたか？たくさん感想を書いてくれていますね。 

その中に「いっしんさんよう」という言葉があります。私はみなさんの新聞を読んではじめ

て聞いた言葉だったので調べてみました。漢字では「一心三葉」と書くそうです。みなさ

んはおちゃつみを体験したので言葉の意味もわかるかと思います。でも、はじめてこの

新聞を読む人には伝わらないかもしれません。「いっしんさんよう」とはどういった意味な

のか、一言説明があるとよかったかと思います。 

 



 

香美市こどもエコクラブ 自然となかよし 

壁新聞のタイトル：ちきゅうしんぶん わたしがちきゅうを守る!!        

 

香美市こどもエコクラブ なかよしエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

写真もたくさん使っていて、どんな場所でどのように活動をしたのかが新聞を読む人にもよく伝わる写真が選ばれてい

ると思いました。また、「バリューノア店・エコ」や「川のことをよく知って守ろう！！」の記事のように、はじめにかんたんな

説明文があるところがとてもていねいだと感じました。 

写真だけでは伝わらない情報をふき出しでつけ加えている部分は、読み手に対してしっかりと配りょがされていると思い

ます。これからも読む人のことを意識した新聞づくりをこころがけてくださいね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「川を守ることでしたらよいことは」の記事で３つあげてくれています。それぞれどうしてそうしたら川が守れるのか、とい

う理由を一言書いたらよいかと思います。 

「２．とってはいけない魚はまた川にかえしてあげること」とありますが、「とってはいけない魚」とはどういう魚のことでし

ょうか。あいまいな言葉だと読んだ人がかんちがいをしてしまう可能性もありますね。見やすい・わかりやすい新聞が作

れているので、このちょっとした気配りでさらに良い新聞になると思います。 

 

香美市こどもエコクラブ なかよしエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

見た目のインパクトがとても強い新聞でした。2014 年のエコクラブのはじまりから、2015 年の目標を立てるまでの出来

事が、道すじとして目でわかるよう斬新なデザインとなっています。また、記事にかかれていることも活動したことから

学んだことまでがかんけつにまとめられていて、とても読みやすい新聞となっていました。 

情報量も大切ですが、やはり伝えたいことが読む人に理解されなければ新聞としての機能を果たしているとは言えま

せん。おとなもこどもも楽しい新聞となっていました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

1 年間で様々な活動をしたようですね。どの記事でも、それぞれの活動内容、感想をていねいに記じゅつしていてみな

さんの感じたことが伝わってくる新聞となっています。 

今度は、次回の目標やうまくいくために自分で考えたポイント（改善点）などを書いてみてください。たとえばアイディア

料理では、調理をしているときに気を付けることやこだわりなどはありませんでしたか？みなさんの工夫したところも教

えてもらえると、さらに親しみ深い新聞になることと思います。 

 

 

香美市こどもエコクラブ 自然となかよし 

壁新聞のタイトル：ちきゅうしんぶん わたしがちきゅうを守る!!        

 

香美市こどもエコクラブ なかよしエコクラブ③の新聞を書いて

くれたみなさんへ 

師範から一言─━─━━─━─━━ 

香美市こどもエコクラブ（なかよしエコクラブ）のみなさん、こん

にちは！ 

おもしろいアイディアとたくさんの活動のようすが盛り込まれた

かべ新聞をありがとう。 

「みどりの小道」環境日記２週間分を読んで、とても感心しまし

た。みんなが書いたそうですが、２～３か月の間に書かれた日

記から、14 日分を選んだのでしょうか？書かれている題材が

毎日変わり、節電（電気のエコ）、ソーラーパネル、から生物多

様性、タンポポ、茶つみなど幅広く、細かなことをよく観察して

書かれていると思いました。自分の見たことから、扇風機やテ

レビのつけっぱなしのむだ、トイレの紙タオルのむだをやめる

エコな行動に結び付ける考えが書かれていて立派です。 

なかよしのなかまにも伝えてみんなで実行すると、エコはもっと広がり効果が大きくなると思います。このようなひとつひとつが

小さなことですが、まとまると大きなエコにつながるのですね。そのことに気づいたことはすばらしいですね。新聞にのらなかっ

た日記の中にも、みんなに知ってもらいたいいろんなことが書かれていたと思います。今も日記は続いていますか？ 

「ショッピングセンター」へでかけて、そこのエコ活動を見学して、勉強しましたね。会社が取り組むエコ活動がどんなものか、よ

くわかったことでしょう。ショッピングセンターのエコ活動には、来店するお客さまに協力をおねがいするもの（ごみの分別や新聞

雑誌のリサイクル）と会社で行うこと（節電・節水）がありますね。みんなができることは協力してあげたいですね。 

「みやびの丘」を守る活動もしました。たいせつな「ぶな」が鹿に食べられているのですね。鹿はかわいらしい動物ですが、ぶな

にとっては「害じゅう」です。いま日本中で鹿が増えすぎているのです。こなままでは、たいせつな森がやられてしまうかもしれま

せん。みんなが取り付けた防護柵でぶなが鹿から守られるといいですね。ぶなの森が守られて、みやびの丘の空気がいつまで

も透き通る感じが続いていくことを祈ります。 

これからも、みんなの活動をかべ新聞に書いて、送ってください。 

 



 

香美市こどもエコクラブ 自然となかよし 

壁新聞のタイトル：ちきゅうしんぶん わたしがちきゅうを守る!!        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「私のふるさとの味」では、香美の特産物でひとりひとりが考えたアイディア料理 11 点を作りました。写真が貼りつけてあります

が、特産物がなにで、どんな 料理になったのか書いてもらうと分かりやすいし、もっと興味がわいたのではないでしょうか。「り

ゅうきゅうゼリー」は、どんな味か食べてみたいです。みん なも食べてみて期待した味になっていましたか？お母さんの料理に

負けないくらいおいしかったかな。その土地で採れたものを、その土地で使うことを「地産地 消」といいます。ものを運ぶための

エネルギーが少なくて済みますし、冷凍・冷蔵がいらないのでエコになります。新鮮なたべものは、体にもよいと思います。 

☆★サポーターの方へ★☆ 

壁新聞に書かれた内容を見ますと、いま私たちが取り組まなければならない重要な環境問題が、たくさん含まれていることに

気が付きました。 

日常の生活の中でできる小さなエコが大きなエコにつながること、地産地消の重要性と食育、鹿の食害からぶな（森）を守る活

動、日々の生活に関係のあるショッピングセンターでもエコ活動が行われていること知ること、などなどをこどもたちが活動を通

じて気づくことは、子どもたちにとっても、これからの社会にとってもとても有益な事と思います。 

これらの活動に関連して、「環境日記」を書くことによって、自ら気づき、自ら考える、視野の広い人に成長して行くのではないか

と思います。環境日記を書く習慣は、環境以外にもいろんな効果が期待できますね。自主性を重んじつつ、ミーティングで意見

を出して活動内容を決めていることは、良いご指導と思いました。 

こどもエコクラブの活動の輪がますます広がってゆくことを、願っています。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 舟入環境クラブ 

壁新聞のタイトル：うちらぁが香美市の自然を守るき       39-09 

 

香美市こどもエコクラブ 舟入環境クラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

タイトルを見ただけで、香美市の自然を守るぞ！というみなさんの気持ちが心に飛

び込んできました。 

山の森を守る活動があって、川のきれいな水が野菜や染物に使われたり水力発電

を動かして、そしてきれいな海につながっています。みなさんの活動全体が、かべ

新聞のデザインにもあらわれていますね。 

みやびの丘ブナの森づくりプロジェクトについて。エコクラブメンバーが考えついた

ことから始まった活動だなんてすごいですね！ ブナやミズナラの苗を植えたり土

止めネットを設置したりするために、靴も服も泥だらけになってがんばったんです

ね。これから木が生長して、また 10 年前みたいに緑豊かな森になるといいですね。 

水力発電ができる「くるりん号」のイルミネーション、とてもきれいですね。すてきな

宝物だと思います。ふだん電気を作るために使われている石油・石炭・天然ガスは

将来なくなってしまうかもしれないと勉強したとのことですが、それだけでなく、燃や

したときに出る二酸化炭素が地球温暖化の原因にもなっています。それに対して、

再生可能エネルギー（自然エネルギー）というものがあります。くるりん号のような

水力発電もそうですし、太陽光発電や風力発電などがあります。これから日本で

も、もっと再生可能エネルギーを上手に利用できるような社会にしていきたいです

ね。 

地元の特産品のお料理、どれもおいしそう。地元の食材を地元で食べると、地産地

消で食材を運ぶエネルギー（フード・マイレージといいます）も少なくてすみ、地元の

農業なども活発になりますね。それから、お家でニラを作っていらっしゃるとのこと。おいしい水がニラを甘くおいしくするんです

ね！（記事を読んで、私もニラが食べたくなりました。） 

きれいな水の物部川が、ニラなどおいしい野菜作りに使われ、伝統産業のフラフづくりにも使われていて、香美市のみなさんの

生活を豊かにしてくれていることが良くわかります。 

 



 

香美市こどもエコクラブ 舟入環境クラブ 

壁新聞のタイトル：うちらぁが香美市の自然を守るき        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

木のスプーンの記事が良いですね。お父さんが「どら、かして！」と借りて、おいしそうにシチューを食べたとのこと。小さなこと

かもしれませんが、エコクラブで作ったものや、活動したことが、周りのいろんな人たちに使われたり、影響を与えたりしているこ

とって、とってもステキなことだと思います。 

このかべ新聞には、いつ活動したのかわかるように日にちが書かれていて、具体的にどんなことをしたのか、そして、どんな気

持ちになったのかなど、とてもしっかり書かれていて、すごく良いですね。デザインもステキで、言うことなし！です。 

香美市は、特産物（野菜など）がたくさんあるのですね。名前あてゲームでは、知らなかった野菜もあったとか。もしかしたら、特

産物の事をあまり知らない子どもたちが（大人も）けっこういるのかもしれませんね。そこで、みなさんが何か活動や啓発をする

機会があるときに、地元にはこんな野菜があることや、こんな料理をしたらおいしいということをアピールしてみるのもいいかも

しれませんね。食べ物の地産地消はおいしいだけでなく、とってもエコなことだということは、もっと広く知られてもいいことだと思

います。ひとつ、活動の参考にしてください。 

これからも、ステキな活動を続けてくださいね！ 

 

福岡県北九州市 イオンチアーズクラブ若松 

壁新聞のタイトル：かっぱ隊が行く       2 位推薦 40-01 

 

イオン若松チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「かっぱ隊が行く」というタイトルがまず目をひきます。クラブの愛称みたいなものなの

かな？かべ新聞は、丁寧にはっきり書かれていて、とても見やすいと思います。模造

紙に書き始める前に、きちんと構成を考えてあるのが伝わります。 

一つひとつの活動について、タイトル・活動日・わかったこと・感じたことがしっかり書

かれていますね。また、写真や表に色で枠をつけているので、とても見やすいです。

写真にキャプションがついているのもとてもいいですね。読む人に親切なかべ新聞だ

と思います。 

 「山田緑地」というのは、初めて聞いたので私もインターネットで調べてみました。遊

園地 6 個分ということは、結構広い場所ですね。手つかずの自然が残っている場所

ということですが、かべ新聞を読んで、貴重な自然を守ろうと思う人が増えるといいな

と思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

生き物調査で、日のあたるがまの池と、日の当たらない湿生生態園の池では、見つ

かる生き物が違うというのは、面白い発見ですね。表を見ると、水温は あまり差が

ないように思います。皆さんが言うように、太陽の力、特に光の力の差が大きいのか

なと思います。魚やヤゴなどのエサになる、水草や小さな藻は太 陽の光を使って生

きています。光の量が違うと、育つ水草や藻の種類や量が違うのかな。それが動物

の種類の違いにもなるのかもしれませんね。 

いつも笑いいっぱい、元気いっぱいに活動しているそうなので、これからもサポーターさんや地域の方を協力して、活動していっ

てほしいと思います。 



 

福岡県北九州市 たぶのきエコキッズ 

壁新聞のタイトル：たぶのき新聞       3 位推薦 40-02 

 

たぶのきエコキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

たぶのきエコキッズさんは結成 2009 年、一昨年度に全国フェスティバルに参加して

いるクラブだそうです。 

かべ新聞も、これまでの経験や他のクラブのものを参考にしてうまく作っているなあ

と思いました。封筒の裏紙を使ったり、ちぎり絵は包装紙を使ったりして、かべ新聞

そのものがエコを伝えているのも素敵な工夫だと思います。 

応募用紙にある「活動のテーマ」では「知ろう！楽しもう！続けよう！広げよう！」と

書かれていますが、これはとてもいいテーマですね。近所のお友達同士で、兄弟姉

妹のように活動しているそうですが、今後もぜひ続けてほしいと思います。 

また、活動をクラブ以外の人に「広げる」という意味で、誰でもすぐにできる取り組み

が書いてあるのもいいですね。 

皮の再利用や歯磨き粉を最後まで使うことなど、かべ新聞を読んだ人の参考になる

と思います。じゃがいもとみかんの皮の再利用は知っていましたが、バナナの皮は

知らなかったので今度やってみようと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動ごとにポイントになる言葉に下線が引いてありますが、もっと目立つようにして

もいいと思います。「外国のエコ事情」の部分のように、別で書くと全体的にメリハリ

がついていいのではと思います。 

 

福岡県筑紫野市 エコまめクラブ 

壁新聞のタイトル：見てさわってまなんで楽しんだいきものたちとのふれあい       1 位推薦 40-03 

 

エコまめクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

一年間の活動でたくさんの生き物にふれあうことができましたね。家族で楽しく活

動している様子がよくわかります。応募用紙のサポーターさんからのメッセージに

「ただ見て面白かった、で終わらせるのではなく、考えてもらう工夫をした」と書い

てありますが、とても素晴らしいと思います。 

活動したことをふりかえったり、疑問点を見つけたりすることで、活動から得るもの

がもっと大きくなると思います。なかなか難しいことですが、これからもぜひ続けて

ほしいと思います。かべ新聞では、生き物を観察した場所ごとに分けて書いてい

るのも面白い工夫だなと思います。家、近所、自然、施設など色々なところで色々

な生き物とふれあえることがわかりますね。近所の人にインタビューしたり、交流

会や勉強会に参加したり、地域の人と交流しながら活動しているのもいいです

ね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

メンバーの皆さんはまだ低学年ということで、文章を書いたりするのは難しいと思

うので、どれか一つの活動で一言感想が書けるといいですね。「○○のイチオシ」

のように、一番印象に残った活動と簡単な理由を、吹き出しのようにしてつけてみ

てもいいと思いますよ。 



 

長崎県平戸市 下里エコクラブ 

壁新聞のタイトル：エコクラブ活動報告       42-01 

 

下里エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

きちんとクラブ名の下に活動のテーマが書かれていてホッとします。なぜホッとしたかとい

うと，タイトルも活動のテーマも何も書かれていない新聞を 3 つも続けて見ていたからで

す。やはりタイトルやテーマを書いてあれば，初めてこの記事を見る方々に，どんな環境

活動をしているのか，どんな工夫が見て取れるか，タイトルだけも内容を想像してもらうこ

とができると思います。基本的なことですが，このかべ新聞は成功しています。すばらしい

と思いました。 

拝見すると，これほど多様な活動をしているのであれば，ぜひ地域の人たちや保護者の

皆さんも仲間に加えて，地域の環境活動として運営してくれるともっと仲間がふえておもし

ろくなりますね。そうすれば活動のテーマ「自然とのふれあい 人とのふれあい」にもっと寄

りそった活動になってくると思います。来年はがんばって知事賞をとれるようになりたいで

すね。期待していますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

手書きの文字が多数並んでいるのに，どうしてこのかべ新聞は読みやすいのでしょうか？

それは写真に写し込んでいるはんいと写真の大きさ，それと文字のバランスがとても良くと

れているからです。 

もう一ついえばたて長に二段に仕切って記事をのせているからです。これらの工夫によってどの記事もほぼ同じ大きさの記事

になり，読みやすくなりました。もちろん，小見出しを緑色の文字で書いたり，大切な言葉や数値は赤くしたりで，おもしろい工夫

もあります。とても構成がしっかりした新聞になったと思います。来年は 3 年生の追出会の報告を見せて下さいね。 

先輩から後輩へこの活動が伝えられるというのは，なんとすばらしいことでしょう。「継続は力なり。力は文化なり」です。がんば

って下さいね。 

 

熊本県熊本市 桜木小５－２ 

壁新聞のタイトル：エコと私たち       43-01 

 

桜木小 5-2 さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

桜木小学校５年２組のみなさん、こんにちは！ 

みんなが取り組んだことを分かりやすく、じょうずにまとめていますね。真ん中に満開の桜の絵がどっしりと描かれていて、枝に

みんなが活動した結果が張り付けられています。学校の名前とつながっていて、楽しいかべ新聞になりました。ありがとう。 

活動のテーマを決めたのは、地球温だん化が自分たちにどんな関係があるか、ぎ問を持ったことがきっかけですね。実は、地

球を将来に持続させるために関係のある３つの重要なことがらの一つが地球温だん化です。本を読んだり、パソコンで調べた

り、県の環境センターで学んだわけですね。ぎ問について自分で調べることはたいへんよいことです。ぎ問が解けたときは、う

れしかったでしょう？自分の知識をひろげる楽しみを持つことはいいことですね。 

ＣＯ2 が増えること（のう度が高くなる）が温だん化の主な原因だと分かったみんなは次にＣＯ2 を出すものは何かを調べました

ね。ストーブ、ガスコンロ、自動車など８種類をイラストにしました。でも、なぜ“ろうそく”が入っているのかな？ＣＯ2 はものを燃

やした後に出てくるとよく気が付きました。その通りです。ＣＯ2 を減らすためには、出すほうを押されること（燃料電池車）のほ

かにＣＯ2 を食べてくれる（きゅうしゅう）植物を増やすとよいことがわかりました。気づいていると思うけど、電気も石炭や石油、

天然ガスを燃やして発電しているので、使うときにはＣＯ2 は出ないけど節約が大切です。 

さて、地球温だん化を勉強したあとで、みんなは「エコになること」として、植物をたくさん植えるなど３項目を書きました。みんな

ひとりひとりいろんな答えがあるかもしれません。取り組みやすい、お金のかからないことを考えたわけですね。 

まとめに書いてあることはとても重要です。地球の危機＝人類の危機にたくさんの人が気付いて何か自分でできることを実行

することは求められていると思います。世の中の人がみなさんのように考えてくれることを願っています。 

「五感をつかって調べよう！」は、よいところに気づきました。むかしはクーラーもせんぷう機もなかったよね。うちわ、せんすで

すね。自作の「マイうちわ」で夏をすずしくすごせましたか？ペットボトルのふうりんはどんな音がしましたか？古新聞のエコバッ

グやキャップ分別のようにすてるものを利用する考えは、物を大事に使うことにつながります。 

昔から日本人が心がけてきたことだと思います。 

「４．水についての活動」はどんな活動をしましたか？少しだけでも書いてもらいたかったですね。 

この活動は、地球を将来に持続させる３つの要素の一つです。日ごろの生活に取り入れられるものは、実行したいですね。 

 



 

桜木小５－２ 

壁新聞のタイトル：エコと私たち        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

調べた結果について、「地球温だん化が進み、身近な自然の変化」として１０項目にまとめてくれました。どれも地球温だん化が

原因で発生することです。“身 近な”となっていますが、遠いところの北極の氷がとけるとかフィリピンのスーパー台風３０号は

新聞やテレビで身近に感じられたのでしょう。桜の満開の日と なっていますが、開花日ではありませんか？熊本の平年の開花

日は３月２３日なので、２０１４年は３日早かったのですね？身近な自然を観察して地球温だん化 のえいきょうに気づくのはな

かなかむつかしいのです。自然はすこーしずつ変化しますし、年によって気象のバラツキもありますから。おじいさん、おばあさ

ん に昔と今でどう違うか聞いてみるのもいいですよ。雪の量やしも柱、田植えの始まりの時期などなど。長い間に変化が見え

るようになっているかもしれません。 

 

★☆サポーターの方へ★☆ 

わかりやすく、話の展開もきちっとできていて大変良い新聞です。イラストや写真も

うまく配置されて、理解を助けています。 

身 近な現象をひとりひとり感じてもらうために、１０項目の変化の内容を掘り下げ

てみることをお勧めします。人の健康への害はどんな形で現れるか、食糧不足は 

どのように起こるか、また、それらに対応するするためにどんなことが考えらるか

等々、こども達に調べ、考えさせるとさらに意欲が増すでしょう。気象台訪問 もよ

いかもしれません。 

このかべ新聞を、大人に読んでもらうことで、危機感を共有してもらい、エコな行動

をする仲間になってくれるとうれしいです。何かの機会に展示してみてはいかがで

しょう。 

 

熊本県八代市 鏡エコファイターズ 

壁新聞のタイトル：鏡小エコ新聞       43-02 

 

鏡エコファイターズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

学校版環境 ISO の取り組むみなさんだから当然なのかもしれませんが、きちんとした目

標が立てられていることは、とってもすばらしいことです。学校全体で向かう目標、目指

す姿としての大きな 3 つの目標がかかげられています。新聞にも書かれていますが、そ

れぞれの活動はこの目標を達成するために取り組まれていることがわかります。委員

会の皆さんが呼びかける３つの目標に向けて、クラスごとにはっきりとした目標を立てて

いますよね。みんなで集まった集会で発表している様子も写真を見るとわかります。み

なさんの真剣な様子も伝わってきました。 

いくつもの活動に取り組んでいますが、みなさんの活動の中で特に私が気に入っている

のが、『ピカピカ大作戦』です。 

「卒業する六年生に気持ちよく卒業してもらうために」みんなで学校をピカピカにする活

動ですね。この活動には愛がありますよね。「学校をきれいにします」という目標に向け

た活動ではあっても、この活動は、単なる環境活動というだけでない、卒業生のための

みんなの活動になっています。そんな意味のある活動になっているところが本当にすば

らしいと思います。卒業していく六年生にとっても、きれいな学校で卒業式を迎えられた

ことはすてきな思い出になり本当にうれしかったと思います。これからも、単なる環境活

動にとどまらない愛ある活動に取り組んでいってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

各クラスで環境宣言をしています。それらの活動はどのように取り組まれ、どのような成

果が上げられたのでしょう。 

学校全体の点検はできていますから鏡エコファイターズの皆みなさんで、それぞれのク

ラスの様子を聞いてみるなどして、目標(宣言)に対するチェックができるといいですね。 



 

熊本県八代市 日奈久小学校 体育・環境委員会 

壁新聞のタイトル：Ｈ・Ｋ・Ｅ・Ｋ新聞 PartⅣ       43-03 

 

日奈久 環境エコキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みなさんの作ってくれた新聞は、ぱっと目を引きます。周囲をオレンジ色で縁取りされ

ているからでしょう。なかなかの工夫です。たくさんの新聞がある中で、あの新聞見て

みたい！って思わせてくれる工夫です。いいですね。 

H・K・E・K 新聞は、今年で 4 年目になるのですね。委員会活動で作っているようですか

ら毎年メンバーが変わっているのかもしれませんね。それでも、毎年引き継がれて ISO

の活動ができていることはとてもすばらしいと思います。 

委員会のみなさんの活動にはたくさんの工夫があってすばらしいです。私のお気にい

りは、なんといっても「リサイクルマン参上！」です。劇のシナリオもみなさんで作ったの

でしょうか。きっと苦労して作ったのだろうな、と想像しています。笑いがあるということ

はとっても大切なことですね。ただぼんやり見ていても内容はなかなか心の中に入って

きません。でも、笑いながら見ることができた劇は、きっとみんなの心の届いたと思いま

す。伝えたいこと、伝えるべきことをきちんと伝えられたいい劇だったのだろうな、と思

います。見てみたい、って思わせてくれました。 

お花を育てる活動も毎日のみずやりや草取りなど大変でした。でも、育てた花を配って

もらった地域のみなさんはとってもうれしかったと思います。楽しくてすてきな活動がで

きました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは ISO 宣言をしています。その宣言に取り組んだ様子や結果はどうだったでしょう。新聞には書かれていなくてわかり

ませんが、ひとつひとつていねいに見直しができているといいなと思いました。 

また、最後に活動を通して思ったことを書いてくれています。やってみてどうだったのか、周りのみなさんの反応はどうだったの

か、そして、これからどうしていこうと思っているのか、そんなことが書かれているともっといい新聞になると思います。がんばっ

て！ 

 

熊本県八代市 日奈久小学校 5 年生 

壁新聞のタイトル：日奈久っ子 未来新聞       43-04 3 位推薦 

 

日奈久小学校５年キッズエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

日奈久小学校 5 年生のみなさん、とってもいい新聞が出来上がりました！どうして活動

をしようと思ったのか、思ったからどう取り組んだのか、やってみてどうだったのか、どう

思ったのか、そしてこれからどうしていきたいのか。そんな活動の流れがしっかりわかる

新聞です。 

新聞自体も、目を引く配色で、しっかり書き込まれていて、ググッと近づいて読みたくな

る、そんな新聞になっています。すばらしい！ 

まず、環境が大変なことになっていることに「気づく」。気づきをもらった調べ学習の内容、

環境センターに行ったり、語り部の方の話をきいたり、今どうなっているのかキチンと調

査がされています。写真を見るとみなさんの熱心に取り組んでいるようすがわかります。 

これじゃいけないから何とかしなきゃ、と立ち上がって「行動する」。実際にグリーン作戦

でゴミ拾い活動をしていますよね。まずは自分たちができることから取り組んでいく。大事

なことです。そして、このことをみんなに伝える取り組みをしていますね。みんなに伝えて

いく活動は本当に大切なことでなんです。自分たちがわかっているだけでは環境は守れ

ません。自分たちが率先して取り組みながら、まわりのみなさんにも伝えて一緒になって

取り組んでもらう活動はとても重要です。発表会も大事です。ポスターもいいですね。そし

てなによりやっている姿をまわりの人に見てもらうということも「伝える」ためには大切なこ

とです。 

これからも地域のか方々とも一緒に取り組んでいってくださいね。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

なぜゴミをすてるのだろうと不思議に思うと書かれています。この答えは環境センターに行ったときにお聞きした浅野先生のお

話の中にヒントがかくれているような気がします。 

「みんなで守ろうみんなのふるさと」を合言葉に、これからも元気に真剣に、楽しく取り組んでいってください。6 年生になった時

の新聞も楽しみに待っています。 



 

熊本県水俣市 水俣市立水俣第二中学校 

壁新聞のタイトル：環境新聞       フェス参加辞退 43-05 1 位推薦 

 

水俣第二中学校 環境 ISO 委員会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

水俣第二中学校環境 ISO 委員会のみなさん、今年もすばらしいかべ新聞をありがとう！みなさん

の活動は 18 年目になるのですね。実は、かつてみなさんの学校を訪問させていただいたことがあ

ります。地域のゴミ分別作業に同行させていただきました。みなさん、あいさつができていてとても

礼儀正しく、大変な作業だろうと思うのですが、地域のみなさんととても楽しそうに活動されていた

ことを思いだしました。 

その後もその活動が続いているのですね。本当にすばらしいことです。この 24 分別というのも、き

っと他の自治体にはない、種類の多さだと思います。これを覚えるだけでも大変です。自分自身が

分別作業に取り組むのはもちろん、できない人や忘れてしまう人のことも注意しながら続けられて

いることは本当にすばらしいと思います。 

新聞は、しっかり書き込まれていて重みがあります。環境検定をみんなががんばっている様子をマ

ンガ仕立てで表していたり、それぞれの活動の様子は写真を使って伝えていたり、使用料の推移

はグラフを使っていたり、様々な工夫で活動の内容を伝えてくれていて、新聞を読んでくれるみな

さんにもその思いは十分の伝わっていると思います。いい新聞になりました。 

他校との交流も今年で 3 年目になるでしょうか。自分たちの活動が自分たちだけのものにならな

いようたくさんの人に知ってもらうために、また、新しい発見をしたり、次の方策を考えたりするきっかけを見つけるためにも、た

くさんの人と話をしてみるということは本当に重要です。そういう意味でも、この交流会がこれからの活動を発展させるにはなく

てはならない取り組みの一つとなっていると思います。 

環境二中の誇りをもち、これまでの活動を同じ地域の学校にも広めていきながら、ますます地域を引っ張っていく活動ができた

らいいですね。応援しています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

一中との交流会で、新しい発見や、一歩踏み込んだ活動の方法など、知ることができたようですね。 

交流会を通して知ることができたこと、そのことを生かして、これまでと比べてどのように活動が変わったのか、やってみてその

成果はどうだったのか、そんな活動が進化していく様子を伝えることができたら今まで以上に良いものになるのではいかと思い

ます。交流会で協議した内容が次の活動に生かされていることが伝わるといいですね。 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：①水俣第一小学校 学校版環境 ISO ②上手に使って！ぼくたち自然活かし隊 ③３R 自分たちにできること 

④親子で仲良く作りました。マスクつくりに挑戦！ ⑤5 の２秋さが新聞 ⑥みんなのエコ新聞       43-06～11 （全 6 枚） 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
水俣第一小学校５年２組のちくちくさいほう隊のみなさん、こんにちは！ 

クラス全員で取り組んだ「マスク作り」のようすが写真とひとりひとりの感想文で分かりやすくまとめていま

す。ありがとう！ 

マスク作りにみんなが取り組んで針でぬっているところ、出来上がったマスクをつけてピースサインの笑

顔、お父さんやお母さんにてつだってもらっている真剣な顔など、いろんな写真がありました。数えてみる

と、２６枚ありました。写真をとったのは、先生ですか？ 

たくさんの写真の中からかべ新聞用に選んだのは、みんなで相談しながらですか？楽しそうなようすがよく

わかりました。 

感想文を読んでみると、いろんな感想があって面白かったです。でも、写真に現れているように、「楽しかっ

た、うれしかった」という感想が２０名で７０％以上でよかったと思います。はり仕事は女の仕事といわれて

いましたが、男子も家庭科の時間に針を使って布をぬうようになったと思います。最初、むつかしそうと思

っていたけど、やってみると意外にかん単というひとが多かったですね。指先も器用になるのではないです

か。「くわずぎらい」にならず、なにごとも試してみるこうき心もつことは、よいことだと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

完成できたのでよかったと感じているようで、使ってみたい、家で作ってみたいなどの感想は、この挑戦の成果ですね。再使用でき

る、使い捨てでないの で環境に良いという感想もありました。みんなが環境のことをよく考えていることがわかりました。身のまわりの

物を大切に使うことを、ぜひ心がけたいです ね。自分で作ったものは、大事に使いますよね。 

マスクは、使う目的によっていろんな材料が使われているようです。給食のように食べ 物を扱うときに使う、風邪やインフルエンザな

どの病気が流行しているとき、病気にかかったとき、花粉を吸いこまないようにするとき、などなど。今回は、ど んな材料を使いました

か？チェックがらはきれいで、とても目立ちますね。これからもマスクだけではなく、ものを大切に使い、環境にやさしい人になってください。 

★☆サポーターの方へ☆★ 

ご家庭からの提案を活用して、こどもたちにマスクを作らせることを全員で行ったことはよかったと思います。 単に、マスク作りそのも

のだけでなく、ものを大切に扱うことは環境にもよいこと、洗って再使用するときも洗剤の使い方にも配慮が必要なことへと展開されて

います。こどもたちに、身近なことから環境にやさしい暮らしができることを伝えられているは、よいご指導と思いました。 

 



 

水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：①水俣第一小学校 学校版環境 ISO ②上手に使って！ぼくたち自然活かし隊 ③３R 自分たちにできること 

④親子で仲良く作りました。マスクつくりに挑戦！ ⑤5 の２秋さが新聞 ⑥みんなのエコ新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
水俣第一小学校５年２組の「ゆかいな仲間たち」のみなさん、こんにちは！ 

秋を表現するたくさんの写真を並べた楽しい新聞ですね。紅葉、どんぐり、まつかさ、の写真に、イ

チョウの葉やきのこ、さんま（秋刀魚）？のイラストがちりばめられています。 

マンホールのふたも二つの違った顔になりました。いろいろな顔は、とても創造性豊かだなぁと感じ

ました。アンパンマンもかんたんに出来ちゃいました。写真に写ったみんなの顔は、楽しそうです

ね。それにしても、学校の中に自然がいっぱいありますね。ふだんあまり気にしていないけど、「秋

さがし」で注意してみると秋を表すいろんな自然があることに気が付きましたね。これからは、季節

の移り変わりにも、関心を持つようになりそうですね。 

四季のある日本に育った幸せを感じてください。ゆたかな自然が日本人の感性を育ててくれたと思

います。自然に親しんでもらい、自然の美しさ、不思議さ、大切さに気付いてくれるとうれしいです。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

秋は、食欲の秋、収穫の秋・・木の実や穀物が実りますね。役目を終えた木の葉は緑いろから赤・

黄・茶いろに変わり、やがて地上に落ちて土にかえって いきます。植物も冬を迎える準備をしてい

ます。やがて、冬が過ぎて春が来ると新しい芽が出てきます。このように自然はじゅんかんしてい

ます。こんどは、「春さがし」をしてみてはどうでしょうか？秋とはまた違った自然が見えることでしょ

う。 

出来上がった顔の品評会はしませんでしたか？なぜ顔なのかと思いましたが、「図工の時間」に行ったのですね。楽しい思い出がで

きたことでしょう。 

★☆サポーターの方へ☆★ 

自然の変化や楽しさに子供たちは気づいたようですね。たくさんの材料があるよい時期になさいました。そし て、こどもたちは自然を

守り続けなければならないことを理解しましたでしょうか。自主性を持たせたことは、よいご指導と思いました。写真は、どなたが撮り

ましたか？自然に親しむ→自然の大切さを理解する→自然を守っていく→自分たちの日ごろの行動に生かすのように、展開する方

法もあると思います。もし、後段の部分についても実施されていらっしゃれば、その点も壁新聞でふれていただくとよかったと思いま

す。 

 

水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：①水俣第一小学校 学校版環境 ISO ②上手に使って！ぼくたち自然活かし隊 ③３R 自分たちにできること 

④親子で仲良く作りました。マスクつくりに挑戦！ ⑤5 の２秋さが新聞 ⑥みんなのエコ新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑥の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
水俣第一小学校５年３組のみなさん、こんにちは！ 

今回、いらなくなった紙（カレンダーや紙コップなど）を使った遊びの体験をかべ新聞にまとめてくれま

した。いろんなアイディアが出てきましたね。ありがとう！ 

カレンダーは、とてもよい紙が使われているので、捨てるのがちょっともったいない気がしますね。そこ

で、どんな遊びができるか考えたわけですね？３人ずつ９グループ別にやってみたことが、図、写真を

まじえてわかりやすく書かれていました。 

絵を書いたグループは、どんな絵を書きましたか？りんご？イラスト？絵を書くそのことが楽しかった

わけですね。 

遊び道具を作るときと作った道具で遊ぶときと、二回楽しめましたね。 

カレンダーの表を使って、ジグソーパズルのように遊ぶこともできますよ。カレンダーのうらに印刷した

めいしを区役所の方からいただいたことがあります。紙コップは、糸電話も作れますよ。いろいろとくふ

うして楽しみましょう。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

紙ヒコーキを作って飛ばして遊んだ３グループのみんなは、別々に飛ばしましたか？折り方も違うよう

ですね。折り方を書いてくれたグループもありました。長い時間飛ぶとうれしいよね。どの形がよく飛び

ましたか。そのことも書いてくれるとよかったかな。 

遊び方をくふうしたグループが４グループありました。けんだま、とんすもう、たまころがし、たま入れですね。どれも昔からある遊びで

すが、材料が違いまし た。飲み終えた紙コップの玉入れととんすもうは面白そうですね。玉入れはどうやって入れるのですか。１ｍく

らい離れたかな？いろいろと想像してみました。 とんすもうでは、紙コップが倒れるのですか。土俵をまるく円をかいて押し出せば勝

ちと思いましたけど。ゼリーカップころがしは、図が少しわかりにくかったので、写真を使えば、わかりやすかったかも知れない。 

紙以外で、みんなの身の回りに捨ててしまうともったいないものはありますか？ペットボトルとか缶などいろいろありそうですよ。この

次はそういうものを利用して、遊び道具や役に立つ品物を作ってみませんか？次のかべ新聞に報告してくれると、とてもうれしいです。 

それぞれのグループのまとめが、かべ新聞にはりつけてあります。ほかのグループのまとめを読んで、どんな感想をもちましたか。み

んなで話し合いましたか？意見を交換し合うこと、疑問があれば質問してみることが大事です。 

 



 

水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：①水俣第一小学校 学校版環境 ISO ②上手に使って！ぼくたち自然活かし隊 ③３R 自分たちにできること 

④親子で仲良く作りました。マスクつくりに挑戦！ ⑤5 の２秋さが新聞 ⑥みんなのエコ新聞        

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

ゆたかな時代に生まれた今の児童に、「もったいない」というきもちをもってもらうにはどうすればよいか、考えさせられます。 

今回、不要になったカレンダーや紙コップなど、主に紙を使った遊びを考える取り組みが壁新聞で紹介されました。その結果、

みんなが「作る過程」と「遊ぶ過 程」の両方で楽しんだのはとてもよかったですね。さらに、「また新しい遊び道具を作っていき

たい」「他のエコなことをまたいっぱいやってみたい」「せいかつにいかしていきたい」のような感想がでてきたことは、環境を守っ

ていこうという意識が出てきていることがわかり、うれしいですね。 

ご承知のように、紙の原料は植物繊維です。管理の仕方で再生が可能で、永続する資源になります。地下資源などの将来枯

渇しそうな資源由来のものにも対象を広げていただけるとよろしいと思います。（３Ｒ） 

このような体験からこどもたちが、日ごろから地球の持続性につながる行動をとるようになれば、素晴らしいことです。期待して

います。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

まずは、「くまもと環境教育賞」の受賞、おめでとうございます。みなさんの先輩たちの代から続けてきた活

動がこうして表彰されると、今後の活動の意欲もぐんとわいてくることでしょう。これをきっかけに、水俣市、

熊本県に住む人がエコ活動に興味を持って、少しずつでもエコ活動が広まっていくとうれしいですね。 

また、中学校の「環境委員会交流会」に参加して、新しい情報や中学生の活動を小学校で取り入れるみな

さんの行動力の高さにおどろきました。ISO 委員会としての意識の高さも合わさって、今回の受賞につな

がったのでしょう。これからもがんばってください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

一枚の模造紙にたくさんの情報を書くと記事のバランスが取れずに読みにくくなりがちですが、みなさんの

新聞は記事が整理されて、とても見やすい新聞となっています。ただ、紙に収めるために説明がはぶかれ、読者としてはもう少

し説明がほしい部分がありました。例えば「電気やガスなどの使用量は節約のレベルを保てている」という文。使用量をおさえ

るために、みなさんはどういった取り組みをしてきたのですか？一文だけでも加えられていると、さらにわかりやすい新聞になる

と思います。 

 
 

水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：①水俣第一小学校 学校版環境 ISO ②上手に使って！ぼくたち自然活かし隊 ③３R 自分たちにできること 

④親子で仲良く作りました。マスクつくりに挑戦！ ⑤5 の２秋さが新聞 ⑥みんなのエコ新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

新聞から、昆虫採集や廃油石けん、グリーンカーテンと様々な方面のエコ活動や自然とふれあう体験をしたこと

が伝わります。とくにグリーンカーテンは、皆さんが毎日水やりをして育てたことで愛着がわくだけでなく、先生方

にも好評だったとのことでやりがいも感じられたのではないでしょうか。 

エコ活動を長く続けていくためには、自分たちが無理のない範囲で楽しく取り組むことと、周りの人たちの応援や

支えが大きな要素であると思います。河原のごみ拾いも、定期的に実施していくうちに地域の人たちを巻き込ん

だ活動に発展する可能性が十分あると思います。今後の活躍を楽しみにしています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

どの記事でも、それぞれの活動内容、感想をていねいに記述していてみなさんの感じたことが伝わってくる新聞と

なっています。今度は、次回の目標やうまくいくために自分で考えたポイント（改善点）などを書いてみてください。

他にやってみたい活動なども考えてみると、部としての活動の幅も広がっていくと思います。 

  

水俣第一小学校こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

4 年 3 組のみなさんの考えるたくさんの「リユース」「リデュース」「リサイクル」がよくわかる、シンプルでよ

い新聞です。新聞の見出しにもあるように「ひとりひとりができることからはじめていく」ことが、エコ活動へ

の第一歩であると思います。お下がりを捨てずに弟、妹にあげることや、マイバッグを持って買い物に行く

ことなどはとても現実的ですね。 

ぎゃくに詰め替え用の洗剤をつかうことは、おうちのひとにも協力してもらわないとむずかしいことですね。

こうやってみなさんが考えたエコ活動をおうちの人にも伝えて、家族ぐるみで取り組むことが出来たら、ご

みの少ないすてきな地域になることでしょう。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この新聞では、皆さんが考える３R についてまとめてもらいました。では、それを実践した人はどのくらいいるのでしょうか？実際にや

ってみてどう感じたか、おうちの人の協力が必要なエコ活動では、おうちのひとは何と言っていたか。そういったことも記事にすると、も

っと多くの人が取り組みやすくわかりやすい３R の紹介新聞になると思います。 



 

熊本県益城町 広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

壁新聞のタイトル：①阿蘇の湧き水を未来へ～広安湧き水ふれあい学校プロジェクト～ ②広安エコリンピック 2014       

43-12 2 位推薦、43-13 （全 2 枚） 
 

広西地球環境クラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

まず新聞タイトルの文字に目を見張ります。1 年間勉強した「湧き水」のような水の勢い

を感じる文字です。そして、今年の活動テーマ、そしてなぜそのテーマを選んだのか、そ

の理由が書かれてあり、リード文を読んだだけでも 1 年間の活動についてよく分かる構

成（作り方）になっています。 

また、黄色の葉っぱ型タイトルをうまく見出しに使ったことで、それぞれの活動について

の紹介もうまくまとまっています。その中でも私が「これはおもしろい」と思った活動は、実

際の生活で湧き水を利用している活動です。湧き水を利用してみて初めて、湧き水の良

さ、ありがたさが分かります。実際に水のきれいさを目でみたり、手を洗ってその冷たさ

を感じたり、五感を使っての体験学習ができ、毎日の生活の中で湧き水が使えるなんて

一石二鳥の活動です。 

また、湧き水マップを作った理由がすてきです。湧き水がある風景を、これからも残して

いきたいという思いが伝わってきます。 毎年でなくても、引き続き湧き水調査を続けて

記録に残していくことが大切ですので、今回の湧き水マップが後はいに引きつがれてい

ってほしいです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

熊本県が、益城町が、湧き水が豊かであることを、フォトコンテストでも情報発信していま

すが、みなさんの周りの人にはどんなアピールをしていますか。 地域の人たちに地域の宝である湧き水についてどのように知

らせているのでしょうか。周りの大人たちは、この湧き水を皆さんと同じように大切だと思っているのかな。次はそのあたりもぜ

ひ教えて下さい。 

また、湧き水のおいしさ比べの表をとても興味をもって見ました。緑茶や紅茶などいれた場合、それぞれの湧き水の味は同じ結

果になるのかな。 水の硬さと水のおいしさの関係など調べてみるのもおもしろいかもしれません。 

 

 

広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

壁新聞のタイトル：①阿蘇の湧き水を未来へ～広安湧き水ふれあい学校プロジェクト～ ②広安エコリンピック 2014        

 

広西地球環境クラブ②新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「広西エコリンピック 2014」は、テーマを 5 つに分けて、活動全体がよく見えるように書

かれていて、読んでいる人が一気に最後まで読みたくなる良い新聞 です。 

学校では、クラスや委員会で日常的に環境活動を実践している様子もよく分かりま

す。とりわけ、私がびっくりしたのは、すべての委員会がエコ宣言をし て、それぞれの

委員会でできる環境活動をおこなっているところです。たくさんの学校の委員会が環境

活動をしている報告をよく見ますが、環境委員会だけでの 活動が多いような気がしま

す。その中で広西地球環境クラブはすべての委員会が環境を意識して活動していると

ころはすごいです。また、学校だけでなく、お家の人とともに行う活動が定着しているこ

とがよく分かります。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

毎日いろいろと環境活動をやってみて、みんなどう思っているのかな？ いつも楽しい

のかな、たまにしんどいなあと感じることはないのかな？ 新聞にみんなの声を書いて

もらうと、みんながどんな気持ちでこの活動をしているのかも伝わってくると思います。 

それから広西エコ検定のコーナーのクイズはけっこうむずかしかったです。みんなよく

勉強しているなあ。ただ、せっかくのエコ検定なので、地域独自のエコクイズにして、周

りの大人に試してみたらどうでしょう。たくさんクイズができれば、広西エコ検定の本が

できてしまうかも。  

これからもこのまま活動を続け、そしてかべ新聞で毎年の活動をぜひ報告してください。続けてやっていくことはとても大変だと

は思います。毎日続けることで資源やエネルギーを少なく使う生活が広西地球環境クラブのみんなにとって小学校を卒業した

後も「あたりまえ」になって行くことを願います。 



 

大分県大分市 大分県立大分東高等学校 農業部 

壁新聞のタイトル：リボベリから始まるゴミ減量       44-01 

 

大分県立大分東高等学校リボベジ研究会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

リボベジ研究会のみなさん、こんにちは。 

多くの食品ロスが問題視されている日本で、どんどん取り入れていきた

い、とても良い活動に注目されていますね！ 

リボベジを知らない方にも分かりやすく、そして、見やすく書かれており、こ

の活動を PR する大きな第一歩になったのでは無いでしょうか。そして、た

だリボベジの周知だけでなく、家庭で誰でも出来ることを紹介されているの

で私も取り組んでみようと思いました。きっとこれを読んだ方もそう思うでし

ょうね。 

ぜひ、今度は違う野菜にもチャレンジしてみてください！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべ新聞の作成お疲れ様でした。 

レシピに書かれている料理とても美味しそうですね。なので、レシピに書か

れている料理を実際に作って食べた感想や、切れはしの重量は減ったの

か等の結果も、どこかに一言あるとより良いかべ新聞になるのでは、と思

いました。 

植物という「生き物」が相手の活動のため、たくさんの発見があると思いま

す。その中で、研究会の方々が感じたおどろきや疑問も、ぜひかべ新聞を

通して教えてもらえたらうれしいです。 

これからもすてきな活動を応援しています。 

 

宮崎県都城市 五十市中学校 生徒会 

壁新聞のタイトル：Ｙｏｕ＆Ｉ （結）物語       45-01 

 

五十市中学校生徒会さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

YOU&I  と書いて「結い」と読ませるとは、なかなか考えましたね。あなたと私でつな

がっていく STORY、力を合わせたら何かできそう！そんな思いがいっぱい伝わってき

ます。すてきなタイトルです。活動もたくさん取り組んでいますね。いろいろ取り組んで

くれましたが、その中で、グリーンカーテンについて。「全校生徒で」植物を育てる活

動に取り組んでいる、というのはとってもすばらしいです。だれかひとりがやるという

のでなく、みんなで関わってやるというのは、本当に大変なことです。みずやりも毎日

のことですから、たいへんだったと思います。でもそうすることで、みんなが植物のこ

とを知ることができて、大変さや、すばらしさを知ることができただろうと思います。第

一章の最後のところにとっても大事なことが書かれていました。「地区の小学校 3

校、公民館、幼稚園、高齢者施設と協力してひまわりも育てました」と。 

ここでも、この新聞のタイトルどおり「あなたと私が一緒に」なって取り組むんだということをみせてくれています。学校内だけで

なく、地域の皆さんにも働きかけて一緒になって活動している、この行動力が本当にすばらしい！と思いました。協力してくださ

ったということは、活動を理解してくださってのことだと思います。いい活動になりました。 

ゴーヤは育てるだけでなく、やっぱり食べておいしいですよね。第 2 章にはおいしそうな料理が紹介されています。白ゴーヤの

サラダですか。食べてみたいな、と思いました。今度作ってみますね。そして、つるを使ってリース作りもしていますね。ゴーヤ

の報告の中に、リースを作った報告ってこれまであったな？このかべ新聞を読んだ皆さんの中で同じようにやってみてくれる人

がいたらいいな、と思います。それこそがかべ新聞の力、広がれ、エコ活動！です。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

結いの活動は 3 年目になるのですね。続けてきてくれてありがとう。活動が継続されてきたということは、きっとたのしみながら

活動ができていたのだろうな、と想像しています。 

そのまとめの一つとしての壁新聞、それぞれの活動を章にまとめたのはとてもいいアイデアです。ここでもう一工夫して、各章

に結ってある部分もできれば一目でみられるような表し方ができたらもっといいな、と思いました。結ってあることにも、もしかし

たら思いがあるのかもしれませんね。かべ新聞としてみたときに、一目で全体が見えることも大切です。伝えるための新聞づくりにも挑戦してみてください。 



 

鹿児島県鹿児島市 イオン鹿児島店チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：くろぶ～が行く、桜島の自然       46-01 

 

イオン鹿児島店チアーズクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

20 13 年度のかべ新聞も印象的でしたが、今年も一目を引くかべ新聞で

すね。絵、写真、文字のバランスがとてもいいと思います。 

桜島についてくわしく書かれていて、私も勉強になりました。「桜島」という

のだから、元々は島だったのかと思っていたのですが、やはりそうなので

すね。大正時代に陸とつながったということで、割と最近のことなんだなと

思いました。また鹿児島湾には最初、穴（カルデラ）があいていたという

のは知りませんでした。一年間に 1000 回近くも噴火する、ということは一

日に何回も噴火することがあるのですね。最近は日本の各地で火山活

動が活発になっています。みなさんのかべ新聞に興味を持つ人も多いの

ではないでしょうか。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

火山灰で野菜を育てていますが、灰は作物がよく育つのに役立つという

ことかな？「まとめ」で「灰は地球にとって大切なもの」とありますが、それ

も含めても う少し詳しく書いてもらえるといいと思います。私のような他

の地域にすむ人だと、灰で洗濯物や車が汚れて大変だろうなぁというイメ

ージが強くあります。どんな風に灰が役に立つのか書くと、みなさんの桜

島や地元の自然を守ろうという気持ちがもっと伝わると思いますよ。 

 

鹿児島県鹿児島市 縄文エコファミリーinKagosima 

壁新聞のタイトル：自然環境と共生していた縄文人の生活を家族で体験しよう       46-02 

 

縄文エコファミリーさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

クラブ名やかべ新聞のタイトルから、どんな内容なんだろう、とわくわくした

気持ちで読むことができました。他のクラブにはないユニークなテーマで活

動していて、興味深く思いました。 

活動 12 年目というのもすごいですね。家族で活動するのは楽しいと思い

ますが、その中でもテーマを持って色々学べるというのは、本当にすばらし

いことだと思います。それぞれの活動もどれも楽しそうですね。私が一番

興味を持ったのは、竪穴住居の宿泊体験です。「意外と過ごしやすい」との

ことで、私も泊まってみたいです。また縄文料理はおいしかったそうです

が、どんなものを作ったのかな。ぜひそれも教えてほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの活動について、文と写真でとてもわかりやすく表現できている

ので、全体のまとめがあると、もっといいと思います。 

一人ずつ一年間の感想を 書くのもいいですね。またタイトルにある「自然

環境と共生していた縄文人の生活」とはどんなものでしたか？皆さんの体

験と結び付けて現代とのちがい、良い点、不便な点など考えてみるといい

ですね。 



 

鹿児島県鹿児島市 西伊敷小学校 6 年生 

壁新聞のタイトル：「つながり」を感じ取り「行動」する西伊敷小のエコ活動を目指して       46-13 西伊敷小学校 4・5・6 年生（環

境こどもサミットチーム） 
 

西伊敷小学校４・５・６年生の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

タイトルは三つに分かれていて，みなさんが何を目指しているのか，よくわかる文章で

す。これを考えた人に「絶賛」をおくります。7 月の県環境レターへの取り組みが高く評価

されて，県環境こどもサミットに参加し，異学年ながら堂々と活動発表をしてきたことはと

てもすばらしいことですよ。このような事例は師範も聞いたことがありません。 

普通は子どもたちは人前で発表するのは苦手です。でもそれを打ちやぶって発表できた

のですからすばらしいのです。 

清掃ボランティアでは，こんな地味で見えないボランティアを続けている学校にはすばらし

い子どもたちばかりです。師範も感動して涙ぐんでしまいました。環境日記も大層好まし

い取組です。どんなことを見つけたのか，どんなことにおどろかされたのか，常に日記な

どにメモをするくせをつけておきたいですね。それができたらわすれることもなくなります

よ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

大きなタイトルや小見出しなどがよくできているのに，小さな文字の吹き出しが良く見えま

せんね。 

字数が多すぎたためひとつ一つの文字が小さくなってしまったというのが本音ではありま

せんか？ 

しっかりと黒い文字が出るようなサインペンなどを使って書くとメリハリのある文字が並ぶ

と思いますよ。例えば筆ペンのような字体を使うのもはっきり見せる工夫になります。ぜひ

とも試してみて下さい。 

身近な取り組みがやがて鹿児島市へ，さらには鹿児島県から全国へ，そして世界へと発

信する第 1 歩になることに気付いたのは何よりも価値のあることと思います。これからも

がんばって世界中に普及させて下さい。 

 

鹿児島県鹿児島市 西伊敷小学校５年生 

壁新聞のタイトル：ｅｃｏ＆環境新聞       46-07、46-08、46-09、46-10（県推薦）、46-11、46-12（全６枚） 

 
西伊敷小学校 5 年生①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━─━─ 

全体的に地球の自然や環境のことがとても可愛くまとまった eco&環境新聞です！！！ 

地球温暖化の意味がわかりやすく説明されて、このまま地球温暖化が進むと９０年後には人が住めなくなってしまうので、

緑をふやして日本を自然豊か国にしようとする皆さんの心強い思いを感じることができました。ありがとう！！！ゴーヤ、ヘ

チマなどの緑のカーテンで、暑さがしのげて、すずしく過ごせたという皆さんの体験談はすばらしいことですね。また、プー

ルの生き物調査で、プールの中でいろいろな生き物がお互いに助け合いながらくらしていて、その一匹一匹の「命」の大切

さを学んだことがとても重要なことですね。これからみなさんがずっと身近なところでいろいろと体験したり、学んだりするこ

とによって、自然や地球を大切にする心がさらに大きく育つことを期待しています！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

地球を守るために、緑をふやす活動は、緑のカーテン以外にどんなことをしたのかな。 

プールの中のいろいろな生き物が、どのような種類の虫がどのくらいふえたか、へったか、その原因は何であったかという調査もおススメだね。 

大切な地球環境のために、そのよう調査の記録があれば、今後どのようなことをしなければならないかというみなさんの計画ができると思います。

次のかべ新聞をわくわくして楽しみにまっているよ！！！ 

 

西伊敷小学校 5 年生②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言

━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

環境と自然を大切にしたいという皆さんの思いが十分に伝わる素晴らしい壁新聞です！！！このかべ新聞を読んだ読者

のお友だちも、みなさんの思いに賛成したと思うよ。また、かべ新聞の最後の「まとめ」に書いてある「環境や自然のつなが

り」、「生き物とのふれあい」、「環境にやさしい地球」の言葉が深く師範の心に残りました。これらの言葉をこれからずっーと

忘れないで大切にして、行動して欲しいと思います。このかべ新聞に書かれている体験を、一つ一つを興味深く読みました

が、とくに「トラック協会との環境学習」と「緑の小道環境日記」はとてもユニークで、読者の目にとまりやすく、すぐにも読み

たくなるひじょうに魅力的な記事だと思います。アイディア賞をあげたくなりました！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

プールの生き物調査で絶滅危惧種のゲンゴロウなど約１万匹の「命」を救ったことは、とてもすばらしい結果だと思います。

その１万匹の生き物が現在どのように管理されているか、どのような問題があるかなど読者のお友だちはもっとくわしく知り

たいと思うよ。また３ヶ月間の「緑の小道環境日記」にどのようなできごとがあり、どのようになり、どのようしたいかなどをくわしく書いた日記を読みた

いお友だちもたくさんいると思うよ。 

次のかべ新聞を楽しみして読みたくなりました！！！ 

 



 

 西伊敷小学校５年生 

 
西伊敷小学校 5 年生③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

エコっちチームメンバーの一人一人が一年間仲よく助け合いながら完成した「チームワークかべ新聞」だ

ね！！！また五人のチームメンバーそれぞれの思いがこもった「いろいろがんばったよ！コーナー」、「プールの

生き物調査をしてみて」「エコについて学んだこと」などのコメントがそれぞれのメンバーの個性が出て大変すばら

しいと思います。このことは、メンバー全員が一年間、病気もしないで健康でいろいろな環境学習をすることがで

きたということなので、これもすばらしい結果だと思うよ。「ゴミひろいをしているか？」の調査は大変興味深くユニ

ークで、その結果が男子も女子も高いので、引き続きがんばってさらに高い割合が出ることを期待しているよ。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

一人一人のチームメンバーのエコ活動に対する思いは十分に理解できましたが、今後いろいろな所でチームとし

てまとめを発表するきかいも出て来ますので、最後にエコ活動に関して、チームとしての全体のまとめを書くようにすれば、みなさん

のかべ新聞が、読者のお友だちにとってさらにみりょく的になると思います。これからもがんばってね。応援しているよ。 

 

西伊敷小学校 5 年生④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

春、夏、秋、冬の一年間にどのような活動をしたか一目で見て良くわかるかべ新聞です！！！このように身近

な自然や環境を意識しながら、さまざまな楽しい体験をしたので、じゅうじつした一年間が過ごせたことがみなさ

んのかべ新聞から読みとれますよ。お疲れさまでした。 

このような一つ一つの活動にはいろいろな思い出があると思いますが、この一年で終わらなかったこと、もっと

調査しなければならないこと、さらに改善しなければならないことなどたくさんやることがあると思いますが、この

ような環境学習は続けることが大切ですので、引き続きがんばってくださいね。次のかべ新聞をおうえんしなが

ら楽しみまっているよ。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「６月から９月にかけて緑の小道をしました。」と書いてあるけど、もっとこの「緑の小道」の活動のことにとても興

味があるので、もっと知りたかったな。最後の「感想」のところに、「一年間環境のことに意識して、これからも意

識しながら生活をしていきたい。」とすばらしい感想が書かれていますが、もう一言、二言で特にどのようなところを意識したいかを書

いてもらえれば、みなさんの環境学習についてもっとかべ新聞の読者のお友だちにアピールできると思います。 

 

 

西伊敷小学校５年生 

 

西伊敷小学校 5 年生⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

全体を見渡すと 4 つの活動とその感想で構成されています。特にかべ新聞の上に「緑いっ

ぱい私の町」とかべ新聞の名前を書いているのが気に入りましたよ。これはあいさつのよう

なものです。小見出しの 2 番目が少し読みにくいようですが，欠点とは言えないでしょう。と

ころどころに写真がはってありますが，小さすぎて何をしているのか，わかりにくくなっていま

す。特に白いクジャクは師範も見つけられませんでした。 

でも，感想のところではトラック協会の人の話から，未来のことを心配して「エコを大事に」し

ていこうという考えにたどり着いたのはすばらしいことです。最後の文章にも書いています

が，これを日本全体に広めて，協力していくことが大切ですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

大きなタイトルの上に書かれた活動のテーマが，応募用紙に書かれたものと少し変えてあり

ますね。テーマが変わるのは後出しじゃんけんのようでいけません。元の「学校や地域での

環境について」でもいいのですが，少しぼんやりしていますね。もちろん，かべ新聞に書いた

活動のテーマの方がイメージがはっきりしていると思います。 

４つの活動記録では，小見出しの文字を色文字にしたために 2 つ目のプールの生き物調査

の小見出しが弱々しく見えました。隣の 2 組環境レンジャー5 の作った壁新聞でもプールの生き物調査をしたことが書かれてい

ますが，カエルやヤゴまでは小学生でも判別できますので，どんな生き物がいくつ見つかったか，これも記録を取っておくとい

いですね。 

都会の小学校ではトンボのヤゴをたくさんとるために，水泳教室が終わったプールに竹の枝を束ねたものをいれてヤゴの住み

やすい環境を作っています。このヤゴは学校のビオトープに移し，成虫になるまで観察した例があります。こんなところまで観察

すると面白いと思います。 

 



 

 西伊敷小学校５年生 

 

西伊敷小学校 5 年生⑥の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

読みやすくきれいな文字のかべ新聞です。漢字のまちがいも訂正してありますので，サポーター

の目配りが行き届いていますね。 

上段の「自然環境エコ新聞」とふつりあいなほど大きな小見出しの色文字がきれいですね。 

それぞれ 6 つの活動報告は，単独にはおもしろい体験報告になっていると思いますが，どのよ

うなつながりがあったのかもう少し解説がほしいところです。文字の大きさを整理すると余白が

取れそうです。そこに写真など加えると実感がわいてきますね。薩摩硫黄島に宿泊学習に出か

けて温泉に入ったり，うらやましいような自然に恵まれていますね。この自然を大切にして下さい

ね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

五年生が緑のカーテン作りに挑戦して，アサガオとヘチマを育てています。多分，毎年同じよう

な体験学習をしていると思いますので，しっかりとした観察記録を残すように工夫して下さい。 

種をまいた日，芽が出た日，花が咲いた日，しぼんだ日，もちろんいくつつぼみができたかも記録してみるとより深く学習ができ

ます。アサガオは夏がすぎてからの方が開花時間が早まりたくさん花をつけることに気がつくと思います。このような記録を作

ることで，西伊敷小学校ではいつ種をまくとたくさん花がつくのかがわかると思いますので，記録を整理しておくことを提案しま

す。 

また，プールの生き物調査をしたことが書かれていますが，カエルやヤゴまでは小学生でも判別できますので，どんな生き物が

いくつ見つかったか，これも記録を取っておくといいですね。都会の小学校ではトンボのヤゴを沢山とるために，水泳教室が終

わったプールに竹の枝を束ねて浮かべ，ヤゴにとって住みやすい環境を用意しているところがあります。翌年の春には近くのビ

オトープにヤゴを移して成虫を観察しています。こんな観察もできますので，ぜひご検討下さい。 

子供たちには日記を書くのと同じように，ちゃんと自然観察ノートにメモしたり，スケッチにしておくと来年の活動にとても役立つ

ことと思います。これもお忘れなく。 

 

鹿児島県出水市 鶴荘ボランティアチャレンジ 

壁新聞のタイトル：ツルがクルー新聞       46-03（県推薦：C 班）、46-04、46-05、46-06（全４枚） 

 
荘中ボランティアチャレンジ Ａ班のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

新聞中央にある「ツルの里へ おじゃったもんせ～!!」というフレーズが目をひきます。方言の意味が分からな

いので調べてみると、“ようこそ”というような意味合いなのですね。方言は温かみが感じられるものも多いし、

地域発信というイメージがよく表れています。 

ツルのいる場所とエサの関係をよく分析していますね！川に沿ってツルが多いことが、地図の分散からも分

かりやすいです。ツルは雑食のようですが、あの長いくちばしを使って川にいる小さな虫を食べるのですか？

ツルが過ごしやすい環境の条件としては、エサがあることだと思いますので、そのエサにとってもすごしやす

い環境を作ることが必要です。川の小さい虫の幼虫が水生であれば、川の水の変化も大切ですね。 

羽数調査は、生息地の環境変化をはかる指標にもなると思いますが、まくエサの量を決めていたのですね。

1 羽あたり 100ｇというと、人の食事の量よりずっと少ないと思ってしまいますが数が多いので 1 トンとなると

毎日大変です。総羽数の推移グラフをみると、増加傾向にあることを嬉しく思うとともに、毎年カウントをし続

けてきた活動の大切さを感じます。感想に書かれているように責任の重みを感じることもあるかもしれませんが、出水のツルの情報を

世界に向けて発信していることに誇りをもって、これからも貴重なデータをちくせきしていってください。 

羽数調査は夕方と朝方に移動する習性を利用していることがよく分かりました。朝 5 時半から待機しているということは起床はかなり

早いですね。今では４つの地点に分かれて調査することがあたりまえになっていると思いますが、調査を始めた頃の先輩たちは、どこ

で待機するか、休遊地の分け方も試行錯誤があったと思います。「これからのわたしたち」に 56 年間のツルクラブの活動への想いと

これからの決意が書いてあるのをみて、とても頼もしく思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

鳥インフルエンザに一羽でも感染してしまうと、その対策が大変な様子が記事や写真を通して伝わってきました。 

すでに感染が見つかってしまった場合は、ウィルス拡大をおさえるのが優先でしょうが、大きな視点でみた場合の県外への分散化の

取り組みはいいことだと思います。 

ツル以外の鳥でも数が激減していた種で、生息地の移動に向けた取り組みが行われているので、いろいろな情報を収集してみて、移

動にどれくらいの年月がかかるか等調べると役に立つかもしれません。そして、地元住民の同意を得るという活動についても、このよ

うな新聞や地域イベントを通してアピールすれば、ツルを知ってもらい、さらにツルを好きになってもらうことにつながると思います。 

 



 

鶴荘ボランティアチャレンジ 

壁新聞のタイトル：ツルがクルー新聞        

 
荘中ボランティアチャレンジ Ｃ班のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

力作の新聞をつくってくれてありがとう。 

釧路と出水の中学校どうしで交流をもつのはいいことですね。同じことを目指している仲間は地域をこえて

たくさんいると思うので、このようなエコ新聞をきっかけに仲間がもっと増えるきっかけになるでしょう。 

残数調査をどのようにするのか知りませんでしたが、イラストを使って説明してくれたのでよく分かりました。

たくさんのツルが、同時に異なる方向に飛び立ったら大変でしょうね。仲間との協力なしにはできない調査

だと思います。年々ツルの数が増えているのは、記事にも書いてくれましたが、ツルが暮らしやすい環境に

なっているのだと思います。そして、ツルのエサにとってもいい環境ということになります。 

「世界一のツルの渡来地になるまでの苦労」の話は、うなずきながら読んでしまいました。ツルのくちばしの

長さの違いを利用するというアイデアは、日々の観察と試行錯誤があったのでしょう。きっと他にも苦労話は

ありそうなので、連載できそうですね。 

分散状況調査は貴重なデータですね。29 年間も続いていることは大変すばらしいことです。「調査」は自然

保護活動の重要な柱のひとつですので、是非これからも続けていってください。病気感染の観点から、分散

することが大切であることが分かりやすく説明されています。鳥インフルエンザのニュースがでるたびに、人が飼育している鳥だけで

なく渡来する鳥たちのことが心配になります。“なぜ分散しなくなってきたか”といった原因を考えると、新聞に書ききれない意見もきっ

とあるでしょう。調査年の気温やエサの状況との関係にも興味があります。生き物が単独で生活するか集団でするかは生態によりま

すが、人の影響で生活できる場所を減らしてしまうことは避けたいものです。 

ツルクラブへの意気込みは頼もしいですね！長年続いている伝統として調査を引き継ぐことも大切ですが、ツルに対する想いを後輩

に引き継いでいってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ツルのガイドをツルガイド博士になった人が行っているようですが、そんな博士たちの感想を楽しく読ませてもらいました。 

「人に伝えるのはすごく難しい」、これはまさにその通りです。知識を話すだけでは聞いた人もすぐに忘れてしまうので、参加者への問

いかけをして考えてもらったり、五感を使った体験をガイドのアクティビティに取り入れたりと様々な工夫をするといいと思います。「恥

ずかしいという思い」、これは慣れという部分が大きいのですが、それと同時にガイドする人自身が楽しむことが大切です。楽しいとき

は話もはずみ、モチベーションも高くなるものです。がんばってください。 

 

 

鶴荘ボランティアチャレンジ 

壁新聞のタイトル：ツルがクルー新聞        

 
荘中ボランティアチャレンジ Ｂ班のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

まず新聞の見出しにあるレタリングにおどろきました。文字の配置や大きさなどが、記事全体のバランス

がとても上手だと思います。羽数調査の結果をグラフで表すことで、読み手が増加数を一目で理解できる

ようにも工夫されています。最大羽数を主張する文字も、色紙で強調されていて、うまく余白を使っていま

すね。新聞ではこういう目をひくものがあると、ちょっと読んでみようとみんなが思ってくれるものです。 

マナヅルもナベヅルも４羽家族が減って３羽家族が増えたとのことですが、その結果はどうなったのか？ 

理由は何だったのか？ この新聞の考察を受けて、ぜひ次回の新聞で教えてくださいね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

羽数調査の結果を表したグラフの中で、数が大きく減っている年、増えている年がありますね。特に減って

いる年というのは、大雪であったり食べ物が少なかったりと、何かしらの理由が、日本もしくは繁殖先で起

こった可能性が高いのではないかと思います。そのことも調べてみて記事にすると、より新聞の内容がふ

くらんで、もっとよくなるのではないかと考えます。次回の新聞を期待して待っていますね。 

 

荘中ボランティアチャレンジ Ｄ班のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

ほどよい写真の枚数や色使いで、とても読みやすい新聞になっています。私も経験がありますが、冬の調査

は寒さがとてもきびしいですよね…。みなさん、よくがんばったと思います。 

「ツルクラブを守ろう！」の記事の中にある、「自然は自分たちの手では変えられない。でも、その気候に合っ

たツルの住みやすい環境を人工的に変えることは可能である。」という一文は、まさにその通りだと思いま

す。人がすこしの手間をかけることで、生きていくことが出来るようになる野生動物はたくさんいます。そうい

ったちょっとした発見を、ツルクラブの皆さんの力で多くのお友だちに伝えていってほしいと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ツルクラブのあらすじの中で戦前と戦後のツルの羽数について書かれていますね。この間に 10 分の 1 以

下にまで減少してしまったというとても驚くべき数字があります。文字の太さや色を変えるなど目立たせて、

他の文字と区別がつくようにすると、読んでいる人も「お、なんだろう？」と目を引かれて、ツルのこと、そして

ツルクラブのことをより理解してもらえるのではないかと思います。 



 

鹿児島県曽於市 あおきっこエコクラブ 

壁新聞のタイトル：自然を守る 生き物にやさしいあおきっこ ２０１４       46-14 

 

あおきっこエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

中央に大きなサツマガモの絵があるかべ新聞は初めてですが，とても印象的で人目をひき

ますね。成功です。このカモを中心に 8 つほどの活動記録が紹介されています。メッセージ

の中にも「できるだけ自然にやさしい米づくりを実践することだ」と書いていますね。実践が

あったから，「塩水選(えんすいせん)」なんて言葉を，元より田んぼ農家でなければ使わな

い言葉ですね。よく覚えて解説をしてくれました。このような農作業から生まれたことがあり

ます。植物でも同じ時期に白い花を咲かせるタネツケバナがあります。白い花がついたら塩

水選をして苗床をつくりなさいという季節がやってきたことを教えてくれます。 

このようにわが国では米づくりへの理解活動と言うのもあり，さらには太陽光パネルを乗せ

たりで，忙しい毎日を過ごしております。塩水楔なんて言葉は専業の田んぼ言葉でなけれ

ばわからないと思いました。足ふみ脱穀機と言うのもなつかしい機械です。この機械をさわ

りたくて，この「さつまがも農法」を学びにきたのでしょうか？日本人なら稲作の原理などは

何時でも話ができるように，頭の中を整理しておいてほしいものです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

中央のカモにはおどろきましたが，これを作った 47 名分の感動が伝わってこないのがちょ

っとさみしいね。大きな声で自分の感じたこと，みんなに伝えたいことをまとめてみて下さ

い。私達はお米を食べるので，お米がどのような手順で作られるのか，田んぼに住んでいる魚や昆虫のヤゴなども身近なテー

マとしてよく観察をして覚えて下さい。 

このかべ新聞では，活動のテーマ「自然に優しい米作りを体験しよう」が大切と思います。はっきりわかるように活動のテーマを

入れて下さい。特別なゴシドウとしては，どのコラムも熱心に書いてくれたのはわかるのですが，コラムの中の文字の大きさは

きちんとそろえて書いてみて下さい。今回は黄緑，ピンク，ムラサキなど高貴な身分の人々に利用されている色模様です。これ

では我が国の国際的な価値の増加が考えられません。もっとコントラストのはっきりした色使いが大切になってくると思います。

時々，絵の道具を出して，デッサンをやることを忘れずに練習して下さい。 

 

沖縄県本部町 もとぶ元気村エコクラブ 

壁新聞のタイトル：どんぐりの森は海の恋人       47-02 

 

もとぶ元気村こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

どんぐりの森づくりによって、沖縄の海を守るという活動についてかべ新聞

にまとめてくれました。調べたことや新しく知ったことがていねいに書かれ

ているなと思います。豊かな森から流れてくる水には、海の生物に必要な

栄養素がたくさん含まれているので、豊かな海を作ることにつながります

ね。赤土の流出というのは知らなかったですが、きちんと整備された森は

大雨が降ってもくずれないように、土を流出させない効果があるのですね。

みなさんのかべ新聞を読むことでよくわかりました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★。 

その中で、なぜ最近赤土の流出が起こっているのか、疑問に思いました。

開発などによって森が減っているからなのかな？調べてみるといいです

ね。 

どんぐりの苗木を育てたり、植えたりするときに大変だったことはあります

か？水やりをしたり、なかなかうまく育たなかったり、むずかしかったこと

と、それをどん な工夫で解決したか、ぜひ今度は書いてみましょう。その

ようなみなさんの体験からえられる言葉は、読む人にもよく伝わると思いま

す。みなさんの活動がもっと多 くの人の印象にのこると思いますよ。 



 

沖縄県恩納村 OMRC こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：ＯＭＲＣエコクラブ新聞       47-01 

 

OMRC こどもエコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「食育」をテーマに一年間みんなで楽しく活動できたよ

うですね。海での体験、田んぼでの体験と色々なフィ

ールドでたくさんのことが学べたと思います。応募用

紙の方には「沖縄の味を楽しもう!!」とありますが、まさ

にその通りの活動ですね。8 月に田植えをして、12 月

に稲刈りというのはさすが沖縄だなあと思いました。

私の家の近くでは、9 月頃にはすでに稲刈りをすると

ころもありますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・ 

それぞれの活動を書いた紙を、タコやバームクーヘン

の形にしているのはおもしろいと思いました。なので、

活動した日付やタイトルを大きくわかりやすく書く と、

もっと見やすくなると思います。また、模造紙を 2 枚貼

って、食べ物がみんなの体の中に入っていくことを表

現していますね。個人的にはとてもおもしろい 発想だ

と思いますが、かべ新聞として応募する時には 1 枚

にまとめましょう。 

また一年間活動しての感想やまとめがあるともっといいと思います。食べ物を作ったりとったりする大変さを学んで、今後やって

みたいことや、家で食事をする 時に気を付けたいと思ったことはどんなことですか？みなさんのすばらしい体験から、ぜひ一

歩進めて自分にできることを考えてほしいと思います。 

 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞№18       47-03 

 

西表ヤマネコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
ヤマネコクラブの活動のすばらしさは、沖縄県じゃないとできないこと、沖縄県だからできることを続

けて実行していることです。何かと言うと、12 月にホタルの観察をしていることです。17 年目になっ

ているとはビックリです。続けていることがとても大切です。それともう一つ、サバイバルキャンプで

す。沖縄県以外でやろうとすると、食べ物を自然から取ってくることはむずかしい、海の幸と山の幸

が取れることも良い条件ですね、場所は近くの島ですか？と言うことを考えるとヤマネコクラブの活

動はとくちょうがあります。 

この二つは私も良くおぼえていて、今年もみんなががんばったなーと感心しました。 

ホタルの観察結果は、去年と今年の比較になっていますが、いつかこれまでの結果を一覧表にし

て、ホタルが増えたり、減ったりする原因が、みんなが考えている通りであるか、報告してくれるとう

れしいです。 

今年は、去年と比べて工事の影響が少なくなってイリオモテボタルが復活したようで、良かったです

ね。写真はメスですが、オスのホタルを見つけることができたのですね。オオシママドボタルは、気

候の影響なのでみんなにとっては、どうしようもないですね。残念ですね。 

このような雨がきょくたんに少ないとか、ごう雨のように雨が多いなど、最近は異常な気象が増えて

いるようですね。これは地球温暖化によるらしいと言われています。生き物にとっても地球温暖化は

大変なことで、生きていることがだんだんとむずかしくなるようです。 

前にも書きましたが、私は神奈川県に住んでいます。神奈川県ではホタルは 6 月頃にしか見られません。沖縄県では、12 月に見ら

れるので、とてもびっくりしています。神奈川県では 12 月は冬ですから、とても寒いです。虫などはみなどこかに行ったり、卵やさなぎ

になって寒い冬を過ごしています。沖縄県はやっぱり暖かいのですね。沖縄県では、ホタルは 12 月以外の月、例えば 6 月でも見ら

れるのですか？ホタルのエサはカワニナと思っていましたが、カタツムリがエサになることも初めて知りました。 

サバイバルキャンプはとっても楽しいイベントですね。今年はエコ料理対決をして、競争をしたのですね。このような工夫があると、み

んなも一生けん命に料理を作るのでしょう。味の対決と言うことですが、エコ対決はどうだったのでしょうか？料理の材料も火の材料

も自然から取ってきたから引き分けかな？みんなが作った料理の味が想像できないのが残念です。どんな味だったのでしょうか？ご

飯がよくたけた、テントとトイレが上手くできた。去年よりは進歩したようですね。でもまだまだ大人の人にたよる所もあったようで、来

年はがんばろう。 

 



 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞№18        

 

クリーンアップ大作戦で集落のごみの調査とごみひろいをやったのですね。中野地区はごみが多いようですが、どうしてです

か？反対に住吉地区はごみがとても少なかったようですね。中野地区と住吉地区のちがいは何だったんだろうか？このことを

良く観察し、考えると、ごみを少なくするうまい改善法が見つかるかも知れません。でも、今回の活動で気付いたことと改善法が

良く一致していると思いました。草むらやア（？）ダンの林の中にごみが捨てられている。 

では捨てられないためには、と言うことで改善法として草を刈る、その通りです。すばらしいことに気が付きましたね。草ぼうぼう

でごみがかくれてしまう。それならば草を刈って、かくれるところを無くそう。捨てる人の気持ちになると、見えないから大丈夫だ

ろうと思って捨てるけれど、見つかってしまうと捨てるのをあきらめるよね！と言うことでどういう所にごみが捨てられているかを

良く観察し、ごみが少ない所とくらべると、ごみが捨てられない対策、改善法が見つかると思います。看板を作って、捨てないよ

うに注意することも良いでしょう。 

もっとほかの方法はないかな？みんながごみを拾っている写真を看板にするのはどーかな？みんなで話し合ってみると思わぬ

改善法も見つかるかも知れないよ。例えば、たばこのポイ捨てが多いバス停にタバコ専用のごみ箱を置いて、ごみはごみ箱に

捨てることに気付いてもらう、あるいは、みんながごみ拾いしている所を大人の人に見てもらうことも良いと思います。こども達

が一生けん命きれいにしているところを見れば、大人の人も捨ててはいけないなーと気が付いてくれるでしょう。 

ＥＳＤフォーラムに参加して、ほかのクラブの活動を知り、自分たちももっと活動ができることがあると気付いたのは、すばらしい

です。ぜひ、ほかのクラブの活動を知る機会があったら参加してみると良いと思います。逆にヤマネコクラブの活動もほかのク

ラブの人たちには、参考になっていると思います。来年のかべ新聞に、ほかのクラブの活動を参考にして、自分たちもやってみ

ました、という報告があったらうれしいです。 

船浦中の文化祭に参加して、アンケートを取ったり、クイズを出して、みんなも楽しんだようですね。アンケートを見るとエコに関

心が高く、多くの人が環境に良い暮らし方をしていることに感心しました。クイズもいいねー。問題２は世界の環境問題ですね。

身近な現象や出来事からほかの国の環境に対する取り組みも知ることができますね。沖縄県は周りが海でいろいろな外国と

の接点にもなっているので、このような場所の特ちょうを活かした環境問題に取り組むのも沖縄県ならではの活動になっている

と思います。 

 

 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞№18        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

クイズの答えがちがっているのがあったよ！問題１の正解は、①の浦内川ですね。クイズの正解を教えるだけでなく、今回は、水

質調査の結果もみんなに見てもらったのだと思います。 

ぜひ、そうしてください。クイズでは、クイズで見つかった問題点なども参加者に知ってもらうことが大切です。例えば、問題３のホ

タルの問題では、ヤマネコクラブが長い間調べているホタルの発見数と地域の開拓状況や気候との関係なども発表するようにす

ると良いと思います。 

水 質調査で３回、測るやり方は大変良いやり方です。１回だけではぐうぜんそのような数値が出たのかも知れませんので、３回

やるとそのような心配はありませ ん。薬品の数は増え、お金はかかりますが、データの信頼性が高まりますので、測定はみんな

がやっているように３回はやってください。 

来年はホタルの数がどうなっているか、かべ新聞を見るのが、楽しみです。 


